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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　イストール魔法学院への航路






　オーラス大河を一艘そうの商船が流れに身を任せ、下流にある街を目指し進んでいた。

　商いで利用する船には商人以外に、イストール魔法学院の制服を着た生徒が幾人も乗り込んでおり、若者達で賑にぎわいを見せていた。ある者は長い休暇が終わったことを憂ゆう鬱うつに思い、またある者は再び学まなび舎やで友人と机を並べることを楽しみに、と様々な思いが交錯している。

　二ヶ月にも及ぶ帰省は、有意義な日々を送り成長した者、あるいは自堕落に時間を浪費し何の成果も得られなかった者と、学院生によって結果もそれぞれであろう。

　その成果がはっきりするのは学院で受ける講義の中であり、一喜一憂する者と激しく後悔する者に分かれることとなる。そんな思いが漂う船の甲板に、二人の兄妹の姿があった。

　兄のツヴェイト・ヴァン・ソリステアと、妹のセレスティーナ・ヴァン・ソリステアである。

　ソリステア魔法王国を守護する四大公爵家の一つ、ソリステア家の生まれで、最も有名な魔導士の一人である【煉れん獄ごくの魔導士】の孫にあたる。

　もう一人、クロイサス・ヴァン・ソリステアという次兄がいるが、彼はこの二ヶ月にも及ぶ休暇を学院内で過ごし、一度も実家に戻ることはなかった。何でも研究に夢中になり過ぎて、帰省する気すら起こらなかったのだという。ある意味では魔導士らしい性格といえよう。

　ただ、一度も帰ることがなかったせいで、彼の母親が拗すねてしまい、夫であるデルサシス・ヴァン・ソリステア公爵が難儀したらしい。

　異母兄妹であるツヴェイトやセレスティーナは何の影響もなかったが、二人の妻に詰め寄られたデルサシス公爵の苦労を思うと、何とも同情したくなる話だ。

　しかし、デルサシス公爵は妻達の心のケアをしっかりと行い、夫婦円満な家庭を維持しているのだから凄すごい。さすが多くの愛人を囲っているヤリ手である。

　さりげなく子供達に矛先が向かないようにフォローをするなど、なかなかに心憎い気配りである。

　そんなこととはつゆ知らず、二人の子供達は船が港に着くのを待っていた。




　初秋の季節に白い花を咲かせる【サークテゥーレス】。

　花弁が風に流され、オーラス大河に雪のように舞い散っては水面に落ち、流されてゆく。

　自然の作り出す美しさと儚はかなさ──、この季節特有の幻想的な光景を見せていた。

「綺き麗れい……」

　素直な心で、純粋な思いの言葉を口にするセレスティーナ。

　少女らしいあどけなさを湛たたえた笑みは、この幻想的な風景と相まって彼女を妖精のように見せていた。清らかで、何物にも染められていない少女らしい純粋な振る舞いは、甲板にいる多くの者達に愛いとおしさを呼び起こさせていた。同年代の少年達が頰ほほを染め、俯うつむきながら目を逸そらすほどに。

　だが、その横では兄であるツヴェイトが、青い顔をして船の端に寄り掛かっている。

　純粋に船酔いをしていた。

「うぷっ……港はまだかよ……。死ぬ……死んでしまう……」

　黙っていれば端整な顔立ちの青年なのだが、今の彼に普段の凛り々りしさは見る影もない。せっかくの美しい光景が台無しである。












「兄様……まだ船酔いが治らないんですか？」

「おぇ……もぅ……何も出ないぞ……。俺はもう……駄目かもしれん」

　たかが船酔い、されど船酔い。ツヴェイトと同様に船酔いに苦しみ、美しき景観を台無しにしている者達は意外に多かった。観光目的で乗船した者達から白い目で見られている。

　こればかりは体質と慣れの問題であり、船酔いで苦しんでいる者達にはどうしようもない。

「ミスカは何をしてんだよぉ……。薬を、取りに行ったきりだぞ……。オエェ……」

　セレスティーナの護衛と身の回りの世話のために、屋敷のメイド長でもあるミスカが同行していた。しかし、その彼女は船倉に薬を取りに行ったきり戻ってこなかった。

「本当ですね……。そろそろ一時間近くになりますけど、何をしているのでしょうか？」

「まさか……嫌がらせか？　俺が苦しむ姿を見て、ほくそ笑んでいやがるのか？」

「いくらミスカでも、そこまで酷ひどいことは……」

　『酷いことはしない』。そう言える根拠や保証がどこにも存在しなかった。何しろミスカは色んな意味で良い性格をしている。嫌がらせをしないと言い切れるほど彼女は人格者ではなく、むしろ率先して涼しい顔で嫌がらせを行う大人気ない人物である。

「なぜ、そこで言いよどむのですか？　お嬢様……」

「ひゃぁ!?　ミ、ミスカ……いつの間に……」

「今です。それが何か？」

　なぜか背後にいるメイド服の女性。青い髪のショートカット、ややつり目気味で三角レンズの眼鏡をかけた、見た限りではクール美人。だが、なかなかに人を食った性格をしている。

　【煉獄の魔導士】と二つ名で恐れられる祖父のクレストンすら煙に巻く、実に肝の据わった女じょ傑けつである。そんな彼女は気配を微み塵じんも感じさせず、いつの間にか背後に忍び寄り人を驚かせるのだ。

「ミスカ……。今まで何を……薬は、持ってきたのかよ…………」

「申し訳ありません。途中で行商人から珍しい菓子を手に入れましたので、その味を堪能していました。実に美味で、思わずたくさん購入してしまいましたね」

「……やはり、嫌がらせか……。そんなに俺が苦しむ姿が見たかったのかよ……うっぷ！」

「これは異なことを仰おっしゃいますね、ツヴェイト様。そもそも酔い止めの薬は船に乗る前に服用するものですよ？　それを怠り船に酔ってから飲んだところで手遅れです。今から飲んでも、効果が表れる頃には港へ着いていることでしょう。注意書きはよくご覧になられることをお勧めいたします」

　正論である。しかし、一時間近く彼を放り出していたこともまた事実だ。

「……もう、駄目だ………意識が……」

「たかが船に乗っただけで情けない。これで栄えあるソリステア公爵家の次期当主とは、先が思いやられますね。鍛え直さねばならないでしょう」

「ミスカ……なぜにそこまで偉そうな態度ができるのですか？　よく考えてみれば使用人ですよね？　普通に考えて、あり得ない行動をしていますよね？」

「それはですね、お嬢様……私が誰よりも偉いからですよ？　私とガチで渡り合えるのは旦那様くらいのものです。それはもう、忌いま々いましい話ですが……。いつか決着をつけるつもりです」

　使用人とは思えない超然とした態度に対し、セレスティーナは開いた口が塞ふさがらない。どこまで本気か分からない物言いに、さすがに絶句するしかなかった。

　そして、二人の兄の母親である公爵夫人達が、ミスカに対して恐れを抱いているのもまた事実である。現に彼女と相対すると、両公爵夫人は真っ先に逃げ出すほどであった。

「前々から思っていましたが、ミスカはいったい何者なのですか？　なぜ、あの公爵夫人であるお二方が恐れるのですか？　御父様と何かしらの繫つながりがあるように思えるのですが……」

「お嬢様、私は九十九の秘密と99のバストの保有者ですよ？　おいそれと秘密を明かすような真似はしません」

「99のバスト……噓はいけな、すみません。殴ろうとしないでください……」

　グダグダな空気の中、船は静かに流れてゆく。

　色々な意味で地獄を見ている二人の兄妹を乗せて……。








第一話　おっさんのいない日常






　イストール魔法学院。比較的に裕福な階層の若者が集う魔導士の育成機関である。ソリステア魔法王国建国以前に創立され、三百年の歴史を誇る名門校で他国にも名を馳はせる、もっとも有名な学術機関であった。広大な広さを誇るその敷地内には、数多くの魔法研究機関が立ち並び、更には学院生達の生活を支える街まであるのだから学園都市と言っても過言ではない。

　魔導士を目指す多くの者がこの場所で学ぶことを望むが、その入口は一部の者にしか開くことができない、学歴に左右される狭き門である。

　現在この学院は多くの派閥が乱立し、各エリアで権力争いが繰り広げられていた。それが単なる学院生達の意見の衝突ならまだいいが、事実上は魔法貴族達の代理戦争に近い有様である。

　ＯＢとなった貴族達は自分の子供達を操り派閥を形成。更に意に沿わない者達を貶おとしめて排斥するなど、自分達の権威を上げることしか頭にない。

　その大半が先祖代々特殊な魔法を受け継いだ継承魔法や、何らかの理由で遺伝的に受け継がれた特殊魔法、一般的に血統魔法と言われる魔法を受け継いだ魔導士達だ。一般市民である者達から見ればいい迷惑である。

　この学院は社交の場であると同時に、欲望渦巻く貴族達が権威増強を狙う、言わば辺境の戦地のようなものであった。陰謀劇など貴族の間だけでしてもらいたいものだが、残念なことに貴族の揉もめ事は一般学院生にも飛び火する。派閥に属すれば、それだけ揉め事に巻き込まれやすくなるのだ。

　セレスティーナも、そうした揉め事から逃れられない立場であった。




「ハァ～……憂ゆう鬱うつです。本当にこの学院で、私が学ぶことなどあるのでしょうか？」

　馬車から荷を下ろしながらも、セレスティーナは往生際悪く愚痴を溢こぼす。

　大賢者から教えを受けた立場からすれば、この学院で学ぶべきものがあるとは思えない。

　この二ヶ月で魔法が使えるようになり、更に多少なりとも魔法式を解読・改良できるようになった彼女からしてみれば、些いささか物足りないことも確かだろう。

「お嬢様？　溜ため息いきを吐つくと、小じわが増えるといいますよ？　気をつけてください」

「それ、正しくは幸せが逃げる、ではないのですか？　ハァ……最近は充実していましたから、気が進みません。ここで何を学べというのでしょうか……」

「それは、多分学院生でなければできないことをしろというのでは？　友人を作り、盗んだ馬で走り出すような青春を謳おう歌かするのも、学院生としての特権だと思いますが？」

　青い髪のクール眼鏡メイドは、セレスティーナが友人すらいないことを知っている。実は一人、友人と呼べる人物もいるのだが、その人物は少々問題があった。

「戻ってきてしまった以上、今更文句を言ったところで始まりませんね。未練だとは分かっていますが覚悟を決めましょう。ハァ～～……」

「覚悟を決めたのでは？　それより、荷物を運んでください。今は猫の手でも借りたいので」

「ミスカ……私は猫の手ですか？　荷物くらいは自分で運べます」

　少々ムキになりながらも、セレスティーナは大きめの鞄かばんを持ち、階段で手て古こ摺ずりながらも何とか寮の玄関まで運ぶ。

　学院生の寮はローマンコンクリートを用いて建築され、建物自体は初期のゴシック様式。正面玄関を入ると直すぐに、二つのかまぼこを交差させたような天井が特徴の、交差リブ・ヴォールトのフロアが広がっている。左右に学院生の住まう部屋に続く通路と、正面には左右対称の階段が目に付いた。飾り気の少ない様式で、悪く言えば地味な建築物なのだが、セレスティーナにしてみれば別邸の雰囲気に近い構造なので落ち着くのである。

　建物の左右には小さな尖せん塔とうが建ち、主に懲罰房として利用されるがあまり使われたことはない。

　作りの古い建物なので、商家や一般の民出身である学院生がここで生活を送っていた。

『おい、アレ……無能者だぜ？』

『何だよ。魔法が使えないくせに、まだここにいる気か？』

『無能のくせに、身の程を知らないのか？　公爵家のコネでここに入学したくせに……』

『公爵家といっても愛人の子でしょ？　恥という言葉を知るわけないじゃない』

『本当に厚顔無恥ですわね。さっさと消えてくださればよろしいのに』

　戻ってきたセレスティーナの姿を目撃した者達は、あからさまに嘲あざけりの感情が込められた顔を向ける。彼等にとって公爵家の生まれであるセレスティーナの印象は、『有能だが無才』『権力だけでここにいる無能者』『依え怙こ贔ひい屓き』である。多額の学費を払い、必死になって学力を身につけた彼等にとって、セレスティーナの存在は腹立たしく映るに違いない。

　彼女自身もその事は理解しており、以前は学院内の書庫にひきこもっていた。彼等に対して申し訳ないと思う一方で、何とか魔法を使えるようになろうと必死だったのだ。

　その結果は思わしくなかったが、それも『以前は』の話である。

　今のセレスティーナは魔法を行使することが可能で、簡単な魔法なら無詠唱で行使できる。

　だが、学院生達は今の彼女の事を知らない。セレスティーナは過酷な生存競争が繰り広げられる魔の森で戦い、生き延びた。その実力は既に学院生を大きく突き放している。

「お嬢様、あまりお気になさらないでください。彼等は今のお嬢様の事を知りません」

「分かっていますが、二ヶ月前の私は、よくこのような場所にいられたものです。正直、不快でしかありません」

「お心に余裕ができたからこそ、周囲の事が見えるようになったのでしょう。これからが本番ですよ？」

「分かっています、ミスカ。先生の名に恥じない魔導士として、この学院を卒院してみせます！」

　やる気と決意に満ちた表情で彼女は毅き然ぜんと歩き出す。

　セレスティーナの左腕には、師でもあるゼロスが製作した腕輪の魔法媒体が輝いていた。これから彼女の新たな日々が始まるのである。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






　二日後。決意を胸に秘め、苦難に挑むような心意気で学院の講義を受けてはみたが、状況がそう変わるはずもない。

　ただ二ヶ月前と同じ状況が繰り返され、侮ぶ蔑べつや嫌みの込められた視線が常に付き纏まとう。

　正直逃げ出したい気持ちにも駆られるが、セレスティーナは何とか自制し講義を受けていた。

　学院の講師達も彼女については見て見ぬふりの状態で、余計なことは一切口にしない。下手に授業課題の質問をぶつければ、逆に異なる視点からの疑問を突きつけられ、回答に困るからだ。

　講師陣にとってセレスティーナはまさに鬼門であり、知らないことを知ろうとする姿勢は好感が持てるが、自分達も分からないことを詰問してくるのだからタチの悪い存在であった。

　魔法は使えないが優秀。それだけに講師陣にとっては厄介な相手であり、結果的にセレスティーナを無視するという行動をとるようになっていた。

　人を教える立場としてこれはどうかと思うが、講師達の立場からしてみれば実に厄介な優秀さであり、その優秀さを認めれば自分達がいかに矮わい小しょうであるかを突きつけられる。

　彼女が魔法を使えれば話が変わったのだろうが、魔法を使えずに理論ばかりを並べ立てるセレスティーナを、講師達は疎ましく思っているのもまた事実である。

　そんな講師の思いをよそに、セレスティーナは講義内容を紙に書き綴つづっていた。

　この世界にノートのような便利な道具はない。紙は独自に購入し、買えなければ暗記するしか方法がない。そのため学院生は真剣に講義を受けるのである。

『この講義内容は以前に図書館で調べましたね。先生は予習も大事だと言っていましたが、魔法文字の一つを意味のある言葉と捉えている時点で誤りなのではないでしょうか？　魔法文字で魔力に対して変質する指令文字を形成し、連ねることで魔法式を形成させるのが正しいのですが、このまま誤った魔法文字の認識を広げてしまっていいのでしょうか？』

　彼女にとって今の学院で学ぶべきことはない。魔法文字や魔法式の本質を知っているだけに、この講義を受けるのは無駄ともいえる。

　だが、誤った教えを広げるのもマズい気がしていた。今後の魔導士達のためにも、ここで誤った講義内容に歯止めをかけねばならないと思う。

　そして彼女はやらかす。

「サマス講師、質問があるのですがよろしいですか？」

　講師のサマスは内心『来たぁ─────っ!!』と叫んだ。

　彼にとって、来てほしくない事態であった。

「なにかね、セレスティーナ君。講義に何かおかしなことでも？」

「いえ、前々から思っていたのですが、魔法文字は56音と数字を表す別の魔法文字が10音でよろしいですよね？　その一つ一つに意味があり、それを複雑に組み合わせて魔法式が形成される。現在の魔法理論では一般的にそう思われている。これは間違いないはずですね」

「そ、それの何が問題なのですか？」

「素朴な疑問なのですが、この魔法文字は文字としての意味合いで、言葉を形成して使うのではないでしょうか？　もし、文字の一つに意味があるのではなく、文字を連ね言葉にすることにより魔力を変質させる命令文字が形成されるとしたら、今学んでいることに意味があるのでしょうか？」

　サマス講師にとって、それは衝撃発言であった。

　現在の魔法式解読は難航を極めている。というよりは、むしろ停滞していると言ってもよい。

　多くの魔導士が魔法式は魔法文字の連なりで、魔法を行使する上で魔法文字による連鎖によって発動するパズルのようなものと認識していた。

　だが、それ自体が言葉の羅列となると意味合いは大きく変わってくる。

「待ちなさい、セレスティーナ君。君は……何を言っているのか理解しているのかね？」

「はい、充分に理解しているつもりです」

「君の言っていることは、今まで研究していたことを根底から覆す内容ですよ？　それは多くの魔法研究者を敵に廻まわすことになる。君の言っていることはそれだけ危険なものだ」

　今現在研究されている魔法文字の解読。それは魔法文字一つずつが意味を持ち、それをパズルのように並べることにより、魔力を現象として顕現させる。魔法式とはいわば基盤であり、その基盤に魔力が通ることで物理現象へと転換させる技術と思われていた。

　だが、セレスティーナの言いだしたことは真っ向から異なる。魔法文字とは文字通り言葉を作る文字であり、その文字を用いて魔力の変質を促す言葉を作ることにより物理現象へと転化する。

　どちらの理論も魔力を物理現象に変えることは同じだが、根幹の部分では全く異なる内容なのである。もしセレスティーナの言っていることが真実であるとしたら、今まで研究していたことが全て無駄ということになってしまう。

『また、厄介なことを言いだしおって……。無能者が……』

　講師達も口にはしないが、内心ではセレスティーナの事を『無能者』と蔑さげすんでいた。

　だが相手は公爵家の令嬢、表立って侮蔑するわけにもいかない。

　それはサマス講師も同じであった。

「な、なぜ、そのような考えに至ったのかね。実に興味深いのだが……」

「ご存知の通り私は魔法が使えませんでした。だからこそ多くの事を知ることで原因を探ろうとしたのですが、そもそも『現在の魔法が古き時代のものよりも劣っていたとしたら』、そう考えるに至りました」

「なるほど……あり得ない話ではない。ですが、それを実証できないのも事実ですよ？」

「この世界の人々は全て魔力を持っていますが、古き時代に比べて今の時代は魔導士の数が少ないのはなぜでしょうか？　もし研究の最中に古き時代の魔法を誤った形で変質させ、発動自体に個人差を生み出してしまったとしたら、今の魔法研究は誤った方向に進んでいることになります」

　旧時代の完成した魔法を研究によって破壊してしまう。決してあり得ない話ではない。

　むしろその可能性も大いにあった。セレスティーナの言った通り、今の世界は魔導士の数が限られている。文献によると旧時代の民は少なからず魔法を使え、生活基盤も魔法を利用したものが多かったと伝えられている。同時に、サマス講師は彼女の言葉に気になる点があることに気付く。

「セレスティーナ君……。今、『魔法が使えませんでした』と言ったね？　なぜ過去形なのだ？」

「今の私は魔法が使えます。この二ヶ月で修練を果たし、魔法を使用できるようになりました」

「なっ!?　あ、あり得ない。そんな短期間修練しただけで魔法が使えるなど……。それが事実ならどのような方法で……。今まで誰も君が魔法を使えるようにできなかったのに……」

「戦闘訓練を毎日続け、その合間に魔力の運用訓練を続けました。毎日自分の魔力を使い続け、最後にですが実戦も経験してきました」

　衝撃発言第二弾。セレスティーナが戦闘を経験したとなれば、当然レベルも上がる。

　レベルが上がれば体がその力を効率良く運用するために最適化を始め、身体能力や魔力保有量も格段に上がる。彼女の言葉を信じるのであれば、魔法行使が可能なレベルまで戦い続けたことを意味するのだ。夏季休暇で学院生が行うことではない。

「そ、相当な無茶をしたようだね。急速な格上げは体に変調を与えることになり、危険だ」

「ですが、生きるか死ぬかの瀬戸際で、そんなことを言っている暇はありませんでした。食料を魔物に襲われ失い、四日ほど狩りをしながら生き続け、数時間おきに魔物が襲ってきましたから」

「どんな過酷な状況ですかっ、そんな状況で生き残れるはずはありません!!」

「生き延びたからこそ、この場にいるのですけど……。私の兄や騎士団の方々も一緒でしたから、確認してくださってもよろしいですよ？」

　思い出すのはファーフランの大深緑地帯でのサバイバル生活。

　騎士達と共に常に警戒態勢を余儀なくされ、空腹を癒いやすために狩りをするべく魔物の徘はい徊かいする森に入り、人格に些か変調をきたすような状況下を生き延びた。

　礼儀正しかった騎士達は数日でワイルドな戦士に変わり、尊敬する師でもあるゼロスは容赦なく魔物を殲せん滅めつし、兄は錬金術の楽しさを知り狂喜乱舞。セレスティーナ自身もレベルが上がることが楽しくなり、魔物が来ないか待ち望んでいた。

「戦いは……人の心を壊すものでした」

「な、なぜに君は……そんな虚うつろな目を向けるのかね？」

「今の魔導士ではあの森で生き残れません……。あの地は地獄です、過酷過ぎます……」

「まさか……ファーフラン大深緑地帯で苦行をしたのか!?」

「あの森の奥の魔物は獰どう猛もうで、もっと強いそうです。今の私では死にに行くことになるでしょう」

　想像を絶する内容だった。周囲で聞いていた学院生達も驚きょう愕がくで声が出ない。

　ファーフランの大深緑地帯は、奥に行くほど魔物の強さが強力になる魔境である。たとえその端の森でも、魔物の強さはこの辺りとは比べることができないほどの差がある。そんな中で戦い続けるなど地獄でしかない。

　また、そのような実戦での訓練を行うのは騎士団しかおらず、随行して戦闘を行うなど各派閥には無理であった。ただでさえ騎士団とは仲が悪いことで有名であるのに、政治的な対立組織に随行するなど正気の沙汰ではない。それが可能な魔導士となると新たな派閥の【ソリステア派】となる。

　サマスの背に冷たい汗が流れた。彼が所属するのはウィースラー派だが、ソリステア派が実戦訓練を他の魔導士に行っているとなれば状況は一変する。

　実戦派であるウィースラー派が存続意義を失い、同時にソリステア派は騎士団との繫つながりが強固になる。そうなればウィースラー派の念願である魔導士による軍事権掌握が不可能となるのだ。

「ソリステア派は、戦闘経験豊富な魔導士を揃そろえているのか？」

「それは分かりかねますが、少なくとも私は他の派閥に入る気はありません。他の派閥の魔導士の方々が、私の状況をどうにかできたわけではありませんから」

「だ、誰かの指導を受けたのですか!?　いったいどこの派閥の……」

「御爺様の知り合いですから、私には分かりかねます。その事を公表できる権限もありませんし」

　セレスティーナを指導できる魔導士など、どこの派閥にも存在していなかった。だが、実際に魔法を使えるようになったとなれば、それを指導した魔導士がいることになる。

　名だたる【煉れん獄ごくの魔導士】の知り合いともなれば、その実力も同等の強力な魔導士と推察でき、更にこの爆弾発言は周囲に大きく影響を及ぼす。彼女の事を無能と侮っていた学院生達であった。

「マジかよ……無能が魔法を使えるようになったら、俺達はどうなるんだ？」

「おい、俺等……今まであの子の事を馬鹿にしていたよな？」

「公爵家の娘よね？　私達ヤバくない？」

「どうしよう。以前、あの子の前で無能と笑ったことがあるわ……」

　彼女を嘲わ笑らっていた者達は、一斉に蒼あおざめる。

　面と向かって馬鹿にしたことはないが、わざと聞こえるように侮蔑のこもった言葉を投げかけたのは確かだ。本来なら許されざる行為なのだが、この学院は表向き権力とは無縁の方針なのである。全ての学徒に門戸を開き、多くの者に学びの好機を与えることを吹聴していたのだが、事実上は権力と派閥の横行が激しい魔窟であった。

　そんな中で、公爵家の令嬢であるが魔法の才がなかった彼女が人柱になるのに時間は掛からなかった。彼等は日頃の鬱うっ積せきをセレスティーナにぶつけていたのである。

「ど、どうせハッタリだ。二ヶ月で実力が上げられるなら苦労はないだろ」

「だよな。大したことはないだろうさ」

「そうよね。そんなことはありえない……」

　中には現状を否定する者もいる。彼等は成績が底辺であり、魔法を使えないセレスティーナを馬鹿にしていた連中だった。セレスティーナも彼等の顔に見覚えがあるが、今となってはどうでもいい存在になり下がっていた。

　講義の場が騒然とした頃、丁度良く講義時間終了の鐘が鳴り響く。

「今日の講義はこれまで。セレスティーナ君、君の疑問的学説は実に興味深い。私なりに検証してみようと思う」

「そうですか。何か分かればお教えください。楽しみにしていますよ、サマス講師……」

　この時、サマスはセレスティーナが結果を知っているのではと思った。短期間で魔法を習得できたこと自体が信じられず、セレスティーナが【煉獄の魔導士】の知り合いという魔導士に、自分達の知らない知識を与えられたのだと思った。

　魔法講師として、サマスにも譲れない矜きょう持じというものがあるが、今までに感じたことのない不安を彼は感じていた。自分達が教わり、当たり前と思っていた魔法の常識。それが崩れていくような不安である。

　結局サマスは、セレスティーナの言った仮説を実証することはなかった。

　魔法文字を言葉として並べ使用するという方法は、現在知り得る研究成果を全て捨てることになる。言語解読などの作業を考えると、学院設立当初の時代と同様に、一から手探りで調べなくてはならない。つまりは今まで教え続けていた常識が根底から覆ることになる。

　彼はなまじ優秀な成績で卒院したため、新たな可能性を認めることができず否定したのだ。

　それがやがてどんな結果を生むのか、彼はまだ知る由もない。
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　学院は、何も魔法ばかりを教えているわけではない。国の歴史や文学、数学や薬学まで幅広いジャンルの講座がある。

　こうした講義は学院生の自由意思によって受講でき、興味のない学課は受ける必要がない。大学の講義と似た制度なのだが、一つの講義時間を休むと後が分からなくなるのが難点であった。

　セレスティーナの受ける学課は主に魔法学と物理学。この新学期から錬金学にも足を運び、内容を書き記しては図書館で予習する日が続いた。その間、声を掛ける者は誰もおらず、ある者達は遠巻きに興味を込めて、またある者は敵意を込めて、それぞれ視線を送っていた。

　前者は、無能呼ばわりされていたセレスティーナがどのような魔法を使うかの興味であり、後者は今まで馬鹿にしてきた行為が罪に問われないかの怯おびえだ。

　そして、一部がまるで裏切り者を見るような目で見ている。その一部こそが俗に言う『落ちこぼれ』と呼ばれる最底辺学力の者達である。

　一方的な都合で裏切り者扱いを受ける謂いわれはないのだが、彼等からしてみれば魔法が使えないセレスティーナは自分達の至らなさを慰める存在だったのだ。『自分は魔法が使えるからマシ』、『頭は良くても才能がないんだから俺が上』と、歪ゆがんだ思いで彼女を最後の防波堤としていたのである。

　そうでもしなければ蔑まれる彼等が、派閥争いの激しいこの学院でまともでいられるはずもない。勝手な考えで蔑んでおきながら、今更裏切りも何もないだろう。

　そんな中、ある者は待ち望み、またある者は来てほしくなかった講義がついにやってくる。魔法発動訓練である。学院生は修練場に集い、魔法を放つ訓練をする。

　この講義は、一時間近くただ的に向かって延々と魔法を撃ち続け、魔法行使でどれだけ自身の魔力を消費したのか体に覚えさせる訓練である。

　実戦では、魔力が枯渇すれば戦場に置いていかれる。多少魔力が残ったとしても戦力にならなければ意味がないから、ともっともらしい理由を挙げてはいるが、事実上は学院生のストレス発散の場であった。

　使う魔法は初期魔法の『ファイアーボール』。その威力を見て個人の魔力総量や制御力を推し量る。

　旧時代の『自然界の魔力を利用する』という概念が失われた今、彼等が使う魔法は全て自分自身の魔力で行わなければならない。魔力枯渇の回数が増える以上、自身の魔力量を把握し活用するのが目的なのだが、実際は魔法を撃ちまくるだけで何の成果も上げられてはいない。

　これがどこかの大賢者なら、【魔力操作】や【魔力増加】のスキルを覚えさせようとするが、残念なことに学院の講師はそんなことすら思いつかないほどに経験が足りないのである。

　講師達もまた、学院生の延長線上の存在なのであった。

「ハァ～……」

　セレスティーナは溜息しか出ない。

「やる気が出ないようですね、お嬢様……」

「ゴーレムを相手にした方がマシです。あの訓練は心身ともに鍛えられますし、様々な要素で成長している確かな感覚が分かりましたからね」

「楽過ぎて逆に面白みがないと？」

「ここで体験できること以上の事を、私は知ってしまいましたから」

　仕える主人に頼もしさを感じつつも、ミスカは同じように溜息を吐いた。

　彼女もまた、本気でこの学院から学ぶべきものはないと思っているようである。

「ですが、この学院には膨大な資料がありますし、できるだけ多くの情報を集めなければなりません。先生が作る魔法媒体……魅力的です！」

「この世界の『物理的な法則』ですか？　ゼロス様が仰おおせられていた課題の一つですね」

「えぇ、魔法の構築には現象の意味を知ることが大事です。魔法式からも読み取れますが、いまだに漠然としたものですし、法則と照らし合わせれば魔法発動の理ことわりを知ることができますから」

　魔法式を多少読み解くことはできるが、新たな魔法を生み出せるほどではない。今は知識を深めることが彼女の最優先課題であり、この講義とは名ばかりの遊びは遠慮したいところであった。そうした意味では、魔法が使えなかった頃は実に有意義な時間を費やしていたと言える。

　そして、今日で何度目かの溜息を吐いた。

「あら？　そこにいらっしゃるのは、セレスティーナさんじゃありませんか。まだこの学院にいらしたのですわね」

　頭の痛い存在がもう一つあった。

　声を掛けてきたのは、ブロンド縦ロールの少女で、名をキャロスティー・ルド・サンジェルマン。

　魔法研究一派の総元締めである、サンジェルマン派の筆頭である一族、サンジェルマン侯爵の息女であった。彼女は、何かにつけてセレスティーナに声を掛けてくる、数少ない人物でもある。

「キャロスティーさんですか、お久しぶりです」

「えぇ、お久しぶりですわ。でも珍しいですわね、貴女あなたがこの講義を受けるなんて」

「講義ですか？　私には遊んでいるとしか思えません。何も得るものがありませんし」

「そうですわね。ところで、聞けば魔法が使えるようになったとか……。いったいどのような手段を用いたのかしら。実に興味深いですわ」

「知りたいですか？」

「ぜひともお聞かせくださいな。気になって夜も眠れませんわ」

　セレスティーナは彼女が少し苦手であった。

　本人は嫌みのつもりではないのだが、彼女の言動が周囲にはセレスティーナに絡んでいるように見えてしまう。そのせいもあってか、周りもセレスティーナを蔑む行動を隠そうともしなかった。

　悪い子ではないので無む下げに扱うこともできず、色々と面倒な少女である。

「マッドゴーレムを相手に三時間戦い続けました。心身ともに鍛えられますが、お勧めはしません」

「……そ、壮絶ですわね。ですが、それほどの数のゴーレムをどこから」

「御爺様の知り合いである魔導士の方が、『ゴーレム・クリエイト』で作り出したものです。強いだけでなく、統制のとれた動きをしますのでケガもしましたね」

「それほどの魔導士、聞いたことがありませんわ。もしかして【師】なのですか？」

「それ以上の実力者ですね。旅をしているので滅多にお会いできないらしいのですが、休暇の帰りで偶然お会いしまして。夏季休暇の間、手ほどきを受けたのです」

　立場上、ゼロスの事を教えるわけにはいかないので、咄とっ嗟さに噓を吐ついてごまかす。

　それでも驚異的な実力の魔導士の存在に、キャロスティーは驚愕していた。

「その方は今、どちらにいらっしゃるのですか？　ぜひ、お会いしてみたいですわ！」

「残念ですが、夏季休暇の終わりと共にまた旅立たれて……権力は求めない方ですから」

「素晴らしい、素晴らしいですわ。この世界にはまだ本物の魔導士の方がいらっしゃいますのね！」

　サンジェルマン派は、魔法研究者が多く在籍している派閥である。彼等は魔法研究が捗はかどらないのは優秀な魔導士が少ないからだと考え、各国の実力ある魔導士をヘッドハンティングするために権力を得る行動に出た。薬草の栽培や医療魔法薬の開発、考古学といった様々な分野で研究発表し、検証や実験、発掘調査などを行っていた。

　研究こそが派閥の存在意義であり、その派閥創始者の理念は学院生のみならず、血族でもあるキャロスティーにも表れていた。古き時代の賢者に強い憧れを抱くほどである。もし大賢者の存在を知ることになれば、全力を挙げてゼロスをスカウトするためにつけ狙うことは間違いない。平穏な生活を望む師のためにも、セレスティーナは虚実を交えて話を躱かわすことした。

『私の師が、大賢者ですなんて言えませんね。知れば真っ先に会わせて欲しいと言うでしょうし、断っても学院を休んで無理やり会いに行く気がします』

　キャロスティーは無駄に行動力もあるようだ。

「次ぃ！　セレスティーナ・ヴァン・ソリステア」

　セレスティーナは講師の声で我に返る。どうやら順番が回ってきたようだ。

「では、行ってきます」

「加減をなさいましね。お嬢様」

　気乗りしない足取りで講師の待つ場所へと向かう。

「セレスティーナさんは本当に魔法が使えますの？　正直、以前と変わらない気がしますけど…」

「見ていれば分かりますよ。今のお嬢様は並の魔導士よりも強いですから」

「ところで、なぜミスカさんはここに？　メイドは寮にいるはずではないのですか？」

「私はここの卒院生ですから」

　理由になっていない。いくら卒院生でも、好き勝手に学院内を歩き回っていいものではないが、彼女は悪びれもせずに、しれっとのたまった。

　観衆の視線が集まる中、セレスティーナは的に向かい距離を測る。

　的は、ダマスカス鉱とミスリルの複合素材で、対魔法耐性の魔法式を組み込まれた鎧よろいである。

　この鎧は簡単に破壊できないため、正確な魔法による射撃と威力を見分するのに丁度良い。傷でもつけることができれば優秀な部類に入るほど頑丈に作られていた。

「よし、では参ります」

　セレスティーナの掌てのひらに魔法陣が展開し、小さな火球が生まれた。ファイアーボールのように見えるが、他の学院生のものより遥はるかに小さい。

　それを見た者達は『何だよ、あの程度なのか？』と失笑する。

　だが、講師は別の意味で驚愕していた。セレスティーナは無詠唱で魔法を行使していたのだ。

「発射」

　鎧に向かって火球が放たれた。超高速で打ち出された火球は、鎧に当たると高熱で装甲を溶かし貫通。内側からの爆発により鎧を粉々に吹き飛ばす。

　同じファイアーボールでも、火球を圧縮した方が熱量も威力も上がり、火球が爆発すれば破壊力も段違いに跳ね上がる。圧縮された分だけの熱量が破壊力に転換されるのだから、その威力は他の学院生の魔法よりも遥かに高い効果を発揮するのだ。

　魔法自体は同じでも、魔法式と【魔法制御】【魔力操作】スキルの複合でここまで威力が上がる。

　更に言えば、セレスティーナの魔法はゼロスの改良したもので、旧時代のものと遜色ない。彼女自身の魔力消費率は低く威力も高いため、これはある意味で狡ずるいと言えるだろう。

「な、何だとぉ───────────っ!?」

「ありえねぇ……何だよ、あの威力はぁ!?」

「同じ魔法よね!?　どこが無能者よ!!」

　修練場は騒然となった。対魔法耐性を組み込まれた鎧が粉砕されたのだから、今までになかった珍事である。しかもそれを行ったのが学院では有名な【無能者】の少女。

　この日、【無能者】と呼ばれた少女は、学院の【才女】として名を馳せることになる。

　しかし、彼女にしてみればそんな称号など何の意味もない。

　彼女が目指す師の背中は、遥か彼方かなたの高みにあるのだから……。








第二話　ツヴェイトの日常






　ツヴェイト・ヴァン・ソリステア。大賢者の教え子にして、ソリステア公爵家の長子でもあり、後継者でもある。彼自身もその事は自覚しており、常に研けん鑽さんを怠らない真面目なところがある。

　そんな彼は現在、所属している派閥【ウィースラー派】の戦術論議に参加していたのだが、今の彼は目の前で語り合う論争が酷ひどく現実からかけ離れたものだと感じていた。

「だから、この場に騎士団を配置し、魔導士団は左右に展開して魔法攻撃をすれば、敵は左右から挟み込める」

「だが、そう巧うまく事が運ぶのか？　敵も人間である以上は、こんな見え透いた戦術に掛かるとは思えん。状況判断が甘過ぎる！」

「状況によっては有用だが、騎士団がこちらの要請を受けるのか？　明らかに釣り餌だろ」

「消耗を考えると奴等は動かんだろうな。それ以前に、我等がこの布陣を行う場所に辿たどり着けるかも問題だ」

　この論議会は特定の敵の陣営を想定し、そこをいかに攻略するかシミュレーションするのだが、互いの戦略知識を話し高め合う場であるはずなのに、やっていることは他人の揚げ足取りである。

　三十人以上いる学院生の殆ほとんどが実戦の経験がなく、また戦場の認識の低さが目立ち、所しょ詮せんは机上の空論の域を出ることがない。

「ツヴェイト、君はどう思う？」

「ディーオ、これは戦術を話し合う場だよな？　なら、現場を知っている騎士を呼ぶのが筋じゃねぇか？　一応、集団戦の作戦だろ」

　その一言で、場の空気が静まり返る。

　騎士団と魔導士団は現在犬猿の仲であり、この手の話し合いに応じるとは思えない。

　まして、このウィースラー派は、騎士団は自分達に従えばいいとすら思っている者達が多く在籍しており、この一言は彼等の矜きょう持じに対する裏切りにも取れるのだ。

「なぜ、騎士を呼ぶ必要があるんだい？　彼等は俺達の援護がなければ何もできない連中だよ」

「戦争は個人でやるものじゃねぇぞ。多くの将がいて綿密なやり取りを行い、その上で作戦を遂行する。個人の意見など参考程度にしかならず、時間と状況ごとに戦況が大きく変わるからだ」

「それは分かるけど、騎士達が俺達の話を聞くとは思えない」

「なら、こうした話し合いをする意味はあるのか？　俺達がいくら作戦を考えたところで、それを遂行してくれるとは思えんし、何よりも想定された敵の動きが緩慢過ぎる」

「そうかな？　俺はよく考えられていると思うけど」

　友人でもあるディーオですら、この戦略論会の大きな穴に気付いていない。

　国で最も危険な場所と言われる、ファーフラン大深緑地帯から帰ってきたからこそ、ツヴェイトにはこの論議会が意味のないものに思えていた。

「じゃあ聞くが、何でいつも敵と味方の戦力が互角なんだよ？　装備も兵糧数も、人員すら同じ数になってんぞ？　前の時は、こちらが圧倒的に有利な状況だったしよぉ～」

「それは……戦争は敵と同じ兵力を集めるのが基本だからじゃないか？」

「あのなぁ～……そもそも、そんな都合が良い事態なんてあるわけがねぇよ。政事状況や季節、更には国力の差によっても兵力数は変わるんだぞ？　それを考えたら、作戦自体が大きく変わるし、常に兵力数が互角で、相手も都合の良いように動くなんてあり得ねぇよ」

「結論を言ってくれないかな？　君の言っている理屈は分かるが、何を言いたいのか分からないよ」

「この論議会は最悪の事態を想定していない。自分達が勝つことが最初から前提に置かれ、仮想敵軍の動きがそれに合わせてあるだけなんだよ。話し合う意味があんのか？」

　これが現在のウィースラー派であった。

　所詮は戦争を経験したことのない学院生の集まりであり、地獄のような経験をしていないために最悪の事態が思い浮かばない。

　想定できないからこそ、必然的に勝つことが当たり前の作戦内容になってしまう。

「じゃあ、君は敵国の兵力をどう割り振るんだい？　俺はそこを聞きたいな」

「そうだな……隣国で飢き饉きんが発生、食料の物価が高騰し民が飢えることになりかねない。敵は総力を挙げてソリステアへ侵攻、略奪を開始。兵力には民衆も加わり、戦力比はこちらの十倍というのはどうだ？　もちろん、こちらは敵の動きを把握できず奇襲を受けた形だ」

　ツヴェイトとディーオの会話を聞いていた周囲の学院生達は、あまりにも突発的な敵侵攻案を耳にして、論議の場が一気に騒ざわめき出す。

　今まで十倍の兵力など想定したことはなかった。しかも、ツヴェイトが挙げた戦争想定兵の行動は、突発的に引き起こされた奇襲作戦でもある。軍団規模で侵攻を開始し、食料などを強奪し始めるという内容であった。最悪な上に、咄とっ嗟さに作戦が思い浮かばない。

「あり得ない！　それこそ空論の域ではないか!!」

「何で、あり得ないと言い切れるんだ？　サムトロール。敵からしてみれば、民を飢えさせるよりは他国から強奪した方が早いし、何よりも領土が広がる。同盟なんてものも所詮は紙の上での話で、信用なんてできるわけねぇだろ。いざとなれば他国を攻め滅ぼすだろうさ」

「そ、それは……」

「で？　お前らはこの状況をどうやって打破すんだ。こうして俺の意見にいちゃもんしている間にも侵攻は進み、民は殺され財産は奪われていく。即断即決が求められる状況だ」

　ツヴェイトの立てた敵侵攻の条件に対して、彼等は意見を出すことができなかった。勝てる戦いしか想像してこなかった彼等は、こうした急を要する作戦を構築できなかった。

　まさに実戦と最悪の事態を想定した作戦内容である。

「ちなみにだが、俺はラオス砦とりでに兵力の半数を置き防衛。他の騎士達や傭よう兵へいを集めて民を避難させ敵を懐に入れる。避難と同時進行で奪われそうな食料を根こそぎ焼き払い、敵を飢えさせる方法を取るな。それで何割かの民が救える」

「それでは、大半の領地を奪われてしまうではないか!!」

「国が救えるわけではないぞ!!」

「ラオス砦は攻め滅ぼすのが難しい。同時に食料を欲している奴等だから戦線は延び、補給ができない状況下だから各個撃破はできるだろ。国が滅ぼされる前に撤退させることはできる」

　勝つための作戦ではなく、国を滅亡させないための作戦である。

　略奪を繰り返せば侵攻速度は落ちるため、民を逃がす時間は取れる。敵は食料確保のために戦力を分散させねばならず、迎撃は何も全軍で相手にする必要もない。それを迅速に行うためには、常に国の情報を把握し、いつでも動ける戦力を保持していなければならないだろう。また、この作戦では魔導士も前線に出て、強奪されそうな食料を焼き払う役割があることが想定されていた。

「馬鹿な！　なぜ、我等が前線に出ねばならない!!」

「敵を飢えさせるために食料を焼き払うんだ。魔導士の出番だろ？　何を言ってんだ、お前？」

「騎士団に油などの物資を持たせればよかろう!!」

「緊急時にそれが可能だと思うか？　せいぜい一割が焼ければ妥当なところだぞ？」

「ならば、騎士団に魔法を……」

「おい、それは魔導士団が存在しなくてもいいと言っているようなもんだぞ？　騎士団が魔法を覚えたら、俺達がいる意味がないだろ。第一、前線に出られない魔導士が信用されるわけがねぇ」

　全員が言葉をなくした。ツヴェイトの出した想定戦争は、彼等にとっては考えられない最悪の事態であり、迅速性を要求される。国王の勅命であれば魔導士団も前線に出ねばならず、今までの安易な作戦ではとても軍部に受け入れられるはずがない。それほど稚拙な作戦案だったのだ。

「戦争は最悪の政事だが、その最悪の事態に後方からちまちま攻撃ができる状況が続くと思ってんのか？　場合によってはこちらが飢える事態も想定できるし、そのためにも体力維持や食料確保が可能な技術も必要だ。それを踏まえて聞くが、この論議会、やる意味があるのか？　自分達がまともに戦う術すべを持っていないんだぞ。その辺はどう思ってんだ？」

　至極真っ当な意見である。実戦を経験したことのない学院生では、悲惨な戦況など思いつくわけがない。戦争は生き物であり、勝敗がハッキリ分かれる殺し合いなのだ。

「ツヴェイト！　偉そうなことを言ってはいるが、お前だって戦争は経験してないだろ」

「戦争はないが、実戦は経験しているぜ？　食料が魔物に荒らされて、四日もの間サバイバル生活だった。ファーフラン大深緑地帯でなぁ……」

「「「「「何ぃ!?」」」」」

「その時に思い知らされたさ。必要なのは知識だけではなく、過酷な状況下で生き延びられる技術を得ることだと、な……。今のままだと、お前らマジで死ぬぞ」

　今のツヴェイトには実戦を経験したことのない者にはない、ある種の凄すご味みが備わっていた。最悪の状況を知ったがゆえに、ツヴェイトはその状況を想定し、自ら軍略研究の見直しを始めていた。結果は今の状況を見れば分かるだろう。

「騎士団の指揮権を獲得しようとしているのは分かるが、今のままじゃ無理だな。考えつく作戦は稚拙で穴だらけ、騎士を使い捨ての駒にしか考えない魔導士に、権威を与えるわけがねぇ。兵士は消耗品ではない。限りがあるからこそ損害を最小限に抑えなきゃならねぇんだよ」

「貴様は、我等が無能だと言うのか!!」

「戦いを知らない烏う合ごうの衆だな。足あし手で纏まといと言った方がいいか？　騎士が魔法を覚えた方がよっぽど使えるぞ。それに、この中で何人が自分の身を守れるんだ？」

「わ、我等には強力な魔法がある！　これでも身が守れないとでも言うのか!!」

「魔法攻撃で魔力を使い切っていたら？　もしくは撤退中に魔力を使い切っていたらどうなる。補給が滞り魔法薬も手に入らない状況も想定できるし、近接戦闘ができない魔導士は死ぬだけだぞ？　実際に俺は死にかけたが、知り合いの魔導士のおかげで助かった」

「見ろ、やはり魔法は偉大ではないか!!」

「ちなみに、その人は剣で魔物を葬っていたぞ？　同じ魔導士なのに、だ。俺が助けられたのも斬撃による攻撃だった。大深緑地帯に行く前に『戦場で近接戦も碌ろくにできない魔導士は、死ぬだけですよ？』と言われた。事実だったよ。乱戦になったら今の魔導士じゃヤベェ……」

「「「「「………」」」」」

　机上の空論をいくら並べたところで、実際にそれが可能かといえば全く違う。

　戦略は重要だが、それを実行するのは人間自身であり、仲なか違たがいをしているような防衛組織などにまともな連携がこなせるわけがない。戦場では綿密な連絡手段がなければ孤立を招き、下手な用兵を行えば被害が拡大してしまう。戦争は生き物なのだ。

　そして始まる大論争。ツヴェイトは今までに論議した疑似作戦内容を例に出し、そこで足りないものを詳細に指摘して、この場にいる学院生の案を全て論破した。

　その指摘は彼等の自信を根元から叩たたき折り、真っ向からの否定案は正論で容赦なく潰つぶす。

　この激論は三時間ほど続いた。

「俺はなぁ、戦場で戦う魔導士と魔法を研究する魔導士は、分けた方がいいと思っている。今のままでは中途半端な魔導士しか育たないし、そんなのは戦場で役に立つとは思えん。別に派閥を否定する気はねぇよ？　だが、自分達が今置かれている状況を客観的に見直す必要はあるだろ」

「……クッ、たかが一度だけ実戦を経験したからといって、偉そうに……」

「お前等から見れば偉そうに思えるだろうな。だが、お前等は戦いで命の危険に曝さらされたことがあるのか？　俺の経験した四日間は、魔物を倒しても次々に襲い掛かってくる地獄だったぞ。生き延びるために狩りに行けば別の魔物に遭遇し、それを倒せばまた別の魔物だ。見張りを一時間おきに交代させ、群れで現れたら全員を叩き起こして迎撃し、それを四日間に何度も繰り返した。一週間の実戦訓練だったが、最初の二日間は運が良かったんだと思い知ったさ。帰ってきた時に初めて生き延びたという実感を得たが、一度地獄を経験したら少しの物音で完全に目が覚めるようになっちまったよ。最近になってようやくまともに眠れるようになったくらいだ」

「「「「「いや、どんな地獄を生き抜いてきたんだよ。お前……」」」」」

「訓練前に接近戦を経験しておいて助かったぞ。おかげで魔力が切れても戦えたし、状況判断も誤らずに冷静に対処できた。何事も経験してみることだ」

　思い出すのは、師である大賢者が行った地獄のような訓練。倒しても再生して向かってくるゴーレムの戦闘訓練がなければ、自分が生きてこの場にいることはなかったと思う。

　ファーフラン大深緑地帯でその経験が生かされ、苦戦はしたがそれ以上に強くなったと実感できた。最終日前には、敵が来るのを待ち望むほど気分が高揚していたほどだ。

「ふん！　確かに実戦を経験した魔導士は貴重だろう。だが、我が派閥で研究している広範囲殲せん滅めつ魔法があれば、有象無象など恐れるに足らん」

「アレか……多分だが、使い物にならんぞ？　一人の魔導士であの膨大な魔法式は処理できねぇだろうし、そもそも起動させるにしても魔力が足りねぇ。廃人を量産するだけだから止めておけ」

「貴様に何が分かる!!　あの魔法式は我等派閥の切り札だぞ、それを愚ぐ弄ろうするかっ!!」

「いや、冷静に考えてみると、人間の魔力だけでアレを動かすのは無理なんだよ。それに、よしんば起動できたとして、あんな馬鹿でかい魔法陣をどうやって運ぶ気だ？」

「そ、それは、脳内に刻み込んで……」

「無理だ。人が魔法を覚えられる数には限りがあり、魔法式の密度によって覚えられる魔法の数も減る。実戦を経験していない魔導士は格が低いだけでなく、保有魔力も低い。少なくともあの魔法は格が１０００はないと使えん。そんな魔法、誰が使うんだよ」

　広範囲殲滅魔法の研究は、根こん柢ていの部分から間違っていた。人の魔力で起動させるには魔法式が膨大、更に魔力が足りず、仮に起動できるとしてもレベルが１０００以上の魔導士であることが条件であった。研究が無駄とは言わないが、理論そのものが最初から破は綻たんしていたのである。

　おっさん魔導士の魔法とは、そもそも作成過程が異なる。

　ツヴェイトは、なまじ超高レベルの魔導士を間近で見てしまったがために、自分の未熟さを痛感した。今では、当てにならない殲滅魔法など期待するだけ無駄だと判断したのだ。

「使えるかどうかも分からん殲滅魔法に固執するよりは、自身を鍛えた方が建設的だと思うがな」

「うぬぬ……これは我が派閥に対する反逆ではないかぁ!!」

「違うな、俺はこの国を担う一人の魔導士として言っているだけに過ぎねぇ。この程度で反逆だの裏切りだの言っていたら、底が知れるぞ？　サムトロール」

「貴様ぁ……!!」

「それに一つ間違っている。我が派閥じゃねぇ、我等の派閥だ。ここはお前の所有物じゃねぇんだよ、自覚しろや」

　サムトロールは厳いかつい顔を赤らめ、怒りを必死に耐えていた。

　サムトロール・イヴァ・ウィースラー。ウィースラー侯爵家の次男であり、いずれはこの派閥を背負う重鎮となる野望を持っている。












　しかし、好戦的な性格が災いしてか、彼には人徳というものがない。一族の権力を笠かさに着てやりたい放題だが、ここに来てソリステア公爵家の長男が壁となってしまったのである。

　本来なら公爵家の権力を利用して派閥の力を強めるはずが、逆に反逆され有能さを見せつけられた。そのツヴェイトを取り込むために色々と裏で暗躍していたが、夏季休暇の時間がそれを全て無駄にし、それどころかツヴェイトが強力なライバルとして台頭してきた形となってしまっている。

　このままでは派閥が乗っ取られると、サムトロールは焦りを覚える。

「弱い魔導士が何の役に立つ、研究はサンジェルマン派に任せりゃいいだろ。俺達は実力を底上げして国内の組織化を円滑に進めた方がいい。今のままでは、戦争が起きたら潰されるぞ」

「我等が負けるというのかぁ、それは少し過小評価が過ぎるぞ！」

「事実だ。この国の中で派閥争いをしている間に、他国が力を付けていないとなぜ言える？」

　睨にらみつけるサムトロールと、平然と受け止めるツヴェイト。

　この時点で明らかに格の違いが現れていた。

「権力に目を奪われ、先を見ない奴に国の防衛を任せられるわけがねぇな。サムトロール……現実を見ろよ。広範囲殲滅魔法が完成していない以上、お前の言っていることはただの理想論。いや、妄想と変わりはない」

「貴様は、このウィースラー派の秩序を乱す気か!!　さては貴様、ソリステア派に傾倒したのだなぁ、そうであろう!!」

「まぁ理想は近いが、あの派閥は妹が中心になる予定だぞ？　俺は四大貴族の役割を果たすだけだ」

「うぐっ……」

　ソリステア家とウィースラー家とでは家柄が違い、ソリステア家は国の防衛を任された王族直系の貴族なのだ。発言力の高さで言えばツヴェイトの方が優先される傾向にある。

　家督が上なだけに、サムトロールは口を出すことができない。何よりもツヴェイトは正論を言っているのだから、サムトロールの言葉は誰の目から見てもただの難癖にしか見えなかった。

「さて、そろそろ時間だな。俺は寮に戻るとするか」

「待ってくれ、ツヴェイト。俺を置いていくな」

　退室するツヴェイトの後をディーオが追う。派閥内の話とはいえ、彼等のやっていることは部活に近い。時間がくれば白熱した議論であっても中断して、寮に戻らねばならない決まりだ。

　学院生達はツヴェイトが退室したのを機に、一斉に寮に戻り始める。

　後に残されたのはサムトロールを含む、貴族一派だけであった。

「どういうことだぁ、なぜアイツは元に戻っている！　ブレマイト、お前の魔法が効果を失っているぞ！」

「おそらくは、精神的に強い衝撃を受けたのだろう。俺の血統魔法は少しずつ精神を掌握するものだが、精神の大きな揺らぎで効果が破られることがあるらしい」

「公爵領に戻った時に、何かが起きたというのか？　精神が揺さぶられるほどの何かが……」

　ツヴェイトが馬鹿ドラ息子になった原因は、実は彼等の暗躍によるものであった。

　血統魔法とは、一族の血筋に生まれながらに受け継がれる魔法の事だが、その効果はさほど強くはない。ブレマイトの血統魔法は会話の中に魔力を混ぜることにより、対話中に相手の精神を徐々に掌握する洗脳魔法である。この魔法の欠点を上げるとすれば、強い魔導士には全く効果が及ばないことと、精神に受けた衝撃の大きさで洗脳が解ける可能性が高いことだろう。他にも、幾度となく魔法を掛け続けなければ、体内魔力によって洗脳が解ける。長い時間を掛けて精神を変調させるために、効果が出ているのか最初は分からないなど、多くの細かい欠点が存在していた。

　彼等は、公爵家の権力を利用するためにツヴェイトを派閥に誘い込み、数年の歳月を掛けて洗脳を施したのだが、その苦労が水泡に帰したのだ。

　その洗脳が解けた理由が初恋による恋愛症候群と、洗脳魔法による効果が重複暴走を引き起こしたことだったなどとは、彼等は思いもしない。そこに素手で秘宝魔法を潰した大賢者の存在が加わり、彼の精神を徹底的に揺さぶった。更に父親と尊敬する祖父に叱しっ責せきされて、完全に洗脳が解けたのである。まさか、こんな理由で計画が破綻するなどとは、誰にも考えがつかないだろう。

　また、派閥に属する学院生にも同じことをしていたが、ツヴェイトの衝撃的な論破のせいで大きな揺らぎが与えられてしまった。これではいつ洗脳が解けるか分かったものではない。

「再び洗脳を施すことは可能か？」

「無理だ。あの議論の最中に何度か試したが、俺の魔力が全て弾はじかれた。ツヴェイトの奴、恐ろしく強くなっているぞ」

「クソッ！　厄介な奴だ。大人しく洗脳されていればよいものを……」

「しばらくは動かないでいた方がいい。もしかしたら俺の事がバレた可能性もある」

「それでは洗脳が破られ、支配した奴等が向こうに付きかねん」

「事が公になれば、俺達は極刑だぞ。今は自重するべきだ」

　今まで上手くいっていた悪巧みに亀裂が入り、下手に手出しができない状況に変化した。

　学院内で他者に魔法を使うのはご法度、程度にもよるが洗脳魔法なら極刑も充分にあり得る。

　サムトロールは忌いま々いましげに舌を打つと、論議会の場となった部屋を不機嫌そうに出ていく。

　小悪党はどこにでもいるようである。
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「ブレマイトの奴、あの場で何かしてやがったな……」

「彼がかい？　俺は何も感じなかったけど？」

「奴が何かを話す度に、魔力が俺に向かってきやがった。恐らくは精神系の魔法、あの場でできることといえば……洗脳か？」

「まさか！　学院内で他人に魔法を行使したら犯罪だよ。それが事実なら何のために……」

「何となくなら分かるけどな」

　論議会の中で、サムトロールの出した案に対してだけ否定意見が出なかった。

　今までのことを思い出してみれば、彼の出した作戦案だけが常に受け入れられているのである。

　何度も思い返すと、これは明らかにおかしい。普通であれば、どれだけ優れた案を出したとしても一人くらいは否定する者がいるのだが、彼に関しては全くいなかった。まるで、それが正しいと言わんばかりに簡単に受け入れられていた。これは不自然である。

「奴等、派閥の連中全員を洗脳している可能性がある。俺を含めてだが」

「もしかして、俺もかい!?　信じられない……」

「効果はさほど高くないんだろうな。何度も魔法を掛けられ続けて、初めて効果を発揮する累積時間差タイプだろう」

「どうして、そこまで理解できるんだ？　魔法を掛けられたことすら分からないのに」

「今までの自分を振り返って、俺らしくない行動が多々あっただけだ。その時には必ずあいつ等が傍そばにいた。充分にあやしいだろ」

「疑うには充分な理由だね。俺はさほど違和感を覚えないけど」

「奴等が欲しいのは公爵家の権威だ。俺を利用しようとしやがったんだよ……ムカつくぜ！」

　今はただの憶おく測そくにしか過ぎない。苛いら立だたしい心を抑え、彼等は寮に帰宅する道を進んでいた。

　一部の優秀な成績を修めている学院生達は、学業をある程度なら休んでもいい決まりになっている。ツヴェイトもその一人であり、特別院生は自由に学院内を出歩くことが許され、魔法研究を進める時間を確保する。ツヴェイトは寮に戻り、師より与えられた宿題に勤いそしむつもりであった。

　そんな彼にディーオは声を掛ける。

「ツヴェイト、少し寄りたい所があるんだけど、いいかい？」

「別にいいが、どこ行くんだ？」

「実は、気になる娘こがいてね。声を掛けたいんだけど、連れのメイドさんが怖くてさ」

「あ～……いいよなぁ～。春が来た奴はよぉ……」

　ツヴェイトは、いまだに失恋の傷を引き摺ずっていた。

　春の息吹に誘われたディーオに連れられて着いたのは、中等学院生の魔法訓練場であった。

　そこには、魔法耐性を施された鎧よろいに向けて魔法を撃ち込む後輩達の姿が見える。

「おい、ここは中等学課だぞ？　お前の意中の相手って年下かよ……」

「あぁ、初めて彼女を見た時は衝撃を受けたよ。『あぁ……何て綺き麗れいな娘なんだ』ってさ……」

「さよけ……で、どの子だよ？」

「あれ？　いつもは見学席にいたはずなんだけどなぁ～……」

「なんだ、その子は落ちこぼれか？」

　あまり気の乗らない態度であったツヴェイト。だが、そこに彼は実の妹であるセレスティーナの姿を確認した。彼女の傍にはお付きのメイド、ミスカがいつものように寄り添っている。

『ミスカの奴、何でここにいるんだ……ってぇ待てよ、おい！　『連れのメイド』だとぉ!?　まさか、ディーオの意中の相手って……』

　ツヴェイトの脳裏に嫌な予感が過よぎる。

「あの娘だよ。ブロンドの長い髪の……」

「やっぱりかよぉ!!　……アレ、俺の妹だぞ？」

「ツヴェイト……俺達、親友だよね？」

「あぁ？　まぁ、そうだな……」

　言うが早いか、ディーオはツヴェイトの手を両手で強く握り絞める。

　一部の女子が喜びそうな、傍はた目めにはあやしい光景であった。

「彼女を紹介してくれ!!」

「本気か？　殺される覚悟はあるのか？」

「君にかい？　意外に妹思いなんだね」

「いや……ウチの祖父にだが……」

「【煉れん獄ごくの魔導士】っ!?」

　ツヴェイトの祖父であるクレストンは、セレスティーナを男手一つで育てたせいか、彼女に対して並々ならぬ愛情を注いでいた。変質的な異常さと言い換えても過言ではないほどの可愛がりぶりなのだ。ディーオが無残な死体に変わるのは間違いない。

「けど、珍しいね。彼女が訓練を受けるなんて」

「あぁ～……まぁ、色々事情があるからな」

　今まで魔法が使えなかったために、セレスティーナは見学に甘んじていたのだと彼は察した。

　そして、彼女の順番が回ってくる。

「まさか、彼女の実力が見られるなんて……もしかしたら、何か力になれるかもしれないし」

「…………」

　兄の心の中では『いや、あいつはお前よりも優秀だからな？　以前だったら何とか力になれたかもしれんが……』などと口に言えないことを考えていた。

　そして、そんな二人の視線の先でセレスティーナが魔法を行使し始めた。

　彼女の掌てのひらには小さな、それでいて太陽の如き輝きを放つ火球が生み出される。

　事態を把握できない学院生達からは失笑が漏れた。

「あの娘、才能がないのか。これは俺にもチャンスが……」

　ディーオも発動させた魔法の大きさで判断したようだ。だが……。

　──ドゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!

　魔法耐性を施された鎧が木っ端微み塵じんに吹き飛んだ。本来ならあり得ない光景である。

　皆、開いた口が塞ふさがらない。事情を知る二人を除いてはだが。

『やっちまった……。セレスティーナの奴、派手にやり過ぎだろ。威力をもっと抑えろ！』

　ここにいる者達全てが、【無能者】が【才女】となった瞬間を目撃したのである。

「アレは……【ファイアーボール】なのか？　けど、威力が……」

「ディーオ……アレは【ファイアーボール】じゃない。ただの【ファイアー】だ」

「ハァ!?」

　あり得ない答えに彼は驚きょう愕がくした。

「アレのどこが【ファイアー】なんだ！　威力が桁違いじゃないか！」

「いや、正確に言うと【ファイアーボール】は【ファイアー】を球状にして撃ち出す魔法だろ？　アイツはその球状にする魔法式を使わず、【ファイアー】の魔法を掌で圧縮して撃ち出したに過ぎねぇんだ。そもそも【ファイアー】と【ファイアーボール】の違いは、球状に炎を纏まとめる魔法式の有無に過ぎねぇ。【ファイアー】を自分で圧縮できて同等の威力を出せるなら、別に【ファイアーボール】の魔法式にこだわる必要はないんだよ」

　付け足すと、むしろ【ファイアーボール】の魔法を使わない方がスキルのレベルも上がり、魔法制御や魔力操作が格段に上がることに繫つながる。【ファイアーボール】は簡単に発動でき威力はあるが、魔導士としての技量を損なう魔法式が組み込まれていると言ってもいいだろう。

　セレスティーナは【ファイアーボール】を【ファイアー】で再現したのだ。それも、より高威力にしたおまけ付きで。

「そんなことが可能なのか……天才じゃないか。俺が教えられることなんてない……」

『あぁ～……こいつの予定をもふっ飛ばしやがった。セレスティーナ……罪な奴』

　呆ぼう然ぜんとするディーオに対し、ツヴェイトは憐あわれみの目を向ける。

　彼はよほどの衝撃を受けたのか、肩が小刻みに震えていた。

「ふつくしい……彼女はまさに天使だ……」

「へっ？」

「少女のようでありながら毅然とし、清せい楚そで凛り々りしい姿はまさに魔法の天使。いや、女神だ!!」

「そこまで言う!?　つーか、惚ほれ直したのかよ!!」

「当たり前だよ！　俺は、彼女に相応ふさわしい男になってみせる!!」

　ディーオ君は燃えていた。そして萌もえていた。彼のやる気の炎は熱く激しく燃え盛っている。

　親友のその姿に、彼の脳裏ではディーオが祖父に殺される光景がまざまざと浮かんでいた。秘宝魔法でこんがり焼かれた親友の姿である。なぜか、『上手に焼けたわい……ククク』と言う祖父、クレストンの声が耳元で聞こえた気がした。

　熱く滾たぎるディーオ君だったが、自分の命の炎は風前の灯ともし火びであることを知らない。

　【煉獄の魔導士】の魔の手は、近いうちに彼に迫ってくるのであろう……。

　余談だが、ディーオの洗脳効果はこの時に解除された。思いの力とは凄すさまじいものである。








第三話　クロイサスの日常






　クロイサス・ヴァン・ソリステア。

　ソリステア公爵家の次男であり、魔法学院主席で一部からは天才魔導士と呼ばれている。

　冷静沈着で魔法研究にしか興味のない彼は、実家のお家騒動を知りつつも素知らぬ顔をして研究に明け暮れていた。所しょ詮せんは周りが勝手に騒いでいるだけであり、彼にとっては家督を継ぐ気など全くない。彼の興味は魔法であり、知識を求める研究者であった。

　叡えい智ちを求め続け、その果てに破滅するなら本望だとすら思っている。

　そんな彼は現在、数多くの書物に埋もれていた。

「……上手くいきませんね。いったい何が足りない？」

　彼が研究しているのは魔法式。無論、魔法薬などの研究にも携わってはいるが、専門分野はこちらである。知識を求めることこそが彼の生き甲が斐いであり、それと同時に趣味でもあった。

　早い話がオタク気質なのだ。そんな彼は母親譲りの銀髪で、見た目には整った顔立ちの青年である。メガネは似合うがやや冷徹な印象も与える彼は、これでも周りの者達の面倒見も良く信頼も得ており、多くのファンから熱い視線を受けていた。つまりは無自覚リア充なのである。

　しかし、それはあくまで他人の視点からの評価で、本人が聞けば完全否定することだろう。

　家督は兄が継ぐのだと理解しているので、今日も好き勝手に魔法研究に意欲を燃やしている。

　家督争いをしている者達には不ふ憫びんな話だが、彼は権力などにさほど魅力も感じていない。

　ある意味ではどこかのおっさん魔導士と同じなのだが、彼の場合は魔法研究以外どうでもよく、他人の面倒を見るのも作業の効率を円滑にするためのものだった。

　全ては合理性と効率を求めているだけで、更には今が楽しければそれでいいとすら感じている。彼の行動は全て自分のためであった。

　家族に対しての評価も冷めており、父親であるデルサシスは有能だが女癖が悪い、母親は親馬鹿体質で帰ればしつこい、兄はがさつでここ数年で愚かになってきており、その母親は自分の母親の友人としか認識していなかった。祖父は尊敬すべきところだが、無能の妹を可愛がっているので減点対象。彼も魔導士の家系に生まれたので、魔法の使えないセレスティーナには何の興味も示さなかった。傍そばにいても空気的な扱いで無視を続けていたのである。それは今でも変わらない。

　だが、この評価の一部を訂正せねばならない事態になっているなど、今の彼には分からなかった。

　なぜなら彼は二ヶ月間自室に閉じこもり続け、そのうち三週間ほどは学院から与えられた研究室で過ごしていたのである。噂話などにも最初から興味はない。彼は重度のひきこもりであった。

　そんな彼が今行っている研究が魔法式の解読である。クロイサスは学院が教えている魔法文字や魔法式の解釈に疑問を持ち、独自の解釈で切り込んだのである。それが……。

「魔法文字は一つ一つに意味があるのではなく、繫つなげることで意味をなすはずです。もしこの仮説が正しければ、今までの研究で明らかにならなかった全ての要因が判明する……」

　魔法式が言葉かそれに類似する命令を表したものと考えたのだ。

　学院では文字一つ一つに意味があり、その羅列に魔力を円滑に流すことで魔力が現象に変化すると教えている。しかし、それでは魔法式を起動した時に、全く発動しない場合があるのは不自然である。なぜなら、仮に魔法式が魔力の具現化を円滑に行うためのものであれば、たとえ連立している魔法文字が間違いであったとしても、何らかの反応が出るはずなのだ。

　一般的な知識では、魔法文字の中に属性を決める文字が存在しているといわれているが、発動しないということは魔力自体が流れていないことを意味する。これはおかしな話だ。

　彼は講義内容を信じ、発動しなかった魔法式と正常に発動した魔法式を見比べ、違和感のある魔法式のみを記録していた。

　彼は苦労して両方の魔法式、並びに他の属性魔法の魔法式から共通の魔法文字の羅列をピックアップし、残された不明瞭な魔法式を調べ上げた。結果、この魔法式は何代も前に改変されたことが判明する。

　これにより、旧時代の完成された魔法を当時の魔導士達が破壊したのではと推論するに至った。

　同時に、魔法文字で物理法則現象を【言葉】として表すのではないかという考えに辿たどり着く。

　例えばだが風属性、この魔法属性に共通する羅列は、魔法自体に属性を与える物理現象変換の魔法式と考え、それ以外の全てに共通する魔法文字は、制御や威力面の調整を表すものであると結論づけることができる。彼はその作業を一人でこなし、調べ上げ、全てを記録して論文に纏まとめ上げたのだ。だが、それではまだ周囲を納得させることはできず、確固たる証拠にはなり得ない。

　サンジェルマン派に属する魔導士達は評価するだろうが、他の派閥は批判どころか何かにつけて研究成果を抹消させようと動くだろう。

　他人の足を引っ張り合う現状では、この論文を世に出すわけにはいかなかった。

　彼は一息つこうと立ち上がると、長い時間椅子に座っていたせいか、痛みに顔を顰しかめる。

「っつ……そういえば、どれだけここに座っていたのか覚えていませんね」

「昨日も同じことを言ってたよぉ～？　どれだけ没頭していたの、クロイサス君」

　彼が声のした方向に目を向けると、そこには犬耳の少女がソファの上で毛布を掛けたまま休んでいた。亜麻色の髪を肩で揃そろえた人懐っこそうな少女で、寝ね惚ぼけ眼まなこをこすっている。

「イー・リンですか。いつの間に部屋に侵入したんです？　全く気付きませんでしたが……」

「ひどぉ～い、私は一応声を掛けたんだよ？　全然気付かなかったんだぁ～」

　髪に寝癖を付けたイー・リンは、あどけない笑みを浮かべる。クロイサスの同期であり同じ派閥に属する研究者。人間と獣人族の両親を持つためか、彼女は生まれながらにして高い魔力を持ち合わせ、学院では上位の成績を持つ実力者でもあった。

　獣人族は本来、魔法が苦手な種族なのだが、彼女は逆に魔法の運用が得意なのである。

「年頃の女性が男の部屋に一人で侵入するのは、あまり感心しませんよ？」

「大丈夫、クロイサス君は信用しているから」

「それは光栄ですね」

「その……子供が出来たら、ちゃんと責任を取ってくれるって……」

「何の信用をしているんですか……」

　疲れたように溜ため息いきを吐つくクロイサス。彼はリア充だが、それ以上に朴ぼく念ねん仁じんだった。

　しばらくの間、講義の内容などを話していた二人だが──。

「そういえばクロイサス君、セレスティーナって名前の妹がいなかった？」

　なぜか腹違いの妹が話題に上がる。正直、彼にはどうでもいい話であった。

　この時までは──。

「いますが、それが何か？」

「確か、魔法が使えないって話だったよねぇ～。あれ、本当なの？」

「えぇ、幼い頃から適性がないと言われていましたが、それがどうしたんですか？」

「その子、今では中等学課の成績上位者だよ？　魔法が使えないって話が噓みたいに、強力な魔導士になってるよ？」

　その内容に、手にしていた本を落とすクロイサス。

「……何かの間違いでは？　彼女にそんな真似ができるとは思えませんが……」

「聞いた話だと大深緑地帯へ修行しに行ったらしいよぉ～？　クロイサス君のお兄さんと一緒に」

「まさか、それこそあり得ませんよ。兄は彼女の事を毛嫌いしていましたから」

「でもぉ～、最近はよく書庫で二人して調べものしていたみたいだよぉ？　何か難しい話をしていたらしいんだけど、誰も意味が分からないみたいで」

　少なくとも彼の知るツヴェイトは、セレスティーナと仲良く行動するような人間ではなかった。むしろ幼い頃から率先して虐いじめていた記憶がある。

　クロイサスの記憶と、彼女の話した兄妹の内容が食い違いを見せている。

「何か、心境の変化でもありましたか……ですが、その程度で仲が良くなるとは思えませんね」

「それでぇ～、気になって私も調べたんだけど、本当だったみたい。午後から閉館時間まで何か調べものをしていたみたいだよ？　二人で……」

「……気になりますね。私には正直どうでもいい二人なのですが、それが揃って行動するというのが腑ふに落ちません。不自然です」

「二人でコソコソ……もしかして、イケない関係？」

「なぜ、そっちの方に話を持っていくのですか？　実家で何かがあったと見るべきでしょう」

　冷静に突っ込むクロイサスに対し、イー・リンは『クロイサス君って、つまらないねぇ～』などと言う。彼は若干だが傷ついた。

「それとぉ～、書庫の係員さんが、持ち出した本を早く返して欲しいと言ってたよぉ？」

「……そういえば、長く借りっぱなしでしたね。返しに行きますか……」

「何で、そんなに疲れた顔をしているの？」

「借りた本というのが……そこにある山積みのもの、全てだからですよ……」

「台車……必要だね」

　目の前には、床から積み上げられた大量の書籍が天井まで積み重ねられていた。

　いつ崩れてもおかしくないような状況である。

「時折ここを宿代わりにしているのですから、手伝ってくれますよね？」

「えぇ～……この量だよ？　書庫から一体、何回往復するのぉ～？」

「さぁ？　少なくとも台車で十回くらいでしょうか？」

「あ……私、用事を思い出したから……」

　逃げようとするイー・リンの腕を、クロイサスはガッチリと摑つかむ。

「手伝って……くれますよね？」

「いや、そんな間近で見つめられたら……照れちゃう」

「顔が引き攣つっていますよ？　ところで、返答は？」

　ドアップで凄すご味みのある気配を放ちながら、笑顔で迫るクロイサス。

　たじろぎながら後ろへ下がろうとするイー・リンだったが、腕を摑まれて逃げられない。

「いやぁ～～～っ、十回じゃ済まないよぉ～～っ!!　私、壊れちゃうぅ～～～っ!!」

「大丈夫ですよ、君は私より体力がありますから」

「無理無理無理無理無理無理、むぅ～～～りぃ～～～～だからぁ～～～～っ!!」

　よほど嫌なのか、彼女は強引に腕を振り解ほどこうと暴れ出す。

　一方でクロイサスも、貴重な労働力を失うわけにはいかない。

　互いが譲れずにもみ合う中、二人はソファの上にもつれあいながら倒れた。

「「……………」」

　結果、二人はまるでこれから情事に及ぶかのような体勢で、お互いに見つめ合う形となる。

　なぜか無言のまま時間が過ぎた。それが一分なのか、一秒なのかは分からないが、二人の間に気まずい沈黙が流れる。

「あ、あぁ………あなた達、何してんの？」

「お～～い、クロイサス。頼みたいこと……が……ある……おぉおおおおおおおおおおおっ!?」

「セリナ!?」「マカロフ!?」

　そして現場が目撃された。

「クロイサス君……薄々は分かっていたけど、それはないわ……」

「お、お前等、いつの間にそんな関係に……」

「「か、勘違いです!!」」

「そ、それに、いぃ……意外にタフなのね？　十回もだなんて……いくら獣人の血が流れているとはいえ、その彼女……イー・リンもさすがに壊れるかも……」

「何ぃ!?　クロイサス！　てめぇ、『女に興味はありません』という顔しておきながら、ヤルことはしっかりヤッてんじゃねぇか!!」

　大いに勘違いされた。セリナは頰ほほを染めながらしどろもどろな状態で二人の勘違いを加速させ、マカロフは親指を人差し指と中指の間に挟んだ形で握りしめた拳を突き出し、血の涙を流している。

「勘違いですよ。本を書庫まで運ぶ手伝いを頼もうとして……」

「勢いあまって押し倒しやがったのかぁ!!　思わず『ムラッ』ときてよぉ～……畜生ぉ!!」

「ち、違うからねぇ!?　本当にただの事故……」

「えぇ……事故でしょうね。若さゆえの事故……避妊は大丈夫なの？」

「「……人の話を聞いてない」」

　盛大な勘違いをしたセリナとマカロフを必死に落ち着かせるのに時間を要し、そこから更に混迷を深めて暴走が始まり、結局二人を納得させるのに三時間ほど費やすことになった。

　その頃になるとクロイサスもイー・リンも、疲労がピークに達するほど精神的に疲れ果てていた。二人は一応の納得はしたもの、『えぇ……分かっているわ。そういうことにしておいて欲しいのね？　大丈夫、私はこれでも大人の女だから……物事の分別ぐらいできるわよ』『今日はこの辺で勘弁してやらぁ！　おい、クロイサス。後で話を聞かせろよ？　どんな感じだったか詳細になぁ！』と言い残して去っていった。誤解はまだ続いている。

　翌朝には二人が恋人同士になったという噂が広がり、サンジェルマン派内部では公認の仲として認められるのであった。

　イストール魔法学院では学院生同士の婚姻が認められ、夫婦で学業に勤いそしむ者も少なくはない。

　そんな中で誤解を解こうとする二人だが、周囲からはただの照れ隠しと思われ、一部の者達から嫉妬され話を聞いてもらえず失敗するのであった。

　今後二人がどうなるかは分からないが、少なくともイー・リンは満更でもない様子である。

　何を言っても無駄だと悟ったクロイサスは自室にひきこもり、数日間姿を見せることはなかったという。結局、書庫から借り出した本の返却は数日遅れることになる。
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　五日後、クロイサスは書庫──正確には学院内に設けられた大図書館なのだが、その膨大な量から便宜上【書庫】と呼ばれる施設に来ていた。

　理由はもちろん、借りたままになっていた本の返却である。

　彼はこの日、本の返却で自分の研究棟と書庫を何度も往復するかと思うと、溜息しか出なかった。

　元々彼はインドア派であり、率先して外で遊ぶようなことはない。自分の時間を満喫するのも、常に自室で紅茶を飲みながら本を読むことが日課であった。そのため、近いうちに行われる学院上位者による実戦訓練を前にし、『面倒な季節が来た』と愚痴を溢こぼすほどだ。

　研究以外の事に手を煩わされるのは好まず、この恒例行事をボイコットしようかと本気で考えている。長身で体力もありそうな見た目をしているのに、クロイサスはスポーツ関連まるで駄目の運動音痴なのだ。本の返却すら渋る彼の出無精ぶりは筋金入りで、そんな彼が実戦訓練という名の魔物狩りに出るなど、考えたくはない事態なのである。

　だが、学院生の上位成績者ゆえに義務が生じ、強制的に参加せねばならない立場であった。

　一部の噂で彼は、頭脳明めい晰せき、成績優秀、超絶美形、スポーツ万能、家柄も踏まえて非の打ちどころのない超人と思われている。だが実はただのひきこもりであるなど、世間ではあまり知られていない。見た目で損をしている可哀想な立場なのである。

　台車を転がす彼の足取りは重かった。実際に台車も重かったことは言うまでもない。

「ふぅ……やっと辿り着きましたか。もう少し近くてもいいのに、立地条件が悪過ぎますね」

　ぼやきながらも書庫の入り口を潜くぐると、目の前に広がるのは閲覧席であり、講義時間なので学院生の姿は一人も見えない。いや、学院生はいた。彼にとっては会いたくない人物であった。

　腹違いの兄であるツヴェイトの姿がそこにあったのだ。

　ツヴェイトは本を山積みにして何かを調べているようで、時折紙にペン先を走らせ記録しては再び本に目を向けている。クロイサスの記憶では、『魔法は威力だぜぇ、うはははははは!!』というような人物で、本を広げ調べ知識を求めるような勤勉な人物ではない。

　だが、そこがそもそもの間違いで、ツヴェイトは努力をあまり人に見られたくないだけで、実はかなり真面目な性格だ。クロイサスがその事を今まで知らなかった理由は、単に彼が部屋にこもりがちで、ツヴェイトが努力している姿を見る機会がなかったからである。

　それほどクロイサスは周囲に関して無関心であったとも言える。とはいえ、ここで見た以上は挨拶くらいはせねばならないと思うと、陰いん鬱うつそうな顔を浮かべ溜息を吐いた。

「珍しいですね。兄さんがこのような所にいるなんて……。てっきり、派閥恒例の【机上の空論会】に出ていると思いましたが？」

「あぁ？　何だ、クロイサスかよ。そっちはしばらく休みだな、俺が奴等の考案した戦術論を全て否定してから、内部で揉もめるようになってな。俺は出入り禁止にされた」

　一瞬、クロイサスは『おやっ？』と思った。彼の記憶では、兄がここまで気安い人物とは思っていなかったからだ。

「たく、誰だよ！　『古代魔法術式全集』や『ローセナ・セレストの魔法理論』を長々と借りてる奴はよぉ、ここの本に書いてある魔法式は全部改変されたやつばかりじゃねぇか……」

「……あぁ、それを借りたのは私ですね。部屋に山積みになって埋もれているはずです」

「チッ、お前かよ……納得した。どうりで見当たらねぇはずだ」

　ツヴェイトは話しながらも本から目を離さない。クロイサスは戸惑いを覚える。彼の知る限りでは、このような魔法研究をする人物ではないからだ。

「急にどうしたんです？　今から魔法研究に傾倒するつもりですか？」

「ちょっと宿題を出されてな。秘宝魔法を使いやすく改良しなけりゃならないだけだ……」

「宿題、ですか？　まさか御爺様や父上からでしょうか？」

「いや、師匠だ。セレスティーナも手ほどきを受けて、今じゃ、【才女】だとよ」

「!?」

　学院生が【師】を持つ。それは魔導士として誰もが憧れるものであり、優秀な魔導士の指導を受けて大成した者は多い。

　例えばクレストンやこの国で名だたる魔導士に師事し、実力を認められれば国の重要なポストに就ける可能性が高くなる。だが、そのためには才能や学院の成績が基準となり、上位の成績を修めた者が弟子として認められる前提があった。

　クロイサスは、ツヴェイトやセレスティーナが、【師】を持ったことが信じられないでいた。

「いったい誰の指導を受けたのです。ネーガス子爵ですか？　それともアトマイヤー侯爵ですか？」

「……クロイサス、ここから先はソリステア公爵家の秘事だ。他言無用……できるか？」

「それほどの人物ということですか。あの【無能】が魔法を使えるようになったくらいですからね」

「その件に関しても極秘だ。陛下にすら教えるわけにはいかん問題でなぁ、口外できねぇんだよ。公にでもなれば大騒ぎだ」

　ツヴェイトはいつになく真剣であった。これが以前は調子に乗っていた人物とは思えない、本気で責務を背負った者の表情であった。クロイサスも気を引き締めて覚悟を決める。

「聞きましょう。私もソリステア家の一人ですから、一族に係ることならば聞く義務があります」

「……分かった」

　ツヴェイトは周囲を見渡し、他に人がいないことを確かめる。

　更に念入りに魔法を行使し、誰かが盗聴している可能性も考慮するなどの念の入れようであった。

「結論から言えば、俺達が師事したのは無名の魔導士だ」

「ハァ!?」

　あり得ない答えが兄の口から飛び出す。

「夏季休暇で帰宅途中、街道で御爺様とセレスティーナが賊に襲われてな。その窮地を救ったのがその魔導士だ。恩人たっての願いで、事は口外できない。ついでに実力が常軌を逸している」

「……待ってください。ただの無名の魔導士に、そこまでの秘匿義務が発生すること自体がおかしいですよ。いったい何者なのですか！」

「問題は、その魔導士の職業ジョブが【大賢者】ってことなんだよ。こんなことがバレたら、どうなるか予想がつくだろ？」

「なっ!?　確かに……他の貴族どころか、陛下もスカウトに乗り出すでしょうね……」

　この世界において職業とは、技術を得た者に最も適したものが選ばれ、ステータスに表記される。これは世界が認めた称号でもあり、大半の人々はその職業を全うする傾向が強いことから、人生においての天職とでも言い換えていい。

　その中で、【大賢者】や【賢者】【聖人】【聖女】【勇者】という職業は、伝説の部類に属するのだ。仮にその職業を持つ者が現れれば、国は挙こぞって押しかけ配下に加えようとするだろう。

「本人は静かに暮らしたいんだとよ。間違って国に知られれば、下手したらこの国は亡ほろびるぞ」

「……それは、本当の事なのですか？　俄にわかには信じられませんが……」

「マジだ。この学院の教本に書かれた魔法式を全て書き換えたんだぞ？　お前にそんな真似ができるのか？　俺だって無理だ」

「なるほど……セレスティーナが魔法を使えるようになった理由はそれですか」

　大賢者が改変した魔法。ならばそれを使い、無能な妹が魔法を使えるようになったとしてもおかしくはない。クロイサスは一応の結論を見た。

「言いたくないんだが……俺達が使っていた魔法は、全て間違った形で改変されていたらしいぞ？　セレスティーナが使えなかった理由は、魔法式そのものに問題というか、欠陥があったようだ。個人差はあれ、魔法は誰でも使えるものらしい。俺達はアイツにひでぇ真似をしていたことになる」

「……やはりそうでしたか、今の魔法式は太古のものよりも劣っているわけですね。既に完成されていたものを破壊してしまった。異端の魔導士サハークルの『失われた魔法と破壊者達』に書かれた論説は、全て事実である証明となりましたね。それと、酷ひどいことをしていたのは兄さんだけですよ？　私は興味がなかっただけです」

「……相手にしていない分、そっちの方が酷くねぇか？」

　クロイサスもセレスティーナも知識の面で言えば優秀で、独学で同じ答えに行きついていた。

「まぁ、サハークルの論説には、セレスティーナも行きついていたぞ。魔法は使えなくても、魔法式を書き換えることはできたみたいだからな」

「ふむ、彼女の評価を改めねばなりません。我が妹殿は優秀でしたか」

「あぁ……しかも、今のお前よりも強い。何しろ、実戦を積んできたからな」

「大賢者殿はよほど優秀なようですね。彼女を短期間のうちに成長させるなんて……」

「いや、アレは実戦主義なだけだな。お前と似ているようで性質は真逆だ。理論を実戦で試してきた化け物だしよ」

「……それは怖い」

　クロイサスと対極に位置する人間は肉体派だ。インドアを好む者を無理やりアウトドアに誘うような連中に、クロイサスは苦手意識を感じている。実戦派ともなれば戦場を求め、そこで魔法実験を繰り返してきたことが容易に頭に思い浮かぶ。

「ところで、件くだんの魔導士からどんな宿題を受けたのですか？　正直、興味がありますね」

「さっきも言ったが、秘宝魔法の効率化だ。この魔法の術式を調べ直したら、どうも術者に対しての負担が大きく魔力を馬鹿食いしやがる。そのくせ威力が安定していねぇし、それが嫌がらせのように絶妙な魔法式で構築されてやがる。この魔法を作った奴は別の意味で天才だぞ。少しでも効率化を図ろうとすると、発動すらしねぇ」

「想像以上の難物……って、魔法式が読めるのですか!?」

「あぁ……この二ヶ月間、みっちり叩たたき込まれたからな。予習もしているし、言語解読のために辞書も漁あさっている」

　この時、クロイサスは実家に帰らなかったことを死ぬほど後悔した。

　同時に彼は、ツヴェイトの言葉に気になる言葉があったことに気付く。

「今、【言語解読】と言いましたか？　では、やはり魔法式の文字は言葉の連なりだったんですね！」

「そうだ。これは物理法則を魔法文字で表記し、魔法陣という回路を形成して発動する。『やはり』って言ったよな？　お前は独学でそこに辿り着いていたのかよ？」

「前から学院で教えている理論に違和感があったのは確かですね。本格的に調べ始めたのは二ヶ月ほど前でしょうか？　なるほど、私の仮説は正しかったわけですか。フフフ……ヒントは得られました。これで研究が進められる」

　研究が一歩進んだことに、クロイサスは喜びを隠せない。それどころか、自分が未発表の論文に纏めた仮説が正しかったことが証明され、俄が然ぜんやる気が湧いてくる。

　対してツヴェイトは複雑な感情をクロイサスに向けていた。

「クロイサス……正直、俺はお前の事を過小評価していたようだ」

「何です？　突然に改まって……気味が悪いのですが？」

「俺やセレスティーナは、師匠の指導があったからこそ魔法式が読める。だが、お前は独学で辿り着いた。この差はでかい」

　この二ヶ月で、ツヴェイトは大きく成長をしたようである。洗脳が解けた影響もあったのかもしれないが、彼の心には素直に非を認めることができる余裕がついていた。

「ただの趣味ですよ。楽しいからやっているだけに過ぎません」

「だが気を付けろ、お前は師匠と同類の人間だ。行きつく先でヤバイものを作りかねないほどの、な」

「危険なもの……そんなものがありましたか？」

「広範囲殲せん滅めつ魔法……。師匠はそれを使える」

　静かな図書館に冷たい風が流れる。

「広範囲殲滅魔法……？　馬鹿な！　アレは人が使える魔法ではありませんよ。個人の魔力では発動など不可能ですし、何よりも莫ばく大だいな魔力はどこから調達するんですか。あり得ない！」

「ルーギウスの『世界の摂理と神秘学』……そこに答えはある」

「っ!?　ま、まさか、自然界の魔力を利用……なるほど、取るに足らない本だと思っていましたが、そこに真理があるとは……私もまだまだですね」

「いや、充分に優秀だ。お前は誰よりも魔導士らしい……。解読方法、知りたいか？」

「いえ、ここまで来れば最後まで独学でいきますよ。答えは既に出ており、解読が可能と判明しましたのでね」

　クロイサスの頭の中では、魔法式の解読方法にある程度の当たりをつけていた。

　後は研究室に戻り調べ上げ実証し、魔法式を構築して実践を試してみるだけである。

　だてに天才と呼ばれているわけではない。

「おっと、忘れていた。師匠からお前に、だ」

　ツヴェイトが彼に何かを投げ渡す。咄とっ嗟さに手で受け取ったものは白銀の指輪であった。よく見ると表面には複雑な魔法式が模様として刻まれている。

　あまりの精緻さにクロイサスは息を吞のむ。

「こ、この指輪は一体……」

「魔法媒体……杖つえの変わりだ。使い心地を試してみて欲しいとさ。レポートとして纏めてくれると助かるとも言っていたぞ？」

「金属の魔法媒体。ミスリル製ですか、実に興味深い。恐ろしく精緻な魔法式が刻まれていますね」

「レポートは御爺様宛で送っておけ、そうすれば師匠に届く」

「分かりました。近いうちに纏めてお送りしておきますよ」

「あと、さっさと本を返せよ。必要としている奴もいるんだからよぉ！」

「………」

　山のように持ち出した書籍を簡単に運べるとは思っていない。

　ただ、全てを返却するのにあとどれだけ時間が掛かるか分からなかった。何度も台車に乗せて運び続け疲れ果てているのに、これからまた繰り返し往復すると考えると気が滅入る。

「兄さん、手伝ってくれませんかね？」

「断る。お前のいい加減さが招いたことだろ、自分で運べ」

　期待はしていなかったが、やはり断られた。クロイサスはしばらくの間、やりたくもない重労働を繰り返すことになる。

「そういえばよぉ、お前……女と同どう棲せいしているんだって？」

「していません。彼女がいつの間にか研究室で寝ているだけです」

「噂で持ち切りだぞ？　二人して裸で抱き合っていたとか、羨うらやましいじゃねぇか、畜生ぉ……」

「血の涙を流すほど羨ましいのですか？　ただの誤解なのに……」

　兄が失恋で傷ついているなど、クロイサスが知るわけもない。彼は血の涙を見る。

「いいよなぁ～、どいつもこいつも春満開で……。アベック共に闇やみ討うちでもしてやろうか！」

　嫉妬に狂う兄の姿は、実に無様で浅ましかった。

「誰が噂を流しているんですか？　よければ教えてほしいのですが」

「あぁん？　中等学課の時に同期だった……確か、お前のところの派閥にいる……ま、マカロンだったか？」

「マカロフですね。そうですか……彼が…ククク。どうしてくれましょうかねぇ～」

「お前、やっぱり師匠と同類だよ……」

　暗い笑みを浮かべながら台車を押しつつ、本棚の列へ消えていくクロイサス。

　ツヴェイトは彼の背中を見送ると、再び本に目を向け……。

「……あいつも変わったな」

　そう呟つぶやいた。

　以前のクロイサスは人に何の関心も見せず、表面では笑顔で対応しながらも、その目には誰も映ってなどいなかった。実の兄であるツヴェイトすら只ただの置物程度に思っていたほどの無関心ぶりであり、他人の名前など覚えようともせず日がな一日、本を読んでいる。そんな人間だったのである。

　ツヴェイトは彼の言動を嫌みのように感じ、何よりも自分を見ようとすらしない弟が気に入らなかった。だが、今のクロイサスにその冷たさはない。

　話をしている時も、クロイサスはツヴェイトから目を離すことはなかった。残念なことに、本人がその事を全く自覚してはいないのだが、自分自身の変化は誰しも分かり辛づらいものであるのだろう。

「やっぱり、女か？　女なのか？　女が男を変えるのか？　畜生……俺に春は来ないのかよ！」

　現在、心が真冬のツヴェイト君は、恋人を絶賛募集中。洗脳状態ではあったが、なまじルーセリスが好みのタイプであっただけに、彼の心の傷は想像以上に深い。

「ブレマイト……いずれ覚えていろよ。この恨み必ず晴らしてくれる」

　失恋による怒りの矛先は、洗脳魔法を使った張本人と思おぼしきブレマイトに向けられるのであった。

　まぁ、殆ほとんど八つ当たりだが、ある意味においては正しい行動なのかもしれない。

　ツヴェイトに春が来るかどうかは定かではない。








第四話　おっさん、アルバイトへ行く






　おっさん魔導士のゼロスは困っていた。

　鉱山の採掘から戻ってきて以降、彼は道具製作に明け暮れていた。

　地下に設置された、ドラム缶を三倍大きくした金属製の円柱缶。それが横に三つほど並んで立っているのだが、これはゼロスが作り出した乾燥機付きのサイロである。

　既存の魔法式を利用して温度調整を円滑に行い、常に最適の温度で米を保管することが可能。

　同様の技術で冷蔵庫を製作し、足踏み式脱穀機と携帯灰皿を製作して有頂天だったのだが、ここで大きな見落としがあったことに気付く。

「米がない！」

　そう。いくら成長が早く、年に七度の収穫が可能でも、稲はまだ足首の高さまでしか伸びていない。米が収穫できるのは数週間先の話なのである。気が急せいて道具を作り出したまでいいが、その道具を使うのは当分は先であり、別に急いで作る必要は全くなかったのだ。

　米を発見して、ゼロスは相当に舞い上がっていたようである。

「仕方がない……麴こうじ菌でも探すとしますかねぇ」

　麴は味噌や醬油を作るには欠かせないカビの一種で発酵菌である。これを利用して種麴を作る。その種麴を絶やさず育成させ続け、常に手元に残しておくのがコツである。

　ちなみに同じ発酵菌である酵母菌も、ゼロスは既に老ろう麵めん法を試していた。これは養護院でパンを焼いているので育成は楽であったが、酒や味噌に関しては肝心の麴菌が見つからない。

　ゼロスは麴菌を発見すべく意を決して、玄関の扉を開けた。

「……何してんだ、アンタ……」

「はいぃ!?」

　が……玄関を開けてそこに立っていたのは、大工のナグリであった。

　いや、正確には大工だけではなく、建設仕事全般を行うプロフェッショナルである。

「『はいぃ!?』じゃねぇだろ!!　アンタには今日から仕事を頼んでいたはずだ」

「あっ……確か、橋脚基礎工事要員でしたね。今日からでしたか？」

「この前、来週からと言っただろ!!」

「日付を決めて言ってくださいよ。来週と漠然と言われても、分かるわけがないでしょう？」

「……言ってなかったか？」

「聞いていません」

　そこに意思疎通の齟そ齬ごがあった。職人の来週からというのは大抵が月曜であり、それ以外は曜日で表すことが多い。しかし、リーマンにその常識は通用しない。大おお雑ざっ把ぱな職人と、分刻みでスケジュールを立てるリーマンでは、言葉の捉え方が全く異なっていた。

「まぁいい。アンタにはちょいと手伝ってもらう約束だからな、ついてきてもらうぜ？」

「ちょ、今日、僕は麴を……」

「おう、今日から工事の仕事だな。しっかり働いてもらうぜ？　何せ、大仕事だからよぉ」

「言葉は同じでも、意味合いは違いますからぁ────────っ!!」

　こうしておっさんはドナドナされていった。残念！

　職人の大半は我が強い。現場で何らかのアクシデントがない限りは、彼等は常に仕事を全うするのだ。作業に一切の妥協がないのである。

　ちなみに、その工事の現場監督はナグリその人であった。

　彼等ハンバ土木工業は、今日も最もホットな現場へと挑み続けるのである。

　一人、おっさんのアルバイトを巻き込んで……。
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　──ある森の奥地で、傭よう兵へい達が魔物と戦っていた。

　───ゴァァアアアァァァ……。

　最後の力が尽きたのか、フォレストグリズリーは息絶える。

　三メートルを超す巨体の熊だが、正真正銘の魔物で前足が四本あるのが特徴だ。この国では中級クラスの魔物で、この巨大熊を倒したのは四人の傭兵だった。

「手間かけさせやがって……空腹に響くんだよ！」

「全くだ。しかし、腹が減ったな……。最近よぉ、無性に腹が減るんだよ」

「お前もかよ。俺も最近、空腹感がハンパなくてよぉ～、いくら食っても満たされねぇ……」

「しかしよ、このアイテム、スゲェ効果だよな？　腹が減るけど……」

　彼等の傭兵としての腕はさほど優れたものではないが、ここ数日間で状況は一変していた。傭兵達はこの数日間で危険と言われたオークの巣やアーマーリザードなど、四人では決して果たせない依頼を複数受け、全てを討伐して達成させたのだ。傭兵ギルドも驚きょう愕がくするほどの早さで彼等は強くなり、今日もまた魔物討伐の依頼を受け仕事を完了させた。

　その理由が、いつぞや酒場で魔導士からもらったアミュレットである。黒いくすんだ石を銀の金具で固定しただけの、実に味気ないものであった。

　しかし、このアミュレットに魔力を流すと、信じられないほど力が沸き上がってくる。

　本来アミュレットは守りのための魔導具で、大抵は属性耐性か魔法障壁を展開させるものが多い。

　だが、彼等の持つアミュレットは尋常ではない力を与え、代わりにどうしようもない空腹に苛さいなまれ、傭兵達はいくら食べても満足感を得ることはなかった。その空腹感は次第に酷ひどくなっている。

「腹が減ったな……」

「あぁ、これは地獄だ……」

「飯が食いてぇ……」

「アレ、美う味まそうだよな……」

　彼等の目に留まったのはフォレストグリズリーの屍しかばねである。

　傭兵達は襲いくる空腹感には勝てなかった。四人は一斉に屍目がけて駆け出すと、解体もせずにそのまま嚙かじりつく。肉を引き千切り、血を啜すすり、骨を嚙かみ砕き、その食欲は止まることを知らない。

　わずかな時間に、フォレストグリズリーは跡形もなく食らい尽くされ、後に残されたのは血液の跡だけであった。

「足り…ない……タリナイ……」

「たりねぇ～よぉ～……メシ、クイタイ……」

「食いたい……何でもいいから喰くいたい……」

「めし……メシィイィイイイイイイイイイイイイイッ!!」

　四人の様子は急速におかしくなってゆく。同時に衣服の内側から筋肉が膨張し、剛毛に包まれた腕が晒さらされた。顔には血管が浮かび上がり、腕と同様に──いや、体全体が何か別の存在へと変化を起こしていく。そこにいるのは人ではない。人であった何かである。

　傭兵であった者達はそれぞれが個別に動き出し、その一人がある方向へと向かって歩み出す。

　先にあるのは、小さな村であった。フォレストグリズリーを討伐する依頼を出した村である。

　完全に獣となった傭兵は大量の唾液を流し一気に駆け出すと、一軒の民家を襲撃した。

　やがて、その小さな村で悲鳴が上がる。動くものを無差別に襲い、その死肉を貪むさぼる異形の生物。貪欲なまでの飢えが、この魔物を支配していた。

　この日、二百人近くいた村の住人は謎の四体の獣に襲われ、その殆ほとんどが喰い殺されてしまう。

　生き延びたのは二十名足らずであった。
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　森の中に不信な人影があった。人数は二人だが、同じ黒ずくめの衣服を着ている。

　彼等は木の上から双眼鏡で一定の方角を観察し続け、その様子を見て詳細な情報を書き綴つづっていた。双眼鏡で見えるのは、四人の傭兵達の姿である。

「どんな様子だ？」

「見た目に変化はないが、力が強くなってきているな。食欲も異常だ」

「ふむ……予想範囲内か？」

「待てっ！　何だ、アレは……」

　双眼鏡を覗のぞいていた男は、あまりの事態に驚愕した。

「どうした？」

「フォレストグリズリーを食ってやがる。……いや、取り込んでいるのか…？」

「俺には見えんのでな、結論だけを言ってくれ」

「に、人間が、化け物になった……」

「なにっ!?」

　双眼鏡を持つ手が震えていた。あまりにもおぞましい光景に、彼は恐怖に震えている。

「ま、マズい！　奴等がこっちにくるぞ」

「な、何だと!?　まさか、匂いを嗅ぎつけたのか！」

「逃げるぞ!!　俺達では勝ち目がない」

　彼等は慌てて撤退を始めた。同時に、魔物寄せの禁薬【邪香水】を散布する。

　魔物を引き寄せて攪かく乱らんし、自分達の身を獣から守る作戦を取った。

　ほどなくして、この周囲に生息する魔物が集まり、おぞましい喰い合いが始まる。

　その事態を生み出した者達は、魔物を囮おとりに必死で逃げるのであった。
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　観測していたのは彼等だけではなかった。

　その人物は木々の上から魔法を使い、魔物と化した傭兵の姿を観察していた。

「うっわ……これは酷いわ、まさかこれほどとは……。俺はヤバイものを作っちまった……」

　黒ずくめの魔導士は驚愕と、わずかに後悔のこもった言葉を吐く。

「いざとなれば俺が処分すればいいが、アイツ等に見つかるのも面倒だな。しかし、副作用の効果が酷い……。相手をしたら手て古こ摺ずる予感がする」

　アミュレットを作ったのは黒こく衣いの魔導士だが、まさかこれほどおぞましいものだとは思わなかった。何とか魔物を倒して、アミュレットを回収しなくてはならないと思案する。

「いくら奴等が標的とはいえ、住民に恨みはないしなぁ……。ここまで酷い効果が出るとは……俺はとんでもないことをしてしまった。クソッ！」

　苦い思いを言葉に乗せて吐き捨てると、黒衣の魔導士はその場より消え去った。

　そしてその後、ある人物と邂かい逅こうすることとなる。二人の魔導士が出会う時が静かに近付いていた。
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「俺はよぉ～……数日は休暇のはずだったんだよ」

「分かります……。僕も強制的に連行された口ですよ。予定が大おお雑ざっ把ぱ過ぎて参りました」

「だよなぁ～……これから俺の好物の【メッカラビーンズ】を作って、酒のつまみにしようとした時によぉ、突然ナグリが現れて鳩尾みぞおちに一発良いのを喰らって……」

「気付いたら馬車の上だったと？　酷過ぎますね」

「だろぉ～？　せっかく豆を水に浸して、煮込もうとした矢先だぜぇ。アイツは鬼だ」

　髭ひげのない珍しいドワーフと馬車に揺られ、世間話をするおっさん。

　馬車に揺られて続けて三日、ゼロスを含めたハンバ土木工業の一行は、橋建設の現場に辿たどり着こうとしていた。だが、何の準備もなく連行されたため、ゼロスは荷台で暇をもてあましていた。

　建築資材は現場に置いてあるらしいが、問題は橋脚基礎が上手くいかず、橋を架けることができないこと。ゼロスが雇われた理由は、現在ドワーフ達が土木魔法【ガイア・コントロール】を使いこなすのが困難な状況にあり、彼等の代わりに基礎部分作業を行うためである。

「仕事の予定日を決めていなかったことも問題ですが、いきなり連行ですからね」

「まぁ、他の領地の連中が何度も失敗した難所だからな。そこの領主が大々的に宣伝しちまった手前、『橋が架かりませんでした』じゃ済まねぇんだよ」

「で、最後の望みをかけてハンバ土木工業に白羽の矢が立ったと……酷い話ですね。計画性がない」

「あぁ……【メッカラビーンズ】。俺のソウルフード……」

「よっぽど残念だったんですね」

　【メッカラビーンズ】とは【チリビーンズ】のような料理である。唐辛子の辛味と、豆の甘味が調和した素朴な田舎料理であった。高級なものになると鶏肉と数種類のハーブが一緒に煮込まれ、より深い味わいの酒のつまみとして有名である。

「そういえば、野菜の成長が速いって聞きましたけど、そんなに凄すごいんですか？」

「この辺りはファーフラン大深緑地帯が近いからな。魔導士達の話じゃ、大地を流れる魔力の影響で成長が早くなるんだとよ」

『なるほど……。この辺りの土地はレイラインの上だったか……』

「しかしよぉ～、魔導士なのに剣を持つなんて珍しいな。普通の魔導士は杖つえだぞ？」

「魔法なんて万能じゃないんですよ。魔法を無効化する能力を持つ魔物もいますし、そうなると肉弾戦しかないんですよねぇ～」

「撤退すればいいじゃねぇか。魔力が切れても一時撤退すれば次でケリがつくかもしれねぇだろ？」

「撤退を許してくれればいいのですがねぇ。そもそも戦闘中では理屈は通じませんよ」

　戦争で明確にルールがあるのは貴族や王族の間だけで、一般人や傭兵などはその限りではない。傭兵などは報奨金欲しさから手柄を求め、魔導士や貴族の将兵を集中的に狙い、街を攻め落とせば蛮行を働く。規律や軍紀が存在するのも軍隊のような国に仕える部隊だけで、金で雇われている連中にそんな規律は存在しないのだ。仮にあったとしても緊急時ゆえに大抵が黙認される。

　ゼロスは元の世界のある国で、飛行機を乗り継ぐべく飛行場で待機していた時に某国のテロ組織と国軍の戦闘に巻き込まれ、三日ほどその国で足止めをされたことがあった。

　その際、避難場所に指定されていたホテルで休もうとした時に、窓から流れ弾が飛んできて危うく命を落としかけたのだ。幸い肩を翳かすめた程度で済んだが、それ以来ゼロスこと【大おお迫さこ　聡さとし】は某火薬地帯方面の海外出張を拒否するようになった。

　戦闘は他人の迷惑を顧みないもので、そこにルールなんてものは存在しない。

　この異世界では元の世界よりは原始的ではあるが、それゆえに王侯貴族の意識は誇りや名誉を重んじている。しかし簡単に戦争が起きそうな世界で、人はどこまで理知的でいられるのだろうか。

　元の世界でも長い間戦争を続けている人達がいる以上、根が純粋であるだけにこの異世界でも苛か烈れつな戦いになることは予想できる。そこでもし戦争が引き起こされた場合、戦いに誘発されて暴力に傾倒する者達の方が怖い。

　戦争では騎士ばかりではなく民間人や傭兵も駆り出され、騎士団や魔導士団など戦力数の数割にも満たない。殆どの兵が徴集された民衆兵力で、騎士団が訓練を受けていない彼等を統括しきれるとは到底思えなかった。

　蛮行を行う大半が徴集された民衆や傭兵なのである。味方であればいいが、敵の場合は執しつ拗ように追い掛けてくるだろう。彼等は手柄を立てることを望み、それで金を得ることで生活の足しにするのだから、撤退したところで安全ではないのである。

「難しいこと言っているみたいだけどよぉ～。アンタ、歪ゆがんでるとか言われねぇか？」

「よく言われますね。偏っているとか、頭がおかしいとか」

「この国は平和なもんだぞ？　まぁ、魔導士が少しばっか偉そうだがな」

「半数の貴族が魔導士ですからね。平和な時ほど人は腐るんですよ、そのシワ寄せがこちらに来ないことを祈ります」

『何か、魔導士団の一部が決起して馬鹿やりそうなんですよねぇ～』

　考えても仕方がないことだが、生きる世界そのものが変わったゼロスには、もしかしたら全てを受け入れる余裕などないのかもしれない。実際やっていることは無茶苦茶であり、『敵は倒す』というより『怖いから滅ぼす』が近い。いくら強くても、心の面ではただのおっさんなのだ。

　公爵家に対しても『舐なめられたら付け込まれる』と怯おびえていた可能性が高いだろう。

　問題は、それを本人が自覚しているかどうかである。現状は付け焼き刃で、流されるまま生きているだけに過ぎないのだから。

「おっ、見えてきた。あそこが俺達の現場だ」

「そういえば、あなたの名前を聞いていませんでしたね。今更ですみません」

「俺か？　俺はボーリングって名前だ」

　頭の中でスプリットしたピンが球で弾はじかれ、反対側のピンを倒す光景が浮かんだ。昔、ボウリング番組で見た光景である。ボーリングとボウリング、似てはいるがおっさんの勘違いである。

「いま、何か失礼なことを考えなかったか？」

「いえいえ、気のせいですよ。僕は…」

「親方から聞いてんよ。ゼロスのあんちゃんよ」

「あんちゃん!?」

「人間は俺達より長く生きられんからな。俺から見たらまだ若造よ」

　どうやら年配者のようであった。ドワーフもだが精霊種全般は年齢が分かりづらい。

　現場はオーラス大河上流の広い街道で、石畳で舗装されているが、途中からその道は途切れていた。おそらくはそこに橋を架けるのであろう。だが、問題は基礎部である。

　この場にいるだけでも河に流れる水の音が聞こえることから、実際は相当の流れであることが予想できる。現場の様子を見に大河へ近付くと、崖下は恐ろしい勢いの激流だった。

『魔法でどうこうできるのでしょうかねぇ？　結構な激流のようだが……』

「上流で二つの河が合流していてな、流れが結構速い。何とかできねぇか？」

「ナグリさん……無茶な仕事を受けましたね。下手に橋脚を立てたら、こちらが激流で削られるかもしれませんよ」

「お役所の見積もりが甘いんだよなぁ～。しかも国の要請だろ？　俺たちゃ逆らうことはできねぇしよぉ～、無茶な仕事を押し付けてくんで頭いてぇんだわ」

「王侯貴族も殴り飛ばすんじゃなかったんですか？」

「最初に仕事を受けたのが俺達だったらそうしたさ。だがよ、この仕事は俺達だけが請け負ってるわけじゃねぇし」

　ハンバ土木工業だけなら、役人を殴り飛ばして国王の元に殴り込んだであろう。

　しかし、他の土木関係業者が入っているとなると、責任の追及がそこにも向けられてしまう。

　職人の人間関係は、業者が違っても横の繫つながりがある。仲間意識も強く、たとえ他の業者の職人でも手助けすることがある。

『どうすんの、コレ……。橋脚を作るにしても、こうも流れが速くちゃ無理だぞ？　【ガイア・コントロール】や【ロック・フォーミング】を使う前に、流れで集めた砂や土が流されるだけだろう。まずは硬い岩盤に基礎部を完全固定しないと駄目じゃね？　だが、こうも流れが速いと……』

「これは複合魔法を作らないと駄目ですかねぇ。扱える人がいなくなりますが……」

「できるのか？　無茶を言ってんのは分かってんだ。頼む、何とかしてくれぇ!!」

「三日ほどください。何とか魔法を改良してみます」

『この世界に知り合いはいないし、既存の術式で作らねばならない。となると、複数の魔法を連動させて一つの工程に纏まとめる必要があるわけで……。時間的に猶予はないな。今夜から徹夜作業か？　どうしようかねぇ……』

　さすがに自然の猛威の前にはお手上げ状態。だが、やらなければ職人達が処罰される。

「この仕事を提案した人、思いっきり殴りたいですよ」

「対岸一帯を治める領主だな。ヨクブケーノ伯爵といってな、何かにつけて工費を値切ろうとすんだ。ついでに国王命令でもある」

「ここに橋を架ける意味はあるんですか？　ソリステア公爵領までの商いは船で充分でしょうに」

「実は全くない。商人を行き来させるにも遠回りだし、仮に完成したとしても盗賊共の稼ぎ場になりそうだな」

「工費を着服してるんじゃないですか？　ヘマをやらかしたらこちらに責任を擦なすりつけて……」

「あぁ～……やりそうだな。だが、完成したら赤字になると思うぞ？　この橋の管理や治安維持は伯爵が請け負うことになるからな」

　ヨクブケーノ伯爵領の対岸であるこの場所は、どうやらソリステア公爵領との間にあるグレーゾーンのようで、管理する貴族がおらず放置されている土地である。

　上流に行けばファーフランの大深緑地帯の一画が接触しており、魔物の強さが異なる。

　橋を作ることで強い魔物に襲われる危険が高くなる可能性があった。

「何も考えてなくて、目先の利益に目が眩くらんでいる可能性もありますねぇ。あくまで想像ですが」

「それも捨てきれねぇな。そういう奴だからな」

「どちらにしても最悪ですよ。職人に無茶な要求を突き付けてくる時点で……」

「まったくだ」

　旧時代ならともかく、現時点でこの世界は土木関係の便利な魔法など存在していなかった。

　そんな中でおっさんが作った土木魔法でも手に負えない厄介さ。ここがどれだけ無茶な現場なのか分かるだろう。

「アンタはどう工事するつもりなんだ？」

「そうですね。硬い岩盤に魔法を掛けて、楕だ円えん形に橋脚基礎を作るつもりですよ。流れに対して負担にならないよう両側を鋭利な形で尖とがらせて……」

「ほうほう、こいつはおもしれぇな。だが、幅が狭過ぎねぇか？　似たような工事はしたけどよ、流されたら終わりだぜ？」

「予定では橋脚は何本なのですか？」

「二本だな……なるほど、数を増やしてその分負担を減らすのか」

　図面に建設工程の予定を書きながら、設計の見直しが始まった。

　いつの間にか他の職人達も集まりだし、作業の変更点は急速に進み、前の設計よりも頑丈にするためにその場での強度計算まで始める始末。その作業工程会議は日が暮れるまで続いた。
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　当初の設計では、橋は二本の橋脚で支えられたメガネ構造であった。

　基礎部の上に重心を分割するアーチ状の土台が築かれ、更にその上に橋の本体を架けることになっていたが、対岸まで二百五十メートル近くある河に橋脚二本では足りるはずもない。

　少なくとも橋脚が四本は必要であり、更にはゼロスの元いた世界の技術を踏まえ、橋脚の側面に縦の凹凸を付けることで決まった。これは流れの速い河の水流を橋脚の凹凸で攪かく拌はんし、水流を少しでも緩やかに調節しようというものである。同時に橋脚に掛かる負担も分散されるので、橋の寿命も長くなる。おまけに下流の水害も軽減させる狙いがあった。

　土台を橋脚に築くのはドワーフ達の魔法でも可能だが、今回橋脚を作るのはおっさんで、失敗が許されないだけに責任重大である。

「対岸にも似た形式の水流を攪拌させる土台が必要だな。固定しちまえばだいぶ楽かもしれねぇ」

「それは俺達でできるのか？　橋脚を作った後で調査した方がいいかもしれん」

「だな、流れを利用して水流を調節たぁ畏れいったぜ。さすが魔導士、頭が良いな」

「その魔導士様はどこだよ。姿が見えねぇぞ？」

「どの魔法が確実なのか選んで使うとよ。最悪魔法を連続して使うらしいから、慎重に慎重を重ねるんだとさ」

　ドワーフ達が仮の宿舎で酒を飲みながら話をしている頃、ゼロスはナグリを交えて作業を開始していた。

「水深はどれくらいなのですか？」

「だいたい、そうだな……今は五ギール（メートル）くらいじゃねぇか？」

「深い場所では六か七ギールだと思うぜ。岩盤まではどうだか分からんが」

「作業工程はだいたい把握しているのですが、なにぶん初めてですからね。慎重にやらないと崩落しますし、できるだけ一回で成功させなくちゃいけません。かなりハードな作業になります」

「時間が掛かるのはしょうがねぇ。元から無茶な仕事なんだ、期日が多少過ぎても構わんさ」

　構築する魔法は既に決まっている。橋脚を作るには、まず橋脚を作る場所の周囲を鉄板で囲い、次に岩盤に鉄の杭くいを打ち込み支柱にする。そこから水を抜き数本の支柱を鉄骨で固定し、橋脚の形を作る型枠を作った後にセメントを流し込む。

　今回は支柱もセメントも、型枠もないため、全ての工程を魔法で一括して行わねばならない。楕円形の魔法障壁で水流を遮り、同時に岩盤や周囲の土砂を利用して橋脚を構築し、下から順に【ロック・フォーミング】で固定する。どれほどの魔力を消費し、どれだけの速さで橋脚を構築できるかは未知数であった。

『【白銀の神壁】の二重展開と【ガイア・コントロール】の同時併用、更に【ロック・フォーミング】……。魔法式を構築するのが厄介だな』

　予想以上の難儀な仕事に、さすがのゼロスも頭を抱えたくなる。

「三つの魔法の同時展開……洒落しゃれになりませんよ。できないわけではないですけど、難物ですねぇ」

「それほどか？　魔法の事は俺には分からんが……」

「水圧を防ぐ障壁と、橋脚を形作る型枠の障壁魔法ですが、水流の圧力でどれだけ負担が掛かるか、分からないのが痛いなぁ～。水圧が掛かれば魔力も消費されますからねぇ」

　障壁魔法は、物理攻撃の威力が大きいほどに魔力が消費され、枯渇するのも早くなる。

　大抵の場合は弓や敵の魔法攻撃によるもので、その攻撃による衝撃は一瞬である。

　だが相手が激流ともなると、そうはいかない。たとえ魔力の消費が少なくとも、術者は絶えず魔力が失われていく状態である。自然界から魔力を集めたとしても、それを維持し続けるのに術者は魔力を使い、同時に他の工程も制御せねばならないのだ。

「橋脚はできるだけ頑丈にしますが、かなり大雑把なものになりますよ？」

「それは職人としては許せねぇが、何でだ？」

「魔法を使う僕自身に余裕がないからですよ。橋脚を構築する石や土は、流れてくる土砂を利用すればいいですけど、それを一つの形に留とどめて頑丈にするとなると……」

「手が追い付かねぇわけか……。魔法もそんなに便利ってわけじゃねぇんだな」

「作業を補佐する大型の道具でもあれば便利なのですけどね。そんなものは存在しませんし、誰か作ってくれませんかねぇ～」

　ぼやきたくもなる厄介な仕事であった。

　自宅のＰＣでもあれば掛かる水圧や構造も念入りに調べ、魔法の構築作業も少しは楽になるのだが、今回は既存の魔法文字で土木魔法の魔法式を作らねばならない。必要な魔法の魔法式は自身が保有しているからいいが、元から完成している魔法を繫げ再構築するとなると、どのような弊害が出るか分からない。複数の工程を魔法文字で構築する必要があり、今回はその魔法式の量が多過ぎて、制御しきれるかが不安であった。

『徹夜で試作して実験、更に修正を入れたとして、日程では三回が限度かねぇ。上流に攪拌柱を作れば少しは負担が軽減するかも……こんな修羅場、いつ以来だろ？』

「頼むぜ？　アンタが頼りなんだからよぉ」

「プレッシャーを掛けないでくださいよ。これでも気が小さいんですから」

「どこがだよ！」

　傍はた目めにゼロスは、かなり自由に生きているように思われているが、彼の内心は常に不安に苛さいなまれている。異世界で生きることは、結構精神に負担が掛かるのである。

　ブツブツと文句を言いながらも、おっさんは魔法式の作成に専念するのであった。








第五話　おっさん、遭遇する






　暗かった仮宿舎の部屋に明かりがわずかに差し込む。

　蠟ろう燭そくを何本も使用し、足りなくなれば魔法で明かりを補い続け作業に取り掛かっていたゼロスは、何気に窓の外を見つめた。広がる森に薄日が差し込み、徐々にだが夜の帳とばりは消えていく。

「あぁ……朝になったか」

　長時間、魔法の統合に全力を注いでいたゼロスは、まだ不完全ではあるがあらかたの目め処どはついた。

　後は試してから再調整を繰り返し、完璧に仕上げなければならない。問題は、今作成している魔法が誰にでも使える代物ではないということだろうか。

　範囲障壁魔法の二重展開と形状操作、大地形操作魔法と硬質化、その工程を一ひと纏まとめにすると魔力消費は大きくなる。自然界の魔力を利用しても、あくまで土砂を纏め硬質化することに優先させ、障壁と橋脚の形状を維持するには術者の力で行わねばならない。

　流れの激しい河で行えば、水流により障壁に掛かる魔力消費は上がる一方で、更に河を流されてくる岩や小石などが障壁の維持を困難なものにする。

　取り込めればいいのだが、そうなると今度は障壁が維持できなくなってしまう。

「何にしても……使ってみるしかないかぁ～」

　結局はそこに行きつくことになる。だが、実験をするには今の状態では心こころ許もとない。そう思ったゼロスはその場で横になる。多少は休んでおかないと、行使するのにミスに繫つながりかねないからだ。

　ほどなくして、部屋の片隅でおっさんの寝息が聞こえてきた。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






「あぁっ？　魔法を上流で試してみてぇだぁ？」

「えぇ、あらかたの機能は取り込みましたが、問題は『実用性があるのか？』ですからね。いきなり本番で使うわけにはいきませんし、試してみないことには何とも言えませんよ」

　三時間ほど眠った後、ゼロスはナグリに魔法を試す許可をもらいにきた。

　土木関係は作業工程を重んじるために、少しの遅れも許せない傾向がある。状況によっては受け入れられるが、今は逸いち早はやく作業に取り掛かりたいところであろう。

　しかし肝心の魔法が中途半端ではマズいのだ。

「まぁ、三日の猶予を許可したのは俺だが、魔法自体はできたんだろ？」

「それでもまだ粗削りでして、現場で使えるとは思えませんねぇ。魔力をどれだけ消費するかすら分からない」

　これは元プログラマーとしての矜きょう持じである。プログラミングは一つの文字を打ち間違うだけで、その影響は全体に及ぶこともある。そのためにも何人ものデバッガーを用意し、毎日モニターを眺め修正する作業に従事していた。海外でのプレゼンテーションは責任者として出席せねばならず、そのおかげで作業が滞り徹夜漬けの日々を送ったことや、何度も上司と口論になったこともある。

　魔法も一種のプログラムであり、少しの間違いが魔法全体の性能に及んでしまう。複雑な魔法式で構築された魔法は一度テストを行い、性能を確認する必要があった。

「しっかし、何でまた上流なんだよ」

「上流に橋脚の支柱を幾つか立てて河を攪かく拌はんすれば、流れが少しは緩やかになりますし、工事も随分と楽になるはずなんですよねぇ」

「なるほど、河に落ちても死ににくくなるな」

「だからといって、誰かを河へ突き落とさないでくださいよ？」

「んなことはしねぇ、せいぜいロープに括くくり付けて落とすだけだ」

　ナグリはまだ、ユンボに対しての食い物の恨みを忘れたわけではなかった。そう、ゼロスの家の工事の際に言っていた【ボロモロ鳥のピリ辛揚げ】の恨みである。

「しかしよぉ～、一人で上流まで行って大丈夫か？」

「何とかなりますよ。そんなに遠くに行くわけではありませんから」

「まぁ、あんたがそう言うなら大丈夫だろ。早めに戻ってきてくれよ」

「魔法を数回ほど試すだけですからね。さほど時間は要しません。では、少し試してきます」

「おう、気を付けてな」

　少し眠たげな表情で、ゼロスは上流へと向かう。何しろ自分の結果次第で工事作業の明暗を分けるのだから、プレッシャーはかなりのものであった。

　陰いん鬱うつな気持ちで彼は河沿いを上流へと進んだのである。
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　上流に向かったところで河の流れは変わらない。

　相変わらずの激流で、多少攪拌した程度で緩やかな流れになるとは思えない。

「これは……複数、橋脚を立ててみますか」

　ゼロスは複合魔法の魔法式を起動させる。激流の中に光の壁が生まれ、それを周囲に押し広げていく。同時に川底から土砂や小石を集めて造られた柱が伸び、二重展開されたシールド内部で次第に指定された形へと姿を形成していった。

　鋭利な楕だ円えん形の柱が、川底に向かって広がる形で形成されている。側面には凹凸が付けられ、それが対流を生み、流れを攪拌させ激流を抑え込む。だが、このままでは魔法が切れた時に直すぐに分解し崩れてしまうだろう。そこに【ロック・フォーミング】の魔法が掛かり、土砂や石が凝縮され一つの石柱へと変わる。

　魔法はたとえ物理現象に変化しても、直ぐに魔力へ戻り始め、拡散を始める特性がある。だが凝結された土砂や石は圧力により熱を発生させ、物質同士が結合を行うことにより、魔法効果が切れたとしても柱だけは形として残されるのだ。

　副次的に発生した物理現象は、魔力によって変質されたものではないため、魔力が拡散したとしても物理法則の枠内にある。

　ゆえに人為的に魔法で発生させられた現象とは異なり、崩れることはない。問題は『魔力消費がハンパない！』──で、あった。

　三つの魔法の並行運用と魔法式起動の必要魔力は、ゼロスが予想するよりも遥はるかに大きかった。

　ゼロスのレベルは１８００を越しているだけに、保有している魔力量は尋常ではない。

　しかし、この世界の人間はレベルの平均が１００以下であり、３００あれば良い方である。

　そのためか魔導士の平均魔力は２５０前後だった。

「この魔法、クレストンさんレベルでも一度が限界だな……。使える魔導士がいない」

　公爵家の元当主であった【煉れん獄ごくの魔導士】でも個人レベルは３０３。

　その魔導士が使用したとしても一回が限度である最大の理由は、橋脚部を形成させる型枠を作る障壁魔法【白銀の神壁】の二重展開のせいである。

　思いのままに形を形成できるが、自由度が高い分だけ魔力を消費してしまう。まして【限界突破】や【臨界突破】【極限突破】といった特殊条件下で発生する身体的能力変化を起こしていない。

　これは、身体レベルやスキルレベルが一定の段階に達したときに起こる現象で、各能力が大幅に引き上げられる。個人の能力が二倍近く上がり、保有スキルが多いほどに【臨界突破】【極限突破】を起こす可能性が高まるのだ。実際にそこまでいくにはかなりの修練が必要だが、魔物を倒し続ければ至れる領域でもある。

　だが、現時点でこうした裏技知識は散逸し、この世界には残されていないらしい。

　邪神戦争期の被害と、その後の政治的要因による安全圏でのひきこもり政策により、高レベル保有者が生まれる機会を奪い去ってしまっていた。危険領域の開拓をやめてしまったがため、民衆の低レベル化も進み、更には技術の低迷化を招き、旧時代と比べて弱い種族へと落ちていったのだ。

　まぁ、おっさんには関係のない話ではあるが──。

「本番前の練習がてらに、何度か試すか……。失敗したらナグリさんに殴られかねませんしねぇ」

　こうして地道に練習を始めるゼロスであった。咥くわえ煙草なのがマナー違反だが……。




　オーラス大河の上流に、幾本もの岩の柱が築かれていく。

　流れの速かった河も柱の構築が進むに連れて攪拌され、目に見える形で次第に緩やかなものへと変わっていった。元より流れが速く、行き来が難しい難所だっただけに、船は別の河から迂う回かいする形で他の街へ向かっていた。

　ここの上流には別の国が存在し、百年ほど前にオーラス大河を下って侵攻してきた歴史があるのだが、そんな背景を知らないおっさんは、ここで調子に乗ってやらかしてしまう。

「水流で老朽化してもアレですし、少し手を加えてみましょうかねぇ……」

　作った柱に複雑な魔法式を刻み込み、魔石に周囲から魔力を吸収するよう少し手を加え、埋め込む。要するに、河から突き出したこの柱は魔道具と化したのだ。

　気を良くしたのか他の柱にも手を加え始め、幾何学模様のような表面をした何とも不可思議な柱へと姿を変えていく。周囲から魔力供給を受け、時間制限はあるが強固な障壁を展開し続けることにより、簡単には柱が壊れないように工夫したのである。

　そうなると今度は味気なさを感じたのか、柱の上に岩を形成し、それをグリフォンなどの生物の彫刻にするなど、面白半分に手を加え始めた。遊び出したら止まらないのか、次第に凝ったものを作り始める。主に超時空の要よう塞さい艦とか、どこかの人型機動兵器を擬人化したもの。更にヴァルキリーも戦乙女ではない方であった。他にも歌姫やら、魔法の天使やら様々で、やりたい放題だった。

　異変を感じたのは、ちょうど調子に乗ってきた時である。

「魔物？　いや、それにしては……」

　対岸に動く影を発見し凝視すると、全身を剛毛で覆われた生物と視線がぶつかる。

　口は犬型の生物に近いであろうか、鋭い牙が生え揃そろい飢えたかのように唾液を垂れ流している。

　鋭い爪を持った腕が四本もあり、体は人に近い。獣はゼロスを発見すると、高速で柱を飛び跳ねながら急接近をしてくる。そして、鋭い爪をゼロスに向けて振り翳かざす。

　ゼロスは後方に飛び攻撃を避けると、その獣の姿に戦せん慄りつを覚える。この魔物の体には無数の人面が浮かび上がっており、中には子供の顔まである。その顔は呻うめき声を上げながら、ゼロスを恨みがましく見ているのだ。本能的に怖おぞ気けが奔はしる。

「なっ？　なんだ、この魔物はっ……」

　魔物は執しつ拗ように追い掛けてきた。左腕を振りかぶり、殴りつけてきた拳を身を屈かがめて避けると、もう一本の左腕が襲い掛かってくる。それを腰の剣を引き、迎撃する形で抜き斬り落とす。

　だが、痛みを感じないのか、その体勢から裏拳を放つかのように左腕が薙なぎ払いに来る。

　再び剣で左腕を斬り落としたが、この魔物は突進してゼロスを吹き飛ばした。

「ガアッ!?」

　森に生えていた木に叩たたきつけられ、一瞬だが呼吸が止まりかける。

　ゼロスは常人では考えられない優れた身体能力を持っているが、この魔物は一瞬だが、彼すら反応できないほどの速さで攻撃を加えてきたのだ。

「マズイ……」

　考えなしに突撃してくる魔物に対し、カウンターを狙って【白銀の神壁】を展開。前方に向けて張り出した無数の棘とげ状障壁が、魔物を串刺しにする。

　それでも勢いは止まらず、突き刺さったまま突進を続け、ゼロスを捕らえようと右腕を伸ばした。

「【エア・バースト】」

　風系統魔法である【エア・バースト】を至近距離で叩き込み、発生した威力によって魔物とは逆方向へ吹き飛ぶ。体勢が崩れ、一瞬でも動きが止まった瞬間は致命的な隙すきに繫がる。

　追撃しようと立ち上がるのが見えていたために、体勢を整える間に防御障壁を展開させたのだが、魔物は追撃してはこなかった。何をしていたのかといえば、斬り落とされた二本の左腕を食っていたのである。しかも、無くした腕からは肉が蠢うごめきだし、瞬く間に再生を始めていた。

　【白銀の神壁】で与えた傷も見る間に塞ふさがっていく。だが、それ以上に魔物の口から絶え間なく滴り落ちる唾液が、この魔物の状態を雄弁に語っていた。極限なまでに飢えている。

　しかも、体のいたるところから腕や足が生えだし、その姿を異様なものへと変えていった。

　体組織が暴走しているせいか、見ているだけで吐き気を覚えるほどのおぞましい光景である。

　数人分の人の上半身まで生やし始めていたのだ。これ以上のものはないほどの不気味さと狂気的な恐ろしさだが、これは絶好の好機でもあった。

「【チェーン・バインド】」

　魔物の真下に魔法陣が浮かび、無数の鎖が体を拘束する。

　身動きを封じられた魔物は暴れるが、それが解かれる前に次なる攻撃を加えた。

「【プロミネンス・フレイム】」

　煌こう々こうとした灼熱の火球が、魔物を包み込む。

　再生するならば、それが追い付けない速度で焼き尽くせばよいと判断し、火炎系焼却魔法【プロミネンス】系を使用したのだ。旧時代では禁呪の一つとされ、今は忘れ去られた魔法である。

　単体攻撃魔法だが、その威力は敵を跡形もなく焼き尽くす熱量攻撃である。

　半ばプラズマ化した炎は再生させる暇を与えずに魔物を灰かい燼じんにする。だが、魔物はいなくなっても、そこには確かに刻まれたものがある。恐怖だ。

　一瞬であったが、魔物はゼロスを凌りょう駕がした。それは自分を殺せる存在がいることを示している。

　悪食ゆえに助かったが、あのまま戦っていたらどうなっていたか分からない。彼は初めて恐怖に慄おののいたのである。そして、初めて感じた命の危機でもあった。

「異世界、甘く見ていましたねぇ……。にしても、この魔物は何なんだ。再生能力が異常だ……」

　魔物が保有する【再生能力】は、便利なスキルではあるが異常なまでの空腹感を得るため、同時に【狂戦士】のスキルがつくことが多い。腕や足を再生させるには相応の栄養分が必要で、超速の細胞分裂などを強制誘発され、栄養不足を補うために他の生物を襲う暴走を始めるのである。

　この魔物は食した生物を取り込んでおり、痛覚は存在せず強力な身体能力を発揮する代わりに飢えている。絶えず栄養欠乏症のような状態であった。

　身体能力の向上は同時にカロリーの消費を早めるようで、更に活動するたびに筋肉が破壊され、常に筋肉を再生し続けなければならない。獲物を食らうことで能力と栄養分を取り込み、移動するだけで体に負荷が掛かり肉体が破壊され、再生を続け栄養を消費し飢える悪循環。

　【再生能力】は、主にオークやオーガが持つスキルではあるが、倒した魔物はそのどちらでもない。何より、複数の人面を体に張り付けた獣など聞いたこともなかった。

『まさか……人間を食ったのか？　だとしたら際限なく人を襲うんじゃ……』

　冷たい汗が流れ落ちる。

「へぇ……アレを倒したんだ。じゃあ残りは三体か」

「残りが三体……って誰だっ！」

　ゼロスが振り返ると、そこには黒こく衣いの魔導士が一人立っていた。

　感覚的に伝わってくる気配が、只ただ者ものではないと警告している。

「……君は……何者だ？」

「さて、俺は何者なのか……アンタは自分が何者か、理解しているのか？」

　体型からすると二十代くらいの若者か。しかし、迸ほとばしる気配がこの世界の者とは異質である。

　明らかに危険な相手だ。

「禅問答をする気はないんですよ。答えはいたって単純……」

「敵か味方か……か？　分かりやすくていいな。とりあえずは……敵になるか？」

　ゼロスがこの世界で初めて感じた気配。自分に最も近い存在など初めてである。

「この化け物……君の差し金ですかねぇ？」

「ふむ……様子を見に来ただけだが、こんなことになるとは……。これは改良の余地があるか？　不本意な結果になったが、目撃者をこのままというのもマズいんだわ……」

「面倒臭い嫌な予感しかしないんだけどねぇ……」

「ハハハハ……その予感は、正解……かなっ！」

　一瞬、魔導士の姿がぶれた。

　本能的に危機感を覚えたゼロスは、とっさにショートソードをクロスさせる。

　──キィィィィィィン!!

　響く金属音と共に、二人は互いに剣をぶつけ合った状態で停止していた。

　俗に言うところの鍔つば迫ぜり合いの状態である。

「受けた……ハハハ、なかなかどうして、油断もできない人だな。アンタ……」

「歳なんだから、あんまり驚かせないで欲しいんだけどねぇ。年長者は敬うものだよ？」

「化け物じみた強さのくせに、よく言えるな？　【フレアランス】」

「【フレアブリッド】」

　先手で放たれた【フレアランス】を速攻攻撃が可能な【フレアブリッド】で迎撃し、二人の魔導士は紅ぐ蓮れんの炎に包まれた。いや、そう見えた。

　二人は爆発に包まれる前に離脱すると、互いに即座に間合いを詰め、剣で以もって斬り合う。

　──ギィィィィン!!　ギャリッ!!　カキィィィィン!!

　お互いの剣が激しく火花を散らし、信じられない速度で互いを斬り付け合うも手傷を負わせることができない。二人は理解する。目の前の相手は相当な手て練だれであると──。

「いやいや、強いねぇ……。歳のせいか、ついていくのがやっと……【エア・バースト】」

「何が歳だよ。とんでもない手練れじゃないかよ……【エア・バースト】」

　──ドオォォォォォォォォォン!!

　ほぼ同時に放たれた【エア・バースト】が周囲の地面を抉えぐり飛ばし、木々を根元から薙なぎ倒し、粉ふん塵じんが周囲を包む。視界は遮られたが、お互いの気配は感じ取れていた。

　黒と灰色の影が粉塵を引き裂き、白銀の刃やいばが旋風を巻き起こしながらぶつかり合う。

「チッ……やはり只者じゃないか。河にこんな柱を立てるような魔導士だ。並の相手ではないと思っていたが……とんでもないな」

「それはお互い様でしょ……。そろそろ何者なのか教えてくれませんかねぇ？」

「ハハハハハ、教えるわけがないでしょ。なかなか面白いことを聞いてくるな？」

「だよなぁ～……負けないまでも、このままだと消耗戦になるかねぇ？」

　軽い愚痴を言い合いながらも、互いに致命傷になり得る斬撃を撃ち込み合い、それでも痛手を与えるに至らない。実に厄介な相手である。

「なんか、お互いに手のうちが分かっているみたいですねぇ。君、魔導士だよね？」

「それはこちらのセリフだ。アンタ、本当に魔導士なのかよ」

　ゼロスは今までの攻撃で負ける相手ではないと理解した。しかし、目の前の魔導士は決して油断できる相手ではないことも見抜く。まるで手のうちが読まれるかのように剣を合わせてくるだけでなく、お互いが強力な魔法を使えない状態に陥っていたのだ。

　強力な魔法を無詠唱で使うことはできる。しかし、発動するにはわずかにタイムラグが発生するのも理解しているのだ。そのタイムラグがお互いに致命的な隙に繫がることになる。

『参ったねぇ……まるで、自分自身と戦っている気分だよ。決め手にならない』

　そう、魔法というものを熟知しているだけに、決定打が打てないでいた。

　無論剣術スキルや格闘スキルというものもある。だが目の前の黒衣の魔導士は、その技すら使わせてくれない。同時に自分も相手に使わせない状態が今も続き、凌しのぎを削り合っている。

　剣術スキルも放つ瞬間には一定パターンのモーションが発生し、お互いがそれを見抜いて潰つぶし合っているような状態なのだ。これほど厄介な状況は今まで体験したことはない。

「君……いい加減に諦めてくれないかなぁ～。正直、相手をするのが辛つらいんだけどねぇ……」

「俺にはまだ余裕があるように思えるな。戦いを仕掛けた手前、大人しく逃がしてくれるとは思えないんだけど……。信用できるほど仲が良いわけではないだろ？」

「まぁ、いきなり斬り付けられたしねぇ……。事情聴取くらいは覚悟して欲しいけどなぁ～」

「ははははっ、本当に面白いな、アンタ……。それは勘弁してくれ」

「ですよねぇ～。あぁ～めんどくさ……」

　お互いにやりにくい相手であった。

　恨みがあるわけではないが、だからといって化け物を生み出すような危険な魔導士である。ここで見逃すなどあり得ない。だが、お互いがこのまま戦い続けるなど不毛の極み。

　幾度となく斬り合いながらも、舌打ちしたくなるような状況に辟へき易えきしていた。

『お～～～い、どこにいるんだぁ～～～っ！』

「「!?」」

　誰かがこちらに向かってきている。それはゼロスにとって致命的な隙で、黒衣の魔導士には好機となった。その手に収束される膨大な魔力の奔流を感じ取る。

「【グラン・オーバー・エクスプロード】」

「チッ！　【プラズマ・バースト・ディストラクション】」

　──ズッゴオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォン!!

　二つの極大魔法が真正面からぶつかり合った。

　凄すさまじい衝撃が二人に襲い掛かり、悲鳴を上げる間もなく吹き飛ばされる。

　地面を転がり、幾度ともなく石や木々の破片がぶつかりながらも、ゼロスは大木に叩きつけられることでようやく衝撃波の奔流から抜け出す。体の節々が痛みで悲鳴を上げていた。

「ゴホッ……体は……無事か。しかし全身が痺しびれ……」

　周囲は粉塵で状況確認もできない有様。爆発地点には大きなクレーターが作り出されている。

『奴は……逃げたか。気配が感じ取れない……何かのアイテムを使ったか？』

　もはや黒衣の魔導士の姿はない。爆発を利用してこの場から離脱したものと理解するが、遠くに逃げたとも思えない。仮に近くに潜伏していたとして、誰かがこちらに向かってきている以上は無理することができるはずもなく、結局のところ追跡は諦めざるを得なかった。

「何じゃこりゃぁああああああああああああああっ!?」

「!?」

　驚いて振り向けば、そこにナグリを含む数人のドワーフ達がいた。

「おや、ナグリさん。どうしたんですか？」

「どうしたじゃねぇよ。飯時になっても帰ってこねぇから、探しに来たんだが……何だよ、この有様はよぉ、おまけにあの柱は……」

「試作した橋脚ですが？　ただ放置するのも味気がないので、少し装飾を施してみました」

「少しのレベルじゃねぇだろ。遊んでたのかよ……」

「遊びではないのですけどね。襲撃を受けてしまいまして……」

「襲撃だとぉ？　だからこんな有様なのか！　そ、それより怪我とかは大丈夫なのか？」

「ええ、ヒヤリとしましたがピンピンしていますよ」

「そうか……無事ならいいんだが、しかし……。アレは、創作意欲に沸く作品だな」

　戦闘の件はともかく、趣味の赴くままに遊んでいたのも事実だ。

　魔法文字と彫刻が載せられた柱は、彼等ドワーフには斬新な作品に見えた。

　見た目は武骨で大おお雑ざっ把ぱだが、ドワーフ達は芸術に関しての造詣が深い。彼等は真剣な目で河に立てられた柱を凝視している。

「彫刻はまぁまぁだな。しかし、あの模様とは合わん」

「それも、別の観点から見ればいいのではないか？　新しいものには完成されていない美がある」

「未熟だが、悪くはない。柱がもう少し細ければなぁ～」

「それでは河の流れに耐えきれんだろ。彫刻を小型にして、前後対称に置いたらどうだ？」

「上流と下流から見られるわけか、せっかくの彫刻も、後ろからしか見られないのは残念過ぎる」

　なぜか色々と評価されてしまった。

「彫刻をもう一体ずつ作って、前後対称に直せ。大きさは半分くらいでいい」

「えっ……今から直すんですか？」

「当然だ。俺達の前で中途半端なものは許さん」

「戦闘と実験で、かなり魔力を消費しているんですけど……」

「絞り出せ」

　無茶を言うナグリ。だが、他のドワーフ達も同じ意見のようであった。彼等の目は異様なまでにギラついている。マジだ。

「柱が何本あると思っているんですか。結構きついんですよ？」

「四十五本だな。まぁ、死ぬ気で気張れば大丈夫だろ」

「気力で魔力は回復しませんよ！」

「「「「いいから、やれ!!　これ以上、グダグダぬかすなら沈めるぞ」」」」

　なまじ職人気質ゆえに中途半端は許せず、彼等は手直しを強要してくる。素人のお遊び彫刻は却下し、徹底的にディテールにこだわってくる。彼等ドワーフの辞書に妥協の文字はない。

　結局、ゼロスは彫刻の手直しをする羽目になり、怖い目で見るドワーフが監視する中、必死に彫刻制作を開始する。

　結局、作業が終わったのは日が暮れた頃で、その間、ドワーフ達の怒声が響いていたという。

　仮設宿場に戻ってきた時は、ゼロスはただでさえ橋脚の試作と戦闘で魔力を消費したのに、この修正作業で完全に魔力を使い果たし満まん身しん創そう痍い。

　彼はこの世界に来て、初めて魔力切れを起こして倒れたのだった。
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『いやいや、あんなとんでもない魔導士がいたとは……。あの化け物が倒されるわけだ』

　範囲魔法のぶつかり合いに紛れ、オーラス大河から離脱した黒衣の魔導士。

　自分はこの世界でかなり上位の魔導士レベルと思っていたが、まさかそれ以上の魔導士がいるとは予想できなかった。いや、予想はしていたが、滅多に出会うことはないと思っていた。

　だが、その滅多にない出会いがいきなり訪れ、なし崩し的に戦闘に及んでしまった。

『まぁ、あんな化け物になった時点で、直ぐにでも排除するべきだったが、見られたのはマズい。いや、手間が省けたと考えるべきか……。にしても、あの強さは【殲せん滅めつ者しゃ】並みだぞ……あれ？』

　ここで彼は、何か引っ掛かるようなものを感じた。

『まて、【殲滅者】だとぉ？　まさか……あの魔導士は、あの人かぁ？　いや、まさかなぁ……』

　彼の知る魔導士の姿はやせ形の中年で、いかにも冴さえない人物だった。

　だが、思い出すと、その人物と先ほど戦った魔導士の言動が、妙に重なり合うのだ。

『……あっ、この世界ではアバターじゃなく元の姿だった』

　そして、自分の勘違いにようやく気付く。

『……ヤベェ、仮にあの人だったら後でお詫わびに行かないと殺される……。意外に根に持つ人だしなぁ……。だが、どこに住んでいるか分からんし、どうする……』

　仮に知り合いの魔導士であったら、頭を下げて詫びを入れなければ何をされるか分かったものではない。しかし、まだやるべきことがある以上、戻って会うわけにもいかない。

　事情を説明すれば力を貸してくれるかもしれないが、根に持たれていると半殺しは免れない。

「マズい……どうするよ、俺ぇ！」

　謝るか、この場から立ち去るか、それが問題だった。

　黒衣の魔導士君はしばらくの間、森の中で一人悩み続けるのだった。

　結局、彼はなすべきことを優先し、仲間と合流すべくこの場を離れるのである。
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　深夜の森の中を三人の男達が歩いていた。

　一人は対岸で待機していた仲間で、あと二人はロープを使い、河を渡ってきた者達である。

　二人は濁流にもまれながらも何とか対岸へ逃げ帰り、仲間の手引きでここまで来たのだ。

「さっきから無言だが、実験の成果はどうだったんだ？」

「……最悪だ。アレは使い方を誤れば俺達も危険に曝さらされる」

「そんなにヤバかったのか？」

「そんな一言で済まされん！　人が化け物になったんだぞ」

　彼等は、ある魔導士が傭よう兵へい達に手渡したアミュレットの効果を確認するための監視員だった。

　だが、その効果は予想以上で、人間が常軌を逸した化け物に姿を変えたのである。

　当初の予定とは違う、おぞましい結果を見てしまったのだ。

「逃げるために【邪香水】を利用したが、奴等はそこに誘おびき寄せられた魔物を喰くらい尽していた」

「アレでは利用するどころか、むしろ敵を生み出してしまうぞ」

「俺達がいくら喚わめいたところで、上の連中がどう決めるかは別の話だ」

「そうだが……アレはマズい。手を出してはならない代物だ」

　彼等は無言のまま歩き続けた。河の激しい流れの音だけが響き、周囲に獣の気配はない。

　その中、警戒しながらも進むと、崖の下に妙な物があることを発見した。対岸に並ぶように河から突き出した柱である。上部には見事な彫刻が置かれ、その出来栄えに息を吞のむほどであった。

　その考えも、直ぐに吹き飛ぶことになる。

「なんだ……何なのだ、この柱は!!」

「やってくれる……これでは、奇襲はできなくなる」

「ソリステア魔法王国は我等の動きを摑つかんでいるのか。同じ轍てつは踏まぬというわけだな……侮れん」

　彼等の国はかつて船で川を下り奇襲することで、サントール要塞に攻め込んだ歴史がある。今は街だが、かつて難攻不落と言われた要塞サントール。そこで激戦を繰り広げ、敗北して逃げ帰った屈辱的歴史背景があった。

　当時はソリステアという国は存在していなかったが、この時の屈辱は王族達に語り継がれ、今もなお雪辱を晴らす機会を求めていた。無論戦仕度も始めてはいるが、オーラス大河に柱が築かれており、奇襲をすれば船がこの柱によって遮られ座礁する可能性が高い。更に柱の手前までは流れが速く、船は減速できず柱に突っ込むことになるだろう。周囲は断崖に囲まれ、魔法で攻撃を受ければ的になるのは確実である。

　つまり完全に死地となっていたのだ。

「これは、報告せねば取り返しのつかないことになる」

「うむ……奴等は我等が来るのを、手ぐすね引いて待っているに違いない」

「おい、この跡は何だ？　まるで戦闘の後みたいだぞ……」

　彼等の目を引いたのは、薙なぎ倒された木々や爆発跡、高熱で溶解し擂すり鉢ばち状になった地面であった。

　よほどの熱量だったのか、地面はガラス化するほどである。かなり強力な魔法が使われたのだと判断するしかない。そして、そのクレーターの一画で、彼等はある物を発見した。

「おい、被検体は何人いた？」

「四人だが、それがどうした？」

「これを見ろ……どうやら一人はこの場で倒されたようだ」

　ガラス化した地面にくすんだ黒色の石が融合していた。

　そして、彼等はこの石に見覚えがあるのだ。

「馬鹿なっ、あの化け物を倒したというのかっ!?」

「あり得ん……奴等は魔物の群れを片っ端から殺し、全て食らい尽したのだぞ!!」

「……だが、証拠がここにあるぞ？」

　黒い石を見た彼等は、顔を蒼あおざめさせる。

「この状況は炎系統の魔法だ。それも、恐ろしく強力な……」

「魔導士が……アレを倒したというのか？」

「あり得ん。とても騎士だけで倒せるような、ましてや魔導士がいたところで……」

「だが、これは明らかに魔法による攻撃のものだ。よほどの手練れがいるのだろう」

「炎……【煉獄の魔導士】か？」

　炎を操る魔導士で手練れとなると数は限られる。そのうち、ここまで足を延ばせる魔導士となると、彼等には【煉獄の魔導士】しか思い浮かばなかった。

「四魔導士の一人か……。あの隠居を連れ出して、それほどまでして守るものがこの先にあるのか？」

「分からん。だが、俺達はそれを調べなくてはならん」

「行くぞ。もしもの時は……」

「誰か一人だけでいい。必ず生きて報告するんだ」

　男達は覚悟を決めて頷うなずき合う。そして森を進み行くと、彼等は開けた場所に出ることになった。

　茂みに隠れ周りを観察すると、どうやら街道の工事を行っているようである。しかし、この辺りは辺境と言っても過言ではない未開の地である。街道を作る意味が全くない。

「街道だと……。なぜこんな無意味なものを……」

「サントールの街は下流だぞ？　街道を行くより船の方が早いだろ」

「待て、この先はオーラス大河だ。まさか……」

　彼等にとって街道があることはありがたいが、ここは辺境と言ってもよい。交通の要所ともなる街もなく、山賊達を喜ばせるような真似をするはずはないだろう。

　息を潜め河沿いに移動をし、初めてその意味を理解した。橋を架けようとしているのである。

「間違いない。奴等は我が国との戦争を想定している」

「この場に橋を架けて何の意味があるんだ？　無駄な出費だと思うが……」

「分からないか？　この場に橋が架けられれば、我が国の兵力は大打撃を受けることになる」

　彼等の国は上流の小国だが、ソリステア魔法王国を攻めるには一つの国を経由しなくてはならない。唯一可能なのがオーラス大河を船で下り兵力を送ることなのだが、複数の柱や橋の存在は脅威である。上流に築かれた柱が行く手を阻み、激流で速度を制御できない状況では座礁は確実。

　周囲は崖で、上から攻撃を徹底的に加えることができる。よしんばそこを抜けられたとしても、今度は橋と崖上からの集中攻撃を受ける羽目になるのだ。

　言わば、この土地の地形そのものが天然の要塞と化したのである。

　船での侵攻が無謀な行為に変わったのだ。

「なんてことだ……先に手を打たれてしまっている。これでは……」

「我が国が栄光を取り戻すことはできまい。しかも、あの柱で流れが緩やかになり、この辺りも船の行き来が可能となるだろう。なかなかの策士がいるようだ」

「地形を利用して繁栄の礎を築く。相当な知恵者だな」

　ただの偶然である。

「ソリステアの侵攻はしばらくお預けだな。まずは周辺国を併へい吞どんせねば……」

「だが、これでは両面作戦が頓とん挫ざする。しかも隣国は我が国の恩人でもある……敵に廻まわすのはマズい。しかもあの連中が圧力をかけてきているんだぞ」

「仕方があるまい。まさか上流に、しかも激流のオーラス大河合流地点に、あのような仕掛けを施すなど考えられるか？　我等の内情を知り尽くしているとしか思えん」

「この策を練った者は、そうとう頭がキレるぞ……まさか、デルサシス公爵か!?」

　勘違いである。

　全てが偶然の産物であることを知らない彼等は、状況から情報を汲くみ取るしかない。それが正しいかどうかは別とし、目の前の現状から客観的に分析するしかなかった。

　その分析には彼等の主観が大いに影響を与え、このような結論に至ってしまう。

　本来この街道は『船代が払えないために、陸路を行くしかない民のための街道』との名目で造られたのだが、周囲に町がない以上、商人は盗賊に襲われやすくなる。

　また、ファーフラン大深緑地帯も近いために、魔物からの脅威にも曝されやすい。

　しかし、他国に攻め込もうとしている彼等にとっては、急速に開拓が始まっているようにしか思えず、その行動の早さは自分達を牽けん制せいしているように見えるのである。

　立場が異なれば理解も異なる良い例であった。

「護衛の姿が傭兵だけなのはなぜだ？」

「おそらくは、我等に見られても構わんのだろう。どうせ何もできぬのだからな」

「そこまで読んで、このようにあからさまに……。噂とは違い、恐ろしい国じゃないか」

　彼等が派遣されたのは、ソリステア魔法王国の国内調査と実験の有効性を確かめるためであった。最初の調査では魔導士団と騎士団の不仲が噂され、攻め込む好機と見ていたのである。

　しかし実情は異なり、開拓によって彼等の国が侵攻することを妨げていた。

　こうなると『国内組織の不仲』の噂も意図的に流されたものに思われ、国内に入り込んだ鼠ねずみを攪かく乱らんさせる狙いなのではと思えてきてしまう。しかも重要拠点を堂々と曝していることが、彼等の勘違いをより信しん憑ぴょう性せいの高いものにしていた。

　全ては偶然の結果なのだが、彼等には事実を知り得るはずもなかった。

「行くぞ。この事を何としても祖国に……」

「あぁ、痺れを切らして出陣でもされれば、被害が出る一方だ」

「この国には恐ろしい策士がいる。繁栄と敵の殲滅を同時に想定できるほどの、な」

　男達は存在しない策士に怯おびえる。国のためになら命を落とすことも覚悟している戦士なのだが、同胞が一方的に倒されるのは望まない。彼等は闇やみ夜よを走り抜けた。国の繁栄を望むがゆえに……。

　余談だが、彼等が黒衣の魔導士と合流したのは、サントールとは別の街であった。








第六話　おっさん、働く






　二日前の魔法テストの際に、こだわりある職人達に柱と彫刻を見られ、散々手直しをさせられたゼロス。怒鳴られながら日暮れまで行われた地獄の作業により、柱は立派な芸術品に生まれ変わる。

　しかし、完全に枯渇した魔力はそう簡単には戻らず、まる一日が過ぎていた。

「おう、起きたか。魔力は戻ったか？」

「まだ三分の一ってところです。全魔力を使わされたんですから、回復もそれだけ遅れますよ」

「で、作業はできんのかい？　今日のうちに五本の橋脚だが……」

「一昨日のようなことがない限り大丈夫ですが、また手直しがあれば三日は動けなくなりますね」

　ナグリは思いっきり顔を背ける。そもそもゼロスにこの仕事を頼んだのは彼自身であり、そのナグリが『中途半端なものは許さん！』と言いながら、魔法実験の柱に彫刻の修正作業を強要したのだ。それで魔力が枯渇し、橋を架ける工事自体に遅れが出ては本末転倒である。

　彼も内心ではやり過ぎたと思っているのだろう。だが、これだけは言える。ドワーフは建築物や芸術作品などを目にすると、果てしなく『鬼』になるのである。

　迸ほとばしる熱い何かが抑えられないのかもしれない。

「僕はこの魔法を【礎構築ベースクリエイト】と呼ぶことにしました」

「まぁ、妥当なところなんじゃねぇか？　それより、マナ・ポーションは飲んでおくか？」

「いただきます。さすがに頭がふらつきますからねぇ、少しでも回復させておきますよ」

　受け取ったマナ・ポーションを一気に煽あおるが、回復したのはごくわずかであった。だが、ないよりはマシである。ちなみに現在のおっさんの魔力は、Ｍａｘの三分の一程度の量であるが、それでも一般の魔導士と比べれば遥はるかに多い。

「さて……んじゃ、おっぱじめるか。頼んだぜ」

「できる限りの事はしますよ。一昨日と似た感じでいいんですよね？」

「あぁ、橋脚の幅は頭にあるか？　何なら設計図を見てもいいぜ？」

「大丈夫ですよ。それでは始めましょうか」

　ゼロスは崖の手前まで向かうと、両手を翳かざして魔法式を起動させ、想定された場所に魔法を発動させる。すると、水面に一柱の光の柱が現れ、やがて水面を押し退のかすように広がっていく。

　内部の障壁が橋脚の型枠となり、河の中に積もった泥や石などを集め凝結していくと、高圧で圧縮される石や土砂が熱を発生し、内部の水分が沸騰蒸発しながら外に排除されていった。

　水面に大量の水蒸気が湧きたつ。

「おぉ、スゲェ～！」

「さすが、魔法の扱いは魔導士に限るぜ」

「橋脚ができればこっちのもんよ」

「ククク……腕が鳴るぜぇ～!!」

　まるで、この時が来るのを待ち侘わびたかのように、手をワキワキさせて獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

　彼等は重度の仕事中毒者であった。どれほど中毒なのかといえば、彼等は自分の魔力を上げるため森に狩りに行き、レベル上げをするほど徹底しているのだ。

　ドワーフは職人気質だが、生まれながらにして戦士の素養も持っている。その体力と腕力にモノを言わせ、更に地属性魔法が加わることで工事戦士と化したのだ。無論、戦場などの工兵とは違い、彼等がレベル上げをするのは全て建築のためである。

　そうこうしているうちに、二つ目の橋脚が作られた。それを見たドワーフ達のテンションは一気に上がる。ボルテージは最高潮、滾たぎる建築意欲が抑えられない。

「いくぞ、糞くそ野郎共!!　俺達の工○力を見せてやれっ、Ｈｙａ───ｈａ───────ｓ!!」

「「「「Ｙａ──────────────ｓ!!」」」」

　限りなく、ロックンロールだった。

　彼等は滾る○事力の赴くままに持ち場に着き、それぞれの役割を果たそうと意欲に燃える。

「第一陣、前へ!!」

「「「「Ｙａ──────────ｓ!!」」」」

「構えろ!!」

「「「「ＷＥＲＥ　ＨＡＲＤ　ＷＯＲＫＥＲ!!　俺達ゃ、仕事しか脳がねぇ糞虫だ!!」」」」

「かかれぇ──────────っ!!」

「「「「ＬＥＴＳ　ＲＯＣＫＮＲＯＬＬ!!」」」」

　仕事をしないドワーフは死んだも同然である。ドワーフに共通しているのは、農作業から戦争まで、仕事とあれば全力を尽くすことだ。彼等の情熱は、様々な現場で命の限り燃え滾っている。

　作られた橋脚の上に集団で【ガイア・コントロール】を発動し、橋の土台を繫つないでいく。

　彼等は足りない魔力を数とチームワークで補い、足りない魔力は補給班が魔法薬を運びサポートする。一糸乱れぬ統率の取れた魔法併用。土台が架かると指を鳴らしながら列をなし現れた別の隊が【ロック・フォーミング】を掛け、そこにムーンウォークで石材を運んできた連中と入れ替わり、既定箇所に石材を設置、固定していく。

　土を盛り、形を形成するのは、【ガイア・コントロール】班であった。彼等がメインダンサーなのだ。キレのあるダンシングをしながらも第一陣は前進を続け土台を構築。バックダンサーの【ロック・フォーミング】班が補佐し、裏方補給班がシャウトしながら回復薬を補給する。

　完成した箇所に石材を積むドワーフ達。装飾済みの石材を置いた連中は石の上でヘッドスピンをかましていたりと、まるでエンターテインメントである。そのくせ仕事は完璧にこなす。

　見る間に橋脚の上に土台が完成していく。初めて見る光景に、ゼロスは度肝を抜かれた。

　そんな彼に向けて、ナグリが瞳で熱く語ってきた。

『お前もやれ！』

『……マジですかぁ!?』

　目が本気だった。ゼロスは芸能界には興味はなく、こうしたことは苦手である。だが、唯一知っている有名人といえばあの人しか存在しない。困ったことに、彼はその物真似が素人レベルで得意だった。忘年会で披露するほどに……。

「い、Ｉｔｓ　ｓｈｏｗ　ｔｉｍｅ！」

　最初は殴られるのが嫌だったから仕方なくやっていたのだが、困ったことに次第に楽しくなってくる。いつの間にか彼等と一つになっていた。今のおっさんは【ＢＡＤ】だ。

　普通なら作業が遅れるものなのだが、彼等はむしろ信じられない速さで仕事を仕上げていく。

　滞りそうな箇所を発見し次第、流れるような作業で踊りながらフォローする。

　色々な意味で彼等は匠たくみであった。

　早朝から始まった建築作業は日が暮れるまで続く。

　この日、一人のおっさんとドワーフ達は心が何らかの力で繫がった。

　まるで偉大なエンターテイナーのように踊るおっさんとドワーフの職人達。枷かせが外れた彼等は、水を得た魚のように数日かけて土台部分を完成させたのである。狂ったように踊りながら──。

　ハンバ土木工業の面々は、色々とおかしい。
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　早朝、ゼロスは体に痛みを感じて目を覚ます。

　農作業とダンスをしながらの土木建築とでは、使われる筋肉の負担が違う。ここ数日間の土木作業で体を酷使し、中年の肉体は疲労が溜たまっていた。

「おぉ……筋肉痛が……。皆さん、何で平気なんですか？」

「あぁ？　俺達は鍛えてるからよ」

「ヤワだな、あんちゃん。この程度で音を上げるなんてよぉ」

「まぁ、素人にしては良いキレだったぜ？」

　つまり、彼等は毎日ダンシングしていることになる。この時点で既にマトモな作業員ではない。

「踊る土木作業員ですか……異世界、侮りがたし……」

　筋肉痛に苦しむゼロスは、改めてこの世界の広さを知る。そんな彼の目の前で豪快に朝食を食べるドワーフ達は、昨日の疲れを感じているようには見えなかった。

「今日は二段目からメインの橋部分を同時進行でいくぞ。野郎共、気合い入れていくぞ!!」

「「「「おぉ────────────っ!!」」」」

　彼等は今日もダンシングしながら橋を作り続ける。残りの魔力が回復しきれないゼロスには辛つらいところであった。ハンバ土木工業の作業は、踊り狂う以外は意外に普通である。それぞれが役割分担をし、作業効率化を図っている。ボイスパーカッションをやりながらではあるが……。

　石工や装飾を担当する者達は橋を作る担当の者達から離れ、ノミや槌つちを振るう。

　その音がやけに精神を揺さぶるようなエイトビートで、その音色に合わせてタップを踏むものだから、ますますご機嫌な曲調になっていく。種族の特性というか、お祭り好きの彼等はこの曲調に気分が高揚し、テンションを上げて作業に取り掛かるのである。

　そんな彼等に対し、筋肉痛で動けないゼロスはただ呆あきれるばかりであった。

「何で事故を起こさないんですかねぇ～。どう考えても危険でしょうに……」

　橋はアーチ式で三段重ね。その一段目の端っこを命綱なしで丸太を抱え、リズムを取りながら進んでいくドワーフ達。この丸太を組んで足場を作り、届かない箇所の装飾を施すのだが、彼等の足元は流れる河なのだ。世界が異なれば労働基準法違反である。崖の上までの高さが約二十メートル弱、いくら流れが緩やかになっていたとしても、落ちればただでは済まない。

　人の力で泳ぎ切るには流れがまだ速過ぎるのである。

「おぉ、ハンバ土木工業の！　今回は世話になるな」

「おう、メイガ土木のっ！　俺達の仲じゃねぇか、水臭いこと言うなや」

「助っ人に来たぜ。あのクソ伯爵に目にモノ見せてやら！」

「頼りにしてるぜ、チュブリー土建の！」

　次々と集まり出した建築関係の仲間衆。彼等は皆、ハンバ土木工業と仕事をしたことのある仲間達で、共に酒を酌み交わす仲でもある。彼等の情報網は幅広く、各貴族が治める領地の内情まで筒抜けなのだ。ある意味では敵に廻まわしたくない連中であった。

　当初はメイガ土木が街道工事を引き受けたのだが、後になって橋の建築まで押し付けられた。

　本来は真っ直すぐ進み、ヨクブケーノ伯爵領から先の公爵領に抜ける予定だったのだが、理由もなく突然に橋の建造を押し付けられ、彼等は途方に暮れた。

　しかも、国の命で出された仕事なだけに断るわけにもいかない。

　そこでハンバ土木工業に相談し、彼等が橋を作る役目を引き受けたのが事の始まりである。

「あのクソ伯爵、一度殴っただけじゃ懲りなかったか。今度は半殺しにしてやる」

「ここに橋を作って、何の意味があんだろうな？」

「知るかっ！」

　国にも一応は思惑がある。未開の土地であるために街を興し、そこを開拓することで経済を円滑にするのが目的である。無論、多額の予算を使うことになるが、未開の地には鉱山になる山も確認されており、開拓を推し進める旨うま味みがあった。

　まだ計画案の段階だが、とりあえず予算があるうちに街道を広げておこうという話になったのだ。

　開拓案が可決されれば、この街道を多くの職人や商人が行き交うことになる。物資を運ぶのに楽になるからだろう。そこに目を付けたのがヨクブケーノ伯爵で、率先して街道工事の任を引き受けたのだ。ただし、橋に関しては未定段階であり、ヨクブケーノ伯爵の独断である。

　貴族というのは世襲制の都知事や市長みたいなものだが、彼等の権威は絶対というわけではない。世襲制でも民の支持率次第ではその役割を降ろされ、別の貴族がその地位に就くことがよくある。長く貴族として土地を治めているのは、その役割に責任を持っている貴族なのだが、新興貴族ほどその責務を軽んじていることが多い。

　大抵が何らかの功績を認められた者が貴族になるが、権力を持った途端に汚れてしまうのである。

　ヨクブケーノ伯爵は三代目であり、祖父は有能だが現当主は甘やかされたのか実に愚かな人間であった。金の話には敏さといくせに、その情報を生かすことができない。ソリステア公爵領では先行投資の意味合いで街道整備をさせたが、彼はその真似をしたに過ぎない。

　街道が完成すれば管理するのはヨクブケーノ伯爵になるのだが、それ以前に彼の足元には火が点ついていることに気付いていなかった。現当主に対して民からの苦情が王室までに届いていたのである。そして、この橋の建築費用は国家予算に含まれていない以上、彼が支払わなければならない。

　要するに、ヨクブケーノ伯爵は国で要請していない仕事を勝手に国命で行い、その依頼書を偽造したのである。これだけで充分に極刑に値することなのだが、金や権力に固執する彼はそんなことは頭にない。細かい手続きを丸々投げ捨て、欲望の赴くままに行動したのであった。

　成功すれば恩おん寵ちょうを賜る。失敗すれば建設に携わった者達から違約金が取れると考えたのだ。

　そこに自分の身の安全が含まれていないことを、念頭にすら入れていない。仮に橋ができたとしても費用は彼が支払わねばならず、同時に王命である手配書を偽造したことが明るみに出るだろう。

　一言でも国王に許可を得ていれば状況が変わるのだが、彼はそんな簡単な手続きすらしていないために、どうしても責任の追及は免れない。頭が良いのか馬鹿なのか、理解に苦しむところだ。

　余談だが、以前建築現場で何度も設計を書き換える注文をした貴族はヨクブケーノ伯爵で、あまりにも酷ひどいものだからナグリが思わず制裁したのだ。以来、ハンバ土木工業が目の敵にされていた。

　何度も設計を変える依頼主は嫌われる。問題はヨクブケーノ伯爵が度を超すほどに酷く、さすがにナグリも我慢できずに殴り飛ばしたことから、彼は一方的に逆恨みをするようになった。何しろ悪趣味なまでに飾り立てた屋敷を建築させようとし、更に工事費用を値切るなどという暴挙にまで出たのだ。これではどの職人もキレることだろう。

「弟の方がマシだよな。アレが当主じゃ、近いうちに潰つぶされるだろうよ」

「ちげぇねぇ。まぁ、もう少ししたら弟が当主になるだろうよ。あっちはまともだからな」

「今のうちに殴っておくか？」

　元より無茶な仕事であり、国王命令でも責任者はヨクブケーノ伯爵である。

　ゼロスがいなければ、この仕事が成り立たなかったのは確かだが、仮に国王命令であれば土地の状況を伝え計画を止めるのが役割である。だが、元から独断先行で橋の建設を無理にでも推し進めただけに、支払うツケは大きなものになりそうである。特に、土木関係者達の目が怖い。

　血に飢えた獣のようにギラついていた。よほどの恨みが積もっているのだろう。

「おっしゃ、今日もおっぱじめるぞ!!」

「「「「オォ────────────────ッ!!」」」」

　彼等は直ぐに持ち場に分かれ、それぞれの作業に取り掛かっていく。踊りながらだが……。

「やっぱりダンシングするんですか……。なんで、他の業者の方々も踊るんだ？」

「ウチの仕事に係ると、なぜか皆あぁなっちまうんだ。なぜなんだ？」

「それを僕に聞きますかねぇ？」

　懐から煙草を取り出して火をつける。橋建設現場は一大スペクタクルの場と化していた。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






　森の中を二十人くらいの人々が走り続けていた。

　誰もが一様に恐怖に怯おびえ、わずかな木々の葉音にも過敏に反応している。

　周囲を警戒して、安全と判断すると彼等は再び走り出す。だが、彼等の先にあったのは断崖だった。彼等の顔に絶望が浮かぶ。

「おい、アレを見ろ!!」

　誰かの声に顔を向けた先に、建設中の橋が見えた。助かるかもしれないという希望が彼等に力を与える。

「あそこまで行くぞ。アレが追い掛けてこないうちに……」

　全員が頷うなずき、一斉に走り出した。彼等は若い男や子供連れの女性が多く、着ている服は血や汚れで染まっていた。

　ある日、突然襲ってきた黒い獣。村にいた者達を殺し喰くらう姿は悪魔そのものであった。彼等にできたのは逃げることだけであり、その間にも多くの者が犠牲になった。中には家族や親戚、妻や子供まで殺された者もいる。武器を持って立ち向かった者もいたが、結果は無残なものであった。

　彼等は何とか橋の元に向かい、できる限りの声で叫んだ。

「た、助けてくれっ!!」

　異変に気付いたのは、土台の構築をしていたドワーフ達であった。

　彼等は必死に叫び声を上げている村人達の声に気付き、【ガイア・コントロール】で階段を作り彼等を救助する。彼等は酷く憔しょう悴すいしており、作業を一時中断した。

　義理人情が厚いドワーフ等は、村人達を直ぐに休憩所まで運び食事を摂とらせることにした。ケガの手当てなども行い手厚く保護をする。その合間に事情も詳しく聞いた。

「これは、酷いですね。どこの難民ですか？」

「難民じゃねぇよ。何でも村が魔物に襲われ、逃げるしかなかったんだとよ」

「魔物？」

「黒い魔物だとよ。巨体で人間を喰らう化け物だとさ、人を食いながら姿が変わるって話だ」

　ゼロスの記憶に新しい、異常な再生能力を持った魔物の姿。

　痛覚が存在せず、腕を斬り落としても襲い掛かってくる魔物であった。

「すみません。その魔物はどれほど数がいたんですか？」

「よ、四体だ……奴等は俺の妻を……うぅ………」

「（ふむ、あの魔導士の話が本当ならば）……アレがあと、三匹もいるのか……」

「知ってんのかよ!?」

「魔法を試していた時に襲われまして、一匹倒したんですが……アレは異常でしたね。生物と言っていいのか分かりませんよ。ついでに魔導士の襲撃も受けましたね」

　尋常ではない力と再生能力。それと引き換えに飢えに襲われた姿は、ゼロスを身震いさせる。

　一時的にだが、ゼロスの力に拮きっ抗こうしたのだ。これほど恐ろしい生物はいないであろう。

「あの時言ってた襲撃ってそれか……それに魔導士だと？　なんかきなくせぇな。にしても、その化け物、もう倒していたのかよ。なら、楽勝じゃねぇか？」

「そうとも言い難いですよ。数は向こうが多いですし、何より異常な再生能力があります」

「オーガやオークみたいなか？」

「それ以上ですね。代わりに常に空腹感に襲われ、捕食し続けなければ生きていけない。生物として見れば出来損ないと言ってもいい」

　生物の根幹は生きて子孫を残すことである。だが、黒い魔物は何も残さない。ただ動くものを喰らい続け、取り込み存在するだけなのだ。

「作業員を、一時的にこちらへ戻した方がいいですね」

「もう、やってる。ヤベェ感じがするからな、武器も持たせてある」

「あの生物に痛覚はありません。攻撃しても、そのまま突っ込んできますよ？」

「マジかよ……どうやって倒したんだ？」

「動きを封じて、塵ちりも残さずに焼き払いました」

　ナグリは魔法の実験をした場所に残された擂すり鉢ばち状の痕跡を思い出す。

　地面がガラス化し、高熱を放っていたのを記憶していた。

「アレがそうか……。あそこまでする相手だってぇのかよ」

「痛みを感じていないから限界まで力が引き出せるようでして、しかも超速再生ですからね。正直に言って、相手にしたくない魔物でしたよ」

　同時に、初めて命の危険を感じた相手であった。

　───ガン！　ガン!!　ガン!!

　突如として響きわたる金属音。現場に建てられた見張り台で、ドワーフが警鐘を搔かき鳴らす。

「来ましたか……」

「行くぞ。職場を荒らされちゃ敵かなわんからな」

　ゼロスはナグリと共に休憩所を後にする。急いで走り橋の元へ向かうと、対岸に黒い剛毛を持った人型の獣が姿を見せていた。聴覚すらないのか、警鐘の音に気付いた様子もない。

　だが、視覚はあるようで、こちらを確認すると猛然と走り出して向かってくる。

「は、はえぇっ!?」

「アレが例の化け物か……野郎共っ、準備はいいか!!」

「「「「おぉ─────────っ!!」」」」

　高速で向かってくる魔物に対し、ドワーフ達は少し早めに魔法を展開させた。

「「「「【ガイア・コントロール】」」」」

　地面を操り、まるで水面のように波打たせる。そこに魔物が到達すると、直ぐに大地に絡め捕られ、引きずり込まれるように沈んでいく。

「固定しろ!!」

「「「「【ロック・フォーミング】」」」」

　周囲を即座に石化させ、魔物の動きを完全に止めた。石化した地面から逃れることができず、爪が折れるまで暴れていた。ドワーフ達が武器を手に倒そうとした時、それは起こる。

　───ブジュ、ビチィ、ブジュリ……。

　嫌な音を立てて魔物は、上半身を引き千切りながらも前進し始めたのだ。

「ば、化け物め……」

　言葉を失うほど異様な光景である。魔物の傷口は下半身を引き千切りながらも再生を始め塞ふさがり、背中から蜘く蛛ものような足が数本生えてくる。あまりのおぞましさに誰も動くことができない。

　その危機的状況にゼロスが動く。彼は咄とっ嗟さに間合いを詰めると、前回と同じように【プロミネンス・フレイム】を魔物に叩たたき込み、爆発に巻き込まれないよう即座に後方へ飛んだ。

　灼熱の炎が魔物を包み、周囲に嫌な臭いが立ちこめる。魔物は叫び声を上げることもなく焼かれ、塵となって消えていった。

「ここまで化け物とは思いませんでしたね……。まさか、自分の身体を引き千切ろうなんて…」

「全くだ。なんなんだ、この化け物は……」

「自然界ではあり得ない生物ですね。もしかしたら、人為的に生み出された……？」

「誰かがこの化け物を作ったってぇのか!?　だとしたら、そいつは相当にイカレてやがる」

　とても自然界から生まれるような生物ではない。可能性がゼロとは言えないが、それが同時に四体も出現するなど、まずはありえないだろう。

　確率論の観点から出現することはゼロではないが、複数ともなるとかなり低い割合であるのは確かだ。ましてや同じ場所に同時に出現となると、人為的な干渉を疑った方が可能性としては高い。

「……あと、二体だな」

「嫌なことを言わないでくださいよ。事実ですがね……」

　まだ、正体不明の魔物がいるとなると安心はできない。魔物はまだ対岸の森の奥に潜み、いつ襲ってくるのか分からないからだ。同時にそれは、工事の中断を余儀なくされることになる。

　ドワーフ達は忌いま々いましげに対岸の森を睨にらんでいた。
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　暗い森の中で、二匹の魔物が互いに争っていた。

　それはお世辞にも戦いと呼べるものではなく、互いに喰らい付いて捕食し合っていたのである。

　かつて人であった者は、既にその面影はない。襲い来る空腹感に常に苛さいなまれ、満たされぬ飢えがこの魔物を更に凶暴化させている。なまじ強力な再生能力があるために決着はつかず、長期戦を余儀なくされているのだ。腕を引き千切っては喰らい、内臓を引きずり出しては喰らう。

　止まることを知らない暴食に取り憑つかれた獣は、既に限界に達していた。

　高速再生が追い付かず、互いの細胞が悲鳴を上げている。だが、それとは別に強大な魔力が沸き上がり続け、この魔物を死なせることはない。

　やがて一体の魔物が動きを鈍らせると、もう一体が絡み付き、鋭い顎あごで肉を貪むさぼった。

　骨や肉を引き千切る音が森に響き、この魔物はついに同族を喰らい尽したのである。

　───ギュオォオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!

　咆ほう哮こうが暗くら闇やみに響きわたる。魔物は同族と共に小さな欠片かけらも取り込んだ。

　それが更なる力を与え、同時に初めて飢えが満たされた。体は倍に膨れ上がり、人型であった魔物は更にその姿を変えてゆく。同時に再び激しい飢えが襲い、この魔物は獲物を求め移動を開始した。大小問わず他の魔物に手当たり次第襲い掛かり、捕食しては力を付けていく。

　そうしているうちに、その魔物は崖の傍そばにまで辿たどり着いた。

　その先に、生き物がいると知ると咆哮を上げる。終わることのない飢えを満たすために……。








第七話　おっさん、アルバイト終了する






　───オォオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!

　深夜に響く獣の咆ほう哮こうで目を覚ましたゼロス達は、一斉に武装して橋の前に集う。

　元より作業をする現場が僻へき地ちのために、彼等は全員戦う装備を持参している。といっても人間相手ではないので、装備は革製のものが多くを占めており、基本的には動きやすいものが多い。

　ドワーフ達は先に装備を着けた者から我先にと外へ飛び出し、それ以外の者達は慌てて武装準備をしていた。そして、外へ出た彼等が見たものは、橋の対岸で咆哮を上げる巨きょ軀くの獣であった。

　上半身は人のようだが、下半身はイヌ科の動物のように見える。

　背中からは幾重にも昆虫と思おぼしき足が生えており、頭部はワニのように突き出し目がない。

　いや、目はあるのだが、それは腹部に複数あり、苦く悶もんの表情を浮かべた人面が恨めしげな呻うめき声を上げていた。気のせいかゼロスは、その顔の一つに見覚えがあるような気がした。

「アレは、昼間と同種のものなのか？　姿が全く違うぞ」

「おそらくですが、仲間を喰くったのではないでしょうか？　その力が加わり、あのような姿をしているのではと……。そもそもあの暴食ぶりですから、同族以外に食料なんてもうないでしょうし」

「共食いかよ!?　他の獣の力を取り込むのか……。まてよ？　もし仮に魔導士が喰われたら……」

「魔法を使うかもしれませんね。油断できない相手です」

　ファンタジーもののお約束でよくある展開だ。普通はあり得ないことなのだが、これに関しては正しかった。前に倒した魔物も、昼間に焼き払った魔物も共通して大きさは変わりなかった。

　多少個体差はあっても、人間が一回り大きくなった程度だったのだが、今こちらに向かっている個体は二回りくらい大きい。常識を逸した速度で走り、十メートルの高さを軽々と飛び越える跳躍力。自重で骨が折れたようだが、それすら高速で再生していた。

「直すぐに来ますね。あの速度……脅威ですよ」

「だが、それは地面が固ければの話だろ？　昼間の手を使わせてもらう」

　【ガイア・コントロール】の沼地と【ロック・フォーミング】による捕獲である。

　四足の魔物は全力で未完成の橋を駆け抜け、崖を一気に飛び越えた。

「今だぁっ!!　【ガイア・コントロール】」

「「「「【ガイア・コントロール】」」」」

　ドワーフ達が一斉に仕掛けた。

「「「「【ロック・フォーミング】」」」」

　捕縛は一見成功したかに見えた。しかし……。

　───ヴヂィ、ブチン!!

　全身のバネと反動を利用し四本の足を全て引き千切ると同時に再生が始まり、足を失った箇所から昆虫のような甲殻に覆われた節足と羽が生える。まるで状況に適応しているかのようであった。

「な、なんだとっ!?　またかよっ!!」

　あまりの異常な再生の速さに、ナグリは驚きょう愕がくした。更に腹部から無数の蛇が生えだし、ドワーフ達に襲い掛かる。鞭むちのようにしなりながら、数人のドワーフ達を吹き飛ばしたのだ。

　幸い盾で避けたからいいが、一撃で鉄製の盾は無残に凹へこんでしまう。

「チッ！　皆さんは下がってください!!」

　すかさず腰の剣を引き抜き、触手のように蠢うごめく蛇を斬り落とすゼロス。

　だが、斬っていく傍そばから新たな蛇が生えてくるので切りがない。

「舐なめんなや!!　【ファイアーランス】」

「「「「【ファイアーボール】」」」」

　ドワーフ達の魔法攻撃が一斉に集中し、魔物は炎に包まれる。

「プロミネ……なにっ!?」

　魔物は炎に包まれながらも平然としていた。よく見れば周囲に透明な障壁が展開され、魔法による攻撃を防いでいたのだ。熱だけは障壁から内部へ伝導し、黒い体毛が焼け嫌な臭いを漂わせる。

「クソッ、村に魔導士がいたのかよ。なんてこった!!」

　他愛たわいない話が現実になった。襲われた村には老魔導士が一人いたが村を守るために戦い、そして喰われたのである。

　その老魔導士の脳内に在る魔法式を取り込み、この魔物は魔法を展開できるのだ。

「貫け、【レールガン】」

　周囲の石や塵ちりを凝縮し、貫通力の高い弾丸を生成すると、魔物に向けて連続して叩たたき込む。

　もちろん、ドワーフ達に当たらないよう考慮して放った。魔法障壁はあくまで面で守る魔法であり、その役割は楯たてである。ゼロスが使った魔法は【レールガン】。超電磁砲であり、これを防ぐには障壁を円えん錐すい状に正面に展開し、攻撃を逸そらすしか方法がない。だが、魔物が持っている魔法式では面で攻撃を受け止めるため、厚さと魔力密度が足りず遮ることは不可能であった。

　実のところ【レールガン】は、名前は凄すごいが魔法を高速展開することを優先したために、威力が弱い欠点がある。高レベル者がこの魔法を使えば威力面で充分に補えるが、貫通力が高いので使い方次第では味方を巻き込みかねないのである。

　魔法障壁が貫通され効果が消滅し、魔物の体に複数の風穴が開けられた。

　だが、その傷跡も高速で再生し、瞬く間に傷口が塞ふさがっていく。

「なんて再生力だ。前に戦った二匹より遥はるか能力が高い……」

　それでも展開してあった障壁は消え、ドワーフ達はここぞとばかりに魔法を叩き込む。

「つえぇああああああああああああっ!!」

　ナグリがハンマーを持って突っ込み、魔物の頭部を真上にカチ上げ粉砕。真下からの攻撃により顎あごの骨が砕け、肉が周囲に飛び散る。だが、この魔物の顔は腹部にある。

　ナグリはそのまま勢い任せに回転し、その顔面に鉄の槌つちを叩き込んだ。そこへゼロスが突貫し、両手の剣で斬撃を繰り出す。昆虫の足は斬り落とされ、切断された足が地面に転がった。

　魔物は劣勢と判断したのか、自分を中心に魔法陣を展開させる。

「これは……マズい!?　ナグリさん、退避します!!」

「お？　おう！」

　逸いち早はやく駆け出した瞬間に、魔物の周囲に岩の棘とげが無数に地面から生えだし、ゼロス達を襲う。

「あっぶねぇ……範囲魔法だとぉ？」

「喰われた魔導士はなかなかに優秀ですね。敵に廻まわせば厄介ですよ！」

　魔物はそのまま走り出し、他のドワーフ達に襲い掛かる。彼等は橋に使う資材に隠れつつ、時折魔法や武器で攻撃を加え魔物の体を削っていたが、強力な再生能力の前では意味をなさない。

　更には【ファイアーボール】を連続して撃ちまくり、周囲に火災も発生していた。

「厄介な奴だ。あの再生力のせいか、どっちが押しているんだか分からん」

「動きを封じ込められればいいんですけどね。素早い上に、痛みを感じていないようですから」

「細かく肉片にすればいいんじゃねぇか？」

「僕がやると、この周囲が更地になりますよ。ですが、チャンスがあればやってみますか……」

　人が多いので、単発の魔法や狙撃系の魔法を状況に応じて使い分けていたが、このままではジリ貧である。一気に叩たたき潰つぶしたいところではあるが、作業員達が隠れる場所が少ないのだ。

　魔物は現在、再生能力がフル稼働しているようで、身体能力はそれほどでもない。

　状況からして、再生中はこの魔物の身体能力が落ちるようである。運動も治療も、どちらの能力も体内の栄養分が必要であり、どちらかを優先させれば当然ながら一方の能力も落ちることになる。これは良い発見だが、なまじ巨体なだけにタフであった。

　ドワーフ達が反撃の隙すきを与えないように果敢に攻め込み、魔物に傷を負わせていく。

　中にはロープで縛り付けようと動く者達もいる。

「もしかして、再生と身体強化が同時並行で作動しているのでしょうかね？　だとしたら、そのうち栄養失調で動けなくなりそうな……甘い考えか」

　常識を踏まえて考えてみたが、異世界の常識が自分の考えと符合するとは思えない。

　甘い考えを振り切り、今は戦闘に集中する。

　二つの能力が互いに足を引っ張り合っている状態なら勝てそうだが、体内の栄養分がなくなり再生ができなくなれば、この魔物が全力で動きかねない事態になる可能性も出てくる。そうなれば、この魔物は瞬間的にゼロスと同等に動けるようになり、ドワーフ達が喰われることになるだろう。

「倒すなら今のうちか……。何とか奴の動きを……」

　魔物はドワーフ達を執しつ拗ように狙う。それを防ぐためにゼロスは魔法で足止めし、できる限り魔物の動きを牽けん制せいしていた。

「うぉおおおおおおおおおおっ!!」

　ボーリングが斧おので魔物の足を切断する。

　───ギュオオオオオオオオオオオオオオッ!!

「グハッ！」

　魔物は吼ほえると、腕を振りかざしてボーリングを弾はじき飛ばした。

　彼はそのまま建材に叩きつけられる。

「ボーリングさん!?」

「叔父貴!!」

　動かないボーリングを喰らおうと、魔物はそちらに歩みを進める。

「やらせるなぁ、【ファイアーボール】!!」

「「「「【ファイアーボール】」」」」

　ドワーフ達の一斉攻撃が加えられ、魔物は近付けずに後退するが……。

　───ブヴヴヴヴヴヴヴヴヴ!!

　背中の羽を広げ、空中に舞い上がった。

　ようやく障害のない場所へと移動した魔物に、好機とばかりにゼロスはすかさず魔法を放つ。

「【トルネード】」

　風系統範囲魔法攻撃【トルネード】。

　竜巻を起こし相手の動きを捉えるだけでなく、内部で真空の刃やいばによる集中攻撃を放つ魔法である。カマイタチ現象により斬り刻まれ、無数の肉片に解体されていく。

　だが、それだけでは終わらない。

「【プロミネンス・フレイム】!!」












　単体焼却魔法【プロミネンス・フレイム】の火球が加わり、【トルネード】は灼熱の【ファイアーストーム】と化した。二つの魔法を同時併用し範囲魔法にして攻撃したのだ。

　半ばプラズマ化した炎の渦による超高熱によって焼かれ、魔物は見る間に炭化していった。

　空に飛んだのが運の尽き。体組織が全て焼き尽されては再生もできず、地上に落下して無残なまでに粉々に砕け散る。

「叔父貴、無事かっ!!」

「ボーリングさん、生きてますか!!」

「うぅ……体がイテェ……。斧で防いでなかったら死んでいたな……」

　咄とっ嗟さに斧を盾にして致命傷を避けたようで、体は打撲だけで済んだ。

　人間であったら即死レベルなのだが、ドワーフはなかなかに頑丈な種族である。

「心配かけんじゃねぇよ。もう歳なんだから無理すんな」

「ぬかせ。まだ若いもんには負けんわっ!!」

「『叔父貴』って、ボーリングさんはナグリさんの血縁者なんですか？」

「言わなかったか？　俺の親父の弟なんだよ」

「ドワーフの年齢なんて区別できませんよ。全員が同じに見える……」

　人間に分かるはずもない。話によると、ナグリの一家は代々建築業を続けてきた一族で、彼の父親がハンバ土木工業の社長らしい。ただ、彼の父親もまた現場主義者で、常に新たな現場に移動しては仕事に勤いそしんでいるとのことだ。経営は誰が担当しているのか、甚だ疑問である。

「しっかし、よくも現場を荒らしてくれたもんだぜ。まぁ、橋が無事なら何とかなるだろうがな」

「災も鎮火させないと資材が燃えますよ。殆ほとんどが石材ですから小ぼ火やですけどね」

　ドワーフ達は後始末のために、バケツリレーを始めた。彼等は、あらゆる状況に対してスペシャリストのようである。実に対応が早い。

　ゼロスは魔物の屍しかばねに近付くと鑑定を始めたが、脳裏に出てくる答えが『炭』の一言だけだった。

　念入りに調べてみると、一つだけ鑑定できたものがあった。それは、くすんだ黒い石。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　【邪神石】

　元は邪神の体の一部。長い時間本体から切り離され、石化した。

　魔力を加えると強大な力を与えてくれるが、同時に魔物へと変貌する。

　一度変化したら元には戻れず、異常な空腹感に苛さいなまれることになる。

　魔物と化したら理性は消え、ただ捕食するだけの存在になる。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

「これが原因か……。けど、見た目だけならただの石なんですがねぇ」

　邪神はこの世界に来る原因になったゲーム内でのラスボスである。四神によって異世界である電脳空間に封印され、ゲーマー達に抹殺させる策謀によってゼロスやイリス達は犠牲者となった。

　この無責任な策謀はあらかた成功したが、放たれた呪じゅ詛そがネットワーク内に流れ、その影響を受けた者達がこの世界に転生することになる。

　ゼロスがこの石を手にすると、突然に石が怪しく輝きだす。

「これは……」

　まるで、何かに反応するかのように、【邪神石】は赤い光を放っていた。

『邪神石が邪神の体の一部なら、これが反応するものを僕が持っていることになる。そんなものありましたかねぇ？』

　何気にインベントリーの項目を開き、現在所有しているアイテムをチェックすると、邪神の甲殻や邪神の爪などの怪しいものがあった。だが、どれも違うようで困惑する。

『いったい何に……これか？』

　最後の項目にそれらしいものの存在を確認し、インベントリーから取り出す。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　【邪神魂こん魄ぱく】

　詳細不明……。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　赤々と輝く邪神石は【邪神魂魄】に反応していたのである。

『魂魄だけに、これが邪神の魂なんでしょうねぇ……どうすべ？』

　なぜ他の邪神の一部は反応を示さず、代わりに邪神石が邪神魂魄に反応したかは分からない。

　だが、厄介なものを所有していることだけは理解できてしまった。

「まぁ、何かに使えるでしょうから、保管でもしておきますか」

　普通なら封印するところなのだが、彼はいい加減だった。

　邪神石と邪神魂魄をインベントリー内に戻すと、ゼロスは現場の復旧作業に加わる。

　先の事より、目先の問題を優先させたのである。
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　それから三日後、街道を騎士の一団が進んでいた。

　彼等の目的は街道の整備状況を視察することである。先頭に騎士二人、その後ろに五人ほど周囲を固め、中央に領主でもあるデルサシスの馬車が進む。

　スーツでキメ込んだ彼は、馬車の中で書類を整理し、次なる仕事の案件を纏まとめていた。

　おそらく彼は、この国で一番忙しい男であろう。領主の仕事だけではなく、自分が経営している商売の経理状況を整理し、更には妻二人に数えきれない愛人の元にも足しげく赴く。

　色々な意味でデキる漢おとこなのであった。

　街道の整備は国からの要請であり、完成すればこの辺りの管理はヨクブケーノ伯爵が行うことになる。だが、彼はその事に不満を持っていた。ヨクブケーノ伯爵はとにかく民からの支持が低い。原因は過剰なまでの重税と、民衆に対する貴族としての態度。何より、初夜税と称して婚姻が決まった女性に手を出すなど、ゲスの鏡のような人物であった。

　同時にウィースラー派に多額の寄付をしており、彼が派閥の貴重な収入源の一つと化していた。

　デルサシスは何とか潰つぶしたいと思っているのだが、今のところ決定打になるものは存在しない。

「デルサシス様、そろそろ着く頃合です」

「ふむ、時間通りだな」

　懐中時計を見て、正確な予定時間に到着することを知ったデルサシスは、いつもながら配下の者達の正確な手際の良さに満足する。

「ハンバ土木工業の者達の姿が見えぬが？」

「この先で橋を建設しているようですが？　何でも、国の要請だとか」

「なに？　待て、それはおかしい。街道を作るのは国の事業で決まってはいるが、橋までは含まれておらんぞ？」

「おかしいですね？　ナグリ殿から聞いた話では、国からの仕事だと仰おっしゃっていましたが……」

　国からの公共事業はその地域を治める領主に要請され、領主から職人達に依頼することになっていた。その国からの要請書には、橋の建設までは含まれていない。

　街道整備の話では、橋は後から予算を見積もってから建設されることになっていたが、なぜ既に建設が始まっているのか分からない。

　考えられるパターンを複数頭に浮かべ、最も確率が高いのは……

「ヨクブケーノ伯爵の独断先行か。馬鹿な真似をしたものだ」

　この答えが出たのも理由がある。こうした事業で貴族が独断で工事を進めるには、予あらかじめ国──国王に報告する義務が生じる。街道整備が国の事業の一環であるとなると、後から橋の建設を行うと決まった時に無用の混乱が生じることになるからだ。

　職人を雇い入れ、いざ建設となって現場に行けば既に橋が完成していたら、集めた予算や資材並びに職人達が無駄になってしまう。同様に、対岸の領地を管理し治めるソリステア公爵にも、一報で知らせなくてはならない。だが、今回に関してはそれがなかった。

　ヨクブケーノ伯爵が個人的にデルサシスを嫌っているのは知っているが、だからといって責務を放棄するのは領主としての資質が問われることになり、お家断絶などということに繫つながりかねない。

　それはデルサシスにとっては喜ばしいことで、目障りな貴族が一人消えてくれることになる。

　今の伯爵は気に入らないが、弟の方は話が合うので何とかお取り潰しは避けたかった。

「陛下に口添えをしておいた方がいいな」

　彼の脳内に、邪魔な者を追い落とすプランが築き上げられていく。

　わずかな時間が流れ、灰色の脳細胞をフル稼働させている合間に、馬車は橋の建設現場に辿たどり着いていた。デルサシスが馬車を降りると、そこに異様な一団を目撃する。

　それは、完成した橋の上でダンシングするドワーフ職人達の姿だった。なぜかセンターには見知った魔導士がおり、ハードでクールに、そしてセクシーに踊る。一糸乱れぬダンスは、一つの芸術と化していた。ドワーフ達もビア樽だる体型なはずなのに、やけにカッコよく見えるのが不思議だ。

　領主一行は、しばらく開いた口が塞がらなかった。

　ゼロスはこの数日でドワーフ達に感化されたようで、今の彼等はエンターテイナー。工事をしていた者達はその日、無駄に輝いていた。
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「橋の工事が含まれてねぇだぁ!?　どういうこった」

　橋の完成を喜び、健闘を称たたえ合う喜びの舞を踊っていた彼等は、デルサシスの話を聞いて混乱する。彼等は国の要請で橋を完成させたが、その橋の建設の話は未定段階だったのだ。

　さすがにコレには驚くであろう。

「どうもこうも、国から要請された仕事は街道だけで、橋は予定に入ってはいない。本当に陛下の印が押された依頼要請書を受け取ったのか？」

「あぁ、国王からの依頼は俺達職人には名誉なことだからな。依頼要請書は保管してあるぜ？」

「この場にあるなら、見せてもらってもいいか？　橋の建設に至っては、私に話が来てもおかしくはないからな」

「おぅ……ここにいる職人、全ての業者に届いているはずだぜ？」

　ドワーフや他社の土木作業員達は、仕事に誇りを持つ。とりわけ貴族や王族といった権力者の仕事は困難なものが多く、こうした大仕事を引き受けるのは彼等にとって名誉なことなのだ。

　仕事を受注した契約書などの書類は、彼等には勲章なのである。

　仲間うちで酒を飲むとき、このような仕事自慢をするのは古くからの慣ならわしで、そのために書類を残していることが多い。それ以前にこういう書類は大事なものであり、経営においても残しておかねばならない重要なものである。ドワーフ達はこうした書類に関する認識が人間とは異なるようであった。

　そして、集められた国王命の印が押された要請書。この場にいる複数の工事事務所連中が所持していた。彼等はこの書類を前に酒盛りをするつもりだったのだろう。

　デルサシスは、それを険しい目で見つめ細部まで調べる。

「……偽造されたものだな。紙の質が悪い上に、玉ぎょく璽じがおかしい」

「ってことは……俺達はタダ働きか？」

「いや、コレほど見事な橋を完成させたのだ。後は私に任せてもらおう」

「頼むぜ？　こっちは生活が懸かってんだからよぉ」

『仕事を趣味にしているわけではなかったか。生活の事も考えていたんですねぇ……』

　横で失礼なことを思い浮かべるゼロス。彼等は仕事と趣味を兼ねているだけで、生活の事を念頭に置いていないわけではない。働いて稼ぐのが好きなだけである。

「この要請書を持ち込んだ者は、どこの家臣か分かるか？」

「対岸のクソ伯爵のところにいた奴だ。何なら今すぐ潰しに行くが？」

「それは止やめてほしい。私が何とかしよう……少し時間が欲しいがな」

「アンタには世話になっている。腹はら癒いせはあんたの顔を立てて止めといてやらぁ」

「助かる。私は急いで戻らねばならない案件が出来た……。ここで戻らせてもらおう」

　来たばかりで、直ぐにサントールの街へ戻ろうとするデルサシス。

「相変わらず忙しいな。ほどほどにしとけよ？　愛人を作るのをよぉ」

「帰って直ぐに向かわねばならん。馬車の中で仕事は済ませるが、間に合うかはギリギリだな。彼女が不機嫌にならなければいいが……」

「ホントに愛人のところかよ……懲りねぇな。そのうちに刺されるぞ」

「これが私の生き様だ。女は泣かせるものではない」

　顔色を変えず堂々と言い切り、彼は直ぐに馬車に乗り込むと馬を走らせた。

　おそらくは馬車の中で、ヨクブケーノ伯爵を追い落とす策を仕上げるのだろう。

　デキる漢は時間を無駄にしなかった。

「……あの人、いつ休んでいるんでしょうかねぇ？」

「知らん。忙しい男だからな、色んな意味で……」

　ゼロスが吹かした煙草の煙が、風に流されていく。

　来たばかりのデルサシスの馬車を見送ると、彼等は一斉に撤収準備を始める。

　今回の仕事は無事に竣しゅん工こうし、明日はまたホットな現場で汗を流すからだ。

　ハンバ土木工業の戦いは終わらない。

　余談だが、逃げてきた村人達の面倒は彼等が見るようである。義理と人情に篤あついのが彼等職人の特性とも言えるが、単に新たな職人や飯炊き担当が欲しかっただけかもしれない。

　また、襲撃した正体不明の魔物に関しては、ハンバ土木工業からの報告書にてデルサシス公爵に伝えられる。おっさんはあくまでアルバイトなのであった。
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　数日後、ゼロス達はサントールの街に戻ってきた。

　ハンバ土木工業の拠点である街の界かい隈わいは、一般に工業区と呼ばれている場所である。

　多くの職人達の工房が軒を連ね、それぞれの得意な分野に分かれ工房を開き作業に従事しているが、たまに鍛か冶じ師の工房が隣同士になり互いに火花を散らすこともある。

　そんな一画にハンバ土木工業の事務所兼作業場があり、数台の馬車が戻ってくる。

　多くの職人達は馬車から降りると、食事をすべくこぞって酒場に向かうのだろう。

「ゼロスさんよ。どうせなら飯を食っていくか？　叔父貴の家だが」

「いいんですか？　ボーリングさん」

「かまわんよ。賑にぎやかなのは嫌いではないからな」

　ゼロスは二人に案内され、簡素な煉れん瓦が造りの家に着いた。

　ドアを潜くぐると壁に様々な工具が掛けられており、いかにも職人の家というより、むしろ工場と言ってもいい部屋であった。

「ボーリングさんの職業がよく分からないのですが……」

「叔父貴は何でもやるぞ？　鍛冶から細工物まで幅広くな」

「待ってな、今とっておきのつまみを作ってくるからよ」

「また、【メッカラビーンズ】か？　叔父貴も好きだな」

「アレは俺達ドワーフのソウルフードだ。何度食っても飽きることはない」

　ボーリングは奥に行くと、調理の準備を始める。が……。

「クソ！　やっぱりカビが生えてやがる。せっかく、特製【メッカラビーンズ】を食わせてやろうとしたのによぉ」

　鍋を見て悪態を吐ついた。彼の手に持つ鍋には大豆が水に浸されており、水分を吸収した大豆に白いカビのようなものが大量に生えている。

　それ以前に、工事前に準備していた豆を食わせる気だったのだろうか？

「カビですか？」

「あぁ、麦や大豆に生えるカビでな、恐ろしく成長が速い」

「保存に気を付けねぇと、直ぐに生えてきやがるんだよ。肉でいいだろ、叔父貴よぉ」

　ナグリは既に温ぬるいエール酒を飲み始めていた。

　ゼロスが何気に鍋を覗のぞき込むと……。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　【麴こうじ菌】

　カビの一種。湿度四〇パーセントから大量に繁殖を始める。

　麦や大豆、米などの穀物によく生えてくる生命力の高い細菌。

　乳酸菌や酢酸菌よりも強い。魔力の強い土地でしか育たない変異種。

　黒カビすら駆逐する驚異の生命力。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　鑑定能力が発動した。

「見つけたぁああああああああああああああああっ!!」

「何だぁ!?」

「どうした、あんちゃん!?」

　この世界の麴菌は逞たくましかった。土地柄のおかげか細菌よりも生命力が強く、保存が効きそうである。これで種麴が作れると狂喜乱舞するおっさん。急がば回れは真実であった。

「これで酒を造る準備が整えられますよ」

「このカビで、かぁ？」

「俄にわかには信じられんが……もし酒が出来たら味見をさせてくれよ。あんちゃん」

　麴を探しに行く前に工事に連行され、少し気落ちしていたゼロスだが、ここへきて俄が然ぜんやる気が湧き出してくる。だが彼は一つ忘れている。まだ稲が育っていないことに……。

　サントールの街に戻ったゼロスとナグリ、ボーリングはこの日、橋の建設が無事に終わったことと麴菌発見の祝いを込めて、盛大な酒盛りを始めたのであった。

　翌朝自宅に帰り着いたゼロスは、畑一面が雑草に覆い尽されているのを見て、呆ぼう然ぜんとすることになる。生命力が強いのは麴菌ばかりではなかったのだ。

　彼はその日から鎌を手に持ち、数日かけて草刈りに専念することになったのである。








第八話　おっさん、寄付する






　三人の男達はアジトとして使っている廃屋に戻り、自国に戻る準備を進めていた。

　戦力の増強のために利用しようとした【邪神石】、この危険性を知らせる必要性があったためである。邪神石の力を確かめるべく傭よう兵へいを利用して調べていたが、四人の傭兵達はいずれも化け物に変貌を遂げ、生物を喰くらい尽す驚異的存在と化したのだ。

　これでは戦力増強どころか、国が滅びかねない事態に陥ってしまうだろう。

　そんな彼等のアジトに、目深にフードを被かぶった一人の魔導士が姿を現した。

　彼等は一瞬武器を抜きかけ、見知った姿であったためにその手を剣から離す。

「おや、どうしました？　こんなに急いで……。ひょっとして、バレたか？」

「いや、我等の動きは察知されてはいないだろう。だが、どうしても国に報告せねばならない事態が起きた」

「それはどのような？　研究者である俺にも話せない内容なのか」

　わざとらしい笑みを浮かべる黒こく衣いの魔導士。

「例の石だ。アレは人間を化け物に変える……危険過ぎるものだった」

　それを聞くと、魔導士のフードから見える口元がわずかに歪ゆがんだが、彼等は気付かなかった。

「へぇ～……それは想定外ですね。ですが……そうですか、化け物に……」

「な、アレは危険過ぎる！　研究は中断するべきだ！」

「なら、あの石を粉末にして、少量を与えれば効果も期待できるかもしれないな……」

「アレをまだ利用する気なのかっ!?」

「当然だろ？　逆に聞くが、アレをなくして小国であるアンタ等が他国に勝てるとでも？」

　彼等の国は貧困である。目ぼしい商業も工業も、ましてや自慢できる特産品もない国であった。

　彼等が生き延びるためには、かつて侵略戦争を引き起こしたように他国を掌握するしかない。

　しかし、邪神石を使うのはあまりにリスクが高過ぎた。

「何も軍で使う必要はない。裏組織に流してアノ国でバラ撒まけばいいだけだ」

「なに？」

「あんなものが世間にバラ撒かれたら、我等とてタダでは済まんぞ！」

「正気か!?」

「敵国に混乱を与えるだけでいい。あの国が自滅するまでは、だがな」

　危険なものをバラ撒くなど正気の沙汰ではないが、ここで打開しなければ、彼等の国もいずれ消えることになるのだ。

「裏組織を使い、弱体化を狙うのも戦略だろう？　あまり褒められたやり方じゃないけどな」

「犯罪者共を富ませてどうするのだ！　仮にできたとして、我等で抑えられるとは思えん」

「その辺りは上手くやるしかないな。要は社会不適合者を間引けばいいだけだ。まぁ、使いやすいように改良はしてみるが……」

「そう都合よく事が運ぶとは思えんな……」

「金に執着する連中は、他人の命など何とも思わない。期待以上に動いてくれる」

　彼等には選択肢が残されていない。どこかで決定打を打たねば国が滅亡してしまうのだから。

「仕方があるまい。だが、陛下にはお伝えせねばならぬ……。独断で動くわけにはいかん」

「まぁそうだろうな。俺はできる限り効力を弱めるから、適当に裏社会の人間を見繕って欲しい」

　そう言い残すと、魔導士はアジトから出ていった。

「胡う散さん臭くさい男だ」

「だが、奴のおかげで我が国が多少持ち直したのは確かだ。不本意だがな……」

「頭はキレるが信用が置けん。奴は危険な気がする」

　裏に属する諜ちょう報ほう員いんだが、彼等は黒衣の魔導士を信用はしていない。何を企んでいるのかが分からず、しかし野心を剝むき出しにする様子がない。今はまだ、彼等は静観するしか手がなかった。

　それほどまでに魔導士の知識が有用だったからである。

　男達は二手に分かれ、一人が国に報告をする任に着く。国の命運を抱えているゆえに、彼等には時間の猶予がないのだから。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






「毟むしれども、毟れども、我が暮らし楽にならざり。じっと手を見る」

　農民姿で畑の草刈りをしていたゼロスは、さすがに辟へき易えきしていた。

　二週間近く橋の建設のアルバイトに行き、戻ってきた時には、そこは草が生い茂る草原状態。

　辛うじて作物は判別できたので、そこを中心に草を刈り始め、今は何とか綺き麗れいに周囲の雑草を引き抜いている最中だった。土木魔法【ガイア・コントロール】も使用したが、細かいところはどうしても人の手で作業を行わなくてはならず、しかも一日たてば別の草が生えてくるのだからキリがない。

　先端が三角形になった万能鎌を使い丹念に草を間引くも、翌日には小さな芽を出し、三日後にはそれなりの高さにまで成長する雑草。

　その雑草を細かく切り刻み腐葉土を作ろうとするも、肥料になるより雑草が生い茂る方が速い。

　どこに種や根があるかは分からないが、隙すきを見せれば草原と化し、一ヶ月もあれば原生林になりそうな勢いがあった。

「どんだけ逞たくましいんでしょうかねぇ、この植物達は……」

　農作業は好きだが、こうも毎日新たに雑草の芽が出てくるとウンザリしてくる。

　とても一人で作業をこなすのは無理であった。

　煙草を吹かしながら家の方を見ると、数人の騎士と老人の姿が目に留まる。

　クレストン老と護衛の騎士数人であった。

「これはクレストンさん、お久しぶりです。どうしたんですか？」

「久しぶりじゃな、ゼロス殿。お主に届け物と、様子を見に来ただけじゃ」

「届け物？　何でしょうね？」

「孫のクロイサスからお主にレポートが届いておる。以前に渡した魔法媒体の指輪のな」

「あぁ～、そんなこともありましたね」

　今の今まですっかり忘れていた。元より試作で作った魔法媒体の指輪と腕輪。どうせ使わないのだからと腕輪をセレスティーナに、指輪二つをツヴェイトとその弟に譲ったもので、できるなら使い心地を試して欲しいとレポートを頼んだ。

　期待はしていなかったが、まさか本当にレポートが送られてくるとは思わなかったようだ。

「読ませて頂いてもよろしいですか？」

「うむ、近況報告の手紙がないのが実にあやつらしい。レポートしか送られてこなかったわい」

「根っからの研究肌なのですか？　どれどれ……」

　レポートには詳細に記録が綴つづられていた。

　魔法運用効率から自身の魔力消費状態。そこから導き出される運用面での負荷の低さから、魔法の威力がどれほど上がったかまでと、細かな文字で埋め尽くされていた。

　最終的には、『気に入りました。これから愛用させていただきます』の一言であった。

　試作品は概おおむね好評のようである。

「ふむ……どうやら気に入ってもらえたようですね。製作者の冥みょう利りに尽きます」

「儂わしも作ってもらおうかのぅ。近いうちに必要になりそうじゃからな……」

「どこかと戦でもするんですか？」

「いや……虫を退治するだけじゃよ。そう、花に集たかる汚らわしい虫を、な……ククク…」

　クレストンは子飼いの密偵をそこかしこに配備していた。例えばイストール魔法学院だが、彼は離れた土地でも詳細に情報を得られる特殊な能力を保有した者達を配下に持っている。当然だが、最愛の孫娘の情報も得ていた。そう、セレスティーナに思いを寄せる学院生の事も……。

　その頃、イストール魔法学院の講堂で、一人の学院生が悪寒を感じたことをここに記しておく。

　ゼロスは何か不穏なものを感じたが、あえて言葉に出さないことにする。碌ろくでもないことに間違いはないと判断したのだ。現に騎士達もドン引きしていた。彼等も苦労が絶えないようである。

「それくらいなら、お安いご用ですよ。わざわざお越しいただかなくとも、ご連絡してくれれば、僕からお伺いしたのですが？」

「野暮用もあったからのう」

「野暮用ですか？　それは一体……」

「お主がセレスティーナに教えた魔法文字の解読方法、それを使わせて欲しいのじゃよ」

　解読方法はセレスティーナとツヴェイトにしか教えてはいない。

　話の流れ的には、クレストンの配下に解読法を伝えることになる。

「僕に、もう一度誰かを教えて欲しいと？」

「いや、儂も多少なりとも魔法文字が読めるようになった。ティーナはものを教えるのが上手いようじゃて」

　爺じじ馬鹿全開で良い笑顔を向けてくる爺さん。だが、それだとなぜ自分に許可を求めるのかが分からない。

「あのぉ～、それって僕に許可を取る必要があるのでしょうか？」

「当然じゃ！　お主はこの世界で唯一人の大賢者じゃて。お主の意見も聞かねば、おいそれと広めるわけにもゆくまい？」

「そんなものですかね？　僕が使っている魔法式ならともかく、普通の魔法式程度なら構いませんよ。好きに解読法を伝えていただいて構いません」

「ほぅ、本当にいいのか？」

「悪用されなければ、ですがね。情報なんていずれは他人に漏れるものですし、そもそも隠し立てできるものではないですよ。例えば、夫が妻を自殺に追い込んだことを秘密にしても、妻の友人や家族、それに職場の人の口から世間に漏れて、いずれは周囲の人々に知られることになります。人の口に戸が立てられない以上、魔法文字の解読法はいずれ世間に広まることでしょう」

「なんか、随分と具体的な内容じゃな？」

「あくまでも例えですよ。まぁ、世間でよくあるゴシップネタですがね」

　機密情報というものは、いずれ時が経たつにつれて明るみになる。どうでもいい内容は一瞬で広がるが一過性で、人の倫理観に基づくものはどういうわけか一生涯世間に伝わり続けたりもする。

　ましてや魔法文字の解読法などは、今のこの世界には重要な意味をなし、誰もが喉から手が出るほど欲しがる情報であった。当然スパイ活動をする者も出てくるだろうし、それを取り締まり始めても、いずれは内部から情報が洩もれるであろうことは想像に難くないだろう。

「確かに、国家機密もいつの間にか他国に知られるだろうからのぅ。お主は魔法文字の解読法を知られても問題はないということかな？」

「僕の新魔法式は危険ですが、魔法式を圧縮できない旧時代のものであれば、問題はないかと思いますがねぇ？　遥はるか昔には在ったものですから」

「お主の独自作成の魔法式はよく分からん。ティーナから覚えている限りの魔法式を書いて見せてもらったが、何がどうなっておるのか理解できん」

「知らない方がいいですよ。まだ早過ぎるものですからね、いずれは誰かが解き明かすことでしょう。それよりも、セレスティーナさんは、一部とはいえアレを記憶していたんですか？」

「あの子は優秀じゃからのぅ。それにしても、あえて謎だけを残すか……」

「教えるのが面倒なだけです。恐らく誰も理解できないでしょうし、もし理解できたとしても数百年先の話でしょう」

　56音の魔法文字は、どうやっても魔法式の圧縮には無理が出てくる。決して不可能ではないのだが、魔法自体の威力や魔力運用に伴い膨大な魔法文字を書き綴らねばならなくなる。

　現象や特殊な反応を言葉で言い表すことは難しく、時には言葉にできない情報を書き努めなければならないのが旧時代の魔法式であった。

　０１式新魔法はその工程を０と１の羅列で示せばいいのだが、問題はこの世界で理解できる者がいないことであろう。だが、それはある意味では幸運なのかもしれない。

　仮にできたとしても、この世界にはそのような術式を組み込み作り上げるには人手が必要で、もし行えば相当な時間と労力が必要となるからだ。

　おっさんはその工程を自分と同類の人達を集め人海戦術で補ったが、【闇やみの裁き】【煉れん獄ごく炎えん焦しょう滅めつ陣じん】【暴虐なる西風神ゼピュロスの進撃】と、これまで三度ほど広範囲殲せん滅めつ魔法を使用しその危険性を知ったため、この術式を広める気はない。

「他にも話したいことがあるのじゃが、ここではのぉ」

「これは失礼しました。では、中に行きましょう。冷たい飲み物でも用意しますから」

「ほぅ？　冷たい飲み物とな？」

「大したおもてなしはできませんが、話をするなら中でする方がいいですからね。特に難しい話は聞かれたくありませんし」

「そうじゃな。話といっても金銭の話じゃしのぅ」

　ゼロスは護衛の騎士達も含めて自宅に招き入れた。

　ログハウスのような外見からは想像できない広さで、空き部屋が七部屋ほど残されている。

　主に使っているのが一階の広い工房スペースとキッチン、そしてリビングである。

　部屋があっても使い道がなく、将来的には奥さんや子供のために二部屋ほど残すとして、最低でも四部屋が空いていた。

　ちなみに地下室は物置として使用しており、乾燥機や農機具などが収められている。まだ米がなく、乾燥機の出番がないのが少し悲しい。

「少し待っていてください。今飲み物を出しますから」

　ゼロスはキッチンに向かうと、幾つかコップを持ち出し、お手製ビアサーバーから冷えたエール酒を注ぎ込んだ。やや黒い色合いのエール酒が、白い泡と共にフルーティーな香りを醸し出す。このエール酒はドワーフ達から話を聞き、できるだけラガーに近い味わいのものを選んだのだ。

　畑仕事の合間に一杯飲むのが格別なのである。他にも蜂蜜酒ミードもあるが、高い酒なので冷蔵庫の中に冷やしてあった。

　この世界では、これら二つの酒以外だとワインが主流で、日本酒や焼酎のように穀物を酒にすることは滅多になかった。主に酒好きのドワーフが作るのだが、実はあまり人気がない。

　余談だが、この世界にも芋などの作物は存在する。これで酒を造る場合、茹ゆでた芋を一度口に入れて唾液と混ぜ、吐き出した後にしばらく発酵させるといった手法で行われる。

　どこかの先住民がこのような酒造りをしているが、現場を見てしまうと飲む気が失せる酒であった。主に山岳部のドワーフ達が、こうした酒造りを行っていた。

　エルフはワインか蜂蜜酒、果実酒が主流である。農作業や仕事の合間に少しずつ飲むのを楽しみとしており、意外に酒豪な種族なのだ。

　どちらも仕事と酒、お祭り騒ぎが大好きな民族性であった。

「昼間から酒じゃと？　嗜む程度ならいいじゃろうが……ぬっ？　これは冷えておるのか」

「温ぬるいエール酒は気持ち悪いので、こうして冷やすことで爽やかにしています。暑い時に飲むと、意外に美う味まいですよ？」

「ふむ……これは初めての経験じゃな。興味深い」

「そちらの騎士さん達の分もありますので、どうぞ味わってみてください」

　クレストンも冷えたエール酒を飲むのは初めての経験だった。そもそもこの世界は、魔法の存在がありながらも技術水準が比較的に低い。魔法はあくまで攻撃と防衛の手段であり、魔法を一般生活に使うなどという考えが浮かばなかった。騎士達は互いに顔を見合わせ困惑する。

「……いいのか？」

「一応勤務中だぞ。これはマズくないか？」

「だが、もてなされているわけだし、飲まねば失礼に当たるのではないだろうか？」

　彼等は職務に忠実だった。休憩中に酒を多少嗜むことはあっても、勤務時間中に飲むことはない。

　それゆえに彼等は戸惑っている。

「かまわぬよ。ここで断るのは失礼じゃろうし、何よりも貴重な体験じゃからな」

「……では、お言葉に甘えて」

「おぉ……よく冷えてる」

「冷えたエール酒か、初めてだな」

　クレストン達は冷えたエール酒を口にする。

「「「「!?」」」」

　果実のような甘い味わいが炭酸と合わさり冷やされることで、これまで体感したことのない清涼感となって体に染み渡った。しかも実に喉越しが良い。

「美味い！　ただ冷やされただけなのに、この味わい……」

「これを味わったら、今まで飲んでいたエール酒が飲めなくなるぞ！」

「あぁ、このあと温いエール酒を飲んだら、ただの甘ったるい酒にしか思えなくなる」

「素晴らしい。エール酒は安酒じゃと思っておったが、冷やされるだけでこの味わい……。何という清涼感じゃ！　これは魔導具によって冷やされたのか？　儂も欲しくなってしまうぞ」

「技術自体は単純ですよ。単に冷やすことで、食材などの傷みを遅らせる仕組みですからね。誰でもできるものです」

　魔法や魔導具は戦いや身を守るための道具で、このように魔法を利用しようとは思ってもみなかった。彼等の常識は崩れ去り、新たな世界を垣間見たのである。

「確かに、技術自体は単純かもしれん。しかし、誰も思いつかなかったのはなぜじゃ？」

「魔法が戦いの道具という認識があるからじゃないですか？　使いようによって生活に便利なのですが、前提が戦争に勝つためですからこうした技術を研究することがなかったのでは？」

「生活を豊かにする魔法の研究……いや、魔道具か！　これは良い案が出来たのぉ」

　クレストンが中心となって作り出した派閥もまた、戦争を前提とした騎士団との融和を前提とする戦闘集団であるが、ここに民の生活を支える研究が入ると、その利益は莫ばく大だいなものに繫つながり、一気に他の派閥を追い抜くことが可能となる。設計そのものが単純なものでも、それが広く普及されれば利益は増すのである。同時に派閥事態に不満を持つ魔導士も引き入れることが可能になり、更に魔法技術の研究が加速することに繫がるだろう。

「しかし、どうやって冷やしておるのじゃ？　氷は直すぐに解けるじゃろうし」

「金属の箱の中に水を入れるタンクを置きまして、それを凍らせることにより冷気で物を冷やすんですよ。必要な魔力は水を凍らせる程度ですからさほど多くなくとも問題はないですし、小さな魔石でも充分に対応は可能です」

「じゃが、魔石に魔力を溜ためるには、魔導士でなければいかんじゃろ。民達にはちとキツイのではないか？」

「凍らせるだけの魔法式なら魔石に刻むことはできますし、魔導士でなくとも魔力を補充させることは誰だってできますよ。それほど難しくないのでは？」

　魔導士でなくとも魔力だけなら込めることはできる。これは、この世界全ての生命に関して言えることだが、生まれながらに魔力を扱うことが本能的に備わっているからだ。野生の動物でも、瞬間的に身体能力を上げる魔法を使用しているのだから、この程度の事が人間にできないわけではない。

「確かにそうじゃな。問題はどれだけの魔力が必要になるかじゃが……」

「【アイス】の魔法が使える程度の魔力があれば数日は持ちますね。冷蔵庫の大きさにもよりますが」

「お主はどれほどの大きさの冷蔵庫……とやらを使っておるのじゃ？　参考に見たいのじゃが」

「キッチンに置いてありますよ。案内しましょう」

　クレストンを連れてキッチンに行くと、ゼロスは柱の角に無造作に置かれた冷蔵庫を指さす。

　周りを煉れん瓦がで覆われた、金属製の扉だけの簡素のものであった。

　内部も簡単な構造で、一番上に水を入れるタンクが設置されており、段に合わせて貯蔵するものの種類が分けられてある。

　冷気の一番当たる上段に肉が置かれ、中央にはエール酒のビア樽だる。一番下が野菜などであった。

「これですよ。意外に小さいでしょう？」

「確かに……これほどの大きさなら問題はないか？　ふむ……後で部下達に教えてやろう」

「いずれは大規模なものも作れるでしょうが、今はまだこのサイズが丁度良いですね」

「大規模なもの？　なるほど、倉庫か！　遠距離から河で運ぶものには、時間の経過で腐敗するものもある。それを防ぐのじゃな？」

「船にも設置できますが、耐寒処理をしておかないと、船が凍りつきそうですね」

「面白い！　じゃが、何にしても魔導士の数を揃そろえねばならぬ」

　クレストンの派閥ソリステア派は、現在魔法スクロール製作で他の事業に手が出せないでいる。

　一般の魔導士は知識量も低く、雇い入れても魔法式の改良等といった真似はできない。

　傭兵活動で腕のある魔導士は戦闘における重要な存在であり、他の傭兵達からも引く手数多あまたであるために軍に引き入れることはできず、育成することで人員を補充するしかない。

　そうなるとイストール魔法学院の卒業生を集め、新たに別の組織を作り出した方が早いのだが、騎士団と連携の取れる魔導士などなかなかにいるものではない。

　生産職と戦闘職、両方が不足しているためにクレストンは人員の確保で難儀していた。

「魔導士って、腕が悪いと無職になりがちになるんですか？」

「せっかく学院を卒業しても、戦闘でも生産でも中途半端な者が多いのじゃよ。殆ほとんどが錬金術師に転向するのじゃが、薬草の類たぐいも高価じゃから手に入れ難く、普通の労働者になってしまうんじゃ」

「魔道具製作の方はどうなんですか？　結構需要がありそうですが」

「値段が高いから、下位ランクの傭兵は魔道具を購入できん。作っても売れるわけではない。中級からの傭兵が購入するようになるのじゃが、使い捨ての上に高価じゃから買わなくなる。実情は儲もうからんのよ」

　魔導士には世知辛い世の中だった。

「じゃが、これからは民の生活を豊かにする魔道具の研究を始められる。魔導士の動きも活発になるじゃろう。もちろん、それを始めるのは我が派閥からじゃがな」

「戦いの道具ではない魔法の研究ですか～。魔法の幅が広がれば派閥も変わるかもしれませんね」

　ここで民衆に支持される派閥を作り上げれば、他の派閥を一蹴できる権力を得ることができる。

　元より公爵家なので権力はさほど意味もないのだが、魔導士の間で絶大な権威を得られれば改革も進めやすくなる。問題は人員が不足していることであり、落ちぶれた魔導士でもいいからこちら側に来て欲しいのが実情であった。猫の手も借りたい状況が続いている。

「それで、冷蔵庫の販売ですか。魔石は低コストなクズのもので充分流用できます。更に金属加工を行うドワーフや設置工事をする業者を加えるとすると、大規模な組織運営が必要になりますよ？」

「そこで魔導士の組合を作り、依頼された者のところに派遣する形にするのじゃよ。そのためにも以前から人材は求めておるが、なかなか旨うまくいかん」

「やはり給料じゃないですかね？　誰しも良い生活が送りたいでしょうし」

「そのためにも、この冷蔵庫を作らせたいのじゃが……いかほどの値が付くのじゃ？」

「さぁ？　かなり安くできますが……自作ですので正式な値段は分かりませんよ」

　元より魔道具の流通の値段なんて興味はない。必要なら自作すればいいし、他人に売る気は全くないのだ。そのためか、ゼロスは金銭に関しては無頓着であった。

「仕方がない。デルに相談するか……奴の方が物の値段には詳しいからのぅ」

「ところで、金銭の話があるとか言っていましたが……どのような内容なのでしょうか？」

「魔法スクロールの売上金を、一部お主に渡さなければならんのじゃが、些いささか法外でな。こうして訪ねたわけじゃよ」

「売上金？　あぁ……印税ですか。法外って、いくらほどなんですか？」

「この紙に書いてある。気をしっかり持って見るといいぞ」

　クレストンに手渡された紙を広げ、その金額に彼の目が点になる。

　今まで見たことがないほどにゼロの数が多かった。ソリステア商会は魔導士を総動員してスクロールを製作し、それを各地で売り捌さばいている。製作を担当している魔導士は、地獄を見ていることだろう。

「あの、ゼロの数が凄すごく多いんですけど……僕は学院の魔法を最適化しただけですよね？」

「それがその金額じゃよ。お主はそれだけの事をしたのじゃて」

「何か、一生遊んで暮らせそうな金額なんですけど……正直に言って怖いですよ。この額は……」

「じゃが、受け取ってもらわねば困る。それは正当な報酬金額じゃ」

　ゼロスは目の前の金額の多さに眩暈めまいを覚えた。

　地道に働いて生活しようと考えていたのに、なぜか遊んで暮らせるだけの金額が転がり込んできてしまった。これでは人として駄目な方向に行きそうな予感がする。

「因ちなみにじゃが、まだまだ増えると思うぞ？　お主の作るものは素晴らし過ぎるからのぉ」

「こんなに大金を持ったら、僕は人として堕落しそうですよ。第一、使い道がない」

「しかし、お主は受け取らねばならぬぞ？　これは正当な報酬なのじゃからな。もし断れば、デルサシスの奴が罪に問われることになる」

「Ｏｈ……Ｊｅｓｕｓ。なんてこった」

　正直に言えば、稼ごうと思えばいくらでも稼げる。

　だが平穏な生活に余計な金は要らないし、大量に金があっても使い道がない。

　何とか使い道を模索しようとした時、不意に教会の屋根が窓から見えた。そして妙案が閃ひらめく。

「この金を寄付することはできますか？」

「寄付じゃと？　いったいどこへじゃ？」

「養護院ですよ。このお金で孤児達を雇い慈善事業をさせてお金を渡す。子供達は働く意味を知ることができますし、何よりも給料が手に入る。僕は一割程度のお金があれば充分ですしね」

「ぬっ!?」

　さすがのクレストンもこれには驚きょう愕がくした。これは言わば救済措置であり、犯罪予備軍になりかねない孤児達を働かせることで、真っ当な生活を送らせることができる。

　本来なら領主が行う類のものなのだが、税金は有限でありデルサシス商会も儲けた資金は支払いなどに回すために、迂う闊かつに福祉に回すことができない。寄付に回すのも時間が掛かるが、ゼロスが受け取る予定の報酬金は違う。元が個人の金であるゆえに、何の障害もなく救済に回せるのだ。

「何なら、働けなくなったご老人達の小遣い稼ぎも加えていいですし、そこはお任せします」

「ふむ……じゃが、子供達に何をさせる気じゃ？」

「そうですね……地区ごとに分かれて掃除させ、街のゴミを回収するのはどうでしょう？　空き瓶などはリサイクルして硝子ガラスとして使えますし、燃える塵ちりは焼いて灰にすれば、畑の肥料になるのでは？」

「なるほど……養護院に入れて、無償で教育させるだけではないということか」

「養護院を嫌がる子供もいますし、年長者は馬車に乗せて近くの農村で草刈りでもさせれば、それなりの稼ぎになるのではないでしょうか？」

　養護院は確かに孤児のための施設だが、それでも身寄りのない子供は街に溢あふれている。親に捨てられたり、船で密航してきたりと、その数を増やし旧市街に居ついていた。稀まれに路地裏で餓が死ししている子供も発見され、無縁墓地に埋葬されることもある。そんな悲劇が大分軽減されるのだ。

「全てを救うなんてことは言いませんよ。所しょ詮せんは偽善者なので……ですが、使わないお金は有効活用しないといけません」

「充分じゃろ。人は神ではないのだからな、できることをすればそれでいい」

「あっ、ウチの畑の草むしりを優先させてください。人手がなくて困っていたんですよ」

「それが目的か……まぁ、いいじゃろう。こっちとしてもありがたい話じゃからのぅ」

　こうして急きゅう遽きょ決まった報酬金の利用法。後にマーリン基金と呼ばれることになる、福祉厚生基金設立の瞬間であった。

　思いつきで始まったこの救済活動は、多くの貴族や商人達の手によって国中に広がることになる。その裏には、どこか思考が変な方向に偏ったおっさんが関係していることを今は誰も知らない。
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「……と、いう話があってのぅ」

「ほう、子供達に対しての寄付ですか。しかも働かせることで給料を与える……面白い事業ですな」

　昼間のゼロスとのやり取りを息子であるデルサシスに話し、領主であるデルサシスは感嘆の息を吐く。ゼロスに支払われる報酬は、それこそ人が一生涯では使い切れないほどの額である。

　それだけ魔法スクロールが売れていることになるのだが、その売り上げの一部を寄付するという行為は実に豪気で、大賢者という人種がいかに欲がない存在であることを改めて知らしめた。

　実際は欲まみれなのだが、その欲が些さ細さいなものであるために誰も強欲だと思わない。

「だが、実に良い金の使い方だ。しかも、必要な金以外は要らぬという考えが素晴らしい」

「本当に平穏を望んでおるようじゃな。自給自足を優先しておるわい」

「しかし、冷蔵庫……ですか？　これは面白い。簡単に作れるのが素晴らしい。必要なのは氷結系の魔法が込められた魔石のみで、酒場や飲食店でも重宝するでしょう」

「商品の値段はどうするのじゃ？」

「物の大きさによって魔石の大きさも変わりますから、極端に値段が変わるでしょう。まずは小型のものを売り出して様子を見ようかと」

　魔導士の派閥を潰つぶす動きは既に始まっていた。誰もが権力に目を向けている間に、狡こう猾かつに素早く行動を移していたのである。その第一弾が魔法スクロール。そして、第二段が冷蔵庫だ。

　しかも特許申請もその日のうちに出しており、誰かが作るにしてもソリステア商会に許可を求めなければならない。迂闊にコピーして販売すれば、裁判になることは間違いない。

　しかも、公爵家が相手では敵に廻まわすことすらできない鉄壁の布陣であった。

「この冷蔵庫の売り上げも、一部は寄付ですか？」

「そう、ゼロス殿は言っておったぞ」

「ますます欲しい人材ですが、手出しは無用ですな。敵に廻しかねない」

「うむ、それで……そちらの首尾はどうなっておる？」

「上々ですよ。ヨクブケーノ伯爵は近いうちに更迭されるでしょう。これでウィースラー派の資金源の一つが潰せます」

　王命を偽り、無断で橋の建築を行った伯爵は、民から絞り上げた税金の殆どをウィースラー派の派閥に流していた。つまりは、国に納める税金すら偽っていたために極刑は免れない。

　この国での貴族の扱いは世襲制だが、実際は公務員並みに立場が脆もろい。

　国の法律に違反する行為は、爵位剝はく奪だつの上に極刑に値する。だが、この伯爵の弟が民には支持率が高く、デルサシスは現在彼を次の伯爵にするべく暗躍をしている。

「マーシナーじゃったな。奴の弟の名は……使える人材か？」

「彼は魔法が使えません。つまり騎士団に属する者ですので、こちらの計画に力を貸してくれるでしょう」

「ティーナと同じか……じゃが、味方になれば心強い」

「えぇ。彼は騎士団において顔が広く、ウィースラー派の動きを危険視している人物ですからね」

　ウィースラー派は最近なにかと活発に動き出し、民達にすこぶる評判が悪かった。犯罪行為はもちろんのこと、窃盗や無銭飲食といった情けないものまで幅広く騒ぎを起こしている。

「サンジェルマン派はなんと言っておる？」

「興味ないそうです。まぁ、しばらくは静観するつもりなのでしょう。どちらに付けば利があるか、静観するつもりなのでしょうな。中立は信をなくすというのに」

「敵対しないだけマシか……第二段はいつ頃始めるのじゃ？」

「早ければ来週にでも動けますよ。彼女にも手伝ってもらいましょう」

　国を憂う公爵二人は、静かに暗躍している。

　気付いた時には手遅れになるよう、深く静かに確実に手を伸ばしていた。

「キャンディーは手伝ってくれるかのぅ……」

「その名は出さない方がいいですよ、父上。拗すねてしばらく部屋から出てこなくなりますから」

「何で偽名が毒草の名なんじゃ？　趣味が悪いと思うのだが……」

「さぁ、それは私も謎ですがね。さて……今日の仕事はこれで終わりだ。急がなくては……」

「今度はどこの女じゃ？　いったい何度刺されれば気が済むんじゃ、お前は……」

「これが私の生き様です。女に殺されるならば本望」

　クレストンは溜ため息いきを吐つくと、『どこで教育を間違えたのかのぅ』と嘆く。

　記憶を辿たどっても、間違った教育を施した覚えはない。デキる漢おとこは親をも泣かす。

　計画が成就する前に、息子が刺殺されないことを祈るばかりであった。








第九話　実戦訓練のお知らせ






　イストール魔法学院、学院生寮。地方から集まった魔導士を目指す若者が集い生活する、ゴシック様式の品の良い建物内に、学院生の騒がしい声が響いていた。

　その理由は毎年恒例の実戦訓練であり、ある程度の才覚を見せた者達は強制的に参加させられる。

　錬金術や魔道具製作を目指す者達には迷惑この上ないイベントで、貴族よりも商人やそれなりに裕福な一般家庭の学院生が多い彼らは、その大半が戦闘職を目指してはいない。

　また、レベルの低い者達には力を付ける好機なので、多くの成績不振な者達が挙こぞって参加する。これに参加することである程度の単位がもらえるので、成績不振者は参加せざるを得ない。

　学院生の殆ほとんどが求めているのは手に職を付けることなのだが、ある程度の成績を修めている者の大半にとっては有り難くない年中行事である。

　この学院生の中で大成するのは一握りだけであり、殆どの学院生達は魔法を覚えても普通に職を探す羽目になる。就職するにも魔導士は攻撃職としての認識が強く、彼等が活躍する場所は少ない。王都や大きな街では下水の衛生処理などを行う魔導士もいるが、その門戸は狭き門であった。

　公務員の就職倍率はどこも高く、また雇い入れる人数も限られているので、選ばれるにはどうしても成績が基準となってしまうのだ。また、魔導士団に採用されるのも学院での成績が重要視されており、一般人で魔導士団に入るにはコネが必要となってくる。つまりは派閥の存在なのだが、魔導士団も国の組織なので予算内での人員補充しかできない。その狭き門を目指す彼等は、このイベントでの単位は欲しいが戦闘などはやりたくないというのが一般的であった。

　彼等が向かう場所は【ラーマフの森】といい、ファーフランの大深緑地帯ほどではないがそれなりの魔物が出没する森だ。よく騎士団が実戦訓練を行う場所でもある。

　魔法に自信を持っている浮かれた学院生が、実戦の恐ろしさを学ぶには丁度良い狩場なのだ。

　そのために実戦教科があるのだが、今のところは大して効果は上がっていない。




　そんな中で一人、やる気に満ちている少女がいた。学院指定の制服にローブを纏まとい、小さく握り拳を作るブロンドの髪の少女。蒼あおい瞳は、まるでこれから楽しい時間が来ると期待を膨らませているような、そんな印象が滲にじみ出ていた。

　彼女の名はセレスティーナ・ヴァン・ソリステア。

　かつては学院の劣等生であり、今は才女と呼ばれる少女である。

　魔法が使えない状況から短期間で自在に扱えるようになったばかりか、その威力も他の学院生より群を抜いて高かった。講師の面々よりも強くなってしまい、現在彼女は特別待遇を受ける立場にある。要するに、『もう教えることがないから、講義を受けなくともいい』ということなのだが、これは単に優秀な彼女を指導することができないための方便である。

　元より曲解した講義を受けて学び講師となった者達は、彼女に対してどう指導を施せばいいのか分からない。教えることができないのだ。どちらが悪いというわけではないのだが、セレスティーナは優等生以上の存在になったため、講師達は扱いに困ってしまう。

　優秀だろうが無能扱いだろうが、彼女の扱いは以前とさほど変わらなかったのである。

　だが、セレスティーナにとっては喜ばしいことで、これを機に秘宝魔法の最適化に挑戦を始めたのだ。更には魔法薬や魔道具に関しての講義に参加し、自分の将来を見つめ一歩ずつ前へ進んでいた。そして今日、彼女が待ち望んでいた恒例行事の通達が寮で掲示されたのである。

「この日が来るのを楽しみにしていました。体が鈍なまってなければいいのですが♪」

「お嬢様、すっかり好戦的になられて……。大旦那様が泣きますよ？」

「ミスカ、私を危険人物みたいに言わないでください。少し運動したいだけです」

　秘宝魔法の最適化を図るために、彼女は他の魔法の最適化にも着手していた。

　おっさんが最適化した魔法は彼女の頭の中にあるため、魔法式の解読は一から行うよりも楽に行うことができたが、中には正体不明の魔法式が無数にあり、思ったよりも捗はかどっていない。

　しかし、長時間の座りながらの作業は健康に悪く、たまには外で体を動かしたい時もある。

「いえ、夏季休暇中に鈍器を振り廻まわし、ゴーレムを粉砕し続けたそうですから、てっきり……」

「てっきり？　てっきり何なのですか？」

「誰かを撲殺する趣味に目覚めたものかと思いまして……。そうですよね、魔物を撲殺したいだけですよね？」

「そんな趣味はありません！　ミスカは私をどんな目で見ているのですか！」

「鈍器少女、滅殺ガール、フルボッコレディ、必殺お嬢様、血ち塗まみれ公爵令嬢でしょうか？」

　なぜか疑問形で印象を語るミスカ。どれも不名誉な二つ名であった。

　だが、どれも身に覚えがあるため否定できない。

「うぅ……毎日メイスを振り廻していたのは確かですけど、どれも不名誉です……」

「いつか夫となる方を夫婦喧げん嘩かで殴り殺しますね。お嬢様、どうか『手加減』を覚えてください」

「まだその技は覚えていません。それ以前に、私はそこまで過激ではありません!!」

「またまたご冗談を。私には見えます。夫婦喧嘩でメイスを凶器に夫をマウントポジションでタコ殴りにし、リビングを血塗れにして、それを掃除する私の姿が。大変そうですね、後始末が……」

「自分の未来のビジョンですか!?　それ以前に、夫婦喧嘩を止めなかったのですか!?」

　セレスティーナのツッコミに対し、ミスカは顔色すら変えず小さく溜ため息いきを吐ついた。まるで『やれやれ、何を言っているんですか。このお子様は……』といった態度である。

「お嬢様、家政婦は現場の状況を見ているだけのものですよ？　決して犯行現場には踏み込みません。これは世界が認めた普遍の摂理ですよ？」

「は、犯行と言いました！　完全に私を罪人にしたいのですか!?」

　セレスティーナの声は彼女に届いていない。眼鏡をあやしく輝かせ、淡々と話し続けている。

「そして私は、犯人であるお嬢様を推理で追い詰めるのです。『犯人は貴女あなたですね？』と」

「推理で追い詰める前に、ミスカは目撃者ですよね？　犯人を既に知っているではないですか、それも現場の証拠を消す共犯者なのではないですか!?」

「違います。私はあくまでも使用人ですから……そして、空いた二時間を無駄な推理で繫つなぐのですよ。そうでなければ、誰もドラマを楽しめません」

「何の話ですかぁ！　それよりも犯行を止めるべきです」

「嫌です。なぜ、そのようなつまらないことをしなければならないのですか？　私は犯人を追い詰めてみたいのです。これはメイドの本能みたいなものでしょうか？」

「どんな本能ですかぁ！　追い詰めていないですし、犯人は私じゃないですかぁ！　そしてミスカは共犯者ですよね!?」

　なぜかミスカは満足そうに笑みを浮かべ、搔かいてない汗を拭ぬぐう仕草をする。

「お嬢様。メイドは事件があれば、その事件の概要を調べる習性があるのですよ？」

「初耳です！　いったいどこのメイドですかぁ！」

「メイド業界の常識ですよ。お嬢様には分からないでしょうが」

　そんな常識はない。ミスカはなかなかに良い性格をしているようで、セレスティーナを揶揄からかって遊んでいるのだ。ムキになる彼女の姿を見たいがために、稀まれに彼女はこうして弄もてあそぶのである。

　まぁ、以前は不発であることが多かったが……。

「ときにお嬢様、装備はいかがいたしますか？」

「えっ？　あの森に行った時のものでいいのではないですか？」

「あの装備は白蛇竜の装備ですよ？　目立つ上に周りの方々から浮いてしまいます」

「確かに……。皆さんは学園指定の装備でしょうし、あの装備は目立ちますね」

「最悪、『公爵家のコネを使った』と言われかねません。あの装備は使えないでしょう」

　白蛇竜の素材を使った彼女の装備は、騎士団に支給されるものよりも遥はるかに性能が良い。

　だが、その背景には敬愛する祖父の暴走と、そこで迷惑をかけた人達の苦しみの結晶でもあった。

　それだけに、この実戦訓練で使用するには世間体が悪過ぎる装備であった。

「どうしたらいいのでしょう？　後は訓練用の装備だけなのですが、アレは防御面では心もとないですし……」

「安物の装備ですからね。ですが、そのおかげでお嬢様はドワーフ並みに頑丈になられました。そう簡単に死ぬことはないのでは？」

「ミスカ……何気に私を非常識な存在と思っていませんか？　いくら私でも、ドワーフの方々みたいに頑丈ではありませんよ？」

「気のせいです。お嬢様は被害妄想が激しいですね。格が上がれば、それだけの力があると言っただけですが？」

「……………」

　しれっと言ってのけるミスカには全く悪気がなく、言われる側であるセレスティーナは頰ほほを膨らませてむくれていた。こうした子供っぽい仕草が面白くて彼女に揶揄われているわけなのだが、セレスティーナはそのことに気付いてない。

「……それはともかくとして、学院から装備一式を借りた方がいいのでしょうか？」

「デザインが古過ぎて、正直遠慮したいところですね。お嬢様には似合いません」

「そうなると、学院指定の最新装備一式を武具店で購入するしかありませんが……」

「アレは駄目です。個人のオーダーメイドではありませんから、サイズ面で色々と不都合があるでしょうし、何より魔導士用の軽装備なので防御面では信用できません」

　学院指定の装備は全て革製で、各部要所を金属で補強してある。借り受けられる装備一式も素材は良い物だが、まことに残念なことにデザインが型遅れで正直ダサい。

　まだ傭よう兵へい達が使っている安物の装備の方が見た目は良い。

　学院は何かと金が掛かり、実戦訓練の標的として使うゴブリンの捕獲と輸送や、錬金術などで使用する薬草や魔石などの納入費用で大枚が飛んでいく。

　壊れやすい機材などの経費で常に消費され続け、こうしたレンタル装備に経費を回さないために古い装備が残される。古い装備でもある程度は頑丈なのだから問題はないが、若い世代は見た目を重要視する傾向が高いためか、誰も借りることはない。

　それでも命の危険が減るのであればいいと思うが、戦闘経験のない学院生はそれも分からず、同様に学院の講師達もそれを指摘する者はいなかった。

「あっ、訓練に使った装備を強化するのはどうですか？　幸い素材はありますし、学院内にも防具を取り扱っている店があるはずです」

「お嬢様……すっかり傭兵のように逞たくましくなられて……。『つえー魔物がいる。オラ、ワクワクするぞ』なんて言いだしたら、私や大旦那様が本気で号泣しますよ？」

「言いません!!」

「それはそれで、見てみたいのですが？」

「どっちなんですかぁ!!」

　ミスカは真顔で冗談を言うため、セレスティーナには本気で言っているようにしか聞こえない。

　だが、ミスカがこうした態度をとるにも相応の理由がある。

　以前のセレスティーナはどこか思いつめた表情をして、毎日を鬼気迫る勢いで本を漁あさり知識を蓄えていた。それも魔法が使えるようになってからは暗い影が落ち、幼い頃のように心からの笑顔を向けるようになったことが嬉うれしく、つい思わず揶揄ってしまうのである。

　セレスティーナが感情的になる姿をミスカは微笑ほほえましく見守っているのだ。

　些いささかタチが悪いところは余計だが……。

「では、装備の手配は私が整えておきます」

「ハァ……お願いします」

　疲れた表情で溜息を吐くセレスティーナ。彼女は、今日も日課の図書館へと赴くのである。
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　クロイサスは重い足取りで台車を押し、大量の本を書庫こと大図書館まで運んでいた。

　かれこれ一週間ほど同じ行為を繰り返していたためか、彼の足腰は悲鳴を上げている。一般的に筋肉痛と言われる症状が続き、現在はペンを握ることができないほどの痛みに耐え震えていた。

　元々は、彼が資料として集めた書籍を返却しなかったことが原因。言ってしまえば自業自得なのだが、研究を進めたいがために苦痛を堪えて返却に勤いそしんでいた。涙ぐましい努力である。

「クロイサス君、辛つらそうだねぇ～？」

「そう思うなら運ぶのを手伝ってください。イー・リン……」

「駄目！　ちゃんと体に覚えさせて次から気をつけるようにしないとぉ～習慣になっちゃうよ？」

「もう……手遅れな気がしますが……。イッ！」

　足腰の痛みに耐えながらも、彼は一歩でも前に進む。

　研究に懸ける情熱はたいしたものではあるが、元より今の状況は彼自身が招いた結果である。同情されるだけでもマシというものであろう。

「手遅れだと思うなら、なぜ直さないの？」

「正論なだけに……耳が痛いですね。一つの事に没頭するタイプなんですよ、私は……」

「でもぉ～、借りたものは返さなくちゃ駄目だよぉ～？」

　必死で前に進む彼の姿は、さながら十字架を担いで処刑場へ向かう罪人のようである。

　この場合は自身の怠け癖が原因だが、怠惰は大罪の一つである。彼は七つの大罪の一つを犯し、その罪を清算しているところであった。

　クロイサスは痛みに耐え、やっとのことで本を大図書館へと運ぶことに成功した。

　しかし、ここからが問題である。この学院では、借りた本は受付でチェックし、その本を自身の手で棚に戻さなくてはならない。つまり、何度も階段の上り下りを繰り返し、チェックを終えた本を受け取っては、また別の棚に戻すため移動しなければならない。棚の場所が一階ならまだ楽だが、二階や三階、更には地下の貴重な本を収めている資料室を往復することになる。

「これで最後なんだから、頑張って」

「分かってはいますが、さすがに体力が……」

「ここからは私も手伝ってあげるんだからぁ～、最後までがんばろ。ねっ？」

「それには感謝していますが……足が重い。鉛を履かされているようですよ」

　基本的に、私生活はまるで駄目な生活を送っているクロイサス。その彼をかいがいしく面倒を見るイー・リンは、さながら母親のようである。

　彼女は、こうした駄目な奴を世話するのに向いた性格であった。二人の姿は、例の噂の事もあり、傍はた目めには実に仲の良いカップルに見えることであろう。

　そんなバカップル状態の二人を、後方で隠れて血の涙を流しながら見ている不ふ憫びんな男達の姿があった。彼等は全てイー・リンに思いを寄せる者達で、クロイサスに嫉妬の炎を燃やし呪い続ける。

「……殺やるか？」

「いや、彼女に泣かれるのはマズい……」

「だが、奴は俺達の女神を独り占めにしているんだぞ？　これが許せるか！」

「さすがに、ここではヤバイだろ」

「この殺意で、俺は数万人を殺せるぞ！」

「俺もだ……」

　彼女はこの学院でも意外に人気の高い庶民派アイドルの立場で、五人いる美少女の一人に数えられる人物であることをクロイサスは知らない。周りの事など無関心な彼は、彼等の事に気付かず、台車を押しながらゆっくりと大図書館へ入っていった。
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「あぁ～っ!!　分かんねぇ、どうやったら最適化できんだ。手の施しようがないだろ、これっ!!」

「おそらく、何かが足りないのでしょう。自然界の魔力を集める魔法式はこれでいいはずですし、問題は調整ですね。保有魔力と自然魔力の配分、他の魔法式との兼ね合いもありますし、必要魔力の比率と指定範囲の限界値……」

「一撃に対する威力の調整範囲と発動時の有効範囲……それに割り振る魔力の値。言いだしたら切りがねぇ」

「その魔法をコンパクトにするために積層魔法陣に切り替え、積層の一体化に同調励起の設定調整……難易度が高過ぎます」

　セレスティーナとツヴェイトは大図書館にて、秘宝魔法の効率化を共同で行っていたのだが、その最適化作業は早くも暗礁に乗り上げていた。

　この世界で使われる魔法式は俗に言う魔法陣形式であり、一つの魔法を構築する魔法式の大きさと密度によって威力や範囲が異なる。例えば【灯火トーチ】のような火をつける魔法式であれば、小さな手帳サイズの魔法紙一枚で足りるのだが、秘宝魔法となるとロングテーブル全面を覆うことができる世界地図並みに大きくなってしまう。

　そこに複雑な模様の魔法陣を描き、その隙すき間まを現象転換魔法式で埋め尽くすことでスクロールは完成するのだが、積層魔法陣は形式が少し違う。

　積層魔法陣は複数の異なる命令系統を構築した同規模の魔法陣を、それぞれ上下に挟み込みながらに重ね合わせた形式になる。その合間に各魔法陣のプログラムを読み取る魔法陣を挟み込み、魔法式を効率よく活用するよう調整するのである。異なる命令を一つに重ね合わせ、それを各スペルラインが繫ぐことで読み取り、統合処理することで魔導士が定めた魔法が発動する形を取っていた。

　旧来のものは潜在意識イデアに刻み込むことで決められた許容量を大幅に使ってしまい、覚えられる魔法の数が限定されてしまう問題を抱えていたが、積層魔法陣はその問題を解消する画期的な魔法陣であった。許容量を例えるなら旧来の魔法陣がカセットテープで、積層魔法陣がＣＤといったところであろうか。おっさん魔導士が使う新魔法、０１式圧縮魔法はさながらＢＲブルーレイが妥当だろう。

　だが、実際はそう簡単にいくわけがない。

　積層魔法陣は、複数の命令系統を分割して重なり合った魔法式を同時に処理しなくてはならないため、各部分での情報処理の緻密な調整が必要である。発動する時は一瞬だが、そこまでいくには、どうしても魔法式という歯車を嚙かみ合わせる作業が必要となってくる。

　だが、異なる指令魔法式が不完全であると、今度は重なり合う魔法陣同士で魔法式を読み取らなくなり、魔法自体が発動しない。各部の調整が上手くいかなければ魔法式同士で衝突が起こり、互いの魔法式同士が相殺し合う不具合が生じる。その結果として魔法式の崩壊現象が起こるのだ。

　この魔法式崩壊現象は顕現するはずであった魔法陣が魔法式内部で打ち消し合い、魔力を消費しただけで何も起こらない現象なのだが、魔導士にとっては致命的である。

　秘宝魔法ともなると、柱時計を参考にし、デジタル時計を設計図もなしに部品から自作するようなものである。この現象が引き起こされる確率は通常よりも遥かに高い。

「現象への転化、威力調整、制御機構、消費魔力の兼ね合い、魔法式の読み取りタイミング……どれを取ってもかなりハードな問題だぞ？」

「先生はよく調整ができましたよね？　この魔法式……凄すごく意地悪です」

「同感だ。底意地が悪いとしか言いようがねぇ……」

　更に輪をかけて、この秘宝魔法は複雑怪奇な魔法式であった。

　嫌がらせとしか思えないほどに不完全な魔法式が、見事な具合に絶妙なさじ加減で嚙み合っているため、最適化するには一から分解して書き換えるしかない。そのせいで二人は頭を抱えている。

「いきなり秘宝魔法の最適化は、私達には早過ぎたのかもしれません」

「師匠は、何でこんな宿題を出したんだ？　どう考えても俺達には無理だろ」

「何らかの意図があるのかもしれません。きっと深い理由があると思います」

「それが分からねぇ……何を企んでんだか」

「何やら、二人して深刻そうな話をしていますね。行き詰まっているようですが、どうしました？」

　不意に声を掛けられ二人が振り返ると、そこにはクロイサスの姿があった。

　見た目だけなら気取ったように毅き然ぜんと構えているが、足が可哀想なまでに震えていた。

「おまっ、足がめっちゃ震えてんぞ？」

「生まれたての仔馬みたいです。どうしたのですか、クロイサス兄様！」

「ここ数日、研究所からここまで往復して、既に体力の限界が来ているんですよ……放っておいてください」

「せめて自分の周りは整頓しておけよ。普段から無頓着だからそうなんだぞ？」

「返す言葉がありませんね。……オマケに運動不足ですよ」

　ツヴェイトの私生活は大おお雑ざっ把ぱだが、身の回りはきっちり整頓している。

　セレスティーナは元より余計なものは置かない性格なので、部屋にぬいぐるみすら置いていない。

　逆にクロイサスは、身の回りに関して極端なまでにズボラであった。

　三兄妹の性格は極端に分かれていた。

「それはともかくとして、何やら思い詰めていたようですが？」

「あぁ？　まぁな、俺達の今の状況じゃ秘宝魔法の最適化は無理だと分かっただけだ」

「無茶な課題だと思いますね。そもそも、ただ魔法式が解読できる程度では無理でしょう。一つの魔法には、長い時間を掛けて積み重ねられた研究の成果が込められているんですよ？　それを簡単に作り変えられるわけがありません」

「ですよね。そうなると、先生の意図が分からなくなります。何のためにこのような課題を出したのか……。何らかの意図があるように思えるのですけど」

　二人はおっさん魔導士の考えていたことが理解できない。












　元より深く考えて出したわけではなく、失敗を前提に出された課題なのだから当たり前だが、【大賢者】という職業ジョブのために裏に何らかの思惑があると思い込んでいる。

「第一、この秘宝魔法を再構築するなら、基本魔法を見直して技術を学ばなければ意味がないのでは？　多少魔法式を学んだ程度の魔導士にできる作業ではないでしょう」

「「あぁあっ!?」」

　二人の脳裏に、ゼロスの『他の魔法も改良できたなら尚なお良い』との言葉が浮かんだ。つまり、秘宝魔法を最適化することを名目に、他の魔法に研究の目を向けさせるための布石であった。

　そもそも、非常識なまでに複雑化した魔法を素人レベルに毛が生えた程度の魔導士が改良できるわけがない。他の魔法研究を加えることで、より深く魔法式を構築するための経験を学ばせる口実と理解したのである。

　二人は大賢者が作る最高の魔法媒体という言葉に踊らされ、本質的なことを見逃していた。

「師匠、性格が悪いぞ……」

「最初から無理なことを分かっていたのですね。そのために他の魔法を学ばせようとして……」

「よく分かりませんが、私は共感できますね。魔法の研究が簡単にできるなら、今頃この国は大国になっていたでしょう。研究とは一朝一夕でできるものではありませんよ」

「お前も、ある意味では世捨て人だからな……共感できるだろうよ。師匠に騙だまされた」

　おっさんとクロイサスは、どちらも同じひきこもりである。

　閉じこもって研究を続けるか、自給自足と多少のアルバイトで小銭を稼ぎ生活するかの違いだけで、富や名声などくだらないと思っている同種の人間だ。

　確かに普通なら共感などできないだろうが、こうした偏った思考の者は少なからず存在する。

　片や研究に遣やり甲が斐いを感じ、全てを投げ捨てて没頭する者。片や遣り甲斐を失い歪ゆがみ、絶望して静かな暮らしを望んだ者。極端な両人だが行動が似かよっていた。

「一体、お二人の師はどんな人なのですか？」

「優秀だが歪んでいるな。人として、どこか壊れている」

「厳しい人ですよ？　特に自分に関しては……偏っていますけど」

　早い話が人格破は綻たん者である。こだわりがあると言えば聞こえはいいが、要は世捨て人のようなものだ。多少共感はできそうだが、同類とは思われたくないクロイサスであった。

「あぁ～っ!?　クロイサス君、サボってるぅ～っ!!」

　三人が振り返ると、数冊の書籍を抱えた少女が頰を膨らませ、クロイサスに指を突きつけていた。クロイサスを手伝っていたイー・リンである。

「あっ……すっかり忘れていました」

「ひどぉ～い!!　私にばかり本を運ばせて、クロイサス君はおしゃべりを楽しんで……あれ？　噂のクロイサス君のご兄妹だ～っ!!」

「「……噂？」」

「兄妹同士で只ただならぬ関係とかぁ～、色々と言われてますよぉ～？」

「なんでだよっ!!」

「……なんでそんな噂が、私には身に覚えがないのですけど？」

　イー・リンの衝撃発言に、二人は激しく動揺する。

　互いにそんな噂が立つようなことに覚えがなく、この場で初めて聞いた話であった。

「ちなみに、その噂の発生原因は彼女ですがね。偶然二人をここで見て、周囲に漏らしたのが事の発端です」

「クロイサス君、なんでバラすのぉ～!?」

「お前かよっ、なんつ～ことをしてくれやがんだっ!!」

「クロイサス兄様、恋人は選んだ方がいいですよ？　かなり口の軽い人のようですから……フフフ」

「誤解です。彼女とはそんな関係ではありませんよ。待ちなさい……セレスティーナ、そのメイスはどこから出したのですか!?」

　あらぬ疑いを掛けられてはさすがに二人も怒るだろう。セレスティーナもあの老人の血を引いているだけの事はあり、感情的になるとソリステア公爵家の血が出るようだ。いや、今開眼したのであろうか？　血は争えないという言葉はあるが、ここまで似ていると怖いものがある。

「あれぇ～？　なんか、変な魔法式がありますねぇ～？」

「イー・リン!!　それは……」

「あぁ～、見ても分かんねぇだろ。特に魔法式の解読法を知らない奴はな」

「ですが、この魔法は我が公爵家の……」

「大丈夫だろ、所しょ詮せんは無数にある魔法式の一部だけだ。それにどんな意味があるかなんて理解できねぇだろうしよ」

　秘宝魔法を分解し再構築すれば、その魔法式の数は膨大なものになる。

　ゼロスがクレストンに手渡した魔法式スクロールも一束ほどになり、枚数で言えばどれだけの数に及ぶか分からない。一部だけ見て理解できれば天才どころか神であろう。

「そう言われてみれば、魔法式の数が少な過ぎますね。これでは初級魔法の魔法式とさほど変わりはないようですが？」

「複数の魔法式の間にプログラムを読み込む魔法式を挟むことで、魔法式の稼働処理の効率化を図るんだが、困ったことにその嚙み合わせが分からねぇ。少しでもズレが生じると発動しなくてな」

「これは素晴らしいですね。重ねることで集積し合い、魔法陣を形成する……。これが起動するなら、魔導士が魔法を覚える幅が広がりますよ」

「大規模な魔法がコンパクトに纏まとまるねぇ～。こんな魔法式を見たの、私は初めて」

　分割された魔法式が各工程の魔法陣と集積し合い、一つの立体魔法陣と化す。

　しかも重なり合うことで潜在意識イデア領域の容量が集約され、同系統の積層魔法陣を可能な限り覚えることができる。画期的だが調整の難しい魔法陣形式であった。

　旧来の魔法陣が乱雑に物を置かれた部屋で、積層魔法陣が綺き麗れいに整頓された部屋といえば理解しやすいであろうか。細かく分割し纏めることにより魔法式許容量を増やすことができる。

「オヤジが売り捌さばいている魔法は、効率化した魔法式自体が普通の魔法陣だが、それでもかなり小さく纏められているぞ？　俺がある程度の攻撃魔法を覚えられたくらいだからな」

「……後で父上に手紙を送りましょう。その魔法を使ってみたいですから」

「それはおそらく無理じゃないでしょうか？　御父様の下にいる魔導士の数が限られていますから、スクロールの生産が追いついていません」

「実家に帰らなかったツケが、ここに来て出ましたか……。無念で仕方がありません」

　クロイサスはこの時、本気で後悔することとなった。

「それよりクロイサス君、お片付けをちゃんとしようね？」

「ちょ、イー・リン？　引っ張らないでください、私は逃げませんよ！」

「ハイハイ、駄目ですよぉ～。クロイサス君は、目を離すと直すぐに研究に没頭しちゃうんだから、最後までお片付けはしっかりやりましょうね？」

「「………親子？」」

　子供を躾しつける母のようなイー・リンによって、クロイサスは連行されていった。

　しばらくすると、大量の本を持ち震える足で階段を上っていく彼の姿が目に留まる。

　その後ろをイー・リンが激しく尻尾を振りついていった。

「クロイサス兄様……変わりましたね？」

「あぁ……やはり女か？　女が駄目な男を変えるのか!?」

　口以外はワリとしっかりしている性格なのに、なぜか女性にモテないツヴェイト君。

　見た目の第一印象が『怖そう』ということに原因があるなど、彼は未だ知らない。

　彼に春が来るのかは神のみぞ知るである。








第十話　それぞれの準備






　イストール魔法学院高等学部校舎の傍かたわらに、成績上位者の学院生だけが使える研究棟が存在する。

　主な目的は才ある若い魔導士に、更に高みへと研けん鑽さんを積んで欲しいという思いから建てられたものだが、現在は派閥同士でいがみ合う魔窟と化している。

　研究優先のサンジェルマン派は『我関せず』と研究を続けているが、その中で一際過激思想に取り憑つかれた一派が存在していた。ウィースラー派である。

　元は魔導士による戦術研究と国家防衛を担う若手魔導士の育成を目的とした派閥だったが、いつしか彼等は魔導士至上主義の集団へと変貌を遂げる。その原因が旧時代の遺跡から発掘された広範囲殲せん滅めつ魔法の魔法陣設計図なのだが、実はこの魔法陣は未完成で頓とん挫ざしたものであった。

　そもそも旧時代の遺跡といってもその期間には大きな開きが存在する。文明の始まりである黎れい明めい期から領土を求めて戦った戦乱期、多くの民が平穏に暮らした繁栄期や滅亡間近の退廃期。この魔法陣は初期文明のもので、魔法技術が未熟な時期のものだったのである。

　当時は、個人の保有する魔力で魔法を使用していたため、戦乱期に誕生した自然界の魔力を利用する技術は使われていない。当然この魔法陣は複数の魔導士が魔力を注ぎ稼働させることが前提となっていたが、この広範囲殲滅魔法は大きな欠陥を抱え込んでいた。

　魔力は複数の属性に変質する特性を持っているが、同時に精神の影響を受ける性質も持っている。

　複数の魔導士で魔法を行使するとなると精神レベルでの同調が必要となり、それを並列励起させることで発動が可能なものであったが、そもそも個人の精神に差がある状態で複数の魔導士が同調するなどあり得ない。人の精神は一人一人が独特の波を持っており、それが一つになるなど不可能なことである。

　心を一つに力を合わせるのとは異なり、精神を同調させるには同じ人間が複数いなければならない。だが、そんなことはまずあり得ないだろう。

　早い話、魔導士の個性が枷かせとなり、この魔法陣は発動しなかったのだ。

　そのために戦乱期に作成された広範囲殲滅魔法は、自然界の魔力を利用したものが主流となるのだが、魔法陣自体が巨大なものになり過ぎ、各砦とりでに固定された砲台的な役割と化していた。

　現代兵器で言えば近距離弾道ミサイルに近いかもしれない。

　黎明期、邪神戦争においては魔法陣を構築する魔道具が製作されたが、その威力も邪神の前には通用せずに敗北を喫した。その後の大規模な破壊の前に広範囲殲滅魔法は歴史から跡形もなく消滅し、ごく稀まれに遺跡から痕跡が発見される不完全な遺物だけが残されることとなる。

　それも初期文明のものが多く、歴史的価値しかない代物であることをウィースラー派は知らない。

　無論、魔法陣も改良して多少は起動するが、実戦で使えるというほど便利なものではなかった。

　ただ魔法陣が光る程度でどうして攻撃ができるのか。

　しかし、サムトロール達はこの魔法陣が使えると信じて疑わない。要するに、不完全の使い物にならない玩具を得て増長し、浮かれているだけである。

　だが、増長した者が一人ならまだいいが、複数もいると面倒なことになるのは確かであろう。

　彼等は次第に荒くれ者の集団と化し、勢力を伸ばし始めた背景には洗脳魔法が暗躍をしていたわけだが、最近になってその動きがおかしな状況になってきている。

「ふざけんな、サムトロール!!　これでは、ただ兵を使い捨てにしているだけだろ。お前はちゃんと考えているのかっ!!」

「どこが間違っている!!　騎士などただの使い捨ての兵力だろ、徴兵をした愚民共も同じことだ!!」

「お前の言っていることは、ただの無謀で考えなしの特攻だ!!　何で使えるか分からん広範囲殲滅魔法が戦略に加わってんだ!!」

　各派閥が陰口で言う【机上の空論会】。ウィースラー派で行われる戦略想定の戦術論会である。

「俺達もその意見に同意だ。よく考えてもみろ、お前の戦略対象の敵は全て都合のいいものだろ。現実にそんなことがあり得るのか？　他に伏兵は想定しなかったのか？　敵が無能だと何なに故ゆえに言い切れる？　こんな稚拙なものを作戦とは言えん」

「貴様の戦術論は盗賊相手にしか通じんだろう。国同士の戦争が、そんなに単純なものか！」

　先の戦術論会で洗脳下にあった者達は、ツヴェイトのご都合主義完全否定論と軍事論による手痛い指摘によって洗脳が揺らぎ、真面目な魔導士達は一から歴史を見直すことを始めた。

　そして様々な観点から戦略を調べ、自分達が立てた戦術がいかに無知で蒙もう昧まいであったかを知る。

　結果、洗脳魔法の揺らぎは大きな綻ほころびを生み、やがてその洗脳から解放される者達が続出し始めたのである。現在この派閥は現実論派と夢想論派に分かれ、激しい議論を繰り広げていた。

　前者がツヴェイト同様に現実を見据えた者達で、後者がサムトロール陣営である。

　だが、洗脳魔法自体が既に解かれ始めた今、サムトロール側は次第に手下を失いつつあった。

　逆にツヴェイトが現実論の代表的立場に持ちあがり、サムトロールには苦々しい限りなのである。

「戦力に限りがある以上、仮想敵国の戦力も充分念頭に入れるべきだ。お前等の戦術論は無能の指揮官がたてるものに等しい、却下だ!!」

「貴様、俺を誰だと……」

「ただの学院生だろ!!　ここでは貴族の権威は何の意味もない。そもそも、現実的戦略構想を練り国防に貢献するのは、お前の実家が掲げた思想だろ！　その血族が自ら否定するのか？」

「うぐっ……」

　洗脳魔法が効いていた時は従順だった学院生達。その洗脳が解かれた反動は大きなものとなりサムトロールに牙を剝むく。更にはブレマイトの洗脳魔法の事が広がり始めていた。

　魔導士は魔力の流れを感知する能力が比較的に高く、今も誰かがブレマイトの動きを監視している状態である。再び洗脳するには魔力を込めて対話しなくてはならないが、監視されている状況ではわずかな魔力でも察知される可能性が高く、再び洗脳を施すこともままならない。

「広範囲殲滅魔法が使えるか分からない以上、その力を戦略に練り込むのは無意味だ」

「同意する！　これは明らかに意味のないものだ。無駄に戦力を消費するようでは作戦とは言わん」

「同意。敵戦力の想定が甘過ぎる。相手が人間であることを考慮すべきだ」

「俺も同意。そもそも、寡兵でなぜ十万の兵力が倒せるんだ？　普通はおかしいと思うだろう」

「同意……砦の兵力では蹂じゅう躙りんされるだけだ。撤退するのが利口……殲滅は不可能」

　一度歪ゆがみが生まれれば、その波紋は大きく広がり始める。

　ついにサムトロール側の者も同意を始め、彼の目もく論ろ見みが次第に崩れ窮地に追い詰められていた。

　彼の築いてきた基盤が音を立てて崩壊していく。

「論ずるに値しない作戦内容だな。これならツヴェイトの方が遥はるかに優れている」

「アレはえげつない。殆ほとんど全滅を想定した作戦内容だしなぁ～」

「だが、理はある。その絶望的な兵力差でどれだけ味方の損害を減らし、生き延びるかに重点が置かれているしな」

「生きていれば再起は図れる。国を再興することも念頭に置かれているから実に現実的だ」

「それに比べて……稚拙過ぎるぞ、サムトロール」

　楽して地位を手に入れようとした結果がこれである。

　余計なことを言われるのを防ぐためにツヴェイトの出入りを禁じたが、学院生である以上は寮でも会話はできる。そこからツヴェイト達を中心に戦術研究班が生まれ、現在彼等の追及を受けてしまっていた。この波紋はまだまだ広がることだろう。

　ほどなくして帰宅合図の鐘が鳴り、この戦術論会はお開きになったが、サムトロールとブレマイトは苦い思いで彼等の背中を見送る羽目になったのである。

「クソッ、ツヴェイトの奴め、余計なことを吹き込みやがって!!」

「俺の魔法の事も完全にバレているな。終始監視されていたぞ」

「忌いま々いましい……しかし、手を出すこともできん！　奴は公爵家だ。俺では手出しができないのを承知で、こんな手の込んだ真似を……クソッ！」

　逆恨みも甚だしい。だが、自己中心的で傲ごう慢まんな者であるほど、この傾向は強い。そして、こうした者ほど都合の悪いことは忘れるのである。先にツヴェイトに手を出したのは彼等の方だ。言わば自業自得であるのだが、それが分からないほど愚かであった。

「ならば、どうする？　俺達が動けば不審に思われるぞ」

「近々、恒例行事の実戦訓練があるだろ。その時に仕掛ける」

「なるほど……それなら、あくまで事故死で片付けられるな」

「今のうちに奴等に繫つなぎをとれ、このままツヴェイトを放置しては危険だ！」

　彼等は最後の手段を使うことにする。それは人として許されざる行為なのだが、欲に狂った者には常識が通じない。学院施設の一室で、密ひそかに悪巧みが進行するのであった。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






「クロイサス、お前……実戦訓練はどうするんだ？」

「参加したくはないのですがね……。私は研究を続けたいだけですし、時間の無駄です」

　研究棟にひきこもり、各種族の古代言語辞典を眺めながらクロイサスは重い口調で答えた。

　彼は運動関係が苦手で、こうして研究しているのが性に合っていると自負している。

　だが、成績優秀者は強制参加。実戦訓練という名の野外講習は、彼にとってはありがたくないイベントであった。陰いん鬱うつな表情で溜ため息いきを吐つくクロイサス。

「別に参加しなくてもいいんだろうが、お前の場合は強制参加だからなぁ～……」

「そこが問題ですよ。研究者に実戦を積ませてどうするんですか、他の学院生は自由参加ですよ？　不条理です」

「でもさぁ、クロイサス君。君は少し体力をつけた方がいいわよ？　今も筋肉痛なんでしょ？」

「研究のためなら、これくらい耐えてみせますよ。戦闘訓練など冗談ではない……。セリナはどうするんですか？」

「私はパス！　めんどくさいし」

　人を実戦訓練に行かせようとしながら、彼女は参加を拒否している。

　一定の成績を保有している者達は自由参加なので、クロイサスには羨うらやましくて仕方がない。

　こんなことならば単位を調整しておけばよかったと後悔していた。

「俺は参加しなきゃ駄目だからな。サボり過ぎて単位がヤバイ」

「マカロフ……それは自業自得でしょう。いつも遊んでいるからですよ」

「錬金術の講義は出ているぞ？」

「逆に言えばぁ～、その講義しか受けてないよね。マカロフ君」

「ほっとけや!!」

　イー・リンに言われムキになるマカロフ。一つの学課の講義しか受けていない彼だが、実は成績は上位に入っている。優秀なのだが、彼は手に職を求めているので他の講義には興味がない。

　そのせいか、試験前日にクロイサスの世話になることが多かった。

「あっ、この魔法文字……こっちの古代語と似ているよ？」

「どの種族の言語だか教えてください」

「エルフだねぇ～。文字の意味は……【風】かなぁ？」

「こっちにもあったぞ。ドワーフの言語で【収束】」

「私も見つけたわ。獣人族で……【威力】かしら？」

　四人は分担して魔法式の解読作業を行い、魔法文字から古代言語に近い式を探し、それを参考に各人種古代語から当て嵌はまる単語を探していた。

「やはり、【言葉】でしたか。魔法文字は古代語の原型だったんですよ」

「ちょっと待って、だとしたら私達が覚えた魔法式の常識ってなに？　意味のないことだったの？」

「無意味というわけではないでしょうが、見当違いの事を学んでいたということになりますね」

「じゃぁ、この訳の分からない文字は何だ？　こんなの読めないぞ？」

「そこは後から改かい竄ざんされた部分でしょう。だから意味のない言葉になっている」

　この学院で魔法を学んでいたセリナとマカロフは衝撃を受けた。成績では上位に入る二人には、今まで必死に覚えたことが間違いだと宣言されたことに等しい。もっとも、マカロフはセリナほどショックを受けていなかったが、それでも驚いたことには間違いない。

「あれ？　でもぉ～クロイサス君の兄妹は解読していたよね？　クロイサス君は知らなかったの？」

「夏季休暇の折に実家に帰っていれば知り得たのですが、その機会をみすみす逃してしまいましたよ。残念なことです」

「つまり、二人に魔法式の解読方法を教えた魔導士がいたということか？　何モンだよ」

「そうよね。そんな優秀な魔導士ともなれば噂になるはずだし……」

「旅の魔導士らしいですよ？　理論を実戦で試すような危険な魔導士だそうです」

　全員が言葉をなくした。仮にそれが事実であるならば、無名の魔導士が魔法に関する叡えい智ちを持っていることになる。この事が世間に知られれば学院自体の存続が怪しくなるだろう。

　無名の魔導士が魔法式を解読できるならば、この学院で教えていること全てが無名の魔導士に劣ることになり、学院に対する世間の信用は底辺にまで落ちることになる。

　全てが間違っているとは言わないが、講義で教えている六割ほどが無意味なものに変わることになるからだ。そうなれば学院どころか派閥すら非難の対象になりかねない。

「もっとも、祖父も魔導士ですからね。既に解読方法を手に入れているでしょうし、今更な気もしますが？　今も効率の良い魔法スクロールが売りに出されているらしいですからね」

「【煉れん獄ごくの魔導士】のソリステア派か……デカい派閥になりそうだ」

「聞いた話だと、各派閥の資金供給源が尽ことごとく潰つぶされているらしいわよ？」

「それは父上でしょう。まぁ、ウチは大丈夫だと思いますよ？　基本は魔法研究しか頭にありませんからね。運営資金は商人との契約の下に稼いでいますから」

「そうなると標的は……ウィースラー派になるよねぇ～？」

　最近、何かと話題のウィースラー派。街ではチンピラ紛まがいの横暴を働き、憲兵が出動する騒ぎも起きている。しかも現在は内部分裂を始めたらしく、その中心にいるのが兄・ツヴェイトであった。

「兄と何度か話しましたが、どうやら精神系の血統魔法で派閥内の人間が洗脳されていたらしいですよ？　その呪縛が解けた兄が嫌がらせを始めたのでしょう」

「おいっ、それって犯罪じゃねぇか!!」

「そうよ！　他人に魔法を使うのは原則として禁止されているのよ！」

「精神系統の魔法は証拠が残りませんからね。ですが、感情の揺らぎによってその効果は解除されることがありますし、意図的に混乱を起こしているのかもしれません」

　精神系統の魔法に永続性はない。一時的な混乱をもたらすことはできるが、長期間の洗脳は難しい。人は感情を持つがゆえに魔力も不規則に乱れる傾向があり、それが時として魔法にも影響を及ぼす。怒りのような激しい感情なら攻撃力が一時的に上昇し、逆に精神が落ち込んでいる時は魔法の効果は低くなるのだ。

　しかも精神系魔法は、定期的に魔法を掛け続けなければ体内魔力で次第に解除されてしまう。

　ツヴェイト一人のために波紋が広がり、それはやがて波となり呪縛された者達の精神を解き放ち、洗脳されていた怒りから、その主犯格に向けて敵意を徹底的にぶつけている形となっていた。

　困ったことに、その主犯格は被害者面しているのだから腹立たしい。その態度が被害者達を更に怒らせ、エスカレートして内部分裂の状態にまで陥っていた。

「でも、サムトロール君だっけぇ～？　なんか、良い噂を聞かないよぉ～？」

「あぁ、裏組織と繫がりがあるとか聞いたな」

「そっちの筋の人と会食していたのを見かけた人がいるらしいわよ？　何か取引していたって話を聞いたわ」

「こちらに飛び火しないことを祈りましょう。それよりも手が止まっていますよ？　これも研究なのですから、しっかりやってください」

　クロイサスに促され彼等は再び解読作業を続けた。

「ところでぇ～、もう直すぐお昼だけど、ここで食べるの？」

「もう、そんな時間ですか？　そうですね……学食で頂きましょうか。二人の奢おごりで」

「うっ!?　俺、今月は懐がピンチなんだが……」

「私も……色々と仕入れるものが多かったから……」

「変な噂を流してくれた罰ですよ。訴えられなかっただけでもありがたいと思ってください」

　セリナとマカロフは折半して昼食を奢ることとなった。

　クロイサスの変な噂を流した二人の口の軽さが原因なのだから、自業自得である。

　諸悪の根源である二人は、しばらくクロイサス達に昼食を奢り続ける羽目になる。口は禍わざわいの元であった。サンジェルマン派は常にこんな調子で、周りの状況など気にせずに研究を続けている。

　彼等は研究が滞らなければ、周りがどれだけ騒いでいようが関係ない。

　ある意味では一番平穏な派閥であるのかもしれない。
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「聞いたか？　ウィースラー派の奴等、内部分裂を始めたらしいぞ？」

「何でも、ソリステア公爵の御曹司と、ウィースラー侯爵のドラ息子が対立してるとよ」

「あれ？　ソリステア公爵の御曹司も腐ってなかったか？」

「噂じゃ、サムトロールの仲間が派閥に所属している連中に洗脳魔法を掛けてたらしいぞ？」

「マジか？　学院の規定に違反してんじゃねぇか！」

　学院内は広いようで狭く、こうした噂が広まるのが早い。

　特に弱小派閥と言われる小規模な集団は、二大派閥の動きを注視していた。

「確か、派閥内での意見の対立だったよな？」

「俺は裏組織との癒着がバレて、内部改革に乗り出したって聞いたぞ？」

「私はサムトロールの糞くそ野郎が、ツヴェイト様に無理やり肉体関係を強要しようとしたと聞いたわよ？　無理やり脱がそうとして返り討ちにされたって」

「えっ？　私はツヴェイト様が派閥を肉体派に変革すると聞いたわ。ガチムチの……じゅるり♡」

　まぁ、中には何の根拠もないデマも流れているようだが、数日でこうした噂が広がっていた。

　なぜこのような事態になったかといえば……。

「なぁ、ディーオ……お前、洗脳魔法の事まで教えたのか？　何の証拠もないんだぞ？」

「いや……つい勢いで。君がトイレに行っている時に思わず……」

「どうでもいいが、最後の噂は何だ？　俺は肉体美に目覚めた覚えはねぇぞ！」

「たぶん、毎日剣の稽古をしているのを見られたんじゃないか？　早朝とはいえ、早起きをする学院生はいるだろうし」

「それが、どうしてガチムチに繫がるんだよ！　しかも男色疑惑まで流れてんじゃねぇか」

「モーホー疑惑はサムトロールだけだから、大丈夫じゃないか？　でも……俺もそのうちに巻き込まれるのかな？」

　ディーオとしては親友と変な関係に思われるのは遠慮したい。そんなことがセレスティーナの耳に入りでもしたら、もはや首を吊つるしかなくなる。

　それはツヴェイトも同様で、そっち系の噂は直ぐにでも消えて欲しい心境だった。

「それより、今度の実戦訓練はどうするんだ？　お前、武器が使えたっけ？」

「俺は苦手だよ。けど、死にたくないから近接戦の訓練には参加しているけどね」

「……俺は見かけたことがねぇんだが、いつ参加してんだよ」

「週に三回、君が講義を受けている間にね。ウチの派閥に武器が使える人がいて助かったよ」

「実戦を舐なめていると死ぬぞ？　訓練じゃ身につかないこともあるしな」

　思い出すのはゴーレムによる格闘訓練。核を破壊しない限り延々と再生を繰り返すゴーレムを相手に、不毛なまでに酷ひどい格闘戦を繰り広げた地獄の日々。おかげで【剣術】スキルや【格闘】スキルも覚え、それを使いこなせるようになる過程が楽しかった。自分が確実に強くなっていくことが嬉うれしく、剣を振るった時に感じる確かな手応えが伝わった時、彼は実に良い笑みを浮かべていた。

　魔法と併用する戦い方を自分で考案し、それを試しては問題点を追求することで、彼は確実に力を付けてゆく。他にも錬金術や薬術など、必要と思った講義は率先して受けていた。

「ツヴェイトは家でどんな訓練を受けていたんだい？　ゴーレムを使用したって言っていたけど、普通は数体しか使えないんじゃないか？」

「実力の違う魔導士でな、一度に三十体近くのゴーレムを相手に延々と格闘しただけだ」

「それ、普通は無理だよね？　その魔導士、何者なのさ？」

「知らない方がいいぞ？　あえて師匠の事を言うならば化け物だな。講師なんか足元にも及ばないほどの手て練だれだ」

「そんなことができる人なら、有名になっているはずだと思うけど……。なんで無名なんだろう？」

「権力者に係ると自由に研究ができなくなるからだろ。魔物の素材を売ってもそれなりの金にはなるし、傭よう兵へいだったらたいして騒ぎにはならねぇよ。国中を転戦するわけだからな」

　ディーオにはツヴェイトを鍛えた魔導士の実体が思い浮かばなかった。

　常識外れの話しか聞いておらず、あまりに荒唐無稽なために信じられない。

　だが、魔法を使えなかったセレスティーナをわずか二ヶ月で【才女】に仕立て上げたのだから、その実力は学院の講師よりは優れていると言わざるを得ない。

「恵まれた環境でも魔法の技術研究が進まないみたいだし、やっぱり講師の資質が問題なのかな？」

「だろうな。研究者はどんな環境でも必要に迫られれば資金稼ぎの手段を思いつくだろうし、それが傭兵であるなら相手にするには丁度良い獲物がわんさかいる」

「魔物なら素材や魔石も手に入るし、獲物次第では実入りも良いからね。ただ、ツヴェイトの師匠は非常識過ぎるよ」

「自己満足の趣味らしいからな。俺達みたいな未熟者には分からん領域だ」

「俺は正直に言って、その師匠とは会いたくないなぁ」

「その前に、ウチの御爺様に出くわす確率が高いだろ……」

「………」

　その後はしばらく無言のまま、二人は学院指定の訓練場に向かう。

　訓練場にはウィースラー派に所属する者達が五十名ほど集まっていた。

「来たか。遅いぞ、ツヴェイト」

「わりぃ。自主鍛錬しているディーオを探すのに手間取った」

「そうか……て、なんでディーオの奴は死にそうな顔をしてんだ？」

「聞くな……こいつは、虎の尾を踏んで現実逃避しているだけだから……」

「意味が分からん」

　ディーオの命運は、一人のイカレタ孫馬鹿老人の手に握られていた。

「……それより、早く接近戦の訓練をやろうぜ。学院で格闘戦技は人気がないから、バーバン講師が張り切っているしよ」

「今まで閑古鳥が鳴いていたからな。急に講義を受けたいと言われて浮かれてんだろ」

　集まったウィースラー派の学院生達の元に、やけに筋肉質の……もとい、完全にガチムチスキンヘッドの魔導士が嬉しそうに近付いてきた。ローブが筋肉ではち切れそうである。

　見た目は魔導士なのだが、どう見ても危険な戦場を転戦していた戦士の風格が漂っていた。

「揃そろったか！　お前達の熱い期待に応え、これから格闘戦の基礎をみっちり叩たたき込んでやる!!」

「お願いします。撤退戦になれば、追撃してくる敵兵から身を守らねばなりません。敵が魔道具などを使用すれば姿を隠すことも可能ですから、万が一のためにも野戦の準備はしておく必要がありますので」

「うむ！　よくぞそこに気付いてくれた。私は嬉しいぞ。最近の学院生は後方から魔法を放てばいいと思っているが、戦場はそんな甘いものではない。状況によっては撤退も視野に入れ、時には殿しんがりを務めねばならん。近接戦闘に持ち込まれれば、防御の薄い魔導士は危険だ。故に近接戦闘は身を守るために必要になってくる」

「味方の損害を減らすため、前線に出なければならない事態も想定できます。機動性を重視した戦闘方法が望ましいでしょう」

「確かにそれもあるが、お前達は魔導士だ。騎士のように戦う必要はないだろう。どんな手段を用いても味方の支援が重要であることを忘れるな」

「「「「ハイッ!!」」」」

「良い返事だ。野外訓練講習までお前達に近接戦闘をみっちり叩き込んでやろう。覚悟はいいか!!」

「「「「サー・イエッサー!!」」」」

　なぜか変な方向のノリになってきた。この光景を見て、ツヴェイトは嫌な予感を覚える。

　そして始まる格闘戦の訓練。この日、イストール魔法学院の一画で、聞くに堪えない罵ば詈り雑ぞう言ごんの声が高らかに響きわたっていたという。

　その倫理的にも表記できない罵声は、実戦訓練が始まる二日前まで続いたのであった。

　ついでに学院生達の悲鳴も……。








第十一話　おっさん、昔の夢を見る






　偏光強化ガラスに街並みが映る二十階建ての近代ビルの一室に、【大おお迫さこ　聡さとし】は呼び出されていた。

　部屋にはテーブルに座る会社の重役達が顔を揃そろえ、厳しい表情で彼を見ていた。

　彼はここに呼び出された原因を知っている。数日前まで行われていた裁判。二つの企業が版権を争い、そして彼の務めている会社が勝訴したという、ただそれだけのものだ。

　版権を争っていたものは、防衛省より製作を依頼され開発していたプログラムで、その流出が彼の姉である【大おお迫さこ　麗れ美み】よって行われたことが判明し、その犯行の主犯格が、姉の夫である、ライバル会社の重役の一人であった。

　問題は、その犯行が行われたのが聡の住む独身寮で、姉であるという立場を利用した麗美を簡単に管理人が部屋に入れてしまったことだ。聡は海外出張で日本にはおらず、戻ってきた時に事実を知ったのである。帰宅してＰＣを稼働させ開発していたプログラムをチェックする時に、アクセスした覚えのない日付が記録されており、不審に思った彼が会社に報告したことで明るみに出た。無論セキュリティーも作動させていたが、なぜか解除され開発中のプログラムをコピーされていた。

　数日後、このプログラムを別の会社が発表し、システムの内容から開発中のものであることが分かった。そこから裁判沙汰になるのは早く、一定の操作をすることでバグが発生する不具合が証拠となり勝訴となった。それは誰も気付かない程度の小さなもので、特定の操作によってシステムがフリーズすることを指摘し、更に完成したプログラムを公の場で公表したために裁判は終了した。

　だが、それで事が終わるわけではない。犯行を行った共犯者が、よりにもよって開発部主任であった聡の身内で、このまま彼を会社に置いておくわけにはいかなくなったのである。

　そしてこの日、聡に対しての処分が言い渡されるのであった。

『理由は分かっているね？　正直、これまで会社に貢献してくれた君を手放すのは惜しいが、我が社としても今回だけは君を擁護できん……すまない』

『いえ、全ては僕の身内がしでかしたことです。既に覚悟は決まっています』

『そうか……。だが、君の名誉のためにも自主退職としておくのが望ましいと思うのだが……』

『お気遣いありがとうございます。既に辞表は書き終えています……ご迷惑をおかけいたしました』

『君も大変だな……あのような家族を持って……』

『全くです……。もう、縁を切ろうと思っていますが……』

　こうして聡は七年勤めていた会社を辞めることになった。その後、自分がどうやって帰宅したかは覚えていない。数日後、聡は独身寮の一室で荷物を片付けていた。

　彼は仕事にやりがいを感じ、一生プログラマーとして生きていくのだと思っていたが、その見込みは外部からの要因であっさり崩れた。

　退職の原因である姉の麗美は、離婚して聡の社員寮に転がり込むと、恥ずかしげもなく三年間寄生し続けた。その後、独身寮へ移動になるという話でようやく追い出すことに成功する──のだが、結局はこういう結果になってしまった。

　彼女は人付き合いが良く、周囲の人間を味方に取り込むことに関しては巧みであった。

　幾度となく追い出そうとしたが変な噂を流され失敗。転勤を理由に追い出すことに成功すれば、今度は血の繫つながりを利用し産業スパイの真似事である。正直、もうどうでもよくなってしまった。

　会社の心遣いで数日は寮で暮らせるように取り計らってもらい、その間に次の住む場所を探し、今まで働いて貯ためた貯金を使い片田舎の民家を購入する。幸い両親が残してくれたアパートや貸家があり、ある程度の生活は問題ない。人生に虚むなしさを感じた彼は、ただ静かに田舎で暮らすことを望んだのである。

　終始無言のまま荷物を持ち上げると、駐車場に止めてある軽トラックに積み込み、緑色のシートを掛けてからロープで荷物が落ちないように固定する。

　軽トラックに乗り込みエンジンを始動させた時に、彼の前に最も会いたくない人物がいることに気付いた。助手席の鍵が閉まっているのを確認すると、聡は軽トラックの窓をわずかに開ける。

『今更何の用ですか、姉さん』

『何よ、その言い方……。まぁいいわ、しばらくアンタのところに住まわせてよ。旦那が会社をクビになって、アタシまた離婚したから』

『自業自得でしょう。何で姉さんを擁護しなきゃならないんですか？』

『弟が姉の面倒を見るのは当然の事でしょ？　いいじゃない、高給取りなんだし』

　どこまでも自分勝手な姉に殺意を覚える。

『残念ですが、僕も姉さんを養う余裕はないんですよ。会社をクビになりましたからね、誰かのせいで……』

『じゃぁ、五十万でいいわ。お金貸しなさい』

『返す気のない人に貸す金はありませんよ。自分で働けばいいでしょ』

『嫌よ、めんどくさい。だったら、アパートやマンションの権利を一つ寄越しなさいよ。それで手を打ってあげるわ』

『既に人の手ですよ。どれだけ会社が被害を被こうむったか分かっているんですか？　僕にも賠償金の請求がきてますよ？　少しは自覚したらどうなんですか？』

　傲ごう慢まんな姉に対し、聡の口調は次第に苛いら立だちが隠せないものになってくる。

　アパートやマンションに関する権利譲渡や賠償金の話は噓だが、こうでも言わなければ麗美はしぶとく金を要求してくるだろう。どこまでも自分中心な姉だと知っているからだ。

『じゃぁ、お金。それでいいわ』

『ない！　それ以前に、アンタに金を貸す気は更々ない』

『それが弟の言うセリフ？　薄情ね！』

『血が繫がっているだけの他人でしょ？　今更、姉貴面しないでもらえますかねぇ』

　さすがに我慢の限界だった。今まで心の中に溜ため込んでいたものが一気に噴き出す。

『ふざけろよ、どこの世界に弟の稼ぎを当てにする姉がいるんだ！　いい歳して自分の世話ぐらい自分で見ろっ、腐れビッチ!!』

　我慢の限界を超えていた。語気が強まる。殴らなかったことを褒めるべきだろう。

『どうせお金があるんだから、貸してくれてもいいじゃない！　ケチ臭い男ね』

『クソ野郎と共犯で産業スパイの真似なんかしやがって、人の人生に寄生するしかねぇ犯罪者に貸す金はない!!　どこまで俺の邪魔をすれば気が済むんだっ!!』

『誰が犯罪者よ！　私は悪くないわ、世間でもそう認めてるじゃない』

『全部、旦那に押し付けただけだろ。結局アンタは自分が可愛いだけだろうが！』

『それのどこが悪いのよ。誰だって自分が可愛いに決まってんじゃない』

『なら、アンタに金を貸す理由はないな。俺も自分が可愛い。アンタが言ったことだろ？』

『………』

　聡は、これ以上は話をすることなどないとばかりに窓を閉めると、さっさと軽トラックを走らせる。これ以上、目の前の傲慢な姉と話をしていると、本当に殺人を犯しそうであった。

　こうして人生に生き甲が斐いをなくした聡は、瀬戸内海が山やま間あいから見える片田舎で、自給自足の生活を始めた。当時、荒すさんでいたひきこもりの彼だが、オンラインゲームだけは続けていた。デジタルな世界だけが唯一安らげる場と化していたのである。

　そして、田舎に住みついて三年目。村人の人情味に触れているうちに次第に精神が安定し、他の農家の手伝いをしながらも自給自足の生活に慣れた頃、性懲りもなく彼女は再び姿を現す。

『何でこんな生活してんのよ、アンタ……。いい歳して、働きなさいよね！』

『働いてますよ？　農園でね（あんたに言われたくはない！）』

『全く……まぁいいわ。しばらくここで暮らすから、それにしても暑いわね。エアコンをつけてよ』

『ありませんよ。電気代がいくら掛かると思ってるんです？　それに、今日は涼しい方ですがね』

『噓でしょ……じゃぁ、お腹空いたから何か出前を取って』

『出前をする店なんかありませんよ。村の様子を見なかったんですか？　山の中の農村ですよ？　店まで片道一時間は掛かりますね。ホームセンターならありますが？』

　麗美は絶句する。

『食事はどうしてるのよ……』

『基本は自給自足。肉は近所の田た中なかさんと狩りに行きますが？　最近は猪いのししが増えて畑を荒らすんで、間引きしないと野菜の類たぐいが食い荒らされて儲もうけにならないらしいですよ。後は燻くん製せいにしたり、自家製のソーセージを保存食として作ったりですかね』

『あ、アタシの食事は……』

『働かない者に、食わせる食事があるわけがないじゃないですか。何を言っているんです？』

『……じゃぁ、お金を貸してよ。どこかにアパートでも借りるから』

『あると思います？　光熱費で精一杯なんですがね』

　彼女にとって最悪の答えが返ってきた。実のところ麗美は多額の借金を背負い、その金を借りに来ただけで、あわよくば聡のところで自堕落に生活しようと企んでいた。

『アンタ……何で働かないのよ。今ならどこかの企業に就職できるでしょ！』

『農園が仕事じゃないと言うんでしょうかね、この愚姉は……。そんな気が起きるとでも？　どこかの誰かのせいで、会社勤めをやりたくなくなったんですがねぇ』

『アタシのせいだとでも言う気!?』

『それ以外に何があるんです？　自分がしでかしたことを考えてくださいよ。いい歳をして何を言ってるんですか？』

『アタシ、借金があるんだけど……どうすんのよ』

『だから何です？　今の僕に金があるとでも言うんですか？　こうなった原因が姉さんなのに？　面白いことを言いますね。そもそも、なぜ姉さんの借金を僕が立て替えねばならないんですか？』

　聡の目はまるで他人を見る目であった。いや、既に他人なのだろう。

　姉という立場を利用し続けた結果、聡に完全に見捨てられたことを知る。

『アンタ、弟でしょ！　姉を助けるのが……』

『その弟に散々迷惑をかけた挙句に会社をクビにさせただけでなく、まだ金をせびりに来るんですか？　良い性格してますよね、マジで殺したくなりますよ』

『じゃぁ、しばらくここで生活させなさい』

『別にいいですが、早朝四時起きで畑の手伝いをしてもらいますよ？　あっ、卵は鶏小屋から回収してください。ついでに草刈りもお願いしますよ。夏は成長が速くて、直すぐに草くさ叢むらになりますから』

『なっ、なんで私がそんなことをしなくちゃならないのよ！』

『八時からは農園で草刈りとミカンの収穫、食費は自分で稼いでくださいよ？　僕には余裕がありませんので。そうそう、たまに熊が出ますから気を付けて。あと、ご近所さんの畑仕事を手伝ったりしますので、サボったら埋めますからね？　野菜は自給自足ですが、冬に備えて漬物を作るのであまりとり過ぎないように……』

　麗美の思惑が外れ、予定が狂ったことを知る。田舎の農家は朝が早く近所付き合いはかなりオープンである。街で暮らす以上の親しい近所付き合いで、自堕落にしていれば直ぐ噂が広がる。

　ましてや弟が他の農家を手伝っているのに、自分がテレビを見て出前を頼むような暮らしを送っていれば、何かと人目につきやすい。それ以前に出前を届ける店が全くない。

　食事も自分で作らねばならず、材料は自給自足。更に言えば聡の購入した家は古民家で、外から家の中が丸見えなのである。おまけにエアコン等の便利な文明の利器はない。

　近所との密接な繫がりがあり、周囲の人達と毎日顔を合わせることが多い田舎暮らし。社員寮に居つき好き勝手やっていた時とは状況が異なるのだ。買い物するにも街までは片道一時間は掛かり、バス停まで行くのに急こう配の坂道を行き来せねばならず、交通の不便な場所であった。

　コンビニもなければ、遊べる場所もない。そんな田舎で生活が送れるような麗美ではなかった。

　結局、田舎暮らしが我慢できない彼女は翌日に姿を消し、それ以降は姿を見せることはなかった。
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　目を覚ますと、窓から朝霧に包まれた教会が見えた。

　そこは片田舎の和風建築家屋ではなく、真新しい木の香りが漂う家であった。

「……夢？　随分と嫌な夢を見たもんだ……。何で、今更……」

　次第に意識が確かになる中、ここが地球ではなく異世界であることを思い出す。

　思い出したくない夢を見た聡──ゼロスはベッドから起き出すと、テーブルの上の煙草を咥くわえ、火を点つける。起きがけの一服は、とても苦い味がした。
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「【ウィンド・カッター】」

　ゼロスが風系統魔法を使うと、一瞬で黄色に変わった草叢が根元から刈り倒される。

　その草を一つに束ね、幾つかの束を一ひと纏まとめにして持ち上げると、ゼロスはそのまま既定の場所へ運んだ。彼が行っているのは米となる植物の収穫である。

　この世界での米は雑草と同じであり、水田で作らなくても勝手に繁殖する。

　だが、現時点では穀物とは思われていないので、食べようと思うのはおっさん魔導士だけであった。現在彼は農民のような格好で、麦わら帽子とタオルを首に掛けた姿がやけに似合う。

　足踏み式の脱穀機に穂束を置いて動かし、勢いよく横付けの円筒を回転させることにより、輪となった針金に籾もみが引っ掛かることで籾を弾はじき取る。

　米を集めやすいようシートを敷いており、その上に弾かれた籾が跳ね落ちていた。

「おもしろ～い。おっちゃん、やらせて♪」

「かまいませんが、あまり勢いよく回したら危険ですよ？　手に怪我をしますから」

「ダイジョブさ、おっちゃん」

「俺達は、この程度で怪我するほど軟やわじゃねぇぜ！」

「それより、肉くれよぉ～おっちゃん」

　なぜか養護院の子供達が手伝いに来ていた。

「ルーセリスさん、いいんですか？　養護院にも畑の世話があるでしょうに」

「毎日、草を刈ってますから大丈夫です。ですが……」

「なんです？」

「この草の種、本当に食べられるのですか？　私はただの雑草だと思っていましたけど」

「食べられますよ？　些いささか植生が違うようですが」

　【ライスウィード】は米が採れるが、実のところ地球のイネ科の植物と同じというわけではない。見た目が似ているだけで全く異なる植物なのである。

　ゼロスが視線をかえると、子供達が足踏み脱穀機の円筒部分にしがみ付き、高速で回転していた。手を離せば遠心力で飛ばされるのは間違いない。子供は思いつきで変な遊びを行うものだが、これはかなり危険な遊びである。

「危ないですよっ、やめなさい!!」

　ルーセリスが慌てて止めに入る。だが、高速で回転しているものは急には止まらない。

　ようやく回転が収まった時には、目を回してフラフラの状態であった。

「アンジェちゃん、ジョニー君、ラディ君、カイ君……正座」

「「「「うぃ～～す」」」」

　そして始まるマジ説教。

　正せい坐ざさせられ説教を受けているのに、なぜか嬉うれしそうに笑っている子供達。

　そんなルーセリス達を横目に、ゼロスは黙々とライスウィードを束にしていく。

「……おや？」

　ライスウィードを束にした時に、一瞬穂先に違和感を感じたので手に取ってみると、米の大きさが安定していないことに気付く。

　数粒を手に持ち鑑定すると、非常識な回答が脳裏に浮かんできた。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　【ライス（小粒）】

　炊き上げると非常にパサパサしており、あまり美お味いしくはない。煎餅にすることをお勧めする。

　【ライス（中粒）】

　炊き上げると美味。モチモチした食感と適度な甘さが最高のお米。仄ほのかに甘い香りがする。

　【ライス（大粒）】

　粘りがやや強く、オハギやオコワに向いている。搗つくとお餅になりまっせ？

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

『これ……分別する必要があるのでは？』

　ゼロスは唐とう箕みを作らねばならないことに気付く。

　唐箕とは戦後まで広く使われていた農機具。ドラム型の部分に風車が組み込まれており、これを回転させることで風力によって玄米と籾殻を分別する道具である。また、米の大きさをある程度は分別可能で、重い米は手前から、軽い米は一番端の口から分けられて出てくる仕組みになっていた。

「構造は分かりますが、作るのは面倒ですね。多少改良しないといけませんし」

　今日は気分がノッてこなかった。だが、やらなければならないことが分かり、その作業は明日に廻まわすことにする。とりあえずは稲穂を脱穀しなければ、いつまでたっても終わらない。

「うぅ……足が痺しびれて……」

「へへへ……シビレタろ？　俺もビリビリきてんぜぇ」

「何カッコつけてんだ？　うぅ……歩けない」

「肉……報酬は肉がいい。痺れるほどに美う味まいやつを……」

「すみません。お手伝いをすると言いながら、この子達ったら遊んでばかりで……」

「まぁ、このくらいの子供達は大抵が遊んでますよ。働いているのは農家くらいじゃないですかねぇ」

　遊んでいるという以前に、孤児達は次第に柄が悪くなっている気がするが、彼等はなかなかに逞たくましく生きているようだ。

「それより、稲が溜まっているのですが、運んでもらえませんか？」

「脱穀は私がやりますので、ゼロスさんは子供達とライスウィードを運んできてください」

「シスター、自分が遊びたいわけじゃないよね？」

「シスター遊びたいのかい？　好きだねぇ～」

「シスター遊んでる？」

「エロエロかい？　シスター……肉欲もほどほどにな」

　旧市街には、タチの悪い大人も住んでいるためか、子供達の言動に少なからず影響を与えている。

　おそらくは意味を理解していないだろうが、何となく面白そうだから下品な言葉を使っているのだろう。教育しているルーセリスの立場から言えば、かなり世間体がよろしくない。

「この辺りの人達は、決して悪い人達ではないのですが、その、些か口が悪いと言いますか……」

「まぁ、古くから住んでいる人や流れ者が多いですからね。その影響を受けるのは分かります」

「何とか言葉遣いでも直そうとはしているのですが、日に日に変な言葉を覚えてきてしまって……どうしたらいいのでしょう」

　ルーセリスは子供達の教育に悩んでいた。

「注意すべき時は注意し、後は強制するようなことはしない方がいいでしょう。子供達も自分で考えることを覚えた方がいいですしね」

「不良にならないでしょうか？　そこが心配なのですが……」

「何を基準で不良と呼ぶかにもよりますね。悪いことをしなければいいですし、子供の自主性を重んじるのも大人の役割だと思いますが？」

　子供達は独自の世界観で動くことが多い。特に危険な真似をしでかすのは、子供自身に危険であるという認識が乏しく、好奇心だけで行動を起こすからである。それを伝える大人の教育も根気の必要なことであった。好奇心で動く彼等に対し下手に規制をすれば、逆に好奇心を刺激することに繫がり、抑制どころか興味本位で危険に飛び込んでいく。だが、何も言わなければ危険であるという認識も伝わらない。若い身空で子供達の面倒を見るルーセリスには、まだ経験が足りなかった。

「それはともかく、脱穀する前に一通りライスウィードを集めた方が早いでしょうかね？　籾を弾く作業は大して時間が掛かりませんし」

「そうですね。では私も束にする作業を手伝います。子供達にも運んでもらいましょう」

「君達も遊びはそこまでにして運ぶのを手伝ってください。皆で動けば早く終わりますし、そうしたら食事をご馳走しましょう」

　何気に子供達に声を掛ける。

「わ～い♪」

「やるぜぇ！　気合い入れて、やるぜぇ～♪」

「物で釣るんだね、おっちゃん」

「けどやる。俺は肉が食いたい」

　子供達は食欲に忠実だった。孤児だけに、食べることがいかに重要であるかを理解しているのだ。

　その後も休憩を入れながら作業は順調に進み、この世界初の稲刈りは終了する。

　脱穀した米は乾燥機に入れ、後は唐箕を作り分別するだけである。

　おっさんはついに米を手に入れることに成功した。念願の酒を造るのはこれからである。
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　夕暮れ時、ゼロス達は街の食堂で夕食を摂とることに。

　ゼロスは保護者役となり、四人の子供達と街の広場でルーセリスが来るのを待っていた。

　子供達は噴水の外周壁によじ登り、楽しそうに遊んでいる。

「お待たせしました。ゼロスさん」

「いえ、それほど待っては……ときに、その子は？　初めて見ましたが」

「この子は、養護院で預かっている子で、カエデちゃんと言います」

　ゼロスは一瞬驚きかけた。なぜなら、カエデと呼ばれた少女は『長い耳』を持っていたからである。この世界で初めて見るエルフであった。しかも、カエデの着ている服装は着物に赤い袴はかま、背には太刀を持っていた。

　中世ヨーロッパのような街並みにそぐわない純和風のいでたちで、髪は長く透き通るような緑色。公爵家別邸で読んだ本に記載された情報から、この外見はエルフの上位種に見られる特徴である。

「もしかして……今まで会ったことがなかった理由は、ハイ・エルフだからですか？」

「はい。エルフを狙う人達が多いですから、この子を守るために、外に出さないようにしなくてはならなかったんです。今日はゼロスさんがいてくださるので、連れ出してきたんですよ」

「なるほど。まぁ、一生ひきこもっているわけにはいきませんし、外に出ることで得られる経験もあるでしょう。問題はありませんよ」

「この子は先祖返りらしく、ご両親は傭よう兵へいをしておりまして、月に一度しか帰ってこないのです」

「一時的に預かっているわけですか、大変ですね。何かあれば僕に言ってください、大抵のゴロツキなら追い返してあげますから」

　エルフは奴隷商が喉から手が出るほど欲しがる商品である。ましてやハイ・エルフともなれば、その金銭的価値は並大抵ではない。上手く売れば一生遊んで暮らせるのである。いくら健康でも、執しつ拗ように狙われる可能性を考慮すると妥当な処置であった。

　問題は、このハイ・エルフの少女が尋常ではない気を放っていることだろう。

「初めてお目にかかります、ゼロス殿。それがしの名はカエデ・ハーフェン。若輩の身でありますが、今後ともお見知りおきのほどを……」

「こ、これはご丁寧に、ゼロスという冴さえない魔導士です。お隣なので気軽に声を掛けてください」

「ご謙遜を、貴殿のような高位の魔導士と知り合えるなど、まさに僥ぎょう倖こう。何なに卒とぞご指導を賜りたく存じます」

「指導？　それは剣のですか？　それとも魔法ですか？」

「無論、剣です！　見たところ、相当の手て練だれと感じました。魔法だけでなく、剣の腕も達人の領域と拝見します」

　躾しつけが行き届いた子だった。そして、エルフなのに修羅の道を行く子だった。

　それ以上に、武に対しての意欲が半端なものではない。

「すみません、ゼロスさん。この子は剣士を志していまして、並の大人じゃ勝てないほど強いらしく、強者を求めては試合を挑んだりと無茶をするんですよ」

「エルフですよね？」

「エルフです……」

「護衛、必要なんですか？」

「下手をすると相手が死んでしまいます。返り討ちで……」

　種族的に言えば、エルフは戦いを望まない芸術肌のインテリ種族である。

　理知的な者が多く、剣を振るうなど野蛮な行為と思う者が大半で、基本的には魔導士となる者が多い。だが、カエデはその真逆の道を行く異端とも呼べるべき存在だった。

　しかも、大人を倒せる実力者ともなると、カエデを狙ってきた者達は間違いなく斬殺されることになる。つまりゼロスは、カエデが人を斬り捨てないための防波堤であった。

「それがしの家族は東方より流れ着いた難民で、祖国は剣を使わねば生きていけないほどの戦乱の国であった。故に、我等は剣を振るうことに躊躇ためらいはござらん」

「まぁ、着物に袴風体で、この辺りのエルフとは民族性が異なるのは分かりましたが、面白い子がいますね？」

「周りには目立たないように、体が弱いと言って説明していましたが、実は凄すごく健康で毎日鍛錬をしているほどです。ただ……」

「ハイ・エルフですからね。念を入れておくのは間違いではないでしょう。安全のために噓を吐つくのは許容範囲内ですよ」

　ゼロスが見たところ、カエデは年頃の子供とは思えない気配を持っている。

　立っているだけでも付け入る隙すきはなく、並の大人では歯が立たないことが充分に伝わってきた。

　いや、ゼロスに向けて剣気を放っているところを見ると、どうも挑発しているようである。

「血気盛んなようで……」

「『常時、戦場の心持ちでいよ』。それが父上からの教えであった」

「君の父上は、どんだけ血の気が多いんですか？　それ以前に侍？」

「いかにも、それがしの父上は侍である」

　予想の斜め上を行くエルフが目の前にいた。

　エルフは大抵が魔導士か精霊使いであり、刀で敵を斬り捨てるような種族ではない。

　仮にエルフの剣士がいても、レイピアのような細身の剣を使うことが特徴的で、完全に技巧派の傾向が高い。心技体を追求するようなエルフなど、ゼロスは初めて見た。

　言葉使いも初めこそ丁寧だったが、既に侍のような口調に変わっている。ゼロスはその事に気付いていたが、突っ込んでは負けと思いそっと胸にしまっておくことにする。

「おっちゃん、早く店に行こうよ。混んじゃうよ？」

「腹減ったよ、おっちゃん」

「メシ食わせろよ、おっちゃん。Ｉｍ　ｈｕｎｇｒｙ」

「喰くうぜぇ～。肉、食うぜぇ～」

「ブレないね……君達」

　子供達は飢えていた。仕方がないので、とりあえずゼロス達は食堂へと向かうことにする。

　街の大通りに面した場所にある宿で、深夜まで食堂を兼営している店だ。

　店に入ると、早い夕食を摂るために商人や傭兵がテーブルやカウンター席に座り、賑にぎやかな声が店に響いていた。幸い混み合っているわけでもなく、ゼロス達は壁際の席に座りメニューを開く。

「アタシ、ランチセットＡ！」

「俺、ライムギパンとモガロスープ…ガロバの素揚げ」

「魚食うの？　んじゃ、俺はＢセット」

「ワイルドバッファローのステーキ……三人前？」

「それがしはＣセットを頼む」

　子供達は思うがままに注文を頼む。ゼロスもメニューを開いたが、正直に言ってどんな料理なのか分からないために、分かりやすいセットメニューを注文することにした。

　ルーセリスはカエデと同じ値段の安いＣセットを頼む。彼女なりに遠慮しているようだが、子供達は全く気にする様子がない。

　しばらくして、注文した料理が運ばれてくると、ちびっこギャング達は獣のように齧かじり付くのだった。

　傍そばでルーセリスが恥ずかしげに俯うつむいていたことは言うまでもない……。

　カエデを除く子供に、礼儀という言葉は存在しない。

　今日を生きる身寄りのない孤児達は、実に逞しいのであった。








第十二話　おっさん、首を突っ込む






　彼等の食い意地が凄すさまじかった。食事中の礼儀などは存在せず、ただ目の前の料理に片っ端から手を付けていく。屍しかばねに群がるハイエナの如く、四人の子供達の食いっぷりは実に野性的である。

　対してカエデの食事姿は実に静かなもので、見ているだけでも気品のようなものが感じられる。

　共通しているのはそこに一切の会話もなく、ただ一心不乱に目の前の料理を胃袋に収めていることだ。

「何と言いますか……野生児ですね」

「教育が行き届いてないみたいで……すみません」

　よほど恥ずかしいのか、ルーセリスは身を縮こまらせて俯うつむいてしまう。

　食える時には徹底して食う。養護院に入る以前、路地裏生活を送っていた四人は、飢えのせいで暴食の習慣が身についてしまっていた。腹が減っては戦はできぬと言うが、この子供達は野生の本能でそれを理解しているようである。

「君達は普段、何をして遊んでいるんですか？　畑仕事をしている時は見かけませんが？」

「モガ？　ンギョ、ハマギョハヒ」

「ヒョウヒ、ホハヘハホハヘフハハ」

　ハムスターやサルのように頰ほほに食べ物を溜ため込んで喋しゃべるので、何を言っているのか分からない。

　少々困り、ルーセリスを見ると彼女は苦笑いを浮かべていた。

「最近、領主様の始めた慈善事業で街のお掃除に行っているんです。わずかですがお金がもらえますし、ゴミの量次第では少しお小遣いが増えますから、頑張ってますよ」

「なるほど、自立を促す良い方法です。他人に寄生するようになっては人として終わりですからね」

「何でも多額の寄付をしてくれた方がいるそうで、その寄付金でこうした慈善事業を行っているようです。子供達を利用してお金を巻き上げる大人の摘発には賞金が懸けられるそうで、捕まえた後は奴隷にするそうですよ」

「徹底していますねぇ。慈善事業を悪用するばかりか、子供を利用する大人なんて碌ろくでもない人間が多いですから当然の処置でしょう」

　その慈善事業の金はゼロス自身が寄付したもので、ついでに意見も幾つか出したのだが、その事を本人はすっかり忘却していた。これは、余計な金を持っていると身近な碌でもない人間が近付いてくるのを、身を以もって体験していたからだろう。

　特に、彼は姉のような人間がくるのを無意識に避けるようにしている。大金を持つことをゼロスの本能が病的レベルで拒絶し、必要な分の金しか持たないようにさせていた。ある意味では健全と言える。貯金も人並み以下に抑制しており、あまり貯たまることはない。

　それでも一般人が数年は暮らせる金を持っていたが、彼は質素な生活を貫いていた。節約生活でも七年は暮らせるだろうが、本人が自覚していないだけに実に不ふ憫びんな体質である。

「既に何人かが捕縛されて、取り調べられた後に奴隷にされたようです。中にはお酒に溺れた親を子供が通報して、衛兵に捕まえさせたとか……。親の責任を自ら放棄するなんて信じられません」

「大方、仕事先で失敗したり、奥さんに逃げられて自や棄けを起こしていたんじゃありませんか？」

「ですが、子供が実の親を売るなんて間違っている気がします」

「子育てを放棄して、子供を虐待していたのかもしれませんね。恨まれていたとしたら自業自得だと思いますが？」

　他人の親子関係で胸を痛めるルーセリスと、物事を極端に悪い方向から見るゼロス。

　彼女の純粋な優しさは聖職者としては立派ではあるが、その家庭に対して何もしていない以上は偽善になり、ゼロスはどこにでも悲劇は転がっていると現実的に達観して見ていた。

　冷徹にも思えるが、単に病んでいる現実主義者なだけである。

「君達は将来、何になりたいとか夢などを考えているのですか？」

「アタシらは、カエデに剣を教えてもらってるよ？　強くなってぇ～、そんでお金を貯めて毎日ゴロゴロ寝て暮らすんだぁ～」

「将来は傭よう兵へいになって、ダンジョンへ行くのさ。そして金を貯めてぇ～嫁さん十人は欲しいかな？」

「一いっ攫かく千せん金きん、男の花道。甲か斐い性しょうなしに明日は来ないさ」

「そして儲もうけたら肉を食う。肉のために俺達は働く」

　全然子供らしくなかった。

　かなり博ばく打ち的な考えで、しかも欲望に忠実。ある意味で凄すごく強く、そして逞たくましい。

「腕わん白ぱくでも良い。逞しく育ってますね？」

「うぅ……なぜか不安になります。いつか、とんでもないことをやりそうな気がして……」

「それがしは腕を上げて、世界中の強者と死し合あいしたいと思ってます。強くなくては義を語れませんから」

「こっちはやけに物騒……いま、『死合』と言いませんでしたか!?」

　侍ハイ・エルフは冥府魔道の道を夢見、子供には似つかわしくない物騒な笑みを浮かべていた。

　ハイ・エルフとは到底思えない、実に血なまぐさい危険な将来である。

　むしろ、ダークエルフに近いかもしれない。

「『火花散る、冥府魔道に生きるとも、侍魂刃やいばに秘めん』が我が家の家訓です。己を鍛えるのは実戦が一番良い」

「どこの侍ですか……。修羅か羅刹の道を突き進む気ですか、君は」

「それで剣が極められるのであれば本望です。刀など人を斬ってなんぼですから」

「それは既に侍じゃありませんよ。ただの人斬りです」

「それもまた、一興。前に進むだけが道じゃありません。時には裏街道を全力で駆け抜ける勇気も必要」

「ロックですね。それでお尋ね者になったら洒落しゃれになりませんけど……」

　既に修羅の道に落ちた子供には何を言っても無駄だった。

　親の顔が見たいとも思ったが、会った途端に死合を挑まれそうなので思い止とどまる。

　おそらく、まともなエルフではないことが予想できてしまうからだ。

「『死して屍しかばね拾うもの無し』など、子供が考えることでは……」

「あ～～っ、おじさんだ！」

　若い身空で野ざらしで死んでいる姿を思い浮かべ、苦言を呈して自重を促そうとした矢先、どこかで聞いた声で遮られてしまう。

　振り返ると、そこにはイリスを含む三人の傭兵パーティーの姿があった。

　ただし、見た目がかなりボロボロであったが……。

「ジャーネ!?　どうしたのですか、そんなにボロボロになって……」

「仕事で失敗した……。恐ろしく手て強ごわい相手でな。新調した剣が叩たたき折られた」

「何と戦えば剣が折られるんですか……。怪我はしていませんね？」

「あぁ……心配かけてすまない」

　ルーセリスとジャーネは知り合いのようであった。

　ただ、今は余計なことに口を挿はさまず、おっさんは傍観を決め込みパンを口に運ぶ。

　三人の頰などに薄く残る紅葉型の痣あざが気になったが……。

「おじさんは、何でルーセリスさんと食事してるの？　それ以前に知り合いだったの？」

「収穫の手伝いをしてもらいまして、そのお礼に食事に誘っただけですよ。それより、何と戦ったら剣がそんなに激しく破損するんです。ドラゴンとでも出会いましたか？」

「ある意味ではドラゴンだった……。『アチャ───ッ!!』の方だけど……」

「格闘家？　賞金稼ぎにでもなったのですか？」

「違う……【ワイルド・コッコ】……」

　【ワイルド・コッコ】──見た目は鶏だが立派な魔物である。

　防御力は低いが俊敏で、主に蹴り技を多用してくる格闘型の鳥であった。

　進化すれば【コカトリス】に変貌するが、そこまでいくのには複数回のレベルアップをしなくてはならず、比較的弱い魔物に分類されている。卵が美味で珍重されているが、気性が荒いことで有名な魔物である。だが、少なくともイリス達が負けるような魔物ではない。

「ニワトリですよね？」

「ニワトリよ。凶暴だけど……」

　大剣を叩き折るようなニワトリを果たして鳥と言えるのか疑問だが、少なくともゼロスはニワトリを飼うつもりであった。だが、ここまで容赦なく傭兵を叩きのめすニワトリを飼うとなると、養鶏計画を練り直す必要性が出てくる。

「そんなに凶暴なのですか？　ニワトリですよね？」

「ニワトリよ。ただ、集団で攻めてくるのよ。連携して……」

「それは怖い。カラスみたいに集団で襲い掛かるのでしょうかねぇ？」

「そんな生易しいものじゃないよ！　アレは鳥じゃない……鳥でありながら龍の道を行く、何か別の生物だよぉ～」

「カンフーバードですか？　まぁ、異世界だからそんな魔物もいるのかもしれませんが……」

「カンフーバードじゃないわ。アレはヌンチャクも使うし、三さん節せつ棍こんも振り廻まわしていたわよ？」

「別にいるんですか……」

　なぜかパンダがカンフーハッスルしている画像が脳裏を過よぎる。

　それはともかくとして、どうやら紅葉型の痣はワイルド・コッコの足型であったようである。異世界は変な生物がいるようだ。不思議がいっぱいのファンタジーワールドは、時折摂理を無視した非常識な生物を生み出していた。

　だが、この世界ではそれが当たり前であり、摂理であることが頭の痛いところだろう。

　特に狂った猿などが印象的である。

「せっかく新調したのにあっさりと……。ミスリルも使ったのに……」

「鍛え方が雑だったからじゃないですか？　背中に背負うほどの重量武器が、そう簡単に折れるとは思えませんけどね」

「それなんですけど、ゼロスさん……。ワイルド・コッコは武器破壊技の【ブレイカーキック】を使ってたのよ。どう考えでも亜種だったわ」

　レナの供述で、相当格闘能力が高いことが判明した。

　武器破壊技は【格闘師範】のスキルに到達していないと覚えられない技である。

　これが【格闘鬼】の職業ジョブに変化すると、同じ技でも武器を破壊した瞬間に威力が衝撃波となり、相手に直接的なダメージを与える技に変化する。

　【ソード・アンド・ソーサリス】では身体レベルが低いと能力スキルも低く、たとえ能力スキルレベルを上げてもアバターの身体レベルが上がらなければ一定のレベルでスキルは成長を止める。だが、現実は低レベルでも鍛錬を続ければスキルは上位になることがある。たとえレベルが低い魔物でも能力スキルが上位であると侮れない強さになるのがこの世界の現実であった。

　つまり、そのワイルド・コッコ達はそれほどまでの鍛錬を積んできたことになるのだが、魔物が格闘スキルの鍛錬をするとは到底思えない。

「それ、野生の魔物なのですか？　明らかにおかしい気がしますが……」

「元傭兵の依頼人が育てていたらしいけどね、手に負えなくなったから始末して欲しいと依頼が来たんです。人に育てられたせいか言葉を理解しているみたいで、殺されると思ったのか反旗を翻したみたいです」

「卵を売るためにですか？　それにしては格闘スキルが高い気が……」

「卵を集めようとすると襲い掛かってくるので、応戦してたら強くなってしまったとか……」

　環境に適応した結果、自然に格闘スキルが鍛えられ飼い主よりも強くなってしまったらしい。

　一羽自体はそれほど強くなくとも、集団で襲ってくるとなると脅威になりうる。

「また稼がないと……けど、予備の剣じゃ心こころ許もとない……」

「ジャーネ、元気を出してください。命が無事なだけでも良かったと思わなきゃ駄目ですよ」

「だが、アタシは傭兵だぞ？　まともな武器がなければ仕事にならない……」

　剣を叩き折られ意気消沈のジャーネは、ルーセリスに宥なだめられていた。

　傭兵の仕事は決して楽なものではなく、ランクが低い三人には余計な出費は生活に大きな影響を与える。まして、武器や防具は手入れや修復など何かと金が掛かり、生活費よりも遥はるかに高くつく。

　新調して直すぐに叩き折られるとなると、もう『ご愁傷さま』と言う他ない。

「おじさん、何とかならない？　剣を折られてから、ずっとあの調子で……」

「思ったよりメンタルが弱いですね。何なら僕が直しましょうか？　作るものがありますから、ついでに新しく作り直しますけど？」

「ホントか!?　けど、払う金がないぞ？」

「折れた剣と魔石があれば属性付与ができますし、大した手間でもありませんよ。どうします？」

「うぅ……タダで直してもらえるのはありがたいが、何か悪いような……」

　一見、男勝りなジャーネだが、彼女は実は気が弱い。周りに知り合いがいる時だと強気に出られるが、内面は小心者なのだ。

　こうした状況で人の好意に甘えることに対して、罪悪感を覚えるほどに臆病だった。

「まぁ、軽く作り直すだけですが……折れた剣を見せてもらってもいいですか？」

「別にいいが、こんなのを見てどうすんだ？」

　ゼロスは少々気になることがあり、折れた剣を鑑定することにする。

「武器破壊を受けたといっても、真新しい剣が多少刃は毀こぼれする程度で、いきなり折れるなんて普通では考えられないんですけどねぇ～。幾度も同じ攻撃を同じ箇所に受ければ別ですけど……」

「手抜きの剣だったと言うのか？　一応ミスリルも含まれているはずだぞ。アタシは素材をちゃんと渡したんだから」

「尚なお更さらおかしいですよ。わずかでもミスリルが含まれているなら、武器破壊技を二、三十回は受けないと折れませんて。直すにしても、実際どの程度の剣なのかを知る必要がありますからね」

「これなんだが……」

　ジャーネが背中の鞘さやから引き抜いた大剣は、中央から綺き麗れいに折られていた。

　折れた剣を手に持ち、断面や重心など、丁寧に【鑑定】を始める。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　【屑くず鉄てつの大剣】。鉄で鍛えられた大剣（劣）

　ミスリルは一切含まれていない見た目だけの武器。鍛え方も甘く、正直三流以下の作品。

　耐久度も低くないに等しい、最悪一度の武器破壊技で砕ける。付加能力は一切ない。

　商品としては手抜きレベルで、飾りとしてしか使えない。武器としては使用できない。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

「この剣、ミスリルは一切含まれていませんねぇ。どこの工房で作られた武器ですか？　武器としては使い物にならない出来損ない剣みたいですが……。これは酷ひどい」

「噓だろ!?　アタシは、確かにミスリルも渡したはずなのに……。なぁ、イリス」

「うん。お金も払ったし、職人さんが『ミスリルを加えて頑丈にした』って、確かに言ったし」

「騙だまされたんじゃないですか？　これじゃ詐欺ですよ。実用性が全くない武器のようですし、これを実戦で使ったら死にますね」

　鑑定の結果は飾りにしか使えない剣だった。こうなると、他にも犠牲者がいる可能性が高い。

「話を戻しますが、どこの工房なんですか？」

「あぁ……確か、職人通りの一番端にある工房だったかな？　クソ！　あのオヤジ、騙したな！」

「「「「何ぃ─────────っ!?」」」」

　背後で食事をしていた傭兵達が、一斉に立ち上がった。彼等は女性ばかりのパーティーが気になり、こっそりこっちの会話を聞いていたようである。

「おっさん、あんた【鑑定】できんのか？　俺達の武器も見てくれ!!」

「俺達も、あの武器屋で武器を作ったんだよ!!」

「頼む、調べてくれ!!　俺達もミスリルを使った剣なんだが、今の話で不安になった」

「俺は楯たてと防具だ!!　もしかしたらと思ったら気になりだしてよぉ、頼む」

「まぁ、いいですけど……」

　調べてみれば、彼等の剣も工房を持つ鍛か冶じ師が作るような剣や防具ではなく、多少鍛冶仕事をかじった程度の者が鍛えた劣等品だと判明。更にミスリルはどの武器や防具にも使われておらず、身を守るための道具としての価値はあまりに低い。

　どうやら傭兵が必死に集めた希少金属を、裏で売り捌さばいている可能性が出てきた。

「あのオヤジ……ふざけた真似しやがって!!」

「ぶっ殺してやる!!」

「殺すのは後だ。その前に生まれてきたことを後悔させてやんねぇと……」

「ククク……たっぷりお仕置きしてやんねぇとなぁ……」

　傭兵達は怒りに任せて食堂を出ていく。

　無論食事の代金は支払ったようだが、彼等は殺意を隠さず勢いよく飛び出していった。

「衛兵を呼んだ方がいいですね。下手をすれば殺されますよ、これを作った鍛冶師は……」

「そうね。じゃぁ、私が衛兵を呼んでくるわ」

「頼んだレナ、アタシは先に武器屋に行く。一発殴らなきゃ気がすまない」

「ジャーネさん一人じゃ不安だから、私も一緒に行くよ。あの鍛冶師が逃げられないように裏に回って、退路を塞ふさいでおかないと」

　疲れている中、三人も急いで外へと出ていく。

「大変ですねぇ～……」

「ゼロスさんは行かないんですか？」

「僕が？　なぜ？」

「いくら罪を犯した人でも、下手をしたら殺されてしまいます。誰かが冷静になって止めないと、罪を償わせることができません。万が一ジャーネが人を殺したりでもしたら……」

　真剣な表情でジャーネ達を心配するルーセリスに対して、『嫌ですよ。めんどくさい』とは言えない。それ以前にジャーネは傭兵として既に人を殺している。恐らくは、ルーセリスには言っていないのだろう。いや、言えないのかもしれない。

　仕方なく溜ため息いきを吐つきながら席から立ち上がる。

「お勘定は済ませておきますので、ゆっくり食事をしていってください」

　そう言い残しカウンターに向かう。

　支払いを済ませた後、使い魔を放ちイリス達の居場所を追跡させた。

「それにしても、ワイルド・コッコですか……。う～ん、飼ってみましょうかねぇ？」

　知らない鍛冶師よりも、美う味まい卵を産むワイルド・コッコに興味を持っていた。

　どんな味なのかを想像しながら、おっさんは件くだんの武器屋に向かう。
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　イリス達の後を追い掛け、おっさんは職人街に来た。

　石畳が敷かれた街道の左右には様々な工芸品や食器、更には武器や防具などの工房兼店舗が立ち並んでいる。時折変な臭いも漂ってくるが、おそらくは革製品を扱う工房であろう。

　使い魔の視点から周辺の地形を把握し、裏に回る形でイリス達の後を追う。

「いましたか。まだ件くだんの鍛冶師を殺してませんよね？」

「いや、殺さないぞ!?　アタシはそんなに血の気が多いわけじゃない」

「おじさん……私達は盗賊相手でも人殺しはしないんだけど……」

「いつかは殺さないといけない時が来ますよ。命の値段が安い世界ですからねぇ」

　イリスは、いまだに人を殺すことに躊躇ためらいがあるようだ。

　人としては正しいことなのだが、命の値段が安いこの世界において、覚悟が足りないと言わざるを得ない。ましてや傭兵は護衛などの依頼も受けるわけであり、盗賊に手加減をして恨まれでもしたら執しつ拗ように狙われかねない。まぁ、中学生に命の殺やり取りに慣れろというのも無茶な話だが……。

　たとえ魔物専門の傭兵だとしても、盗賊達は相手を選ばずに襲ってくる。その時に躊躇えば自分が死ぬことになる。実際、盗賊に捕まった経験があるため、おっさんはある程度の覚悟を決めておいた方がいいと言っているのだ。

「この先が、工房の裏手になりますが……随分と狭い路地ですね」

「この辺りは人気がないだけでなく、職人達の搬入口だからな。余計な広さは必要ないらしい。評判の鍛冶師だって話だったのに……」

「ひょっとして、噂を聞いて注文したんですか？　自分の行きつけでなく……」

「アタシらは拠点を構えないから、そんな店はないよ。明日は別の街にいるかもしれないし」

「だとしたら、噂を流したのも仲間かもしれませんねぇ。土地勘のない傭兵から希少金属を手に入れるためのデマの可能性もあり得ますよ」

　ミスリルなどの希少金属は高値で取引される。掌てのひらサイズのものがあれば、農民であれば節約すれば数年は遊んで暮らせるほどだ。それが小さな欠片かけらだったとしても、数が増えればそれなりの重量になり価格は跳ね上がる。また、こうした希少金属は魔物などが生息する僻へき地ちでのみ採掘されることから、国によっては価格に極端に差が出てくるのである。

「こことは別の国で売り払えば、かなりの儲けが出るだろうなぁ。裏組織でもあるんですかね？」

「そんなことよりも、アタシが預けたミスリルが気になる。幸い傭兵ギルドで重さを記録しているから、あの詐欺師を捕まえれば戻ってくる可能性が高い」

「ジャーネさん……騙されたことよりもミスリルが心配なんだぁ」

　イリスが少し呆あきれ顔で言う。

「当然だ。武器は傭兵にとって命綱だぞ？　良い武器であれば生存率が高まる！」

「代わりに有象無象からつけ狙われますがね。良い武器は自分で作るよりも、相手から奪った方が安上がりですからねぇ。まぁ、持ち主を倒せればの話ですが」

　おっさんは一般論を言っただけなのだが、二人には白い目で見られていた。

　そんなゼロスは涼しい顔で路地裏の小石を数個拾っていた。

「おじさん……何でそんなことを言うかな？」

「武器にミスリルが使われるなんて、誰も分からないだろ。誰が言いふらすんだよ」

「見ただけで判別できますよ。剣自体の輝きが違いますからね。偶然でもそんな武器を持っていたことを知られれば、それを狙って腐った連中が来るなぁ。ましてや持ち主が女性なら、別の意味でも狙われるでしょうし」

　モラルが成立するのは町や村の中のみで、一歩でも外に出れば弱肉強食の野蛮な世界である。

　そんな危険な世界にいることに対してイリスは危機感が低い。また、ジャーネも人が良過ぎた。

「イリスさんも少し考えたらどうです？　これはゲームではないんですよ。死んだら終わりの野蛮な世界なんですよ、ここはねぇ」

「うっ……けど、人を殺すのはちょっと……」

「殺人を楽しめというわけではありませんよ。生き残るためには殺すことも視野に入れろと言っているだけ。覚悟の問題です。実際、僕は盗賊を殺しましたしね」

「けど、魔物と人間は違うじゃない。殺意を持つことはあっても、殺したいわけじゃないし……」

「奴隷にされそうになった被害者とは思えませんねぇ。魔物とて生物ですよ？　人間と同じように生きて、生きるために殺し合う。第一、モラルの欠如した人間に対して躊躇う必要はないでしょ。獣と変わりはないんですからねぇ、遠慮はいらない」

　生きるか死ぬかの世界で躊躇えば死ぬのは自分である。

　ファーフランの大深緑地帯に落とされて嫌でもその事実を知り、敵と判断したら人間でも殺す覚悟を持ったゼロスに対して、イリスは少し恐怖を覚える。文明社会として未発達なこの世界で、モラルを持つことは決して悪いことではない。が、そのモラルが比較的に低い人種が多いのも確かなのだ。ゼロスはこれでもイリスの事を心配しているのである。

「ん？　どうやら、向こうは既に始まっているようですね」

　件くだんの武器屋は外壁に面した場所で、辺りには先に問い詰めに来た傭兵達の怒号が響き渡っていた。

　既に鍛冶場の中では口論の真っ最中のようである。

『何だよ、コレは！　ただの出来損ないじゃねぇか!!　俺達の金を返しやがれ、ヘボ鍛冶師!!』

『見た目は綺麗にできているようだが、実用性がねぇじゃねぇか!!』

『まさか、ミスリルを手に入れるためにこんな真似をしたんじゃねぇよな？』

『どうなんだよ。糞くそオヤジ!!』

『そんなはずはない!!　お前等、変なケチを付けんじゃねぇ、証拠はあんのかよ!!』

　工房の主は非を認める気はないようである。それどころか開き直り、まるで被害者と言わんばかりである。

『鑑定持ちが言ったんだぜ？　これ以上間違いのねぇ話はねぇだろ!!』

『ふざけた真似しやがって、覚悟はできてんだろうな？』

『だから証拠を見せろって、言ってんだろ!!』

　まるで取り合わない。確かに傭兵達の手にした剣にミスリルが使われているかなど、熔とかしてみなければ判別できない。【鑑定】したと言われても、それは傭兵達が口で言っているだけで、確たる証拠にはならないのだ。

　金属の含有量を調べるには、一度熔かして分析するしかなく、その間に逃げられては堪たまらない。

『おう、そこまで言うんだったら衛兵を呼んでやるぜ。この剣を熔かしてミスリルが出てこなければ、あんたは有罪だからな』

『んじゃ、俺が呼んでくる。この糞オヤジを逃がすなよ？』

『工房の中にミスリルが残されてるかもしれんな、衛兵が来たら返してもらえるだろう』

『クッ、好きにしろ。だが……この工房からミスリルが出なかったら、お前等に責任を取ってもらうからな！』

　まるでミスリルはこの場にないと言っているような言い草であるが、そんな会話が成されている時にゼロス達が待ち構えていた裏口のドアが開き、四人のガラの悪い男達が木箱を二人がかりで抱えて出てきた。

「なるほど、やっぱり裏から持ち出す気だったわね？　その箱の中にミスリルが入っているんでしょ！　私達傭兵を甘く見てない？」

　ドヤ顔のイリスは探偵気取りで問い詰めた。

「逃がすと思っているのか、この詐欺師どもめっ！　アタシのミスリルを返せぇ!!」

「クソっ、裏にもいやがった。しかたがねぇ、お前等!!」

「「「おうっ!!」」」

　男達はいきなりナイフを抜き、こちらに向かって走り出す。しかし……。

　───チュイィン!!

　金属が弾はじかれるような音と共に、一人の男がナイフを落とす。

　いや、再び同じ音が響き、今度は二人の男が持っていたナイフが弾き返された。

「いっ!?　な、何だ!?」

「何って、ただの石ですよ。【指弾】って技なのですが、知りませんか？」

「てめぇ……武闘家か!?」

「いや、ただの冴さえない魔導士ですが？」

「噓つけぇ、どこの世界に格闘家の技を使う魔導士がいるんだよ!!」

「ここにいますが？」

　……長い沈黙が流れる。

「マジか……？」

「指弾って、確か……初歩の技だよな？　スゲェ威力でナイフが弾き返されたぞ？」

「あぁ……とんでもねぇ手て練だれだ……」

「頭に受けたら死ぬぞ？　どうせ安い金で雇われただけだし、降参するか？」

「こっちとしては、どちらでも構わないんですがねぇ。早めに決めてください」

　チンピラ風情の男達は顔を見合わせる。

　目の前には得体の知れない魔導士と、お子様と気の強そうな美人。

　女二人なら勝てるかもしれないが、胡う散さん臭くさい魔導士には彼等は勝てる気がしなかった。

「お、お前等、まだこんな所にいやがったか!!」

「「「「ゲッ、雇い主の糞オヤジ!!」」」」

「誰が糞オヤジだぁ、さっさとそいつを届けてこい!!」

　裏口から出てきた壮年のオヤジが、チンピラ達を見て怒鳴りつける。

　頭は禿はげており、見た目はいかにも金にガメツそうなおっさんだった。

「けどよ、こっちも退路が塞がれてんだよ。荷物を持ったままじゃ進めねぇ」

「あん？」

　禿はげオヤジがゼロス達を睨にらみ、舌打ちする。

「あんたら、そこをどいてくんねぇか？　その箱は領主様に届けなきゃなんねぇものだ。それを邪魔したともなれば、あんた等はただじゃ済まねぇぞ？」

「領主様にですか？　何なら、僕が届けましょうか？　幸いあの御仁とは顔見知りですし、お金が掛かりませんよ？」

「馬鹿を言うな。領主様が、お前みたいな胡散臭い魔導士と知り合いなわけねぇだろ！」

「ところがどっこい、僕は知り合いなんですよねぇ～。何なら、今から前領主のクレストンさんに聞いてみますか？　案内しますよ、近所なのでね」

　【煉れん獄ごくの魔導士】の名を出された瞬間、禿オヤジの顔色が青くなる。

　前領主を【さん】付けで呼ぶような人物がこの場にいたことは計算外であった。

　今の一言で噓だというのがバレ、墓穴を掘ってしまったことに気付く。

「どうせ領主の依頼のものだと言っておけば、この場を切り抜けられると思ったのでしょうが……考えが甘かったですねぇ。領主の名を名目に使った時点で犯罪ですよ？　それに貴方あなたはミスを犯しましたね。相手の交友関係を確かめず、とっさに噓を吐ついたことで自分の立場を悪くしました」

「う、噓じゃねぇ!!　それは確かにソリステア商会の……」

「じゃぁ、僕が届けてもいいでしょう？　幸いにも知り合いですし、デルサシス殿にもよろしく言っておきますよ」

　領主の知り合いがいる以上、ここで拒絶しては怪しまれる。

　しかし、荷物を渡すわけにはいかない。詐欺鍛冶師も往生際が悪かった。

「そ、それは魔道具なんだよ！　極めて危険な奴でな……取り扱いに長たけたものでないと危険だ」

「安心してください。危険な魔道具なら、僕も数百個は軽く作っていますから、扱いには慣れてます。遠慮せずに、どうぞ任せてください」

「あ～……確かにおじさんなら作りそう。それも、とんでもなくヤバ～イ道具……」

「実際作りましたよ？　レイドで数百人の仲間が吹き飛びましたけど……。アレは実に爽快でしたよ。ムカつくギルマスが一瞬で星になりましたからね。おかげで悪名が響き渡りましたが……」

「おじさん達の二つ名が広まったのって、それが原因だったんだぁ……納得。それより、鍛冶師が魔導具を持っているのって、おかしくない？」

　【殲せん滅めつ者しゃ】の由来を知り、イリスが妙に納得している。確かにヤバい魔導具を無数に作り出し、その危険物は現在ゼロスのインベントリーに封印されていた。この世界に転生した時に、同時に危険物も再構築されていたのである。無論、使い道がない【危険物】という意味だが……。

　噓を吐き続けるたびに泥沼に嵌はまる禿オヤジが、次第に焦り始めていた。

　その瞬間を狙ったかのように、ゼロスは指弾を木箱に向けて撃ち込む。

　───バゴッ!!

　派手な音を立てて木箱は四散し、中から無数の鉱石が威力によって周囲に散らばる。

　散乱したのは白銀の金属を含んだ鉱石であった。

「ミスリル鉱石……騙して集めたこの鉱石をどこへ運ぶ気だったんですか？」

「てめぇ……やってくれたな。俺が奴等に殺されるじゃねぇか!!」

「知りませんよ。しくじったアンタが間抜けなだけでしょうに。まぁ～どの道、牢ろう送りは間違いないでしょうがね」

　既に禿オヤジには後がない。仮に逃げ延びたとしても、雇い主がこの男を許すはずがない。余計なことを言われる前に始末されるのが目に見えている。

　現実にも人生にも退路を断たれた鍛冶師は、転がっているナイフに目を向けると、それを手早く拾いゼロスに向かって走り出す。

「そこをどけぇえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　ナイフを握りしめ突き出された腕をゼロスが軽く摑つかむと、勢いを殺さず肩に掛けるように巻き込みつつ、同時に腰のバネを利用して投げ飛ばした。

　見事なまでの一本背負いで、禿オヤジは石畳に勢いよく背中を叩きつけられる。

　体が麻ま痺ひして動けないところに、すかさず鳩尾みぞおちに掌しょう底ていを叩き込まれ、そのまま気を失った。

「衛兵さんは、まだですかね……？」

　気絶した禿オヤジを無視し、ゼロスは煙草を咥くわえて火を点つけた。

　白い煙が裏道を漂い、静かに風に流されていく。

「アタシ……何のためにここに来たんだっけ？」

「ジャーネさん……ミスリルを取り戻すためでしょ？　まぁ、出番がなかったのも残念だけど、おじさんが強過ぎるのがいけないんだから、気にしない方がいいよ？」

「ところでイリスさん、君達が討伐に失敗したワイルド・コッコがどこにいるのか教えてください」

「おじさん、ワイルド・コッコを倒すの？　凄く強いよ？」

「いえ、ただ飼ってみようかと思っているだけです。卵が美お味いしいらしいですからね」

　米を手に入れた以上、次は美味しい卵を狙うおっさん。

　日本酒を作るのに時間が掛かるため、彼はＴＫＧたまごかけごはんを求め動き出す。

　だが、彼は忘れていた──ＴＫＧを完成させるには醬油が必要であることを……。
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　その後、レナが連れてきた衛兵により鍛冶師の禿オヤジは捕らえられ、連行されていった。

　チンピラ達は金で雇われた運び屋で、運ぶ荷物の中身は知らされていなかったため、数日で釈放されることになる。調べによると、男達はある程度ヤバイものであるとは思っていたらしいが、生活のために金が必要だったらしい。この禿オヤジは裏組織の末端で、ミスリルを騙して集め組織の資金稼ぎに使われていたことが判明。数日後、芋づる式に裏のブローカー組織関係者が捕らえられ、サントールの街から一掃される。意外に大規模な組織であったらしく、商人が行き交うこの街から犯罪集団が激減したことにより、街の治安の何割かが改善されることとなった。

　また、他の街の拠点もある程度調べがつき、各領地で同時に一斉捜査が始まり、資金調達の場が一気に消えることとなる。犯罪組織にとっては大打撃となった。その切っ掛けに繫つながった傭兵達とおっさんは賞金をもらい、しばらく生活に困らない程度に懐が膨れるのだった。

　そんなおっさんは、今日も吞のん気きに煙草をふかしていた。








第十三話　おっさん、剣を製作する






　翌日、ゼロスは早朝から魔導錬成陣を使用し、唐とう箕みの部品を製作していた。

　今のおっさんは麦わら帽子に首にタオルをかけ、薄茶色のベスト、濃緑色のズボンといった農民姿で作業を続けている。

　唐箕は籾もみ殻がらと米を分ける道具だが、少し改良して米の種類をも分別するように製作した。

　大きさによって性質が変わるこの世界の米は、どうしても分別作業が必要になるため、こうした機能が必要となる。上の升に米を入れ、傾斜によって落下する米と籾殻、ついでに米の大きさを風力によって選り分けるのだが、おっさんはこのような農機具を作るのは初めての事である。

　乾燥機とは異なり、少し面倒な細かい部品があるので苦労した。ボルトなどの固定金具がなく、幾つかの部品を嵌はめ込むことによる形式で形作られ、繫つなぎ目部分を固定する金具も複数作って取り付け、それなりに頑丈に製作した。

　当初は手回しによって風を送る仕様であったが、面倒になった時のために魔石によって送風板を回転させ、風を生み出す別のタイプも製作する。性能を調べる試作機を三台用意し、うち一台は従来の手回し方式だ。他の二台とともに風圧の強さ調整を調べるためのもので、失敗したら解体して鉄のインゴットにすればいいと思った。

　単純構造で組み立て自体は簡単な仕様となっており、形にするのにさほど手間は掛からない。

　見た目が微妙に異なる唐箕が三台並べられていた。

　唐箕の設計は凡およそ完璧に近く、多少は改良しているが、風を送るだけの装置だから失敗する可能性は低いように思える。しかし、魔石を組み込んでからなぜか妙な胸騒ぎが続いていた。

「……今回は失敗するような気がする。魔法式に関しても充分にチェックしたはずだし、分からん」

　一人思い悩むおっさん。一通り試作機を完成させたのだが、失敗したかどうかは動かしてみなければ分からない。爆発はしないだろうが、なぜか不安がよぎる。

「おはようございます。ゼロスさん」

「ルーセリスさんですか。おはようございます」

　ルーセリスの後ろには、ジャーネを含む三人の女性パーティーが控えている。

　昨日約束した、剣の修復のために来たのであろう。

「おじさん、来たわよぉ～♪」

「まさか、教会の裏にこんな家が建てられていたとは……。庭が……いや、畑が広い」

「おはようございます。それにしても、いつの間にか家が建っているし……。ハンバ土木工業は凄すごいわねぇ～」

　このサントールの街で、ハンバ土木工業は様々な意味合いで有名である。

　【狂える土木集団】【こだわりある頑固者達】【戦う土木員】【踊る土木作業員】の異名が広く知れ渡っている。異常なまでの工事進行の速度と、それに見合う確かな技術、更に歌って踊れるエンターテイナー。楽しく仕事ができるならどんな手段でも使い、新しい技術は金に糸目を付けず取り入れ、日夜ダンスと土木技術の鍛錬を怠らない非常識な集団であった。

　しかも、彼等の仕事ぶりは他の業者に伝染し、共に働いた職人は工事竣しゅん工こうする頃には同類になる。踊る土木職人は国中に広がり始めていた。

「そのうち、農民も踊り出すかもしれないなぁ～……」

「何の話？」

　遠い目をして空を見上げるおっさんに、イリスは首を傾かしげる。

　国中の職人や商人が歌って踊りながら仕事をする光景を思い浮かべ、薄ら寒いものが背中を走った。毎日がお祭り騒ぎになり、ミュージカルみたいな光景が広がる街の姿はある意味では平和に見えるだろう。だが、どこかのアニメのように、歌って踊れるファンタジーワールドが脳裏を過よぎり、おっさんには異様で異常な世界に思えてしまう。

「剣の修復ですね。少し待ってください、これから試運転をするので」

「何だこりゃ？」

「これ、おじさんが作った農機具？」

「見たことがないわね。何に使う物かしら？」

　三人は見たことのない道具に首を傾げていたが、おっさんは何も答えず起動スイッチを押す。

　風の魔法式を組み込まれた風車が『ブルルルル……』と音を立てて回転し、唐箕の後方から風が送り出されてくる。

　一瞬、成功したかに思えたのだが、送り出される風は次第に強くなり、唐箕は前進し出し徐々に加速していった。嫌な予感が現実のものとなり、慌てて走り停止スイッチに手を伸ばす。

「あれ？　停止スイッチを押したのに止まらない……」

　動かないように前に回り込み押さえたが、加速した唐箕は止まらず速度を増すと、ゼロスがバランスを崩して倒れた瞬間に揚力が発生。唐箕はそのまま上昇していき、高々と空へ舞い上がる。

　この日、農機具が世界で初めて空を制した。

「「「「…………」」」」

「……飛んでいっちゃったよ？　おじさん」

「試作第一号……風力調整に難あり。風圧制御魔法式に欠陥、見直す必要があるか……」

　唐箕は重力の束縛から逃れ、大空で自由を手に入れた。

　試作の唐箕は計三台。第一号は通常の唐箕を自動化させたもので、送風板の回転が速くなり過ぎ、更に起動魔法式に欠陥があった。こうなると、もう一台も気になってくる。

「試作第二号、起動」

「待ってください！　今、試作の農機具が空を飛んだんですよ？　ここは作業を中断するべきでは」

　ルーセリスが止めるのと同時に、起動スイッチが押されていた。

　試作第二号は送風板をスクリュー状にしたもので、特徴はドラム型ではなく円筒型をしていることだろう。その二号機からは『ヒュオォォォォォォ!!』という甲高い音が響き渡る。

　円筒型は空気圧を一点に収束させるために、その風圧は一号機よりも強い。

　唐箕は『ドン!!』という音と共に超高速で加速し、土地の外周を囲う壁を破壊して空へと上昇、空気圧を受けて蛇行しながらも天高く消えていった。

　この日、世界で初めて農機具が音速の壁を超えた。

「……円筒型はマズいな。設計から見直す必要ありと……」

　当初の予定では扇風機程度の風を送れればよかったのだが、魔石に込められた魔力が指定された効果を高め、内部の送風装置を高速で回転させることにより予想以上の風圧となって放出されたのだ。

　モーターに繫げられた電池の数を増やすと、回転数が上がるのと同じようなものだと思ってもらえればよいだろう。当然、唐箕は固定されていないために加速し、移動を開始する。

　更に言えば、おっさんが魔石に込めた魔力の濃度が高過ぎたせいでもある。

　要するに、二つの農機具は壊れた扇風機が風力で動きだすのと同じ暴走現象が起きたのだ。

『参りましたね……。できるだけ小さい魔石を使ったんですが、もっと小さくてもいいということでしょうか。しかし小さ過ぎると魔法式を刻むのが精密作業になるな。魔法式は魔封結晶で何とかするにしても、魔法回路を拡張する部品を作らないと制御できそうにもないなぁ～』

「いや、考え込んでるところ悪いが、アレは危険じゃないのか？　おっさん、何を作ったんだよ！」

「農機具じゃないわよね。空を飛んでいっちゃったし……」

「おじさん、ロケットを作りたかったの？」

　飛んでいった唐箕を回収するにもどこへ向かったか分からず、まして一つは音速を超えている。

　回収は諦めるしかないが、魔力が切れれば重力に引かれて落下することになるだろう。

　重力下で生まれたものは、いずれ重力に引かれて地に還かえるのだ。

「ゼロスさん……もし、アレが人の上に落ちたりでもしたら……」

「大惨事ですね。せめて人気のないところに落ちて欲しいですよ」

　謎の農機具は重力のしがらみから解き放たれ、どこへともなく自由なる空の彼方かなたへと消え去った。

　おっさんは心の中で、『どうかこの国には落ちませんように』とひたすら祈り続ける。

　蒼あおざめるルーセリスも神に祈りながら被害者が出ないことを願う。ゼロスが農機具を作ったのに、彼女の罪悪感がハンパではない。ちなみに、唐箕の三号機は初期の手回し式で暴走の危険はない。

　ただし、米の分別だけは自動化されており、三号機は前の試作機よりも大幅に大きくなっている。

　そのために一度分解し、物置で再び組み立てる面倒な手間が増えたのである。

　機械は利便性を追求すると試作機が必然的に大きくなる。そこから小型化するために設計の見直しや最適化を行うには、大変な手間と時間が掛かるのだ。

　おっさんは、改良案はじっくり考え直すことを心に決めた。
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「さて、ジャーネさんの剣ですが……」

「おじさん、飛んでいった農機具の事をなかったことにしたでしょ？」

「回収ができない以上、仕方がないと思いますが？　高速で空を飛んでいってしまえば、どこに落ちたとしても分かりませんよ。しかも一つは音速を超えていましたからねぇ、何ならイリスさんが回収してきてくれるんですか？」

「うっ？　無理。音速の農機具なんて、たとえ空を飛べても追いつけないし」

　ゼロスの飛行魔法でも、レシプロ戦闘機並みに高速で飛ぶことはできない。

　ましてや音速の壁を生身で超えるなど不可能である。

「どうでもいいが、おっさんは本当に剣を作れるのか？　いくら魔導士といっても鍛か冶じ師の真似事なんてできないだろ」

「ジャーネさんの意見はごもっともですがね、僕は生産職なんですよ。剣などの装備は自分で作りましたし、魔道具なんかも作れますよ？　まぁ、依頼された場合は、素材は相手の持ち込みですがね」

「ポーションなどの秘薬なんかも作りそうね。ゼロスさんは何でもありのような気がしてきたわ」

「作れますよ？　ただ、面倒だからやらないだけですけどね。素材によっては凶悪な魔物を倒さねばいけませんし、自分の分を製作するだけですが。余ったら直すぐに街角で売ってましたね」

　おっさんは自分の力が非常識なことは自覚している。作ろうと思えばいくらでも強力な武器が作れるが、それが戦争などに利用されるのは望まない。

「ほどほどの武器を作りますよ。魔導錬成を使えば直ぐですからね」

「騙だまされた手前、その言葉に不安を感じるんだけど……。まともなのが作れるのか？」

「ミスリルが含まれただけの鉄剣ですよね？　さほど手間は掛かりません。それより、属性付与はどうしますか？　魔剣にするか、それともアンデッド耐性を付けるか、他のものも追加できますので好きな属性を選んでください」

「ミスリルが含まれていればアンデッドに対しても有効だし、魔剣の方向で頼む。属性は火で」

　言うが早いか、ゼロスは錬成魔法陣を既に展開し、いつでも剣を作る用意ができていた。

　魔石はダイヤモンドよりも硬いが、属性無しの魔力を込めると柔らかくなる。

　それを乳鉢で擂すり潰つぶし、折れた剣とミスリルの鉱石を錬成陣の中に並べ、魔法陣を起動した。

「剣の形はどうします？　普通の剣にしますか？　それとも、少しばかり自己主張してみますか？」

「いや、自己主張ってなんだよ!?　普通でいいからな？　変に凝ったものにしないでくれ！」

「では、見た目は何の変哲もないただの剣でいいですかね？　特徴の一つもない武骨な感じで」

「あぁ……アタシは見た目が派手なのは好きじゃないし、普通でいい」

　この世界の剣は大体が鋳造であり、日本刀のような幾度となく叩たたいては延ばすような工程は経ていない。だが、魔導錬成はその複雑な工程を飛ばし、相応の金属結合によって剣を生成することができる。問題があるとすれば【鍛冶師】と【錬金術師】、【魔導士】のスキルが高レベルでなくては行えず、魔力もかなり消費するので誰もが気軽に使える技術ではなかった。

　ここまでいくのには相応の修練が必要になり、魔導錬成ができる領域に至るにはこの世界の住人には一生を費やす必要がある。もちろん、戦闘でレベル上げをすることもできるのだが、殆ほとんどの魔導士は実戦を積まずに研究ばかりしているので、高みに辿たどり着く者はいない。

「コレ……以前に剣を修復した魔法陣ですよね？　剣を作ることができるんですか？」

「修復するよりも、一から作った方が楽なんですよ。以前は剣の破損箇所を修復しましたが、細かい作業が面倒なんですよねぇ。破損箇所を調べながら細かい亀裂を修復しなくてはなりませんし、魔力を倍近く使うから実用的じゃない。同じ剣を作った方が早く済みます」

　レナの疑問に気だるげに回答するおっさん。その合間にも作業は続け、錬成陣の中で折れた剣と用意した素材が宙に浮かび、まるで水銀かスライムの如く不確定に蠢うごめきだしていた。

　炭素結合をするべく少量の炭を混ぜ、金属の分子結合を【鑑定】スキルで読み取り、魔石を加えることで熱も放たずに赤熱した金属を再び剣の形へと形成していく。

　その工程に掛かった時間は三十分ほどだが、その間、魔導錬成を初めて見るルーセリスには不可思議な光景に映った。

「凄いですね。魔法って、こんなこともできるんですか……」

「アタシも一度だけ見たことがあるけど、こうも簡単に武器が作れるのか。鍛冶師の商売があがったりだな」

　素直に驚くルーセリスに、どこか呆あきれたように感想を述べるジャーネ。

「そういえば、お二人は知り合いなのですか？　顔見知りというよりは、むしろ親しい関係に思えましたが」

　錬成を続けながらも、ゼロスは素朴な質問を投げかける。

　昨日の食堂兼宿屋でのわずかなやり取りから、少しだけ気になっていた。

「私とジャーネは同じ養護院で育ったんですよ。成人してから私は神殿に修行に出て、ジャーネは傭よう兵へいギルドに登録してそれぞれが違う道に進んだんです」

「ルーセリスには助かっているよ。怪我をしても回復魔法があるからな、良心的な値段で治療してもらえる」

「私は、育ててくれた司祭様のようになりたかっただけです。多くの人達の手助けになればいいと思っているだけですし、まだ見習いですが神官の資格を正式に取りたいですね」

「司祭様にはアタシも頭が上がらないからなぁ、色々と教えてもらったし」

「よほどの人格者だったんですねぇ～。その司祭様は……おや？」

　ゼロスが何気に言った言葉に対して、二人は思いっきり目が泳いでいた。

　もの凄く気まずい空気が漂っている。

「司祭様は、その……なんと言いますか、少し変わった方でして……」

「酒と博ばく打ちがめっぽう好きで、どちらも強い上に剣の腕もとんでもない。怒ると直ぐに拳が出るほど気が短い女性だ」

「……司祭ですよね？」

「司祭様です。問題を起こして養護院の管理に廻まわされたらしいのですが、何をしたのかは謎のままですね。何となく理由は分かってしまうところが悲しいですが……」

「アタシの剣の師匠でもある。口癖が『神は死んだ』『神は敵だ』『神が殺やらなきゃ、私が殺る』だったな……」

　司祭のはずなのに、神をも恐れぬ無法者だった。

　しかも、酒と博打に溺れている時点で、既に神職として失格である。

「四神教の神殿は人手不足なのですか？　どう考えても聖職者じゃないでしょう」

「いえ、そういうわけではないのですが……」

「あの人は義理と人情には篤あついが、神を頼らない実力主義者だからな。説法の時も『神が何でもしてくれると思うな！　人の罪は人が裁かなくちゃならないよ！　神頼みで世の中が綺き麗れいになると本気で思ってるのかねぇ？　馬鹿じゃねぇの？』と言っていた。我が道を行く変わりもんだったが、なぜか人気があったよ」

「少しどころじゃありませんよねぇ!?　明らかに異端者じゃないですか!!」

　行動が無茶苦茶でも、人徳はあるらしい。世界には色々な人がいるものだと改めて知った。

「うわぁ～！　前の剣よりも綺麗だよ？」

「そうね。私も作ってもらおうかしら？　幸い素材はあるし」

　イリスとレナは魔導錬成を眺め続け、自分達の武器も作ってもらおうか悩みだしていた。

　魔改造武器ほどではないが、それなりの力を備えた武器に仕上がっている。

「できました。多少……生暖かいかもしれませんが、試しに振ってみてください」

「あぁ……うわぁ～、本当に生暖かい」

　魔導錬成を行うと、製作した武器や薬などのアイテムはなぜか人肌と同じ温度になる。製作するものにもよるが、場合によってはもの凄く気持ち悪い不快感がある。

　ジャーネは何度か剣を振り廻し、その手応えを確かめる。そして胸も激しく揺れる。

　女っ気のないおっさんには目の毒である。

「いいな。手に馴な染じむようだ」

　満足げに笑みを浮かべるジャーネに、激しく揺れる胸を拝めて満足なおっさん。眼福であった。

「魔力を込めると【炎弾】を放つことができますが、ここではやらないでくださいよ？」

「分かっている。これなら、あのニワトリ共を殺れる……」

「ニワトリ？　あぁ、ワイルド・コッコですか。リベンジでもするんですか？」












「当然だろ？　アタシ達も生活が懸かっているからな」

「ふむ……」

　おっさんはニワトリを飼う気であった。ならば、ジャーネが狙うニワトリをもらうことができるのではないかと考え付く。おっさんの中で打算が働きだす。

「それなら僕も行きましょう。ニワトリを飼いたいところだったんですよ」

「「「「!?」」」」

　四人の顔が、信じられないものを見た驚きょう愕がくの表情に変わる。

「ぜ、ゼロスさん……ワイルド・コッコを飼育する気なのですか？」

「本気だったのか……。アレは、野生なんて生易しい言葉では言い表せないほどに凶暴だぞ！」

「やめておきなよ、おじさん。毎日、ニワトリと格闘することになるよ？」

「ゼロスさん。アレはニワトリに見えるけど、本当は魔物なのよ？　危険だわ……」

　おっさんは、ワイルド・コッコと普通のニワトリの区別がつかない。

　魔物と動物の区別がつかない以上、そこに境界線を引くこと自体が無意味に思える。

　また、この時点ではワイルド・コッコを甘く見ていた。

「美う味まい卵なら、なおさら食べてみたいじゃないですか」

「ではその魔物の討伐に、それがしも連れていってもらいたい」

　いつの間にかそこにいた透き通るような緑色の髪のハイ・エルフが、言葉を遮り会話に加わる。巫み女こ服ふく修羅道エルフのカエデであった。

「カエデちゃん!?　いつからそこにいたのですか!?」

「先ほどから物置の影にいましたよ？　いつでも剣を抜けるように狙ってましたから……。僕をですがねぇ」

「やはり気付いておられたか。隙すきを見ていかほどの腕前か確かめようとしたが、残念ながら斬り込む隙すら与えられませなんだ」

　実は最初から気配を消し、隙を見ておっさんを襲うつもりだった。

　だが、事前に気配を気取られ奇襲は失敗に終わる。

「だから実戦ですか？　まぁ、相手がニワトリなら大丈夫じゃないですかね。幸い僕がいますから」

　おっさんは、本気でワイルド・コッコを求めていた。

　たとえそれが魔物でも、卵が美味ければそれで構わないのである。

　懐かしきＴＫＧたまごかけごはんを思い浮かべ、あることに気付いた。

「……あっ、醬油がない。……参りましたね。まだ作ってないから味が……」

　ここへ来て問題点を思い出し、おっさんはテンションがダダ下がりとなる。醬油のないＴＫＧなど、不完全な代物に過ぎない。

　しかし、捨てる神あれば拾う神あり、そこに救いの手を差し伸べる者が存在した。

「醬油ですか？　それがしは少し持っていますが、分けて差し上げようか？」

「あるんですか!?　ぜひとも分けてください！　ＴＫＧは醬油がなければただの卵飯ですから」

「では、条件として魔物討伐にご一緒してもよろしいか？　少し腕試しがしたいので」

「ＹＥＳ！　醬油のためならば、僕は悪魔に魂を売り渡します」

「それがしは悪魔ですか……」

　即答だった。島国エルフの故郷では、どうやら醬油を作る技術を確立していたようだ。

　これでＴＫＧを食べるための障害がなくなったと言えるだろう。

「さぁ、案内してください。ＴＫＧをこの手に取り戻すのです！」

「今こ宵よいの【木枯らし丸】は、血に飢えておるわ……ふふふ」

「カエデちゃん、今は昼間なのですが……？」

　もはや二人を止めることはできない。二人の意気込みは凄すさまじく、もはや誰の声も聞こえないように思え、ジャーネ達は溜ため息いきを吐つく。

　ルーセリスは二人が怪我をしないか心配のようで、少々動揺しながら右往左往していた。

　ここに最強の魔導士と、修羅の美少女エルフ剣士のコンビが一時的に結成された。

　血の気と食欲に飢えた二人は行く、それぞれの目的のために……。








第十四話　おっさん、ニワトリを求め格闘す






　イリス達が依頼を受けた養鶏農家は、サントールの街から歩いて一時間も掛からない場所にある農村に住んでいた。元は高ランクの傭よう兵へいであったらしく、父親が病死したことを機に傭兵生活から足を洗い、病気がちな母親を養うために農家を継いだらしい。

　傭兵としての実力はかなりの腕前らしいのだが、自分の家族を養うだけの稼ぎを出すとなると、傭兵のみでは難しい。ましてや病気がちな母の治療代ともなると、並大抵の事ではない。

　民達は病気の家族を救うために自己犠牲の精神で奴隷として売られ、その金を治療費に充てるしか手立てがない状態であり、ある種の行政怠慢と言える事態がまかり通っていた。

　そこで考えたのがワイルド・コッコの卵を売ることである。

　卵は栄養価も高く、高級品として扱われているので需要も売値も高い。一いっ攫かく千せん金きんを狙うならこれほど適した素材はないのだが、問題は魔物の卵であるということだろう。卵を回収しようとすると襲い掛かってくるため、生傷の絶えない争いになるのである。

　そして、問題のワイルド・コッコは、ついに飼い主よりも強くなってしまった。この頃になると医療費を稼ぐ必要はなくなったが、凶暴な猛獣化により普通に生活することができない。

　結果として討伐依頼が出されることになったのだが、ワイルド・コッコは強くなり過ぎた。幾度となく挑んだ傭兵達を撃退し、更に強くなる凶悪なニワトリ達。

　鍛えられたニワトリ達は、傭兵ギルドが手を焼くほどの存在に成長してしまったのだ。

「で、三人で挑戦したが返り討ちと……。どんなニワトリなのか興味がわきますなぁ～♪」

　そんな農家の状況を話しながら道を進むゼロス、イリス、ジャーネ、カエデの一行。ちなみにレナはというと、道中ですれ違った少年傭兵達を追って行方不明である。

　おっさんは吞のん気きなもので、煙草を吸いながらもどこか足取りが軽い。おそらくはカエデとの取引により醬油を手に入れられるからだろう。

「血が滾たぎる。早く戦ってみたい」

「カエデちゃん。本当に血の気が多いわね……。とてもエルフとは思えないんだけど」

　一方、カエデは荒ぶる魂を抑えることができないでいた。

「もう少しだ、あのオレンジ色の屋根が見えるだろ？　あそこに凶暴なニワトリがいる」

「あそこであるか……。それがしを満足させてくれる猛者はいるのか、実に楽しみだ」

「カエデちゃん。本当にエルフなの？　エルフの前に〝ダーク〟って付かないよね？」

　おっさんには、どちらのエルフも既に区別がつかなくなっていた。

　最高種族のハイ・エルフがここまで血に飢えた野獣なのだ。もはや、何でもありのような気がして考えることを放棄している。どんな高等種族でも、所しょ詮せんは自我と意思を持つ獣であると悟った。

　次第に目的地である養鶏農家に近付いていく時に、彼等はそれを目にした。

　突如として、庭先辺りから上空へ打ち上げられた傭兵らしき男。きりもみ回転をしながらこちらへ落下してくるのを確認すると、おっさん達はその場から瞬時に離れる。

「ぅぁぁぁぁああああああああああああっ、ギュヴョリャハァ!!」

　傭兵は頭から地面に突き刺さり、回転しながら大地を掘り進め、どこかの村で起きた惨劇の如く足だけを出したまま埋没した。

「ま、まさか……ハ○ケーン・ミ○サーだとぉ!?　ニワトリじゃなかったんですか!!」

「フフフ……いる。強者の気配がする。それがしは、自分より強い相手に会いにきた！」

「どこの格闘家!?　カエデちゃん、早まった真似をしちゃ駄目ぇ!!」

　埋まった男を無視し、四人は戦せん慄りつする。おっさんはともかくとして、イリスとジャーネは一度敗北をしている。以前よりも強くなっていたとすれば、かなり成長速度が早いことになるだろう。

　ワイルド・コッコは別の意味で魔物であった。

「これは……気を引き締めていかねばなりませんか。一体どれほどの魔物なんだか……」

「斬りたい。早く斬りたい……。我が太刀に血を吸わせて欲しい……」

「カエデちゃん、怖いよぉ～」

「本当にエルフなのか？　何か、別の種族に思えてきたぞ……アタシは」

　血に飢えた別の意味での獣を引き連れ、おっさん達は養鶏農家の家へと踏み込んだ。

　だがそこは、無残なまでに荒らされた廃はい墟きょ同前の家屋であった。

　庭には敗れた傭兵達が山のように積み重なり、その傭兵達の上に無数のニワトリが睨にらみを利かせてこちらを見ている。凄すごい迫力である。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　【グラップラー・コッコ】【スラッシュ・コッコ】【スナイパー・コッコ】

　【シロオビ・コッコ】【アーチャー・コッコ】【ケンドー・コッコ】

　ワイルド・コッコの突然変異進化形。

　最終進化形であるコカトリスを凌りょう駕がする強さを持ち、実に好戦的なニワトリ。

　狙撃・打撃・斬撃に特化した驚異のニワトリである。

　シロオビを含む三種類のニワトリは、上位三羽の弟子のような存在で強者に従う。

　知能が高く、人の言葉をある程度理解している。肉は不ま味ずいが、卵は美味。

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

「……ワイルド・コッコじゃありませんが？　何と言いますか、既に進化した個体のようです」

「「はい～ぃ!?」」

　ニワトリ達は叩たたきのめされた傭兵達の山の上で、こちらを睨みつけていた。

　俗に言う『メンチ切り』というモノで、どう見ても柄の悪い不良集団のような印象を放っている。

「ふむ、それがしはあの翼が鋼の如く輝いているニワトリと戦いたいのだが、よろしいか？」

「いや、進化した個体では荷が重いぞ!?」

「それよりも、依頼者のおじさんはどこにいるの？」

　おっさんはともかくとして、イリス達は依頼人がいなければこの仕事を受けることができない。

　だが、肝心の依頼主がどこにも見当たらなかった。

「仕方がない。ある程度言葉を理解しているらしいですから、直接ニワトリ達に聞いてみましょう」

「マジで……？」

「おじさん、いくら何でもそう簡単にうまくいくわけないよ？」

「どちらでも構わん。早くそれがしを戦わせて欲しい……血が、血が見たい……」

　一人危険な思考を持っている子がいるが、あえてそこは取り合わず、おっさんはワイルド・コッコの進化形であるグラップラー・コッコの前に出る。

「君達の飼い主はどこです？　いや、元飼い主でしょうかねぇ？」

「クケ……」

　グラップラー・コッコは羽の先で斃たおれている傭兵を指し示した。まるでどこかのお中元に贈るようなハムの如く、丸々と膨れ上がったオヤジが血ち塗まみれで倒れている。

　よく見ると、全身を強烈な打撃で叩き続けられ、全身が肥大するほどにダメージを受けたようである。生きているのが不思議なくらいだ。

　運が良いのか分からないが、場合によっては一思いに介かい錯しゃくすることも救いかもしれない。

　なぜか額に刻まれたハートマークのタトゥーが印象的だ。

「これが依頼人のようですよ？　よく爆発しませんでしたね……」

「噓だろぉ、前に会った時は筋肉質のオヤジだったぞ!?」

「ここまで腫れ上がるなんてあり得ないよね？」

　呆ぼう然ぜんとする一同の横をグラップラー・コッコが通り過ぎ、強劣な一撃で倒れたオヤジの頭部を蹴り飛ばす。

「ウゴッ！　ボ……ボホレ……バフハホホ…（おのれ……悪魔ども…）」

「何を言ってるのか分かりませんねぇ……。仕方がない、【ハイ・ヒール】」

「おっさん、回復魔法も使えたのか!?」

「まぁ、おじさんだし……使えるだろうね～。私は無理だけど……覚えてないし。スクロール、買おうかなぁ？」

　ゼロスの回復魔法を受け、依頼人でもあるオヤジの全身は次第に腫れが引いていく。

　回復した姿は筋肉マッチョのスキンヘッドおやじである。

「ボハンさん、髪の毛はどうしたの？　前はフサフサだったよね？」

「奴等に全部引っこ抜かれた……。早く、早く奴等を退治してくれぇ───────っ!!」

「僕としては、あのニワトリを引き取りたいんですがねぇ。家を留守にしたとき防犯に役立ちそうですし。にしても……本気で泣きが入ってますよ？　それほどまで手を焼いているのですか？」

「俺のニワトリか……欲しければくれてやる。倒せ、ここにいる全てのニワトリをこの場で倒して、強さを示してこい!!」

「ボハンのおっさん、目の前で山積みにされた傭兵達の姿を見て、手を焼いていないと思えるのか？」

　どこぞの海賊王が死ぬ間際に残したような口調で、ボハンはニワトリを処分するよう言う。

　だが、このニワトリ達を倒す気はない。ゼロスは美う味まい卵を産むニワトリが欲しいだけなのだ。最初から殺す気は全くなく、むしろ元の世界でニワトリを飼っていたから擁護する気なのだ。

　しかし、血の気の多い修羅の道に突き進んでいるハイ・エルフは、全く別である。

「承知!!」

　元から闘う気であったために、遠慮なく背中の太刀に手を掛け、全速力で駆け抜けた。

　相手はスラッシュ・コッコ。両翼が白銀の輝きを持ち、斬撃を得意とするニワトリであった。

　嘴くちばしに楊よう枝じを加えている姿が妙に貫禄がある。また、翼に生えた羽毛に魔力を送ることにより、羽を強きょう靭じんな刃物に変える能力がある。

　カエデは背中の太刀を引き抜き、あいさつ代わりの袈け裟さ斬ぎりを速攻で叩き込むが、『キィン!!』という甲高い音と共に初太刀が弾はじかれ、体勢が一瞬無防備になる。

　その隙すきを逃さず、スラッシュ・コッコはカエデの横に飛ぶと、まるで直角に曲がったかのように高速で彼女との間合いを詰めた。両翼から繰り出す斬撃がカエデを襲う。

「チィ!!」

　カエデはすぐさま太刀を引き、斬撃の軌道に合わせて刃をわずかに当てる形で攻撃を逸そらし、後方に跳んで間合いを離した。そこから再びスラッシュ・コッコに向けて間合いを詰め、太刀による連続攻撃を加える。

　───キィィイン!!　ガキィイン!!












　何度も打ち鳴らされる金属音。

　一人と一羽の斬撃が目まぐるしく打ち合い、銀の軌跡と火花が飛び交う。

　激しい技の応酬であった。

「カエデちゃんも凄いけど……あのニワトリ、何なの～ぉ？」

「どう考えても、ニワトリの強さじゃない。アレは剣士だ……間違いない」

「突然変異ＶＳ隔世遺伝……見ごたえのある勝負ですねぇ」

　目の前で一進一退の攻防が続けられる。

　だが、おっさんはその時、わずかな気配を感じジャーネの頭辺りに腕を伸ばした。

「なっ!?」

　一瞬何が起きたか分からず、その正体を知ったときジャーネの顔は蒼あおざめる。

　おっさんの手には一本の矢が握られていたからだ。

「……これは、スナイパー・コッコですね。どこから狙撃してきたのか……」

「矢が飛んできた方向にいるんじゃないの？」

「同じ場所からの狙撃は三流のやることですよ。おそらく次の狙撃ポイントに移動しているはずです」

　狙撃時にわずかな気配しか感じなかったことから、恐ろしく隠密性の高いニワトリのようである。

　弓を使用したことから翼の骨格は可動範囲が広いのだろう。もはや骨からして鳥のものでなく、むしろ人間に近いのかもしれない。おっさんは落ちていた小石を二つ拾い、次なる狙撃に備える。

「ジャーネさん、リベンジできるんですか？　もの凄く強いみたいですけど」

「無理、アタシでは返り討ちになるな。勝てる気がしない。前よりも強くなってるし……」

「前は手加減されてたの？　だとしたら凄く落ち込むぅ～」

　カエデはいまだに剣けん戟げきの応酬を繰り返しているが、決め手となる一撃を与えられず、同様にスラッシュ・コッコも小柄ゆえに間合いを詰めることができないでいる。

　小柄な分だけ素早く動けるスラッシュ・コッコが押しているように思えるが、カエデもまたわずかな動作で斬撃を捌さばき、カウンターを交えて攻撃を防いでいた。

　一進一退の攻防が凄すさまじい速度で目まぐるしく繰り広げられ、とても子供やニワトリとは思えない太刀筋と速度とを以もって互いを圧倒しようとする。が、どうにも決定打にならない。スラッシュ・コッコは後方に跳んで距離をとった。

「ニワトリのくせして、かなりの手て練だれ……。人であるなら、さぞ名のある武士もののふとなったであろう。惜しい……」

「コケッ、ココッコケェ！（剣の道に鳥も人間も関係ない。それは拙者に対する侮辱でござる）」

「ぬっ、それは失礼であった。お主は立派な武士であったか……心から詫わびよう」

「コケコッコッココケェ！（貴殿も武士なら、口ではなく剣で語られよ。それが武に生きる者の礼儀でござる）」

　なぜか会話が成立していた。言葉を理解するコッコ達はともかく、カエデが理解できたのはハイ・エルフの特性であろうか？　二人（？）の間に緊張感が走るが、見ているギャラリーからすれば首を傾かしげる状況である。

　カエデは太刀を鞘さやに納め抜刀術の構えを執り、スラッシュ・コッコもまたそれに応じるが如く翼を広げ、独自の構えを行う。

「おそらく、勝負は一撃で決まるね……」

「あぁ……末恐ろしい子だ。あの歳でこの技量、このまま成長したらどうなるんだ……」

「あのエルフの小娘、ウチに来た傭兵共よりも強いぞ……何者だ？」

　両名は動きが止まり、ジリジリと間合いを詰めながらも一撃を放つことに集中している。ギャラリーもまた固唾かたずを吞のんで見守る。張りつめた気が周りを飲み込んでいく。

　一歩、また一歩と近付くたびに空気が重く感じられ、対たい峙じする二人（？）は額に汗が流れ、わずかな時間が永遠にも感じられる極限状態にまで精神を集中させていた。イリスの言った通り、一撃で勝負は決まるだろう。二人（？）の間に緊張が高まってゆくのを感じた。

「……勝っても負けても遺恨なし……」

「コケ、コッコッコッコケェ（承知！　いざ、尋常に……）」

　その時は近付いていた。だが、この緊張状態の中で暗躍する存在におっさんは気付く。

　屋根の向こう側から、進化して腕のようになった翼で弓を番つがえる狙撃手。スナイパー・コッコがこちらに狙いを定めていた。

「勝負!!」「コケェ!!（勝負!!）」

　二人（？）が動いたと同時にスナイパー・コッコが矢を放つ。

　目の前の戦いに夢中になっている油断を狙ったものだが、おっさんは放たれた矢を指弾で迎撃し、更にもう一発、狙撃を失敗し移動しようとした屋根の上の無粋なニワトリに撃ち込んだ。

　スナイパーはカウンタースナイプによって討ち取られ、屋根から地面に落下すると同時に、二人（？）の剣鬼の互いの太刀（翼）が超高速で交差した。

　──ギャリィィィィィィィィィィン!!

　太刀と翼がぶつかり合い、剣での戦いであるはずなのに衝撃波が発生。カエデは吹き飛ばされたところを、丁度良いところにいたゼロスが抱きとめた。

　スラッシュ・コッコもまた同様に吹き飛ばされ、仲間のニワトリの群れに突っ込む。

「カエデちゃん、大丈夫なの？」

「えぇ、無事ですが……凄い衝撃だったらしく、気を失っていますね」

「あのニワトリはどうなった……。殺やったのか？」

「生きてますよ。カエデさんの太刀をよく見てください、業わざ物ものですが刃が付いていません」

　スラッシュ・コッコも気絶していたが、そこはかとなく満足そうな笑みを浮かべていた。

　ニワトリのくせにやけに男前な奴である。余談だが、スナイパー・コッコが狙っていたのは飼い主であった。スナイパーの習性か、はたまた殺したいほどに恨みが溜たまっていたのか、念の入ったことに致死性の高い神経毒が鏃やじりにたっぷり塗られていた。

　分かることは、スナイパー・コッコが確実にボハンを殺る気だったことである。

「さて、倒すべきはあと一羽……。グラップラー・コッコですか」

「アタシには無理だ。リベンジしようと思ったが、あんな戦い方なんてできないぞ？」

「私も無理！　だって、魔導士だもん」

　カエデが気絶した以上、相手をするのは必然的におっさんになる。

　深い溜ため息いきを吐つきながらも、おっさんはグラップラー・コッコと対峙することになった。

「できれば家に来て欲しいんですけどねぇ……。そうすれば戦わずに済むんですが」

「コッコッコ、コケッコッココケェ！（あのような戦いを見せられては、俺も血が騒いで仕方がない。一手、お相手を所望する）」

「ハァ～……仕方がないで……あ、あれぇ～？　なぜか言葉が分かるんですけど、どゆこと？」

　なぜかおっさんも言葉が分かる気がした。異世界の神秘を垣間見た瞬間である。

　仕方なしにおっさんは構えを執る。やる気が起きないのだが、目の前のニワトリは凄く闘う気満々である。ここで拒否しては彼の名誉に傷がつくと思い、あえて相手を買って出るしかなかった。

　だが、対峙した瞬間にグラップラー・コッコの強さを実感する。

　ニワトリとは思えない尋常ならざる覇気。明らかに強者であり他の二羽よりも強い。

　一瞬、グラップラー・コッコの体がブレた気がした。

「ぬっ!?」

　ゼロスは腕を交差すると、そこに小柄なニワトリとは思えない打撃が叩き込まれる。

　気付けばグラップラー・コッコが腕のような翼で殴りつけていた。おっさんはそのまま数メートルは後方に飛ばされかけたが、どうにか足に力を込め持ち堪こたえた。

「見た目から考えられない重い一撃、これは……久しぶりに気を引き締めないといけませんねぇ」

　おっさんの目に危険な光が宿る。【あの頃のゼロス】再び。

　呼吸を整え、体に魔力──いや、気を循環させることで身体強化を始めた。【拳神】の職業ジョブスキルが発動し、魔導士から武闘家へと能力の改変が始まる。

　魔導士は体内の魔力と自然界の魔力を利用することで魔法を使うが、格闘家は体内の気を練り上げて循環させることにより戦闘能力を強化する。職業固有技を使用する際に魔法が使用不可能になるため、格闘戦に特化した状態になるのだ。つまりは遠距離攻撃が苦手になるのだが、魔法使い系のスキル以外なら併用が可能で、今のおっさんにはさほど問題ではない。

「行きますよ……」

　瞬歩でグラップラー・コッコとの間合いを詰めると、勢いを殺さずにそのまま蹴りを入れた。

　咄とっ嗟さに飛び上がったグラップラー・コッコは、そこでおっさんが放つ連続の打撃に曝さらされた。

　それも承知していたのか、グラップラー・コッコは同じように打撃を繰り出し迎撃する。

　──ガシッ!!　ドガッ、ズドドドドドドドドド!!

　およそ現実にはあり得ないような打撃音が響き渡る。

　殴り、捌き、逸らし、隙を狙い、時には強引に攻め、時にミリ単位の見切りで躱かわす。

「コケッ!?　ココココケェ!!（つ、強い。まさか、これほどの御仁とは……何という至福）」

「随分と嬉うれしそうですねっ！　それほど、戦いたかったのですかっ!!」

「コケケ、コッコッココケェコケェ!!（強者に挑み、己を高める。武に生きる者の宿業よ）」

「なかなか、悟っていらっしゃる！　ならば、君の力を見せてください！」

「コケェェエ!!（承知!!）」

　グラップラー・コッコは打撃戦からいったん距離をとると、自らの素早さを生かし残像を作りながら攪かく乱らん。高速で接近し強烈な蹴りの応酬を叩き込んできた。

　その攻撃をおっさんは流れるが如く両腕で捌き、隙を見つけた瞬間に間髪入れず強烈なパンチを繰り出すが、それを待っていたが如くグラップラー・コッコは腕に絡みつき、勢いを利用して投げようとした。そこに気付いたゼロスは腕をわずかに捻ひねることで拘束を緩め、腕を引き抜くと同時にグラップラー・コッコを摑つかみ、一気に地面へと叩きつける。だが、グラップラー・コッコは瞬間的に身体を捻ることで体勢を立て直し、そのまま翼を羽ばたかせ間合いの外へ離脱した。

「おっ、おっさん……強過ぎないか？」

「アレくらいはやるよ。だって、【殲せん滅めつ者しゃ】だもん」

「何だ、その物騒な二つ名は……。あのおっさんは何をやらかしたんだ？」

「色々……」

「どうでもいいがな、嬢ちゃん……。アレはもう、魔導士じゃねぇだろ。何者だ？」

　戦況はグラップラー・コッコが不利であった。

　だが闘志は衰えず、むしろ高まる一方で、しかもどこか嬉しそうに見える。

「おぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

「コケコケコケコケコケコケコケコケコケコケコケコケェッ!!」

　再び真っ向からぶつかり合い、激しい拳の応酬が始まる。

　両腕（翼）に気を込めて強化し、互いが互いの拳を迎撃し合い、生々しい打撃音が続く。

　さながら『オラオラ』や『ホアタタタ』というようなどこかの有名な話の如く、残像が残るような高速の打撃連打が、お互い一歩も引かずに繰り出される。巻き込まれたら一撃でタダでは済まない状態に追い込まれるであろう威力の拳圧が飛び交っている。

　その悲惨な巻き添えが起こらないのは、互いの拳圧がぶつかり合い相殺し合っているので、衝撃波は周囲に円形状となり拡散しながら広がっているからだ。

　時折、互いの間合いから距離をとり、空中に高々と飛んでは蹴りが交差し、更に空中で拳を叩きつけ合いながら落ちてくる。

「あれ……一撃でも受けたら死ぬよな？　というか、おっさんは魔導士じゃなかったのか？」

「聞いた話だと、極限まで暗殺者に近いオールラウンダーらしいよ？　いつの間にか敵陣の中央に入り込んで、範囲魔法で一掃するのが得意な魔導士みたいだし」

「嬢ちゃんよ……。それ、絶対に魔導士じゃねぇだろ。どう考えても特殊部隊じゃねぇか！」

　一撃必殺の拳を乱発しているおっさんは、自分の職業を否定されていることを知らない。

　だが、おそらくは身に覚えがあり過ぎて否定はできないであろう。所詮はバーチャルな世界であったとはいえ、今と似たようなことをそこかしこで繰り返していたのだから……。

　補足されたら最後、徹底的に叩き潰つぶされることからＰＫプレイヤーキラー職には恐怖の存在であったのだ。

　このゼロスとニワトリの壮絶なドツキ合いは、日が暮れるまで続いたという。
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　夕暮れ時、世界が夜の帳とばりに包まれ始める頃、グラップラー・コッコは全力を挙げて戦い続けたために力尽きていた。されど表情は満足したかのように晴れやかであり、自分の全てを出し切った、心から爽やかな笑み（？）を浮かべていた。

　対するおっさんは汗一つ搔かいておらず、むしろ自分自身の体力がいかに非常識なものであるかを知り、戦慄を覚えていた。これでもグラップラー・コッコとの戦いは真剣に相手をしていたのだ。

　だが後半から自分の異常さに気付き、勝負にならないことを自覚する。

　全力のつもりだったはずなのに、物事を冷静に観察し考える余裕すらあったのだ。

　本気で攻撃に転じればどうなるか、考えるだけでも眩暈めまいがしてくる。

　そんなおっさんの前には、進化したニワトリ達が土下座をし、服従の意を示していた。

「これは……僕に従うという意思表示でいいんですかねぇ？」

「コケェ！（然しかり！）」

「コッコッコ、コケェ！（貴殿の強さに感服しました。何なに卒とぞ、我等の師になってくだされ）」

「コケ、ココココケェッコ（私の一撃必殺の技が破られた……修行が足りない）」

　ワイルド・コッコから進化したニワトリ達は、強者を尊ぶ習性がある。

　一度師と認めたら、自立できる強さを身に付けるまで従い、巣立っていくのである。

　やがては自分で群れを作り、覚えた技を伝承し、果てしなく強くなっていく。

　ある意味ではコカトリスよりもタチが悪い、最悪の魔物でもあった。

「まぁ、無精卵を戴いただけるなら構わないんですがねぇ。僕も卵は欲しいですし、鑑定スキルがありますから有精卵と無精卵の区別がつきます」

　このニワトリ達が反乱を起こした理由はここにある。

　元来卵とは自身の子孫を残すもので、生みたての卵の中には有精卵と無精卵の二つが存在する。

　無精卵であるなら子孫は生まれてくることはなく、食料にしても構わないのだが有精卵はヒヨコが生まれてくるのだから、奪われることはニワトリ達にとっては死活問題なのだ。

　ボハンはそんな基礎的なことを知らずに無作為に卵を回収したため、この場にいるニワトリ達からの信頼は下がり、とうとう反逆される結果に繫つながったのである。言ってみれば、子供を奪われた親の復ふく讐しゅうなのだろう。弱肉強食の世界とは言えども、どんな獣でも我が子は可愛いものなのだ。

　そして、鑑定スキルを持つおっさんは、このニワトリ達に恨まれる心配はない。

「ボハンさん、餌はどうしているんですか？」

「家の場所さえ教えてくれれば、俺が手配してやる。俺、こいつ等がいなくなったら、今度は牛を飼うんだ」

「ボハンのおじさん、それって死亡フラグ……」

「何にせよ、それがしの剣の相手が近くに住むわけか。これは行幸」

「カエデ……お前、まだ戦う気なのか？」

　血の気の多いハイ・エルフは、スラッシュ・コッコというライバルを得て、ますます修羅道に踏み込んでいくようである。おっさんを含む三人は、溜息しか出なかった。

　この日、ゼロスは十三羽のニワトリを手に入れた。彼等は卵を提供する代わりにおっさんに手ほどきを受け、同時に家を警備する強力な護衛となっていくのである。

　この凶悪なニワトリ達はどこを目指し、どこに行き着くのかは疑問である。

　分かることは、彼等は最強の獣を目指して鍛錬を続けていることだけであった。
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　家に辿たどり着いた時は既に宵よい闇やみに包まれ、旧市街の辺りは静けさに包まれている。

　ゼロスは魔石ランプを使用して明かりを灯ともし、無造作に置かれた椅子に腰を掛けた。

　十三羽のニワトリ達はゼロスの家の庭に住み、彼に卵を提供してくれることになっているのだが、それで本当に被害者が出ないか、今になって不安になってくる。

　話をすれば理解する知性はあるのだから追々教えていくことにして、とりあえず夕食を摂とるべく準備を始めると、ローブに長い髪の毛が付いていることに気付いた。

　透き通る薄い髪の毛は、カエデを抱きとめた時に付いたものであるが、問題はそこではない。

「ふむ、【変へん魔ま種だね】【ハイ・エルフの髪】が揃そろいましたか。残りの素材が揃えば、後は僕の血液で呪印を施すことでホムンクルスが生み出せますね……」

　ホムンクルスを生み出すのにはまだ材料が足りない。他に重要な素材である【精霊結晶】が必要になるからだ。

「【邪神魂こん魄ぱく】……四神に嫌がらせをするか否か、ここが問題です。どうしたものですかねぇ～。まぁ、これは【精霊結晶】が手に入ってから考えますか……時間はまだありますし」

　おっさんは、この世界の神がしでかしたことを許したわけではない。

　この世界に転生させられたが、それはあくまで元の世界に存在する神に対する謝罪の意味であり、それも苦情が来たから仕方なく対処したかのような、実にいい加減な一面が見え隠れしていた。

　しかも転生させておきながらその配慮は杜ず撰さんで、ゼロスは凶悪な魔物が生息する魔の領域に落とされた。転生させたのなら被害者を全員同じ場所に出現させればいいものだが、その行動が恐ろしく適当で『チートにしてあげるんだからいいじゃん』みたいな、どこか享楽的なものが感じ取れた。

　もちろん、イリスのようにこの世界を楽しんでいる者もおり、この世界にむやみに戦乱をもたらすような真似はしない。だからといって何もしないでいるつもりもない。

「なかなかに、悩ましいな……ククク」

　ゼロスは今までにない怜れい悧りな笑みを浮かべて笑う。その笑みには普段見せない悪意が籠こもっていた。

　そんな彼の秘められた悪意に呼応するかのように、地下にある金属で作られた機材が不気味に鳴動していた。素材があれば行動に移せる状況は、既に整っていたのである。

　全ては状況がどう転ぶかに懸かっていた。








第十五話　おっさん、出鼻を挫かれる






　闇やみが辺りを包み込み、多くの者達が眠りに着き、あるいは仕事の疲れを癒いやすべく一時の快楽に興じる頃。男は一人、ようやく手に入れた成果を確かめるべく、自室で商品を手に取り価値を確かめ、その商品が確かなものであるとわずかに口元を吊つり上げ、ほくそ笑む。

　男は、表向きはヤリ手の実業家だが、裏では非合法な手段で品物を売り捌さばく闇やみ商人としての顔を持っていた。目的のものを手に入れるためならどんな手段を行使してでも手に入れ、商品の値を吊り上げるために他人を陥れ、場合によっては部下に命じて始末することも度々行っていた。

　彼が手に持っているのは透明度の高い宝石が二つあしらわれた首飾りで、その価値は場合によってはとても値の付けられないものである。そんな、一国の宝物庫に安置されていたとしてもおかしくはない代物を、手段を択えらばずに手に入れることに成功した。

　もっとも、この首飾りの持ち主は既に土の下であり、首飾り自体がそれなりに有名なことから表立って売ることはできず、明日になれば捜索の手が回ることも気付いている。

　だが、どんな非合法なものでも欲しがる者達は大勢いる。彼は売り主の心当たりを何名かリストアップし、早めに売り捌く気でいた。

　裏で商品を取引する以上、非合法なものは国外へ持ち出し、早めに売り捌くのが一番いい。

「全く……手間を取らせてくれたものだ。さっさと儂わしに売れば死なずに済んだものを」

　既にこの世にいないかつての持ち主を嘲わ笑らいながら、男は太い指で首飾りを手にし、その見事なまでの装飾に下卑た笑みを浮かべた。

　売ればどれほどの値が付くか分からないが、それでも彼の懐は潤沢に膨らむことだろう。

　何しろこの首飾りは魔道具なのだ。更に美術的価値も高く、旧時代の遺跡から発見された代物である。その値段を思うと彼は笑いを抑えられない。

「旧時代のエルフが造りし秘宝か、何とも素晴らしいものだ。ククク……ッツ？　な、何だ……」

　不意に首筋に小さな痛みを感じ、痛みを覚えた箇所に手を当てると、小さな針が一本突き刺さっていた。太った男の体は分厚い贅ぜい肉にくで肥え太り、その肉に遮られたために大したケガではないが、急速に体が痺しびれ激しい嘔おう吐と感が襲ってくる。

「オッ、ウッ……グォオ……ゲェ…」

　次第に息苦しくなり、眩暈めまいと激しい頭痛、嘔吐感。助けを呼ぼうにも体が麻ま痺ひして動けず、辛うじて毒針による一撃を受けたことだけは理解できた。

　だが、これと同じことを彼も部下にやらせており、言わば因果応報というものであろう。

　しかも即効性の高い毒物のようで、既に手遅れである。男は今まで殺してきた者達と同じように苦しみ抜き、そのまま息を引き取った。

　部屋の主が死亡し誰もいなくなった部屋に、わずかに蠢うごめくものがあった。

　滲にじみ出るかのように床から浮かび上がったのは、黒い影である。

　影はその場で不気味に蠢くと、やがて人の姿へと変化していく。

　現れたのは二十代の女性であった。胸元がやけに強調された黒いドレスを纏まとい、数多くの装飾品で身を固めた姿は貴族のご婦人方と遜色はない。しかし、彼女は凄せい惨さんな現場とは思えない柔和な笑みを浮かべ、男のいたテーブルの元へ近付くと、そこにあった首飾りを手に取り満足そうに頷うなずく。

「うん、なかなか良い物ね。ふふふ……悪く思わないでね。これも仕事なのよ」

　裏の世界は常に命の危険に曝さらされるのが付きものである。死んだ男は別の組織に狙われ、そして殺されただけに過ぎない。商売敵がたきがこの男に対して、死という形で蹴落としただけなのだ。

「面倒な仕事だとは思ったけど、こんな良い物が手に入るなら引き受けてもいいわねぇ～。うふふ」

　人を殺しておきながらも、彼女は目の前の装飾品に心を奪われていた。

　そして、手にした首飾りは忽こつ然ぜんと手の中から消え去る。

「ついでだから、他の物をもらっていこうかしら？　どこかに隠しているかもしれないわね」

　女は再び影に潜り込むと、この部屋から姿を消した。

　後に残されたのは、非合法な手段を講じてきた強欲な商人の屍しかばねだけである。

　この闇商人が発見されるのは、次の朝になってからであった。しかし、この男を殺したのが何者であるかは摑つかめず、結局捜査は打ち切られることになる。

　どれだけ捜査しても犯人の手掛かりとなる証拠が何も出なかったのだ。

　男によって人生を狂わされた被害者達は、大いに喜んだという。
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　早朝、おっさんは日課である畑の草むしりを終え、ニワトリ達と鍛錬を始めていた。

　十三羽のニワトリ達が拳や蹴りなどを一糸乱れず突き出し、どこぞの寺のような型稽古が行われていた。【シロオビ】【ケンドー】【アーチャー】の三種のニワトリ達はなぜか同じような型稽古を行い、より強い種へと変化するために日夜鍛錬を怠らない。

　また、【グラップラー】【スラッシュ】【スナイパー】の三羽はそれぞれ名前を与え、【ウーケイ】【ザンケイ】【センケイ】と呼ぶことにし、他のニワトリ達のまとめ役になってもらっている。

　名前を与えられたせいか、なぜかこのニワトリ達が更に強くなった気がするが、おっさんはあまり気にしないことにした。元より魔法などという特殊な法則がある世界なのだ、別にネームドモンスターが発生したとしてもおかしくはないと考え、『強くなってもいい、おいしい卵を産んで欲しい』と訳の分からない理屈で受け入れる。

　名前を与えられた三羽は忠誠度がアップし、日々強くなるための鍛錬だけでなく畑仕事を手伝うようになった。その結果、他のニワトリ達も畑仕事を手伝うようになり、人手を雇う必要がなくなったことは幸いである。更に害虫すら食べてくれるのでかなり重宝する存在へと変わっていく。

　ただ気になるのが、スナイパー・コッコを含む遠距離攻撃を得意とするニワトリ達で、なぜに格闘技術を学ぼうとするのか分からない。

「君達、なんで格闘技を学ぶんですか？　遠距離支援タイプですよね……」

「コケ、コッコッコ、コケェ！（我等は狙撃だけでは心こころ許もとないと悟りました。状況次第では接近戦の技も必要）」

「器用貧乏にならなければいいんですけどねぇ。まぁ、自分がどうありたいかを考えるのも修行のうちですか……。次に進化した時は何になるのやら」

　正直、このニワトリ達が何を求め、どこへ行こうとしているかは分からない。

　元より特殊な環境下で鍛えられ発生した亜種なので、今後どう変化するかは未知数なのだ。

　最近このニワトリ達はカエデから書を学び、将棋を始めたり、武器を作り出したりと実に活動的である。魔物は環境に適応することで姿を変える性質があるが、今後どのような進化を遂げるか本気で怖いところだ。進化の過程では魔王種と呼ばれる強力な存在も発生させることから、いずれはこの中からとんでもないものが誕生するかもしれない。

「ぬぅ、この数日でまた腕を上げたか……手て強ごわい」

「コケッ!!　コッコッケェッ！（拙者はまだ強くなれる！　それはそなたも同じであろう。昨日よりも鋭い剣筋だぞ）」

「剣の道は一日にしてならず。日々の鍛錬は欠かせん。強者がおればなおさらよ！」

　型稽古の横では、修羅道に身を落としたハイ・エルフのカエデが、ザンケイと激しく斬り合いをしていた。どうも、おっさんの周りは武闘派ばかりが集まってきてしまうようである。

　どうでもいいことだが、ニワトリと会話が成立していることに対して、おっさんは既に考えるのを止やめていた。訳の分からない現象は『異世界だから』の一言で済ませるようにしたのだ。

　ある意味では賢明な判断なのかもしれない。
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　早朝の鍛錬と畑仕事を終えたゼロスは、念願の物を前にして感無量であった。

　茶碗に盛られた湯気の立つ白いご飯と、その上にのせられた卵。そう、ＴＫＧたまごかけごはんである。

　カエデから得た報酬の醬油を一掛けし、その卵を白いご飯と混ぜ合わせ、黄色い色合いになるまで逸はやる気持ちを抑えながら手を動かす。

　無精卵は寄生虫の心配もあるが、そこは【鑑定】のスキルを使用することで安全を確保し、おっさんは念願の好物に対面することとなった。混ぜ合わさったＴＫＧを見て、おっさんは生唾を飲み込む。

「い、いざ……」

　まるで真剣勝負を挑むかのように茶碗を手に取ると、おもむろにＴＫＧを口の中に搔かき込む。

　濃厚な味わいと醬油の旨うま味みが混然一体となり、口の中に至福が広がるはずだった……。

　確かに美う味まい卵であった。だが……。

「確かに美味い、美味いんだが、濃厚過ぎる……。何かが違う……淡泊な味わいじゃない」

　美味だが、記憶にあるＴＫＧと全く異なっていた。

　卵の味が濃厚過ぎて醬油の旨味が消されてしまう。醬油が力負けしてそこに物足りなさが生じてしまうのである。これでは隠し味程度にもならず、醬油の旨味が濃厚な卵に敗北状態だった。

「八や百お万よろずの神々よ……僕に究極の醬油を作れと仰おっしゃられるのですか？　無理だ！　○岡さんや海○先生と違い、食通じゃない。せいぜい普通の醬油程度しか作れない……」

　スーパーで安く売っている卵と違い、さながら烏う骨こっ鶏けいかヨー○卵。いや、それを超えているのである。貧乏舌のおっさんには、とてもではないがワイルド・コッコ亜種の卵に合う醬油は作れそうになかった。とてもニワトリのものではない。コレは別の種の卵だろう。

　おっさんは以前、田舎暮らしの折に気まぐれで醬油を作ったことがあるが、味は普通であった。

「絶望した……。まさか、これほどの卵とは……」

　千里の道も一歩よりと言うが、その一歩先は断崖絶壁に阻まれているようなものだ。先に進むにしても難易度が高過ぎる。

「神は死んだ。もう、何も信じられない……」

　元から神を信じていないおっさんが言っても説得力がない。

　たかがＴＫＧごときで大おお袈げ裟さだが、数年もの間を海外の秘境に暮らしてみれば分かる感覚であろう。どれだけ日本の素朴な食を求めても、決して故郷の味に近付けない壁がそこには存在しているのである。それどころか、日本食という名の勘違いどころか完全に別物である間違った料理があるのを思えば、ゼロスの絶望がいかほどのものか想像できるものである。

　今食べたＴＫＧは、まさに完全な別物。美味なのだが、望んでいたものとは全く異なる味なのだ。ましておっさんは技術関係を得意としており、こうした食に関することは素人同然なのである。醬油や味噌を作っただけでもたいしたものだが、さすがに狙ってこの卵に合う醬油を簡単に作るなど無理難題である。チートにも不可能なことがある。

　かなり難解な問題に、おっさんはマリアナ海溝の深さ並みに落ち込んでいた。

「醬油や味噌に必要なものは小麦に麴こうじ、塩、そして大豆……大豆か……」

　畑には【ジャック・ビーンズ】という豆が植えてある。この豆はまるで木のように成長し、柘榴ざくろのような実が生なるのだが、問題はこの実の中に緑豆やソラマメといった複数の豆が詰まっているらしいことだ。一番多いのが大豆らしいが、味噌や醬油が作れる分量が揃そろうか微妙なところであった。

　後で図鑑を調べて知ったのだが、この世界の生態系は植物に関しても色々おかしい。

「これは……もう、誰かに委ねた方がいいのかもしれない。個人でできることからかけ離れているような気がする」

　ごく普通の醬油や味噌は作れるが、凶悪進化を遂げているニワトリ達の卵は極上過ぎて、中途半端な調味料ではあっさり敗北するのは必至。だが、それでも諦めきれないおっさんは、何としてでも必要な調味料を求めるべく思考を加速させるのだった。

「せめて、酒だけは美味いものが出来るといいんだが……。コレばかりは初めてだしなぁ～」

　現代日本では許可がないと酒は作れない。殆ほとんど手探り状態から酒を造らねばならず、その難易度は醬油や味噌と比べると更に難易度が上がる。田舎暮らしが長いとはいっても、調味料関係は殆ど購入していたので手作りは無謀に近い。しかし、それでも故郷の味を追い求めてしまうのだ。

　故郷の味を生み出す調味料があって、初めて前へ進める気がしていた。

　もちろん錯覚で気の持ちようだとは思うが、地球の秘境どころか完全な異世界なので、食に対する思いは大きく肥大していくのである。

「魚ぎょ醬しょうでもいいのだが、アレは発酵の段階でかなり臭いし、近所迷惑だからなぁ……」

　魚醬は発酵段階でかなり臭いがキツイ。失敗すればクサヤ汁にしかならず、作るには勇気がいるだろう。悩みながらも飯は食うおっさんだった。

　終わりなき悩みの連鎖に突入しかけた時に、ウーケイが扉を開け家の中に入ってきた。

「コケッ！　コッココッケェ（師父、客人が来ておられますが、いかがいたしましょう）」

「客？　誰だろうねぇ。客の予定はなかったはずだが……はて？」

「コケ！（自分には分かりかねます）」

「ふむ、直すぐに会いましょう。もしかしたら、クレストンさんかもしれませんしねぇ」

　おっさんは直ぐさま玄関のドアへと向かい扉を開けると、そこにはナイスミドルが静かに立っていた。

　まるでどこかの酒場でシェイカーを振っていそうなこの男は、ソリステア公爵家で執事をしているダンディスであった。領主であるデルサシスの次にダンディーな人物である。

「おや、これはダンディスさん。お久しぶりですねぇ、どうしました？」

「お久しぶりです、ゼロス殿。実は、主であるデルサシス様がゼロス殿にどうしてもお会いしたいとの事で、こうしてお迎えにあがった次第であります。何かご用がなければ直ぐに領主邸へとお越し願いたいとの事ですが」

「緊急ですか？　特に用事はありませんが、何だろうなぁ。何かの製作依頼とか……まさかね」

　客を外に立たせておくのも失礼なので、ダンディスを家の中に招き入れた。

　おっさんが作るものは危険物が多い。当たり前の安全な魔道具など殆どなく、使えば多大な影響を及ぼすような兵器しか作ってこなかった。

　無論、やろうと思えば身を守るためのアイテムも作れるが、なぜか製作する気が起きないのである。ゲームの時は『芸術は爆発だ！』と言いながら、本気で爆発物を製作していた愉快犯である。

　どこかの忍者漫画に出てくる敵キャラみたいなことを平気で実行してきたのだ。

　さすがにアバターの姿でないので、そんな非常識な真似をする気は起きないが、いい歳をしてゲーム内でテロリストみたいな真似をしていた事実は消えない。ゼロスの比較的に新しい黒歴史である。

「おや？　お食事中でしたか？」

「えぇ、質の良い卵が手に入りましてね。試食してみたのですが、調味料との相性が悪くて悩んでいたんですよ」

「調味料ですか？　ほぅ、これは醬油ですか？　確か東方の島国で作られているとか」

「普通の醬油は作れるのですが、コッコの卵は味が良過ぎて醬油が負けてしまうんですよ。もう少し味が濃ければいいんですけどねぇ～」

「おや？　ソリステア商会で買ったわけではないんですか？　確か醬油と味噌とかいう調味料を製造販売していたはずですが……」

「……Ｗｈａｔｓ？」

　おっさんの思考が停止した。

「ですから、ソリステア商会で販売していますよ？　以前に東方の商人と提携し、この国でも製造して販売していたはずですが……知らなかったのですか？」

「なんてこったい……。まさか、意外なところで売っていたとは……。それ以前に、お宅のご領主殿はどこまで手広く商売をしているんですか？」

「売れるものなら何でも売り、買えるものならどんな手を使ってでも手に入れますからね。東方では戦乱が続いて、商人や職人が仕事もできずに難民として溢あふれていますから、こちらに好条件でスカウトしているらしいですよ」

「……デルサシス殿、僕よりチートじゃないですか……。やはり只ただ者ものじゃない」

　チート賢者は、現地育成の完全無欠スーパー領主に完敗した。

　余談だが、ソリステア商会で販売している醬油や味噌は、その味から高級な料理店で使用されるほどに需要が高く、高級調味料として名を馳はせ高額取引されているらしい。

　東方とは素材自体が異なるため、こちらの国に合わせて改良を施し、今では手広く量産して売り捌いていた。職人は全て東方出身者である。

　奴隷としてではなく、技術を持つ職人として雇い入れていることが実に良心的であった。

「ソリステア商会は格調が高くて入り辛づらいんですよねぇ……。店自体も一等地に軒を構えていますし、僕じゃなくとも入るのに気が引けますよ」

「ハハハ、あまり庶民向けというような店構えではないですからね。店を訪れる方々は口を揃えてそう言いますよ」

「確かに、庶民向けとは言い難いですからなぁ。しかし、まさかこんな近くに醬油や味噌が売っているとは思いませんでしたよ。おそるべし、デルサシス公爵」

　仕事と火遊びが生き甲が斐いのデルサシス公爵。彼の経営哲学が如い何か様ようなものかは分からないが、領地の管理だけでなく商売も順調に行っていることから見ても、優秀の一言で語れない才能があるのは確かだ。そんな超天才経営者に対して、おっさんは戦せん慄りつと畏い怖ふを覚えるのであった。

　ただの醬油と味噌で……。

「それにしても、僕に何の用なのですかねぇ～。何か聞いていますか？」

「いえ、私は何も伺っておりません。あ、一つだけありましたね」

「なんです？」

「できるだけ正装をなさって来て欲しいとか……。その、奥様方に大変不評でして……」

　言われてみると、普段は薄汚れた灰色ローブに剣の二本差し。胡う散さん臭くささが際立つ見た目なので、あやしいことこの上なく、領主と対談する格好ではない。以前その姿で領主と会ったために、公爵夫人の二人から完全に嫌われたようである。考えるまでもなく大変に失礼な格好であったであろう。

　別に権力者に嫌われたところで構わないのだが、醬油や味噌を取り扱っている商会の会長と険悪になるのはまずい。しかし正装と言われても適当な服がなかった。

　考えた末にフル装備でデルサシスに合うことに決めた。

「少々、待っていてください。身み嗜だしなみを整えてきます……」

「申し訳ありません。何分、大賢者ということは内密なものですから」

「構いませんよ。それにしても、身嗜みを整えるのはいつの日以来か……」

　かれこれ七年ほど身なりを整えたことはない。

　おっさんは洗面所に行くと、すぐさま無ぶ精しょう髭ひげを剃そり、適当に伸ばした髪を整える。

　整髪料はないが、代わりに調合用の植物性の油は持っており、鑑定してみると整髪料の代わりに使われているのが判明した。【マイルウィッドの実】を潰つぶして絞り出したものだが、この油は食用には使えず、主に薬を作る時に少量混ぜることで効果が高まる。ちなみに薬とは腹痛を治す薬だが、この油は一定の量を摂取するとヒマシ油と同じ効果が出るらしい。

　秘薬を作る時に頻繁に使うので、大量に持っていたのが幸いした。

「前髪はこの油で整えて……。後ろ髪が伸びてるなぁ～、【龍髪】で縛るか……」

　髭はナイフで剃っていたが、普通に考えてこれは危ない。

　ただ、おっさんはシェイバーを買う金を惜しんで包丁で剃っていたために、この作業は手て馴なれたものであった。剃刀かみそりを買う気はないのであろうか？

　そして、インベントリーから取り出したフル装備。黒龍の被膜から作られたコート風のローブ、黒龍の鱗うろこで作られたブレスプレート。黒こく鎧がい龍りゅうの甲殻から作り出された装甲ブーツにガントレットを装着し、見た目は武装した神父に見えなくもない。

　全身黒一色だが、それがやけに神聖に見えるのが不思議である。所々にあしらわれた細工や装飾が、実に優美で品の良さを醸し出している。

　しかし、この装備は魔改造を施されており、並の魔導士では手に入れることすら叶わないほど貴重な素材が使われている。鑑定すれば伝説級の装備と同等の防御力を持っているのが分かるだろう。

　何よりも異常なのは、彼が持つ杖つえである。希少金属を使い製作した大剣をベースに、黒龍の鱗や甲殻を使い、見た目が異様なまでに禍まが々まがしく、まるで黒色に輝く十字架である。

　宝蔵院流が使う十文字槍やりの形状を元に製作したその姿は、不気味な雰囲気をこれでもかと主張している。【魔改造魔法杖五四式改】。見た目は槍だが、これでも魔法媒体である杖であり、単体でも魔法攻撃ができるふざけた武器であった。

　更に腰には二本のコンバットナイフと、懐には複数の投げナイフが忍ばせてある。

　【黒の殲せん滅めつ者しゃ】と呼ばれた所以ゆえんは、この装備で無双していたことだった。

「こっちの世界でこの格好は初めてだなぁ……。厨ちゅう二に病びょう的で、なんかハズいし」

　髪を整えて目元を顕あらわにすると、おっさんは糸目で温厚そうなイメージが際立つ。

　ただ、少しでも瞼まぶたを開くと切れ長の目が正直怖い。冷血なイメージがあると自分でも思っているのだから、他人からの印象も同じで間違いないだろう。

　美形ではないが、素材としては決して悪くはない。

　おっさんは仕上げに、黒龍の被膜と黒鉱蜘ぐ蛛もとミスリルの繊維で編まれた特徴的なデザインの帽子を被かぶる。何と言うか、今にも『エェェェイィィィィメェ─────ン!!』とか言いながら吸血鬼をハントしそうな感じである。

　巨大な魔法杖を片手に、おっさんはダンディスの元に向かう。

「ゼ、ゼロス殿……これから戦争にでも行く気ですか!?」

「第一声がそれっ!?　まぁ、ある意味では戦争ですね。公爵夫人方に横から口を挿はさんでもらいたくありませんので、威圧を兼ねてますが……。それ以前にスーツを持っていないんですよ」

　そもそもスーツを持っていたら、こんな物騒な装備を着ることはない。

　この世界の人々から見れば、ゼロスの装備は過剰戦力もいいところなのだ。むしろ普段の格好の方が比較的に弱い装備でもある。何しろ魔改造を施してはいないのだから。

　おっさんの持ち物は、大半が物騒な代物で占められていたのであった。

「貴方あなたは普段から何をしているのですか？　見た限りではそうとう物騒な武器なのでは？」

「農業ですよ？　あっ、卵は要りますか？　ちょっと僕一人では食べ切れないんですよ」

「ワイルド・コッコの卵は信用ある農家から仕入れていますので、間に合っていますね。養護院にでもお裾分けしてみたらいかがでしょうか？」

「なるほど……では、領主殿の屋敷に向かう前に寄っていきましょうか。卵は鮮度が命ですから」

　おっさんの自宅と養護院はなぜか繫つながっている。

　壁を挟んで裏口から入れるようになっているのだが、考えようによっては泥棒がどこからでも入れることになる。だが、この家には最強最悪の警備員がいるのだ。泥棒は武闘派のニワトリ達にボコられる運命を辿たどるだろう。

　ゼロスはそんなニワトリの卵を入れた器を持って、ダンディスと共に養護院へと向かった。

　おっさんは教会裏口のドアを軽くノックし、奥に聞こえるように声を掛ける。

「ルーセリスさん、いますか？」

「はい、少し待ってください。鍵を開けますので……」

　近くにいたのか、ルーセリスは足早に走りながら来て鍵を開け、おっさんを迎え入れる。

「え～と、ゼロスさんですか？」

「そうですが……この格好はおかしいですかねぇ？　デザインは気に入っているのですが」

「いえ、よくお似合いですよ。その……神父様か神官様のように見えます。少し、派手ですが」

「魔導士なんですけどねぇ～。それより、これはウチのニワトリ達が産んだ卵なのですが、食べ切れないのでお裾分けです」

「いいのですか？　卵は高級食材で、売ればそれなりのお金になるはずですが……」

「別に構いませんよ。お金には執着していませんし、必要になれば大深緑地帯で狩りをしますから」

　やけに殺伐とした稼ぎ方である。もっとも普通に暮らすだけなら品質にもよるが、掌てのひらサイズの魔石が七つもあれば一年は暮らせる。

　その程度なら簡単に稼ぐことができるのだが、おっさんは地味に生きたいために目立った行動はしていない。傭よう兵へいでもないので依頼が舞い込むこともなく、せいぜいハンバ土木工業でこき使われるだけである。それでも半年以上は楽に暮らせる収入だった。

「ありがたく頂きます。子供達も喜ぶでしょう」

「あぁ～……あの子達は『肉くれよ、おっちゃん』と言いそうですね。悪びれもなく……」

「すみません……教育が行き届かないみたいで……」

「気にしない方がいいですよ？　あの子達は自分で考えて行動しているみたいですし……。動機がちょっとアレですが……」

　将来を楽して生きるために、今を努力するのは間違ってはいない。

　ただ、子供達はかなり俗物的な夢に向かい、どこまでも愚直に突き進んでいた。

　夢に破れて落ちぶれないか心配なところである。

「ルー……水をもらえないか？　昨夜は少し飲み過ぎ……」

「おや、ジャーネさんじゃないですか。朝から随分悩ましい格好で……。おじさんには少し刺激が強過ぎるんですがねぇ～」

「ひょあぁああああああああああああああああっ!?」

　養護院であるはずなのに、傭兵であるジャーネがなぜか下着姿で現れた。

　独身で女っ気のないおじさんには目の保養──もとい、目に刺激的過ぎる光景である。

　何しろ下着姿であったため、おっさんに気付いた時には既に手遅れ。両手で体を隠そうにも意味はなく、むしろナイスバディーを強調し過ぎて鼻血を吹き出す寸前のエロさであった。

　Ｅカップはありそうな胸が目に眩まぶしい。おっさん、昼間から眼福ものである。

「ジャーネさん、何事……あっ、【黒の殲滅者】!?」

「その二つ名は止やめてください。そんな通り名で呼ばれて、喜ぶ歳ではないんですけどねぇ」

　なぜかイリスも養護院にいた。彼女にとって、【殲滅者】は憧れの存在であり、どこかのアイドルグループ並みに憧どう憬けいの念を向けるほどの存在であった。

　その一人である【黒の殲滅者】が目の前にいる。

「おじさん、どこかに戦争に行くの？　フル装備だよね」

「ちょっとした野暮用ですよ。何せ、スーツなど持ち合わせていませんからね。イリスさんはなぜ、教会に？」

「あははは……宿に泊まるお金がなくて、ルーセリスさんにしばらく泊めてもらうことにしたんだぁ～。世知辛いよぉ～」

「手に職を持った方がいいですよ？　調合ができるだけでも重宝しますし」

「うっ……生産職は無視してたから、魔法薬なんて作れない……」

　イリスは戦闘特化の魔導士で、生産職のようなスキルは保有していなかった。冒険を楽しんでいたためとはいえ、現実の世界となれば傭兵家業だけで食べていけるわけではない。

　現実を見据えた限りでは、イリスの状況は生きていくには心許なかった。

「何でしたら、簡単な調合を教えましょうか？　売れば宿代くらいは稼げますが」

「本当？　教えて、今すんごくピンチなのよ！」

　イリスが財政的にピンチということは、当然仲間であるジャーネも金がないことになる。

　そのジャーネは壁の裏に隠れ、赤面しながら蹲うずくまっていた。よほど恥ずかしかったらしい。

「ジャーネさん、あの格好をおじさんに見られたの？」

「若いっていいですねぇ～。おじさんとしては眼福でしたが、当人にとっては相当な醜態だったみたいですね。いやいや、実に可愛らしいものですよ」

「ひゃう!?」

「おじさん……それ、セクハラよ？」

「この国での法律で、セクハラは訴えられませんよ。それに事故みたいなものですし、こちらに非はありませんから」

　壁の裏側で顔がますます真っ赤に染まり、落ち込むジャーネ。

　そんな彼女のあられもない姿を見たおっさんが、ワリと平然としているのが憎らしい。

　羞しゅう恥ちのあまり声にならない怒りを押し殺し、逆恨みするジャーネであった。

「ゼロスさん……あまりジャーネの事を虐いじめないでください。普段が男勝りに見えて、内面は凄く純情なんですから」

「本当に可愛らしいですね。それより卵なんですが、今から調理しますか？　生のままでは二十日くらいしか持ちませんよ？」

「ふふふ……大丈夫です！　こんなこともあろうかと、冷蔵庫を購入しました。なまものはしばらく保存できます」

「購入した店はソリステア商会ですか？　アレを先に作ったのは僕なんですよねぇ～、もう販売していたのか……。やはりデルサシス公爵は侮れない」

　冷蔵庫の案を出したのは三週間ほど前だというのに、既に販売にこぎつけた行動力に驚きを隠せない。構造自体は単純なものだから金は掛からないだろうが、氷を作る魔法媒体である魔石の数を揃えるだけでもかなり苦労するはずである。どんな手段を講じたのか気になるところだ。

「今日は、これから用事があるので失礼しますが……、そういえば子供達の姿が見えませんが？」

「アンジェちゃん達は街の掃除に行きましたよ。お金を少しでも貯ためて傭兵の装備を買うのだとか」

「本当に逞たくましい。行動理念がアレでなければ……」

　望む将来に向かって突き進む子供達は逞しいが、なぜか残念臭が漂う。

　教育とは何なのかを本気で考えるおっさんとルーセリスであった。

「とりあえず、卵は置いていきます。なにぶん人を待たせていますので、ここで失礼させてもらいますよ。あっ、教会の中を通らせてもらっていいですか？」

「はい。いつもありがとうございます、おかげで食事が少し豪華になりました」

「ハハハ。喜んでくれれば何よりですよ。では失礼して、中を通らせてもらいます」

　おっさんは教会内部を通り、正面に待たせてある馬車の元へ向かう。

　そのおっさんから逃れるように、ジャーネは真っ先に子供達が寝泊まりしている部屋に隠れた。

　ルーセリスはおっさんを最後まで見送ると、掃除を始めるべく箒ほうきを取りに物置に向かおうとした。

「……ルー……お前、あのおっさんが、その……好きなのか？」

「は、はいぃ!?」

「あ～、私もそう思った。ルーセリスさんがおじさんを見る目って、まるで新妻みたいだったもん。もしかして初恋？」

「新妻!?　そんな……私は、そんなつもりは……。ジャーネだってゼロスさんを意識しているじゃない！」

「んな!?　アタシは……男なんて……。ましてや、おっさんだぞ？」

「うん、ジャーネさんもおじさんの事が気になってるよね。妙に意識してるし、恋に年齢なんて関係ないよね？」

「なっ!?　ちが……アタシは別に……」

　意識しているのは、ルーセリスもジャーネも同じである。

　ただ、まだ淡い思いにしか過ぎず、愛にまでは発展していない幼いものであった。

　初恋経験がない二人には、自分達の思いにまだ気付いていない。

　三人は神を祀まつる祭壇の前で、女子トークに花を咲かせるのだった。

　だが彼女達は忘れている。この世界は、一般的に恋愛症候群と呼ばれる嬉うれし恥ずかしい凶悪な現象が存在することを……。俗に言う、発情期である。

　その恋愛症候群は、ある日突然に発症するのだから……。








第十六話　おっさん、指名依頼を受ける






　領主の館やかたは新市街の中央に位置し、同時にこの屋敷の一部がソリステア商会の事務室として使われている。この屋敷は旧市街からは遠回りになり、前領主であるクレストンが住む別邸から比較的近い位置にあった。その別邸はゼロスの家から歩いて十分程度の距離であり、考えてみれば別邸から馬車に乗り、そこから領主館に向かった方が距離的には近かったりする。

　問題はいくら旧市街が遠回りになるといっても、馬車で移動するとなると時間の差があまりなく、おっさんの家から別邸に森の小道を抜ける手間を考えると、旧市街から向かっても時間的にあまり変わらない。人通りが多い新市街に入るのが早いか遅いかの違いだけで、通行人や道に停車する馬車などを避けると、その分だけ時間のロスになる。

　別邸から領主館に向かうルートだと、馬車が行き交う街路を低速で走り交差点の多い街角を何度も曲がるため時間のロスに繫つながる。旧市街から行くとほぼ直線距離で往来の少ない道を進むことになるが、どちらのルートでも掛かる時間は同じなのだ。今回はダンディスが領主館の方にいたため、迎えの馬車の事も考えて舗装された旧市街を行くルートを選んだだけであった。




　おっさんは馬車の車窓から街の景色を眺めているのだが、正直落ち着かない。

　何しろ、いくら品が良い内装とはいえ貴族が使用する馬車である。高級感が溢あふれており、小市民のおっさんには辛つらい環境なのだ。そんな貴族の愛用馬車の車窓から、おっさんは見慣れた人物を発見する。女性傭よう兵へいパーティーの一人であるレナが宿から出てきた光景だが、なぜか彼女の表情はツヤツヤとしており、後から出てきた少年と思おぼしき若い傭兵達五人は可愛そうなくらいやつれていた。

　恍こう惚こつとして色っぽい表情をしているレナと、精も根も尽き果て疲れ果てながらも、少年傭兵達は幸せそうな表情を浮かべているのがやけに目につく。

『レナさん……貴女あなたは何をしてきたのですか？　いや、何となく分かるが、何でそんなにツヤツヤ!?　そして、少年達は何があったんですか、ヘロヘロですよぉ!?　貴女は人間ですよねぇ、種族が吸血鬼とかサッキュバスではありませんよねぇ!?』

　おっさんが前にレナを見かけたのはワイルド・コッコの討伐依頼の時で、目を離した隙すきにいつの間にか姿が消え、その日から彼女の姿を見ていない。養護院にもいなかった。

　やつれた少年達に手を振り、宿の前で別れるレナ。足取りが実に軽い。

　彼女は少年達を〝喰くった〟ようである。少年傭兵達は少し歩いただけで崩れ落ちたところを見ると、腰に力が入らないのだろう。どうやら凄すごいことをされたようだった。

「……見なかったことにしよう」

「何をですか？」

　何気ない呟つぶやきに反応するダンディス。一夫多妻や一妻多夫が認められるこの世界で、自分の常識がいかに無意味なものかを知った朝であった。

　少年達が傭兵をしているということは、既に成人として認められているのだろう。

　見た目的に十三～十五歳。猛獣の標的になるのに充分な年齢であり、傭兵として踏み出した以上は全て自己責任である。社会に出れば自分の行動に責任を持たねばならず、たとえタチの悪い娼婦や変態的嗜し好こうの持ち主と関係を持ったとしても、全て自分の責任として扱われる世知辛い世の中であった。この世界の未成年保護法は曖昧で、未発達なのである。

　おっさんは少年達に哀悼の祈りを捧ささげるのだった。

　やるせない気分になりながらも、馬車は領主館に到着した。





　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇






「旦那様、ゼロス殿をお連れいたしました」

『ご苦労、入れ』

　執務室に入ると、現在仕事中のデルサシス公爵は書類の束と格闘していた。

　山積みにされた書類に目を通し、そこに印を押すだけの作業なのだが、その速度が異様なまでに速く同時に書類の内容も理解しているようで、問題のある書類は別に分けて積み重ねてゆく。

　幸いなことに奥様二人はいないようである。

「ご無沙汰しています。デルサシス公爵、本日は僕に何のご用でしょうか？」

「ふむ、実はゼロス殿に頼みたい依頼ができてな。少々厄介な問題で、できるだけ手て練だれがいいと判断したのだが、私の知る限りでは腕の立つ者はそなたしか見当がつかなかった」

「依頼ですか……。何やらキナ臭そうですね」

「その認識は正しい。近いうちにイストール魔法学院で、実戦訓練のために【ラーマフの森】に向かうことになるのだが、単刀直入に言うとツヴェイトの護衛に就いてもらいたい」

「詳しく聞きましょう。護衛と出た時点で、裏で何か得体の知れない者達が動いている気がします」












「うむ、些いささか長くなるが……詳しく話そう」

　事の発端はツヴェイトが学院に戻ったところから始まる。

　彼の所属する派閥、魔法による国家防衛戦術を研究するウィースラー派の内部で分裂抗争が勃ぼっ発ぱつした。中心となるのはツヴェイトと共に派閥の理念を追求する軍事研究派と、権力志向に取り憑つかれ裏で金を集めては周囲を威圧していたサムトロール率いる魔法貴族派である。

　ツヴェイトはサムトロールが振り翳かざす権力志向と稚拙な戦術論を論破し、それが切っ掛けとなり派閥内部で分裂が起こり、相手が洗脳魔法を使っていたと思しき状況から対立が深刻化した。

　問題なのは対立している相手であるサムトロールで、ウィースラー侯爵家の次男坊でありながら素行が悪く、彼の一族が提唱する魔法戦術による国家防衛構想を真っ向から否定する素振りを見せているところであろう。

　面と向かって彼を糾弾する者達もいたが、実家の権威を笠かさに着て黙らせ、他にも悪あく辣らつな嫌がらせを始めるなど学院側から見ても厄介な存在になっていた。同じ派閥内でもそれは同様で、血筋ということで学園内派閥の代表的立場にいるが、その地位はいま風前の灯ともし火びであった。

「ウィースラー家は何も言わないんですか？　その……寒い奴君の実家でしょうに」

「サムトロールだ……。ウィースラー家からは好きに処罰していいと許可が下りている。さすがに苦情の処理で頭にきたらしく、近いうちに勘当すると言っている」

「あ～……実家にまで迷惑が掛かり始めたので、手に負えなくなったわけですか」

「今更だな。元より自分は優秀だと思い込んでいる愚か者だ。少しでも否定されると逆恨みして、裏で姑こ息そくな手を廻まわすクズだ。潰つぶしても誰も困らん」

「実家からも見捨てられたわけですか……。つまり、愛されない馬鹿ということですね」

　ウィースラー家は騎士団との繫がりも強い家系で、軍事防衛に関しては国内で有数の一族である。その一族の者が血統主義に走り、同類と徒党を組み出して暴走。更には同じ血統主義の貴族達が加わることで泥沼と化し、挙句の果てに裏組織と繫がり犯罪に手を染めるようになった。

　ウィースラー家自体は比較的にまともで、血統主義の貴族達にはあまり良くは思われていない。元より実力主義の家系なので、無能であれば一族の者であっても容赦なく切り捨てる一面がある。

　それでもサムトロールが今まで捨てられなかったのは、彼の母親が無視できないほどの力を持った一族の出身であったため、迂う闊かつに切り捨てるわけにはいかなかったのである。

　だが、その情勢は一気に急転し始めた。その理由がソリステア派の急速な権威拡大にあり、その陣頭指揮を執っているのが目の前にいるデルサシスであった。彼は裏でも表でも邪魔な存在を資金面から潰していき、有能な者は相応の待遇を以もって迎え入れていた。また、彼自身が趣味で始めた商会がかなり儲もうかっており、資金面では他の派閥よりも潤沢であったことも理由である。

　結果的に問題がある派閥は資金繰りが厳しくなり、今では派閥から抜け出しソリステア派側に鞍くら替がえする魔導士も市井では後を絶たない。魔導士は研究するにも何かと金が掛かるが、デルサシスは魔法研究をする部署と魔導士を派遣する部署を分け、効率の良い運営を行っていたのである。

　派閥に所属していないと研究することすらできなかった魔導士達は、比較的自由に研究や魔法を行使する活躍の場を得られるようになり、各派閥から裏切り者が出始めた。

　ウィースラー派の名を借りた俗物達は、派閥運営のための資金繰りが厳しくなり始め、大勢いた魔導士達を繫ぎ止めることができなくなった。デルサシスの掌てのひらの上で転がされている状態である。

　魔導士達も人間である以上は生きるために稼がねばならない。だが、現ウィースラー派にいたとしても生活は苦しいままだ。同じ派閥であるサンジェルマン派は研究や魔法薬の製作で独自に資金を稼いでおり、そこに所属する魔導士は全て研究職である。

　力で資金を無理やり奪っていたウィースラー派は、今では活動資金が得られず、所属する魔導士達の面倒を見る余裕はないに等しい。更にツヴェイトが派閥の改革に乗り出したことから、対立する血統主義者だけが残されることになる。血統主義者達は全員が貴族なため、所しょ詮せんは実家の権威を笠に着ているだけ。自分達で資金稼ぎをすることは不可能。落ちぶれるのも時間の問題であった。

「なるほど……大体分かりました。血統主義者の魔導士達から見れば、ツヴェイト君を始末すれば盛り返すことができると考えたわけですか。それで、無い金を無理に出して、懇意の犯罪組織から刺客を送ると……」

「馬鹿は始末が悪くて対応に困る。大人しくしていればいいものを、一度でも権力の味を占めたらその場に固執するようになるからな。しかも、懇意の裏組織が【ヒュドラ】らしい」

「ヒュドラ？　……もしかして、その裏組織は頭が複数いるんですか？　潰しても別の頭が生えてくるみたいな……」

「うむ、厄介な連中でな。私も若い頃からやり合って、かれこれ十人は頭目を始末している。それでも組織が消えんのだよ。敵対組織や奴等の大半はこちらに取り込んだ……ゴホ！　今の事は忘れてくれ」

「若い頃って……貴方あなたは普段から何をしているんですか？　領主のやることじゃないでしょ」

　この領主も裏で何をしているか分からない。おっさんの質問も『人生には刺激が必要だ』と言ってはぐらかす始末である。ひょっとしたら、裏組織と対立するのを楽しんでいるのかもしれない。

「しかし、急に依頼を出してきましたねぇ。何かありましたか？」

「先日、件くだんの【ヒュドラ】と対立する闇やみ商人が消された。部屋に鍵が掛かっており、わずかに残された魔力から【シャドウ・ダイブ】を使用したと思われる」

　【シャドウ・ダイブ】は暗殺者が使うスキルで、陰に潜み移動することができる。闇魔法が使える魔導士も同じことができるが、名称は同じでも別物だ。共通点は、魔法障壁や結界が張られている箇所には侵入ができず、万能いうわけではないことだろう。

　基本的に、一般人が住む建築物には結界などの仕掛けは施されてはおらず、主に魔導具を使用して周囲からの侵入を防ぐしか手立てがない。同様の理由から、イストール魔法学院はどこからでも侵入自体は可能であった。

「さすがに学院内に直接侵入することはあるまい。貴族達は常に魔法障壁の結界を展開する魔道具を保有している。侵入しての暗殺はリスクが高過ぎる」

「だから学院の行事にかこつけて……ですか。ツヴェイト君も面倒な相手に睨にらまれたものですねぇ」

「実戦訓練には、護衛に騎士団と傭兵が参加するからな。騎士はともかく、傭兵は誰が刺客なのか分からん。だからこそ手練れの護衛が必要になる」

「傭兵として参加するのはいいとして、必ずしもツヴェイト君の護衛に就けるとは限りませんが？」

「そこは何とかしてくれと言うしかないな。学院の指示まで口は出せん。何なら他に信用できる者達の手を借りても構わん。正式な依頼として資金はこちらで出そう」

　おっさんは頭を抱えた。傭兵として参加する以上、護衛対象から離れる可能性が高い。そうなると別の手立てを考えなければならないだろう。

『緊急事態を知らせる魔道具でも作るかねぇ……。それと、あの三羽も連れていくことにしよう。ストーンゴーレムなら一撃だし、何より他の傭兵達より遥はるかに強い』

　おっさんは打てる手立てを何通りか考え、暗殺阻止のためのプランを構築し始める。

「引き受けてくれそうだな」

「狙われているのが教え子ですからねぇ。さすがに断ることはできないでしょう……」

「ツヴェイトの事をよろしく頼む」

「幾つか便利な装備を作っておきますよ。なるべく手は打っておきますが、完全に阻止できるかは分かりませんよ？」

「それで構わん。それにしても……そなたは戦争でも仕掛けにきたのか？　その装備は些か過剰だと思うのだが」

「皆そう言いますね。残念なことに、正装は持ち合わせていないんですよ。これが比較的まともだったものでしてね」

　おっさんの装備はやはり浮いていた。見た目は魔導士でも、その装備は国一つ相手にできるほど凶悪な代物である。そんな装備で領主と会うとなると、もはや宣戦布告に来たとしか思えない。

　ゼロスは本気でスーツを新調しようか悩むのであった。

「なるほど……。よし、護衛の時はその装備で参加して欲しい。手練れがいると分かれば相手も迂闊には動けんだろう。牽けん制せい程度にはなる」

「……か、顔は隠していいですかね？　目立ちたくはないものでして」

「……今更ではないのか？　まぁ、そこはゼロス殿の判断に任せるとしよう」

「その実戦訓練は、いつ始まるのですか？」

「二週間後だ。できれば数日前に学院に向かってもらいたいのだが。船で行けば早いからな」

「分かりました。では、今から戻って準備を始めましょう。幸い暇な傭兵もいますからね」

　こうしておっさんは護衛依頼の準備を始めることになった。

　面倒だとは思いながらも、ツヴェイトを見捨てるのは気が引けたからでもある。

「ところで、学院内の情報をどうやって手に入れているんですか？　一般人に紛れて工作員を送り込んでいるのでしょうか？」

「……知らない方が身のためだ。裏の世界に足を踏み込むのは覚悟がいる」

　答える気はないようだが、その言葉で独自の諜ちょう報ほう員いんが存在し、人知れず暗躍していることだけは判明した。デルサシス公爵は、決して敵に廻まわしてはならない危険な人物であると認識した瞬間だった。同時に味方なら、これほど頼もしい人物もいないことも確かなのだから……。

　デキる漢おとこは謎が多い。何はともあれ、おっさんは再び教え子と会うことになったのである。

　この日からゼロスは、ツヴェイトを守るためのアイテムの製作を始めるのだが、調子に乗って余計なものまで作り出したのは言うまでもない。【黒の殲せん滅めつ者しゃ】は生産職なのである。

　余談だが、おっさんは醬油と味噌、ついでに酢をソリステア商会で購入した。

　溜たまり醬油らしく、コッコの卵と合う味わいであったという。

　これで残るは酒と味み醂りんだけとなったが、おっさんは味醂の作り方を知らない。
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　時間は少し戻る。

　フード付きのマントで顔を隠した女は裏路地に入ると、寂れた酒場に足を踏み入れた。

　酒場にはいかにも定職についていない、ガラの悪そうな男達が酒を酌み交わしている。

　その男達は女の姿を見ると下卑た笑みを浮かべたが、カウンターで酒を注いでいたマスターによって止められる。なにかを告げられた瞬間に男達は顔を蒼あおざめさせ、ただ彼女の背中を見送った。

　女は酒場の奥へ行くと、酒が並べてある棚の横に隠されたレバーを引いた。

　何かが外れる音が響き渡り、目の前の棚がゆっくりと手前に動き出す。酒棚は隠し扉であった。

　棚の奥に現れた階段を下り、地下道の奥へ向かう通路を進む。

　かつては地上にあった街は、時代とともに埋め立てられ、その上に新たに街が築かれることで遺跡として残された。その遺跡を犯罪組織が根城として使うことは多い。

　魔石ランプに照らされた道を行くと、古き時代には商人の屋敷として使われていた廃はい墟きょが。今は彼女を雇う者が住む部屋として使っていた。

　女は気兼ねせず扉を開くと、そこに数人の男達の姿があった。

　いや、男というには若過ぎる年齢のようで、青臭さが残る見た目から金持ちのボンボンだと判断する。女は青少年達を一いち瞥べつし、テーブルを挟むようにして対面しているスーツ姿の男の元に歩み寄り、背中にしなだれかかった。

　男はスーツを着ているが、お世辞にも趣味が良いとは言えない紫の色合いを好み、手には大きな宝石が目立つ指輪を幾つも嵌はめ、金のネックレスを首から下げている。

　どう見ても堅気な人間ではない。裏社会の頭目のようである。

「ダーリン、お客様の相手をしてたの？　何か、やけに若いみたいだけど……」

「戻ったか……。で、成果は？」

「楽勝よ。あの程度の相手に手間取っていたなんて、ダーリンの部下達は何をしていたのかしら？」

「頼もしいな。これで目障りな奴が一人消えた。しばらくは俺達が商売を独占できる」

「うふふ……素敵。これからたくさんお金が入り込むわね」

　男は女に手をのばし、愛いとおしげにその素肌をなでる。

　目の前でイチャつく二人の会話に苛いら立だちを隠せない青少年は、『ダンッ！』と力強くテーブルを叩たたく。気が短いというより、自分が無視されることが我慢ならないようである。

「商談の途中だ。仕事を引き受けるのか？　どうなんだよ!!」

「坊主、仕事をして欲しければ大人の対応を学びな。金さえ出すなら俺達は誰でも始末するさ。で？　誰を殺やるんだ？」

「コイツだ。今後、俺達の関係に亀裂が入りかねん……。今のうちに始末しておきたい」

　テーブルに置かれた一枚の写真。

　写真といっても魔導具で姿を紙に写し取った精巧な絵のようなものである。

　しかし裏の人間にはそれ一枚あれば充分であった。

「ふぅ～ん……結構イケメンね。初恋の子でも横から奪われたの？　坊や」

「誰が坊やだ！　お前達は言われた通りにこいつを殺せばいいんだよ！」

「坊主、口には気を付けろ。俺達は別に仕事を受けなくてもいいんだぜ？　最近、お前等の派閥は落ち目らしいじゃねぇか。資金源を全て潰されてよぉ」

「うぐ……」

「困るのはお前等だけで、俺達には関係のねぇ話だ。世話になった仲介屋のよしみで、お前みてぇなガキの相手をしてやっていることを忘れんなよ」

　男の方が一枚も二枚も上手のようで、既にこの場にいる者達の素性や内情を知っており、どちらが主導権を握っているのかわずかな情報を開示するだけで理解させる。

　青少年達も依頼を受けてもらわねば困ることになり、黙るしか手がない。

　この時点でどちらが格上だか既に判明したようなものだ。

「しかし、相手があの【沈黙の獅子】の息子かよ。厄介な相手を標的にしたもんだ」

「あら、この坊やはそんなに有名なの？」

「親父の方さ。奴にはウチの組織の大半を叩たたき潰つぶされた。本気でウィースラー派を潰しに掛かっているな……。奴は強敵だぜ？」

「なっ!?　公爵家の当主がそんなことをするわけ……」

「黙れよ、糞くそ餓が鬼き。何も知らねぇ奴が口を出すな」

　青少年の口を侮ぶ蔑べつのこもった言葉で黙らせる。

　裏組織である【ヒュドラ】は、一時期はソリステア魔法王国全土に広がる裏の世界を牛耳る一歩手前まで来ていたのだが、たった一人の男により組織が壊滅寸前にまで追い込まれた。

　幾度となくその男を殺そうとしたが、逆に返り討ちに遭っただけでなく、組織の殆ほとんどの人材を彼に奪われたのである。標的の親が酷ひどく危険な男であることを彼は知っていた。

　相手に自分の動きを察知されないことから、裏社会でついた通り名が【沈黙の獅子】。

　やがてその二つ名は表にも流出し、【沈黙の獅子】【沈黙の領主】【最強のスケコマシ】と呼ばれるようになった。最後の通り名については、黙って酒を飲んでいるだけで女の方から言い寄ってくることから、嫉妬交じりに男共から名づけられたものだ。

「奴が公爵家の当主となった時、正直驚いたぜぇ……。涼しい顔をしているが、奴は俺達よりも悪党だ。何かの冗談かと思ったぜ。『あんな危険な奴が、貴族なんて務まるかよ』ってな」

「なかなか素敵な話ね。ゾクゾクしちゃうわぁ～♡」

「恐ろしい男だぜぇ。奴が動いているとなると、ウィースラー派は既に詰んでいるな。諦めろと言うしかねぇ」

　青少年達は絶句した。息子を殺せば、今度はその親がこちらを本気に潰しにくる。

　しかも、裏社会の一大勢力を叩き潰した化け物が相手となると、さすがに自分達では荷が重いと感じ取った。最悪、派閥どころか実家まで潰されかねない危険な存在だったのである。

「まぁいい。依頼は受けてやるよ、どうせ標的になるのはお前等だからな」

「い、いや……俺達は……」

「今更逃げられると思ってんのか？　ここに来た時点で、お前等の事は既に向こうに筒抜けだろうよ。奴は人を使うのが巧うまいだけじゃねぇ、必要なら自ら動く男だ。それも、とびっきり危険なやり方でな。敵に廻すには危険な男だぜぇ、奴はよぉ……」

　青少年達は絶望を知る。もはや後戻りができないところに足を踏み入れていたのだ。

　自分達が生き残るためには、敵対する者を全て始末せねば安心して眠ることができない。

　知らず知らずのうちに危険に飛び込み、最も危険な相手を敵に廻してしまったことを、今更ながらに知らされた。坊やと呼ばれても仕方がない、未熟とすら程遠い幼稚さであった。

「まぁ、この標的を始末すれば、あの男にも意趣返しはできるだろうさ。責任は全てこの坊主共がとることになる。別に、俺達の腹は痛まねぇ」

「あら？　じゃあ、この仕事を受けるの？」

「あぁ……シャランラ、もう一仕事頼むぜ？　お膳立てはこいつ等が用意してくれるらしいからな」

「仕方ないわね。ダーリンがそう言うなら引き受けてあげる。その代わり、終わったら色々と買ってもらうわよ？」

「おぅ、何でも買ってやるさ。お前は幸運を呼んでくれるからな」

　賽さいは投げられた。ただ目障りな奴を始末しようとした結果が、予想以上の大物が後ろに控えていると知り、青少年──サムトロールは震えが止まらない。彼等は、自分達がいかに愚かであったかを今になってようやく悟ることとなる。だが、もう逃げる場はない。

　考えなしの行動が招いた結果であり、暗殺が成功しようが失敗しようが、辿たどる結果は変わらないのだから。

　それでも悪あがきをするサムトロールは、ある意味蛮勇なのかもしれない。








第十七話　おっさん、風になる






　【魔導錬成】。主に鍛か冶じ師や錬金術師、薬術調合師の職業ジョブを一定の段階まで極めると使えるようになる、生産職の奥義とも言える技である。

　素材を魔法陣の中央に置き、魔力を流しながら錬成過程を入力することで、様々なものを製作できる便利な魔法だが、何でも作れるかと言えば実はそうでもない。調合や製作過程を省く便利さは重宝するが、成功率は比較的低く、作り出したアイテムも、どうしても手作りのものより品質が劣る。

　武器にしろ、魔法薬にしろ、効果があるのは間違いないが、手作りのアイテムと同等の効果を与えるには、相応の数のアイテム製作をこなさなくてはならない。鍛冶師が何度も武器を製作して腕を上げるように、あるいは錬金術師が時間と手間暇を掛けて調合するように、【魔導錬成】もまた大量のアイテムを製作しなければ上質のものは製作できないのである。

　これは異世界でも電脳世界でも同じことで、おそらく魔導錬成を使って上質のアイテムを製作できるのは、ファーフランの大深緑地帯にひきこもりになったエルフ達しかいないであろう。

　それでもこの奥義と呼べる魔法技術を行える者は数えるほどしかおらず、仮にできる者がいれば、それは伝説級の実力を保有している魔導士として認識される。

　それが、どんなしょぼいアイテムしか製作できないとしてもだ。

　そんな究極魔法を自在に使える人物が現在ここに一人存在する。そう、おっさんである。

「ふむ……魔封石の準備は良し。後はこの魔封石を圧縮してと……」

　【魔封石】とは魔法式が内部に刻まれた魔石の事である。

　魔石に魔法を封じ込めるのには、魔導士が魔法を覚える過程と同じことをする。要は魔法を刻むのが脳内の深層意識領域か魔石かの違いである。工程は同じなので手間は掛からないが、準備段階で魔法式を作り出さねばならないために、どうしても手作業となってしまう。

　幸いなことに、【ソード・アンド・ソーサリス】の時に作成した魔法式やアイテムレシピは脳内の記憶領域に保管されており、いつでも情報を引き出して製作に利用することが可能であった。

　転生してアバターのデータが全て具現化された今の体は、電脳世界で覚えた技術を全て行うことができる。チートと思われがちだが、この技術はゲーム内でプレイヤーが時間を掛けて覚え磨いてきたもので、ある意味では血の滲にじむ努力の結果と言えなくもない。職業や身体のレベルに応じて補正が掛かるこの世界において、チートは言わば別の世界で研けん鑽さんしてきた結果なのである。

　元からこの世界で生まれた者であれば大変誇らしい偉業なのだが、異世界のしかもゲーム内で遊んだ結果得た能力だと思っているゼロスからしてみれば、今一つ誇れるものではないようだが……。しかし、電脳空間で試行錯誤を繰り返してきたことは紛れもない彼自身の経験であり、元から住んでいた世界とゲーム内での世界の【生】が異世界転生で逆転しただけである。

　数多くの魔物を倒し、素材を利用して様々なアイテムを製作してきたことも現実にあったことである。

　無論、死なない世界であったことは大きなアドバンテージであったが、死に戻りによるペナルティーは異様にシビアで、ステータスがダウンして数週間はまともに動けない状態であった。

　あくまでゲーム内での体感時間であったが、そのペナルティーがあまりに厳しいため、多くのプレイヤーはできるだけ安全策を取るように対応していた。

　疑似的ではあるが、多くのプレイヤーが【死】を恐れたからである。

　この世界の騎士や魔導士が戦略を立てて行動するように、広大なゲーム世界は異世界とさほど変わりはない。直すぐ傍かたわらに確実な【死】が存在するだけで状況は同じなのだ。

　まぁ、多少の齟そ齬ごはあるが（例えばガチャ）、ゲーム内で過ごしてきた生活も紛れもない現実なのである。自身の能力を卑下する理由はどこにもない。後は個人がどれだけ受け入れられるかによるが、それはあくまで個人の自由意思で決まることである。

　実際にものを作れる生産職なだけにゼロスはある程度は受け入れており、転生してから幾度となく考えていた三つの世界（元の世界とゲームの世界、そしてこの世界）の関係性や、ゲーム内で行ってきた行動の全てが仮想空間のものではなく、もう一つの現実に思えて仕方がなかった。むしろこの世界は三つ目の世界なのではと訝いぶかしんでいる。

　そんな考え事をしながらも、おっさんは一人黙々とアイテムを作り上げていた。

　面倒なのが魔導錬成前の準備であり、魔封石の製作である。

　魔法を刻む工程は予あらかじめ製作しておいたスクロールを流用すればいいが、問題は魔封石の圧縮である。

　魔石自体は魔力が凝縮して鉱物化したものだが、魔力を消費するとただの透明なガラス状になり、やがて砕け散る。魔石自体が存在を維持できなくなり崩壊するのだ。

　それを防ぐために同種の魔石を結合圧縮することで保有魔力量を上げ、更には強度も上げることができる。核となる魔石に魔法術式を刻み、その魔石を複数結合させ、一つの大きな魔封石を生み出す。そこから更に圧縮して小さくすることにより、魔封石の効果は飛躍的に高まるのである。

　問題があるとすれば圧縮の際に魔法式が歪ゆがみ、その効果を維持できない状況になることだが、そこを何とかするのが生産職の腕の見せどころである。

　そして、おっさんはその作業にとても慣れていた。数々の魔法とアイテムを生み出し、精密な作業をこなせるからこそ【大賢者】の職を獲得できたのだ。ゲーム内で培った技術は、この世界においても反映されているようである。

「……よく考えてみるとおかしな話だ。レベルを上げることで身体能力や知識の保有率が向上するのは、この世界で出会った人達を見ていて分かった。だが、僕がゲーム時に覚えた技術がこの世界の技術と余りにも酷似しているのは……まさかねぇ～」

　思い出してみると幾つもおかしな点がある。

　例えばアイテムの製作だが、五感を感じ取れる精巧なＶＲバーチャルリアリティの世界ではあるが、ゲーム内で何かを製作していると確かな手応えや失敗した時の感触がダイレクトに伝わっていた。まるで本当に自分が物を製作しているかのような臨場感は、夢中になるほどの面白さがあった。

　しかし、実際にあるべき世界から離れた今、おっさんはアイテムを製作しながらもゲーム世界と、この世界に対する違和感を常に感じ取っている。

　その違和感は『地球の技術であのような精密で精巧な世界を、果たしてプログラムだけで作れるのか？』というところから始まった。

　ゲーム内での世界【フランリーデ界】の設定と、この世界の摂理が一部のものを除けば殆ほとんど同じなのだ。これに違和感を覚えない方がおかしいだろう。世界の摂理と設定が同一のものだとするなら、ゲーム内の世界が架空のものではあり得ない。

　もし架空だと思われた世界が現実のものなら、自分達が死んだ時にアバターをベースに人間を再構築できたとしてもおかしくはない。何しろゲーム内では〝死に戻り〟のシステムがあったのだ。

　ステータスにペナルティーとして過剰なまでのマイナス補正が掛かり、結果としてプレイヤーは復活するが、同時にアイテムや死んだエリアで得た経験値を失い、最悪レア装備などを失うこともあった。現実で死者は蘇生することはないが、逆に死にかけの人間をこの世界の摂理に合うアバターと融合させれば、結果的に転生は完了するのではと考えられる。

　でなければ簡単スムーズに転生などできるわけがない。後は同時進行で元の世界で死んだ者達の遺体を、辻つじ褄つま合わせに物質で作り出せばいい。

「アニメやラノベなどによくある設定で、この世界の情報を基にあのゲームが作られた？　何のために……仮にそんなことができたとして、それを現実のものにすることが果たして人間にできるのか？　不可能でしょうねぇ～普通なら……」

　異世界の情報を得ることができる存在となれば、それは【神】と呼ばれる存在しかいない。ただ、それが人間の信仰する神と同一の存在かは分からない。分かることはかなり酔狂で暇をもてあましているということだけで、神々の世界の事は現状からある程度は憶おく測そくを立てることができた。自然界の法則の観点から考えても、死者の転生を行うことはかなり逼ひっ迫ぱくした事態であったと予測される。

　仮にこの憶測が正しければ、【ソード・アンド・ソーサリス】の世界もゲームではない可能性が高くなってくるだろう。ゲームだと思った世界が実は神々が作り出した別の世界で、【ドリーム・ワークス】というゲーム媒体で精神だけをアバターに移し替え異世界を行き来していたとすれば、今まで何の疑問も抱かなかったことにも説明がつく。認識の操作をされていたとすれば、今まで疑問に思わなかったことにも全て納得がいくのである。

　おっさんの推測では、ゲームプログラムの観点から見ても【ソード・アンド・ソーサリス】はあまりにも精巧過ぎて地球の技術で作れるものではない。膨大な情報処理能力があるスーパーコンピューターがいくらあっても処理できる情報量ではない。ＮＰＣノンプレイヤーキャラクターですら人間と同等の自由意思を持っていたのだ。仮にその世界がプログラムだとすると、常に蓄積される情報により膨大な情報量を処理できずにパンクするだろう。電力消費も膨大で、供給が追い付くはずもないのだ。

　まぁ、これはあくまでもおっさんが推測していることなので、実際はどうなのか分からない。

「何にしても、ゲーム世界を管理する神にとって、邪神の存在は想定外だったんだろうなぁ～。考えてみれば異世界の神を知らないうちに押し付けられたものだし、そのおかげで自分達の管理する世界に悪影響が出たわけだからねぇ～。嫌みの一言も言いたくなるよなぁ～」

　ラノベからの知識を基に考察するが、決定的な証拠がない以上はただの憶測か妄想に過ぎない。しかし、四神のうちの一柱から送られたメールを読んだ限りでは、この世界を管理する女神とやらの性格はかなり無責任で享楽的に見える。あながち間違いではないように思えてならなかった。

　考えながら独り言を呟つぶやくおっさんは不気味だが、それでも手を休めることはなくアイテム製作の下準備を整えていった。

「さて……下準備は終わったし、さっさと作りましょうかねぇ～」

　色々憶測を並べ立てながらも手は休めず製作に没頭するゼロス。

　製作するのは指輪であるが、あまり大量に指に装着しても邪魔なだけである。そのため、身を守るための魔導具は首からさげるアミュレットタイプにした。

　素材は以前の廃鉱山での採掘で大量にある。ついでにセレスティーナや、会ったこともないが次男のクロイサスにも渡そうかと、同じものを製作した。

　送られてきたレポートから相当に熱心な研究者で、なぜか気が合いそうな気がしていたりもする。

　魔導錬成は準備段階でかなり面倒なのだが、準備が終われば後は楽であった。魔法陣の上に乗せて、後は操作するだけである。製作する装備アイテムも、以前に製作した装備アイテムの劣化版を作るだけであったから、作業は直ぐに終わってしまう。ノッてきた矢先、おっさんは暇になった。

「暇になったなぁ～……意外に早く終わったよ。どうすべ？」

　おっさんの技術は既に達人の領域であり、一から物を作り出す工程は異常に速い。

　修復作業は色々と面倒な工程があるために滅多なことでは行わないが、こうした創作作業は得意なのであった。しかもゲームでのアイテム製作の時の感触が確かに残っており、ここで終わらせるにはあまりにつまらない。何よりもおっさんは、こうした作業をしていると悪ノリしてくる困った一面もある。そして、おっさんは暇な時間を潰つぶすために、全く関係ないものを造り始めた。

　自分の趣味を全開にし、その作業は三日ほど続いた。
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　おっさんが護衛依頼の準備を開始して約三日後。

　イリスは傭よう兵へいギルドの掲示板を眺め、適当な依頼がないか探していた。

　どれも遠距離な上に赤字になりそうな依頼ばかりで、生活費を稼ぐには手配書の近場にある別の依頼を複数こなさないと元が取れない状態であった。だが依頼の期日まで間に合いそうにない。

　金銭面で苦しいイリス達からしてみれば、遠距離ともなると馬車を借り、それ以外にも宿代や食費代もお金が必要。ランクが低いイリス達では現地に赴くまでに生活費で活動資金が底をつくことになる。計算しても生活費の一部が少し上がる程度で、宿に泊まることは完全にアウト。依頼をこなしながらの野宿生活は正直遠慮したい。

「うぅ……ロクな依頼がない。生産職のスキルを取っておけばよかった」

　イリス達の懐事情は切実だった。

　前回の【ワイルド・コッコ討伐】はおっさんとカエデが達成してしまい、彼女達には一銭も入ることがなかった。それどころか傭兵でもないのに依頼人は二人に金を渡し、イリス達は結果的に依頼を失敗したことになる。ニワトリ達に返り討ちに遭った傭兵達と立場的に変わりはない。

　宿暮らしであったイリス達は、ここ三日間の生活を養護院にお世話になり、おっさんとルーセリスの厚意に甘えて食事のお裾分けをしてもらい、毎日ギルドに顔を出しては依頼手配書が張り出されているボードを眺めているだけである。

　ルーセリスは、養護院である教会で子供達の面倒を見る傍ら、怪我人を格安で治療をすることで収入を得ていて、無職であるはずのゼロスはなぜか金を持っており、『金がなければ狩りに行きますよ』と豪語するほど余裕である。それ以前に自給自足をしているために飢える心配がない。

　ワクワクのファンタジーの世界だと思っていたが、結果は世知辛い現実がつきまとっていた。

「これじゃ、ダンジョンアタックに行けるのもいつになるか……ハァ～」

　イリスの実力は、この世界の基準でいえば上位に入るだろう。だが、仲間であるレナとジャーネはイリスよりも弱かった。レベルで実力が決まるわけではないが、身体的な能力面では高いことに越したことはない。

　ジャーネは慎重過ぎて討伐依頼では比較的弱い魔物を選ぶ傾向があり、レナはしっかりしているように見えて、あることで直ぐに暴走し、いつの間にか行方をくらませる傾向がある。

　まぁ、戻ってきた時にはなぜか肌がツヤツヤになっているのだが。

　こんな調子では一向に強くなることはできないだろう。

　なまじ知り合いに傑出したチートがいるので、真面目に傭兵生活をしているのが馬鹿らしくなってくる。だが、一人で魔物を狩りに行ったとしても、イリスは解体をすることができない。冒険目的にスキル構成をしたため、解体スキルを保有しておらず、仮にスキルを保有していたとしても解体できる気がしない。イリスはここに来て、現実とゲームの齟齬と弊害に悩む羽目になった。

「何だかんだで、おじさんは現実を見据えてたんだぁ～。それに比べて……」

　土地や家を既に手に入れ、自給自足生活を始めているおっさんは、考えようによっては現実的で生きることに前向きに計画を持って行動している。たとえ普段がどうあれ、きちんと生活できているだけで成功者である。それに比べてイリスは明日にでも極貧生活になりそうであった。

　傭兵は信頼が第一であり、生活できるほどの稼ぎを得ているのは高レベルの傭兵で、それに見合うだけの結果を出して信頼されている者達だ。

　ランクに応じて受けられる依頼は高額になるが、当然ながら依頼達成難易度も高くなる。イリスは高位の魔導士になるが、傭兵として見れば未熟もいいところで、倒した魔物から素材を剝はぎ取れないのは致命的である。レナやジャーネがいるから辛うじて剝ぎ取りが行えるが、二人がいなければいくら個人では強かろうと半人前なのだ。

「ハァ……落ち込む。異世界って、地球と大して変わりないよ。仕方ない、おじさんに錬金術か調合を教えてもらおう。一応、約束はしてあるし……」

　今更ながらに現実を知ったイリス。たとえ時代背景が中世ヨーロッパ並みでも、現実の世界である以上、人が生きる上では働かなくてはならない。傭兵生活は何かと金が掛かり、生活費よりも武器などの装備の調整で金が出ていく始末だ。副業を持っているに越したことはない。

　食べなくても死なないゲーム世界ではないのだ。

　刺激的な生活を求めていたイリスにとって、ファンタジーな世界でも変えようのない現実があることを改めて思い知り、意気消沈のままおっさんの家に向かうのであった。
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　おっさんの家の前にきたイリス。

　庭先ではニワトリ達が組手や型稽古をしており、この変な生物達が何を目指そうとしているのか今一つよく分からない。分かることといえば、自分より強い奴に会いに行くための下準備であることだけだ。このニワトリ達は傭兵達を一蹴する強さを持っており、強い相手にしか従わない変わった習性を持っている。圧倒的な強さを持つゼロスに従うのは当然とも言えた。

　また、自宅警備員としても優秀で、不用意に泥棒に入れば瞬殺されるのは間違いない。

　何しろ前の飼い主はレベル２００の元傭兵で、ギルドランクでいえばランクＡ。そんな人物と毎日格闘すれば嫌でも強くなるだろう。レベルは何も殺し合いだけで上がるわけではないのだ。

　イリスは、ゼロスの家のドアを軽くノックする。

「おじさ～ぁん、いる？　イリスだけど……」

『開いてますから、入っていいですよ。今、手が離せないものでして……』

　どうやら何か作業中らしい。忙しいようなので一瞬入るのを戸惑うが、イリスも生活が懸かっている。ここで何かしら方向転換をしなければ、念願のダンジョンアタックに行くことができない。

　彼女は『お邪魔しまぁ～す』と言いながらドアを開ける。そのまま工房スペースまで足を進めると、おっさんはファンタジー世界とは全く不釣り合いなものを製作していた。

　金属製のフレームに取り付けられたエンジンと思おぼしき機械。周囲に無造作に置かれた部品や車輪の数を確認して、それがバイクであると分かった。

　しかも一見してオフロードタイプのように見えるが、車輪も大きく外装を取り付けていないせいかフレーム自体も武骨。ただし所々に魔道具らしきパーツが組み込まれていた。

　明らかに１０００ｃｃクラス。外装パーツは鑑定しても名称すら出ないが、形状からドラゴンの甲殻の類たぐいだと思われる。しかも邪悪なまでに漆黒。完成すれば、どこかのライダーが変身しながら颯さっ爽そうと現れそうな映像が脳裏に浮かぶ。

　おっさんは、ファンタジーの世界観を見事なまでにブチ壊していた。

「……おじさん。何でバイクなんか作ってるの？」

「必要かと思いましてねぇ、趣味の赴くままに作ってみました。バイクは近所の一いち之の瀬せ君と弄いじり廻まわしていましたから構造は全て把握していますし、魔法がある世界ですから燃料の心配はいりません」

「誰、その人！　ここはファンタジーの世界だよぉ!?　剣と魔法の世界だよぉ、何でその夢を壊そうとするのぉ!?」

「何を言っているんです？　剣と魔法の世界でも車やバイクは出てきましたし、果ては空中戦艦やら飛行船、戦闘機に至るまで幅広くファンタジー世界を席巻していたはずですが？　作品によってはロボもありますし」

「うっ……確かに。でも、ここは未開拓の発展途上の世界なんだから、何もいきなりこんな未来的なものを作らなくてもいいじゃない」

　完全に技術チートである。だが本人は売り捌さばく気がないので、しばらくは中世風ファンタジーの世界背景は守られそうである。やろうと思えば戦車すら作れるおっさんは、面白半分で現代技術を趣味で使いまくっていた。しかし、あくまで趣味の範囲内なのでさほど問題ではないだろう。

　ただイリスは現実に打ちのめされていたこともあり、おっさんの所業に果てしないほどのガッカリ感を抱いた。酷ひどくマイペースで空気を読まない行動をするゼロスを非難する権利などないのだが、ファンタジー世界に夢と冒険を求めていたイリスは何とも言えない感情が渦巻くのである。

「ところで、今日はどうしたんですか？」

「うん、チョット生活が苦しくなってるから、おじさんに錬金術を教えてもらおうかと思って……。取り込み中だったみたいだけど」

「それは丁度良かった。実は護衛依頼を受けましてね、イリスさん達を誘おうかと思ったんですよねぇ。人手は多い方がいいですから」

「護衛依頼？　領主様の護衛でもするの？」

「そうですねぇ……。近いですが護衛対象は違う人物です。実は……」

　そして、おっさんの口から語られる依頼内容。護衛対象は領主の息子の一人であるツヴェイト。イストール魔法学院で行われる実戦訓練に警護として参加し、その期間に対象人物を守ることになる。問題は、傭兵達はそれぞれ別の学院生の警護に就き、護衛対象者であるツヴェイトの傍そばに控えることができるかどうか分からないということだ。

　そのため人手はある程度多いに限る。常に連絡を取り合える状態にしておき、いつでも現場に急行できる準備を整えておくことが必要なのだ。イリス達の役割は護衛であると同時にゼロスの目となり、襲撃が起きたら真っ先に知らせ、場合によっては時間稼ぎをする任務である。

　幸いイリスの索敵スキルは高いため、ゼロスは現場に急行できるようにバイクを製作していた。

「おじさん、私達に選択肢はないよね？　生活が苦しいのを知っていて依頼を受けたの？」

「断るのも自由ですよ？　危険な仕事ですからねぇ、無理強いはさせられませんし、ウチからは最強の護衛を三羽出しますし……」

「三羽って……。あのニワトリ達がいれば、私達は要らなくない？」

「最近の鍛錬でレベルが３００は超えていますし、進化すればコカトリスですからねぇ。毒に対しても耐性が高いですから、ある意味では強力な護衛ですよ。ただ……」

「ただ、なに？　何か問題があるの？　それより、ニワトリさん達、前より強くなってない!?」

「戦うことが好きなようですから、他の魔物の相手に夢中になり過ぎて、護衛の事を忘れそうなんですよねぇ。根っからの武闘派ですから……」

「鳥だしねぇ……。忘れっぽいのかも」

　三歩歩けば全てを忘れるようなニワトリ達ではないが、熱くなると周りが見えなくなる傾向がある。その欠点を補う必要があり、それらの要員としてイリス達を選んだだけに過ぎない。依頼を断るならそれでも構わない程度の気軽さで誘っただけなのだ。

「ところで、他の二人はどうしたんですか？　どう考えても、レナさんやジャーネさんも生活が困窮していると思いますけど」

「ジャーネさんはルーセリスさんのお手伝いに行ってる。レナさんは、どこで何をしているのやら」

「たぶん……ナニをしているんでしょうねぇ。この間、宿から出てくるのを見かけましたが？　数人の青少年と一緒に……」

「迸ほとばしる熱い性欲を抑えられなかったんだね……。生活がきついのに何をしているのやら」

　ジャーネはともかく、レナはかなり奔放のようであった。欲望に忠実と言ってもいいだろう。

　熟うれ過ぎた果実を齧かじるよりも、青い果実を求める思考は些いささかマニアックである。だがこの世界ではある程度は許容されており、結婚は男が十四歳、女は十三歳からできる。

　イリスも結婚が可能な年齢だが、元の世界の常識を持つがゆえに抵抗があり、今は自分のやりたいように生きたいと思っている。そのため将来の事はあまり考えていない。

　だが、この世界には厄介な恋の病が存在する。こればかりはどんな薬を使っても癒いやすことはできないだろう。何しろ生物の根幹に染みついた習性のようなもので、一度発動したら暴走するだけでなく、下手をすれば社会的に死ぬことになりかねない。

「前にも言いましたが、副業はあった方がいいですよ。ここはゲームとは違いますから。現実は世知辛いもんですぜ？」

「うん、それは既に思い知った……。魔法が使えるだけでは生きていけない世の中なんだね」

「錬金術もそうですが、魔道具も少しは作れた方がいいですねぇ。補助魔法を魔石に込めるだけですし、器用ならそれなりの性能の魔導具を直ぐに作れるんじゃないかなぁ？」

「色々できそうな気がする。けど、おじさんはどうしてその技術を使って商売しないの？」

「僕が作ったら、ヤバイものが大量に出回るんだけどねぇ～。主に爆発物とか、爆発物とか、爆発物が……爆発物の効果が一番高いんだよねぇ～、これが……。得意なものでして」

「爆発物限定!?」

　【黒の殲せん滅めつ者しゃ】はテロリスト路線を突き進んでいた。

　補助魔法が込められた魔道具も簡単なものならいくらでも作れるが、この世界の時代的背景を考慮すれば過剰な性能になってしまう。そうなれば有名人の仲間入りである。

　それ以前に補助系アイテムを作るのは気乗りしない。今回は依頼内容に応じて仕方なく製作したが、ふざけたアイテムを製作するのが好きなのだ。例えば高性能な防御能力を与えると同時に、厄介な呪いを加えるとか、そんな面倒な代物しか作らなかったのである。

　ゲーム時代の当時の口癖が『さぁ、選べ。破格な性能と同時に凶悪な呪いを受け入れるか、ちっぽけな性能でつまらん呪いを受けるか……』だった。

　ついた通り名が【嗤わらう行商人】、または【あやしい行商人】である。

　ただし、その正体は謎のベールに包まれていたという。

「それより、何か簡単に調合できるものを教えてよ。薬草は持っているけど、そこから先の調合法は知らないから」

「まぁ、いいですけどね。傷薬なら簡単に作れるでしょうし、魔石の粉末を混ぜて魔力を込めれば、効力が上がりますから、売ればそれなりになるのでは？」

「いくらぐらいで売れるの？」

「一般の相場なんて知りませんよ。僕はポーションの類は買ったことがありませんからねぇ。ゲームでは仲間と共同で製作していましたから、逆に高値で売り捌いていた方です。【あやしい行商人】の噂を聞いたことはありませんか？」

「ある。あれ、おじさんだったの？　かなり凶悪で変なアイテムを売っていたって聞いていたけど」

「正確には〝僕達〟ですけどねぇ。皆で分担して活動資金を稼いでいたんですよ。懐かしい……」

　改めて知る【殲滅者】達の非常識さ。

　そんなくだらない日常会話を交えながらも、イリスはおっさんに薬草の調合法を教えてもらう。

　余談だが……この日、イリスは生産職のスキルでもある【調合】を覚えた。魔導士でもあることから調合スキルのレベルが上がれば、いずれは錬金術に発展するだろう。

　おっさんはイリスに調合を教える傍ら自身の作業を進め、イリスが傷薬の作り方を完全に覚えた頃にはバイクを完成させていた。




　夕暮れ時にバイクをインベントリーに回収すると、おっさんは意気揚々と出かけてゆく。

　後に『漆黒の魔物が超高速で街道を駆け抜ける』という噂が広がるが、おっさんは知る由もない。

　街道を行く行商の荷馬車や騎士団の早馬をブチ抜き、魔物と勘違いした騎士団が出陣してきたが、誰もおっさんが操るバイクに追い付けない。そもそも馬力が違い過ぎるのだから無理もない。

　この日のゼロスはハイウェイ・スター。

　走行テストのつもりだったのだが、調子に乗ったのか中年オヤジは街道の風となる。

　街道に漆黒の旋風が駆け抜ける。馬鹿みたいに愉快そうな笑い声を残しながら──。
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